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この報告書は,日 本 自転 車振 興会 か ら競輪

収益 の一 部 である機械工業振興 資金 の補助 を

受けて昭和62年 度 に実施 した 「自然言語 の

コン ピュー タ解析用辞書 に関す る調査研究 」

の成果 をと りま とめた もの であ ります。
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は じ め に

我 が 国 の産 業 を取 り巻 く国 際 経済環 境 は複雑 化 して きて お り、 政 府 、 産 業 界

で は海 外 の産 業 経 済動 向、 技 術動 向等 に ついて 迅速 かつ正 確 に把 握 す る必 要 性

が 従来 に も増 して 高 ま り、 一 方 、海 外 の新 聞情 報、文 献情 報等 は 国際 ネ ッ トワ

ー ク を通 じて 即 時 に入 手 可 能 な状 況 に な
っ た。

この よ うな 国 内外 の 自然 言 語 に よ る文 章 情報 の蓄 積、 検 索利 用等 の 需 要 が増

大 す る中で、 自然言 語 を対 象 と した コ ン ピュー タに よ る解 析 を正 確 に行 うニー

ズ が高 まっ て い る。 その 際 に 必要 にな るの が 辞 書で あ り、 解 析 に用 い る辞 書 の

良否 が 解析 の精 度 を決 定 す る とさえ 言わ れて い る。

現在 、 自然 言 語 解 析 の 応用 技術 と して 、機 械 翻訳 、 自然 言 語 に よ る質 問応 答

等 に関 す るシ ス テ ムの研 究 開発 が 諸機 関 にお いて進 め られ て い る もの の、 解 析

に用 い る辞 書 は諸 機関 に お け る解 析手 法 、解 析 レベ ル等 の違 い によ り各 々異 な

っ て お り、 シス テ ム間 の相 互利 用 は不 可能 な状況 にあ る。

この よ うな 背景 か ら、 当協 会 で は、辞 書 の システ ム間 相 互利 用 を 可 能 とす る

こ とを 目的 に辞 書 体 系 を整 備 し、 効 率 的 な辞 書 作成 、 維 持 体 制等 の 確立 を 図 る

べ く、 昭和60年 度 よ り3年 計 画 で 、 自然言 語 の コ ン ピュー タ解析 用 辞 書 に 関

す る調 査研 究 を実 施 す る こと と した。

60年 度 に お いて は、 諸機 関 に おけ る コン ピュー タ解 析 用辞 書 につ い て海 外

も含 め た先 進 事 例 調 査 を行 い、 辞書 の相 互利 用 を可 能 とす るた め の 辞 書項 目の

共 通性 、 辞 書 の 全 体 構成 、 品詞 分類 ・意 味分 類 等 の体 制 につ い て 検討 した。

61年 度 は、 前年 度成 果 を踏 まえ て、 コ ン ピュー タ解析 用辞 書整 備 の た め の

基 本 構想 を 描 くこ とを試 み、LDB(LexicalDatabace)概 念 を 提 示 した。

本調 査研 究 の最 終年 度 に当 る本 年度 は、LDB構 築 の た め の手 法 と して の 知

識 ベ ース 作 成手 法 の検証 実 験 、 関連 研 究機 関 で の研 究 の サ ー ベ イを 行 い、 それ

らを 踏 まえ て、LDB構 想 の 提 案 を試 み た。本 報 告 書 は そ の成 果 を と りま と め

た もので あ る。

本 報 告書 が 、 関心 の あ る方 々 に広 く利 用 さ れ、今後 の 自然 言 語 処 理 お よび 辞

書研 究の 向上 、 情 報 化 社 会 の基 盤 整 備 の一 助 となれ ば幸 い で あ る。

最後 に、本 調査 研 究 に あた って 、 ご指導 ご協 力い た だ い た渕委 員 長 、横井 主

査 を は じめ、各 委 員 並 び に関係 各位 に感謝 の意 を表 します。

昭和63年3月
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序LDBへ の期待

自然言語解析用辞書調査委員会委員長

渕 一 博

情 報 の入 れ物 や情 報 を扱 う道 具 類 につ い て は高 い関心 が あ る もの の 、情報

の 中 身、 情 報 そ の もの に つ い て は、 も う一 つ 熱意 に 乏 しい の が い まだ に 日本

の現 状 の よ うで あ る。 情 報 その もの に も様 々の種 類 があ るが代 表 は デ ー タベ

ー ス で あ ろ う
。 デ ータ ベ ー ス の開発 ・整 備 ・利用 につい て は米 国 に大 き く遅

れ を と り、 日本 は輸入 超 過 国 と して経 済 摩 擦 の火 種 とな りかね ぬ有 様 で あ る。

大 規 模 で 高品 質 のデ ー タベ ー スの 開 発 には 多量 の人 材 や 資 金 の み な らず、

豊 富 な蓄積 や新 しい技 術 開 発へ の努 力 が 不可 欠 で あ る。 この 「自然言 語 解析

用辞 書 調査 委員 会 」 が3年 間 の調 査 研 究 の成果 と して 提 案 す るLDB(Lex-

icalDatabase)は その典 型 例 と もい うべ き もので あ る。 そ れ だ け にLDB

の 開 発 ・整 備 には用 意 周到 な準 備 が 必 要 で あ り、す で に蓄積 され て い るも の、

蓄積 され つつ あ る もの 、 さ らに最 新 の コ ン ピュー タ技術 を総 動 員 す る体 制 が

求 め られ よ う。

開 発 ・整備 に 多大 の努 力 を要 す る だ け に、1、DBの 効用 は計 り知 れ ぬ広 が

りを 持 つ もの で あ る。 自然 言 語 処理 技 術 は言 うに及ば ず 、言 語 に か かわ る学

問分 野 、技術 分 野 、産 業 分 野 、教 育 を は じめ とす る社会 活 動 分 野等 に 多大 の

効 用 を もた らす もの で あ る。 しか も、 そ の効用 は短 期 的 な もの で は な く、 永

く持 続 し、 徐 々 にそ の効 果 の 度 合 い を上 げて い くもの とな ろ う。

LDBが その 持 つ効 用 を 最 大 限 に 発揮 しうるた め には守 られ るべ き要件 が

あ る。 このLDBの あ るべ き姿 を二 つ 程 の期 待 と して あ げて お こう。

◎LDBは 占有 されて はな らな い

限 られた 組織 、機 関 や 国 家 が独 占す べ き もの で はな く、 国 民的 資産 、 さ ら

には世 界 的 な共 有 資産 と して 位置 付 け られ るべ き もので あ る。 特 に、 日本 語

の 国 際化 を望 むな ら、 日本 語 に関 す るLDBは 世 界 に向 か っ て 無条 件 で 提供

す る位 の度 量 が求 め られ る。 競 争 はLDBを ど う 占有 す る か で は な く、LD

Bを 活 用 した商 品 、技 術 、学 問成 果 の上 で行 わ れ るべ きで あ る。 た だ し、現

一1一



状 は既 存 デ ー タの著 作 権 を は じめ と し、解 決 しなけ れ ば な らな い 問題 が 山積

みで あ る こと も事 実 で あ る。 したが って 手順 を踏 ん だ コン セ ンサ ス 作 り に時

間 を 惜 しん で は な らない 。

◎LDBは 成 長 しな くて はな らな い

LDBの 構築 に は永 い 時 間 を要 す る。 それ だ け 、言 語活 動 の蓄 積 は巨 大で

あ る。 さ らに 、人 間 社 会 の成 長 ・変 化 に応 じ言 語 も成 長 ・変 化す る。 したが

って 、LDBも 常 に成 長 ・変 化 す る もの でな くて は な らな い。成 長 を止 め る

な らた ちま ち過去 の 遺 物 とな り、生 命 力 を失 う。 この 成 長 の活 力 を供 給 す る

母 体 と して 、公 的 な 機 関 、広 い協 力 体 制 、 そ して最 新 の コ ン ピュー タ技 術 を

駆 使 す る作 成 ・維持 の システ ム環 境 が 必 要 で あ る。

一2一



要概第1部





1.事 業 概要

1.1目 的 と背 景

我 が 国 の産 業 を取 り巻 く国 際経 済 環 境 は複 雑 化 して きて お り、政府 、産 業
●

界 で は海外 の 産 業 経済 動 向、 技術 動 向等 につ い て迅速 か っ 正確 に把 握 し、 か

つ国 内情 報 を 海 外 に提 供 す る必要 性 が 従来 に も増 して高 まっ て い る。

一方
、 国内 外 の新 聞情 報 、 文献 情 報 等 は国際 ネ ッ トワー クを通 じて 即 時 に

入 手 可能 な状 況 にな って い る。

この よ うな海 外 の 自然 言語 に よ る文章 情 報 の蓄 積、 検 索 利用 等 の需 要 が増

大 す る中 で、 自然 言 語 を 対象 と した コ ン ピ ュー タ によ る解 析 を正確 に行 うニ

ー ズ が高 ま って い る。

そ の際 に必 要 に な る のが辞 書 で あ り、解 析 に用 い る辞 書 の 良否 が 解析 の精

度 を決 定 す る とさ え言 わ れ て い る。

現在 、 自然 言 語解 析 の応 用 技術 と して、 情報 蓄積 面 で は 自動 イ ンデ ク シ ン

グ、 自動抄 録 等 に関 して 、 また 、情 報 の利 用 面 で は機械 翻 訳 、 内容 検 索、 自

然 言 語 に よ る質 問応 答 等 に関 す るシ ス テム の研 究 開発 が 諸機 関に おいて 進 め

られ て い る もの の、 解析 に用 い る辞 書 は諸機 関 に おけ る解 析手 法 、 解析 レベ

ル 等 の違 い に よ り各 々異 な って お り、 シス テム 間 の相 互 利 用 は不 可 能 な状 況

に あ る。

こ のた め、 本事 業 で は、 昭 和60年 度 よ り3ケ 年計 画 で コ ン ピュ一一タ解析

用 辞 書 の シス テ ム間 相 互 利 用 を可 能 とす る こ とを 目的 に、辞 書 体 系 の整 備 、

効 率 的 な辞 書 作成 、維 持 体 制 等 につ い て調 査研 究 を行 う こ と と した 。

1.2事 業計 画 と 実 施経 過

(1)事 業 計 画

60年 度 に おい て は、諸 機 関 に おけ る コ ン ピュー タ解 析 用 辞 書 に つ い て海

外 も含 めた先 進 事 例 調 査 を行 い、辞 書 の相 互 利用 を可 能 とす るた め の辞 書項

目 の共通 性 、辞 書 全 体構 成 、 品詞 分類 ・意 味 分 類等 の体 系 に っい て検 討 した。

60年 度 の 調査 研 究成 果 は、 「60-S-002自 然 言 語 の コ ン ピュー タ解 析 用

辞 書 に関 す る調 査研 究 報告 書 」(昭 和61年3月 、財 団法 人 日本情 報 処 理 開
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発協 会)と して ま とめ られ て い る。

61年 度 に お い て は、60年 度 の調 査研 究 成果 を 踏 ま え、 コ ン ピ ュー タ解

析 用 辞 書整 備 の た めの基 本 構 想 を と りま とめ るべ く調査 研 究 を実施 し、 特 に

機 械 翻 訳 シ ス テ ムを例 と した辞 書 に つ いて 内外 の調 査 を行 い、 ユ ーザ の 立 場

か ら辞 書 更新 機 能 を 中心 と したあ るべ き姿 に つ い て検 討 し、LDB(Lexical

Database)の 概 念 を 提示 した 。

61年 度 の調 査研 究成 果 は、 「61-S-002自 然 言 語 の コン ピュー タ解 析

用辞 書 に関す る調 査 研究 報 告 書 」(昭 和62年3月 、財 団法 人 日本情 報 処 理

開 発協 会)と して ま とめ られ て い る。

調査 研 究 の最 終 年 度 に 当 る本 年 度 は、 昨 年 度 の調 査 研 究成 果 の一 つで あ る

LDB(LexicalDatabase)の 概 念 を一 層 明 確化 しLDBの あ るべ き姿

(ビ ジ ョン)に つ い て調査 研 究 す る とと もに、LDBの 概 念 記 述 の一 つ と し

て 、百 科 事 典的 な情 報 を取 り込 んだ 知識 ベ ー ス の半 自動 的 作成 実 験 を行 い 、

作成手 法 の基 礎技 術 の検 証 を行 う こと と した。

調 査 研 究 の推 進体 制 と して 、 当協 会役 職 員 及 び外 部 有識 者 か らな る 「自然

言 語 解析 用 辞 書調 査 委 員 会 」 を61年 度 に引 き続 き設 置 して、 基 本 方針 及 び

実 施 計 画等 を検 討 す る と と もに 、 「同専 門委 員会 」 に おいて 詳細 な調 査 及 び

検 討 を行 うこ と と した。

② 実 施 経過

本 年 度 の調 査研 究 実施 経 過 を 表1-1に 示 す。
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表1-1調 査研 究 実 施 経過

日 付 委員会/専 門委員会 内 容

62,6.26 第1回 専門委員会 ①62年 度調査研究について

62.7.7 第1回 本/第2回 専 合同委員会 ①調査研究計画の検討

62.7.27 第3回 専門委員会 ①調査仕様の検討

②実験仕様の検討

62.8.25 第4回 専門委員会 b調 査詳細仕様の検討

②実験内容の検討

62.9.1～63.1.29調 査及 び検証 実 験作 業 を㈱CSK総 合 研究 所 へ 委託

62.9.25 第5回 専門委員会 ①MCCのCYCプ ロ ジェ ク ト

②代表的国語辞書の記述項目

③ 知識 ペー ス ・検 証実 駒1)

62.10.20 第6回 専門委員会 ①辞書の語釈文か らの知識表現の抽出法

②制限日本語について

③LDB記 述 項 目(D

④ 知識 ベー ス ・検 証 実験 ②

62.11.30 第7回 専門委員会 ①統計における商品分類体系

② 日本電子化辞書研究所における辞書

③LDB記 述 項 目(2)

④ 知識 ベ ース ・検 証実 験3)

⑤報告書構成 イメージ

62,12.10 第2回 本/第8回 専 合同委員会 ①調査研究進捗状況報告

②調査研究中間成果報告

③調査研究報告書について

63.1.18 第9回 専門委員会 ①(外 注)調 査及び実験報告

②報告書目次と執筆分担

63.2.8 第10回 専門委員会 ①報告書レジュメ検討

63.2.29 第11回 専門委員会 ①報告書(素 案)検 討

63,3.17 第3回 本/第12回 専 合同委員会 ①調査研究報告書(案)に ついて

一5一



1.3調 査研 究成果 の概 要

本62年 度 は、 昭和60年 度 か ら3ケ 年 にわ た る調査 研 究 の 最終年 度 に当

るので 、60年 度 、61年 度 の調査 研 究 とそ の成果 を 簡単 に述 べ た後 、本 年

度調査 研 究 成果 の概 要 を述 べ る こ と と した い。

L3.1

(1)

(2)

昭和60年 度 の 調査 研 究

次 の項 目につ い て調査 及 び検討 ・考 察 を加 え た。

・自然 言 語解 析 用 辞 書 とそ の共 用 の必 要 性

・自然 言 語 処理 系 に おけ る辞 書の位 置 づ け、 お よび 自然言 語 解 析 の各 フ

ェーズ にお け る辞 書 の利用

・機 械 可 読辞 書(MRD:MachineReadableDictionary)の 内 外

の事 例

・自然言 語 解析 用 辞 書 を、 目的 、 利用 形 態 、 規 模 、 記述 項 目の種 類 、記

述 内容 ・方 法 、 作 成 形 態等 の分 類基 準 によ り辞 書作 成 につ いて 考 察

・自然 言 語解 析 用 辞 書 の 共 用 可能 性 の観 点 か ら、英 語 と 日本 語 の辞 書 項

目の記 述範 囲 につ い て考 察

・自然 言 語 解析 用 辞 書 の 共用 につ いて 運 用 の立 場 か ら考察

特 に、 内外 にお け る機 械 可 読 辞書 の事 例調 査 に つい て は、 共 通 の調 査項

目を立 て て実 施 した。 以 下 に対象 及 び方 法 を含 めて 述 べ る。

調 査 項 目

辞 書 の種 類 と シス テ ム の種 類 、 デ ー タ項 目、 デ ー タフ ォー マ ッ ト、

フ ァイル フ ォー マ ッ ト、収 録単 語 数 、 デ ー タエ ン トリール ー ル 、管 理

シス テ ム、 作成 ・更 新体 制 、ユ ーザ ー の辞 書 操 作 の可 否 、 辞 書 共用 使

用 、 等 々

国 内調 査

ア ンケー ト調 査 と ヒア リン グ調 査 を 実 施 した。

ア ンケー トに は次 の19辞 書 に つ いて 回 答が 得 られた。

・一 般 辞 書 … … 新 明解 国 語 辞 典 、 ニ ュー コ ンサ イス 英和 辞 典 、Long-

man

・専 門辞 書 …… イ ンタ ー プレ ス電 子 辞 書 、電 字 林

・目的辞 書 … …Mu機 械 翻 訳 プ ロ ジ ェ ク ト、ICOT電 子 辞 書、
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IPA日 本 語基 本 動 詞 辞 書、JAPIOシ ソ ー ラス

・機 械 翻訳 シ ステ ム の辞 書 … …PIVOT(日 電) 、ATLAS-

1/ll(富 士 通)、TAURAS(東 芝)、 ミデ ィ

アム パ ック/マ イ ク ロパ ック(ブ ラ ビス)、ATH

ENE-E/J(日 立)、SHALT(日 本IBM) 、

SYSTRAN(シ ス トラン)、VALANTIN

E/KATE(KDD)、LUTE(NTT)、 機

械 翻訳 シ ス テ ム(沖 電気)

ヒア リング調 査 の訪 問先 は、 シス トラ ン㈱、 国 際電 信 電 話㈱ 、㈱ 東

洋 情 報 シス テム 、九州 大学(現 ・九州 工 業 大学)吉 田将教 授 、福 岡大

学 首 藤公 昭 教授 で あ る。

海外 調 査

石 川 徹 也専 門 委 員会(60年 度)主 査 を 次の9機 関 に派 遣 して訪 問

調 査 を行 な った。

西 ドイ ツ情 報 ドキ ュメ ソテー シ ・ン研 究所(GID)、 ボ ン大 学 、

ザ ール ラ ン ド大 学 、 シ ュ トッ トガ ル ト大 学 、西 ドイ ソ言 語研 究 所(I

DS)、EC翻 訳セ ンタ ー(ECAT、 ル クセ ン ブル ク)、 国際 用 語

学 情 報 セ ンター(INFOTERM、 オ ース トリア)、 ピサ 大学(イ

タ リア)、 ウォー タル ー 大学(カ ナ ダ)

(3)ま と め

国内 調査 か らは、応 用 シス テ ム ごとに一 か ら辞書 を 開発 す る に は、 多大

な労 力 、 コス ト、 時 間等 が かか る うえ、 自然 言 語 を対象 と す る限 り辞 書 開

発側 で 完全 な辞書 を 提供 す るこ とは困難 で あ り、利用 者 側 に も辞 書 拡 充 の

負担 を 強 いて い る現状 が理 解 され た。

さ らに、 海外 調 査 に よ って 、 我 が 国 に お い て も、

1)EURODICAUTOMの よ うに、1つ の プ ロジ ェク トで は 人的 にエ

も、 資 金的 に も、 時 間的 に も成 し得 な いMRDを 国 の レベ ル で 開発 して

い くこ とが 大切 で あ る。

2)ピ サ 大学 、 お よび ウ ォー タル ー大 学 の構 想 のよ うに 、冊 子体 レベル の

MRDか ら、知 識 デ ー タベ ース化 を 図 る研 究 を す る必 要 が あ る。
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こ とが認 識 さ れた。

この よ うな状況 を 踏 ま え 、直 接 応 用 シス テ ムで利 用 出来 な い まで も、何

らか の 加工 な り、情報 付 加す れ ば利用 出来 る よ うな、 い わ ば マス ター的 な

相 互 利用 可 能 な辞 書 につ い て検 討 す る こ とは非 常 に有 意義 な ことで あ り、

かつ 、将来 の利 用者 ニー ズ を 先取 りす る こ とに もな る こ とが、 認識 された。

1.3.2昭 和61年 度 の調 査研 究

(1)次 の項 目に ついて 調査 及 び検 討 ・考 察 を加 え た。

・自然 言 語 処 理応 用 シ ス テ ム と解 析用 辞 書 の 現状

・国 内 におけ る機 械 翻 訳 シ ス テ ム の辞 書更 新 の現 状

・海 外 にお け る辞書 の作成 及 び標 準 化動 向

・機 械翻 訳 シ ス テムを 例 と した辞 書 及 び そ の更新 の あ り方

・LDB(LexicalDatabase)の 構 想

(2)国 内 に おけ る機 械翻 訳 シ ス テ ムの辞 書 更新 の現 状 に つ いて は、 メ ー カ5

社 、 ユ ーザ5社 に対 し各 々次 の項 目に っ いて調 査 した。

＼ 調 査 項 目 調 査 対 象

])辞 書の種類と機 能 ㈱ ブラ ビス ・イ ンター ナ シ ョ ナ ル

メ

ー

2)各 辞 書 の デ ー タ項 目

3)辞 書 のユ ー ザへ の 提供 方 式

4)辞 書 更 新 に関 す るユ ー ザへ の提 供 メ ン

富 士 通 ㈱

日本電気㈱

㈱ 東 芝
カ テナ ンス機能

5)辞 書更 新 に関 す るユ ーザ へ の メ ー カ側 ㈱ 日立 製作所
の支 援体制

1)辞 書更新 の必要性、 その程 度及 び内容 本 田技 研工業㈱

ユ
2)辞 書更新 に関す るユ ーザ側 の運 用規定 圃電力中央研究所

| 3)提 供 さ れて い る辞書 メ ンテ ナ ンス 機能 圃 日本原子力研究所

ザ
の評価

4)辞 書 メ ンテナ ンス機 能 の あ るべ き姿 ㈱ 日本経済新 聞社

㈱QUICK

(旧:市 況情 報 セ ンタ ー)
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(3)海 外 におけ る辞 書 の 作成 及 び標 準 化動 向に つ いて は 、 田 中裕 一 専 門 委 員

を次 の13機 関 に派遣 して訪 問調 査 を行 な った。

国立 医学 図 書 館、 アメ リカ保 健 機構 、 ホ ー トン ミブ リン出版社(以 上米

国)、 モ ン ト リオ ー ル大 学 、 ウ ォー タル ー 大学(以 上 カ ナ ダ)、 ロン グマ

ン出版 社 、 オ ックス フォ ー ド大学 出版 部(以 上 英国)、EUROTRA、

EURODICAUTOM(以 上 ル クセ ン ブル グ)、 ボ ン大 学 、 ジ ー メ ン

ス(以 上 西 独)、INFOTERM(オ ー ス ト リア) 、 ピサ 大 学(イ タ リ

ア)

(4)ま と め

以 上 の 内 外調 査 に よ り得 られ た結論 は次 の よ うな もので あ った。

・ 計 算機 に よ る 自然 言 語処 理 を行 うた め に は対 象 と な る言 語 の 辞 書 が必

要 で あ る。 この た め に冊 子体 の辞 書を計 算機 で読 む こ との で きる形 に変

換 した機 械 可 読 辞 書(MRD;Machine-readableDi・ctionary)が

従 来 か ら利 用 されて きた。MRDは 自然 言語 処 理 シ ス テ ムの研 究 開 発 に

と って も利 用 価 値 の あ る もの で あ るが、① 語 に対 す る デー タが 少 ない、

② 構 造 化 されて い な い、③冊 子体 辞書 の持 つ制 約 を逃 れ るこ とが で きな

い 、④ 記述 が人 間 を 対象 と して い る、⑤ 語彙 数 が 少 な い、 等 の 数 多 くの

欠 点 が あ る。

・ 自然 言 語 処 理 用 と して電 子化 辞 書(ED;ElectronicDictionary)

と い う もの があ る。冊 子 体辞 書 か らの機 械 可 読化 で あ るMRDと 異 な り、

電 子 化 辞 書 は 初 め か ら コ ン ピュー タ処 理 を意 図 して い る もので 、 コ ン ピ

ュー タ で 自然言 語(人 間 が 日常読 み書 きす る言 語)を 処 理 す るた め に必

要 な語 につ いて の 基本 デ ータを 、 コン ピ ュー タで扱 う こと ので き る形 に

記 述 した辞 書 で あ る。 もっ と も、 自然言 語 の処 理 の深 さには い ろ いろ の

レベ ル が あ り、 そ れ に応 じて電 子化辞 書 に もい ろ い ろ の種 類 が あ り、 各

機 関 で 開発 が試 み られて い る。

・MRDの 欠 点 の克 服 、各 種EDの 統 合 的 デー タベ ー ス化 を 図 る もの と

して 、 大規 模 な語 彙 に関す るデ ータベ ー ス(LDB;LexicalData-

base)が 求 め られ て い る。LDBに 望 まれ る資 質 と して は 、①標 準 的

なデ ー タベ ー ス、② 一 元的 な 管理 形 態、③ 応 用辞 書 の作 成 が 容 易 、④ 機
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核 用 の もの も人 間 の もの も、 高 品質 の辞 書 が作 れ る、⑤豊 富 な言 語 情報

を有す る、⑥ 広 い応 用 分 野 を 有す る、等 が考 え られ る。

LDBに よ り、機 械 翻 訳 シス テ ムを 含 む 自然 言 語処 理 シ ス テム のた め

の辞 書 の、 メ ー カ聞及 びユ ーザ ・メー カ 間 イ ンタ フ ェー スを容 易 な ら し

め る共 通 基 盤 が提 供 され る こ とに な ろ う。

・LDB開 発 へ 向け て の動 きは、 内外 に見 られ る。

国 内 で は、ED開 発 に関 して、 ㈱ 日本電 子 化 辞 書研 究 所 、勧 新世 代 コ

ン ピュ ータ技 術 開発 機 構 、 電 子技 術 総合 研 究 所 な どで の研 究 や 、 国立 国

語 研究 所 での 言 語 デ ー タ の整 備 な どが 進 め られて い る。

海外 で は、 ホ ー トン ・ミブ リン出版 社 、 オ ック ス フ ォー ド大 学 出版 局 、

ピサ 大 学 な どで 、LDB構 想 が検 討 され て い る。

この よ うに、 内外 でLDBへ 向けて の動 きがあ るが 、 そ れ は 自然 言 語

処理 技術 の発 達 がLDBを 必 要 とす るフ ェーズ に差 し掛 か った こ とが大

きな理 由 と考 え られ るが 、 そ れ と同 時 にMRD等 の利 用経 験 とそれ に伴

う資源 の 蓄積 がLDBの 開発 を可 能 に して い る こと も事 実 で あ り、 この

よ うなLDBの 開発 は世 界 的 な趨 勢 で あ る。

1.3.3本 年 度 の調 査 研 究

(1)昨 年度 提 示 され たLDB概 念 を一層 明 確化 し、 そ の構 成 を描 くた め、 次

の項 目の検 討 を行 な った。

・LDBと そ の背 景 と して、 そ の概 念(定 義 、 背 景 、役 割 、 機 能)と 内

外 の 関連 動 向 の サ ー ベ イ。 さ らに 、LDBに 対 す るユ ーザ か らの期待 を、

言 語学 研 究 、 自然 言語 処 理 シ ステ ム等 の 開 発及 び利 用 面 か ら検 討

・LDBの 構 想 と して 、全 体構 成 、記 述 項 目の検 討

・LDB整 備 へ の課 題 と して 、技 術的 、 制 度体 制 上 、 利用 普 及 上 の各 面

か ら検 討

・ 知 識 ベ ー ス作 成手 法 に 関す る基 礎技 術 の検 証 と して、LDBの コ ン ピ

ュ ータ に よ る 自動 作成 や作 成 支 援 へ 向 け ての実 験 を行 なった。

② 第 田部 で 述 べ られ て い る 「基 礎 技 術 の検 証 」 は、 「通 商 貿 易 に係 わ る商

品 に関す る知識 」 を対 象 と して 、次 の3段 階 に分 けて実 施 した 。

第1段 階 ……① 各 知識 を記 述 す るの に必 要 な基 本 ア トリビ ュー トの決 定 。
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② 記述 文 の構 成 につ い て、 そ の形 式を 検 討 。

③ 以 上 に従 って 、各 知 識 を 自然 言 語(制 限 日本 語)で 記 述。

第2段 階… …① 記 述文 の意 味 を表 現 す る ため の 、意 味 ネ ッ トワー ク的 中

間言 語 表 現を 定 め る。

② 自然 言 語 に よ る記 述 を中 間言 語表現 に変 換 す る。

③ 中間言 語 表 現 を形 式 的 記述 に変換 す る。

第3段 階 … …形 式的 記 述(知 識 ベ ー ス)を 基 に して 、 さ ま ざま な角 度 か

ら情 報 を抽 出す る。

(3)ま と め

本年 度 は上 述 の よ うに、 実 験 も含 め た様 々 な角 度か らLDBの 構 想 に つ

い て検討 したが 、 そ の詳 細 は第ll部 、 第m部 に ゆず るこ と と して、LDB

の もた らす将 来 の発 展性 に つ いて述 べ て ま とめ とした い。

まず 第一 は、LDB本 来 の 目的 で あ る計算 機 を 用 い た 自然 言 語処 理 技術

の一 層 の進 展 に大 い に貢 献 す ること であ る。

自然言 語 処理 技 術 を応用 した シス テ ム に は、機械 翻 訳 シ ス テ ムやデ ー タ

ベ ー ス の 自然 語 に よ る質 問 応答 シ ス テ ム、 自動 イ ンデ ック シ ン グ ・シ ス テ

ム、 文章 理解 ・要 約 シ ステ ム等 色 々 な シ ス テ ムの開発 が進 め られ て い る と

ころ であ るが、 人工 言語 を 扱 う世 界 と異 な って 自然 言 語 の世 界 は 「曖 昧 さ」

を いか に 処理 す るか が技 術 的 に大 きな課 題 と な ってい る。

この よ うな課 題 に対 して 、LDBは それ を100%解 決 す るの は困 難 と

して も、 か な りの と ころ まで 近 づ くた めの情 報 基盤 と して 充 分 貢献 し得 る。

第 二 は、LDBが 整 備 され る こ とに よ り、他 の方面 へ の 波 及効 果 が い ろ

い ろ考 え られ る。

コン ピ ュー タの普 及 と 日本 語情 報 処 理技 術 の進展 に よ り、 印 刷 出版 業 界

で は大 きな変 貌 を遂 げ よ う と してい る。LDBの 整 備 が進 展 す る と、 辞 書

や事 典 類 の作成 方 法 が従 来 の方式 か ら計 算機 を活 用 して作 成 す る方 式 に変

わ り、 その た め同一 辞 書 ・事 典 内で の表 現 の均 質性 は容 易 に 保 つ こ とが可

能 と な る。 ま た、 当然 の こと なが ら内 容 の 更新 は頻繁 に行 うこ とが で きる

た め、環 境 や状 況 の 変化 に即 した印 刷 出版 が 可能 とな る。 こ の よ うに、L

DBの 構 想 は印 刷 出 版業 界 の発 展 に 太 き ぐ寄 与 す る可 能性 を 秘 めて い る。
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一 方
、LDBの 構 想 は印刷 出版 業 界 の み な らず 、他 の産業 界や 教 育 界 の

情 報 化促 進 に も大 い に貢 献 す るこ と とな る。 高 度情 報 化 社 会 といわ れ てい

る今 日、 従 来 か らの産 業 の垣 根 は次 第 と無 くな って きて お り、情 報 面 にお

い て も各 産 業 を横 断 的 にネ ソ トワー クす る共 通 情報 基 盤 の整備 が 今 後 ま す

ま す重 要 とな って くる。 企 業 間 ネ ッ トワー ク に おけ る ビジ ネス プ ロ トコル

の標準 化 等 はそ の 第1歩 であ る。 今 後 は産 業 界 に関 す るあ らゆ る面 で のフ

ァ ク ト情 報 のデ ー タベ ー ス化 が重 要 視 さ れ るよ うに な り、 自然 言 語 で表 現

された情 報 の蓄 積 及 び そ の利 活用 が ます ま す進 む もの と思 わ れ る。 そ の よ

うな状況 の 中 で、 地味 で は あ るが最 も重 要 とな る点 は産業 界 にお け る用語

の整 備 で あ る。 この 分野 は欧 州 が特 に進 ん で お り、 我 が 国 の対 応 の遅 れが

目立 つ と ころ で あ る。LDBは この よ う な分 野 の整 備促 進 に も大 き く寄 与

す る こと とな る。

LDB構 想 の実 現 を 図 るた め、 基本 的 な語 に 関 す る部 分 は既 に動 い て い

る各 種 プ ロジ ェク トの 成 果 を集 約 す る方 向 で考 え 、専 門 的 な語 に 関 して は

新 た に プ ロジ ェク トを 発足 させ て、産 業 界 あ る いは各 種 専 門 分野 に お け る

用 語 の使 わ れ 方 や概 念 の違 い等 を明 確 に し、 今 後 本格 的 に取 り組む 必 要 が

あ る。
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LDBの 構想第ll部





1.LDBと そ の 背 景

1.1LDBの 概 念

計算機 に よ る自然 言 語 処理 を 行 うため に は対 象 とな る言 語 の辞 書 が必要

で あ る。 このた め に冊 子体 の辞 書 を計算 機 で読 む ことの で き る形 に変 換 し

たMRD(Machine-readableDictionary)が 従来 か ら利 用 され て きた 。

しか し、 自然言語 処 理 の対 象 が文 の意味 や文脈 の意味 を扱 うまで に深 くな

り、 その応 用 が さま ざ ま な分野 へ と広 が るにつ れ、MRDで は 不十 分 で あ

るこ とが指摘 され るよ うにな って きた。 そ の結 果 、従 来 の冊 子体 の辞書 の

内容 に とどま らず 、語彙 に 関す るあ らゆ る言語 学 的知 識 や世 界 知 識 ま でを

貯 え るよ うな大 規模 な デ ー タベ ー スLDB(LexicalDatabase)が 求 め

られ てい る。

1.1.1LDBの 定義

LDBを システムとして見た場合、その内容は大 き くつ ぎの3つ に ま とめ

られ る。 す なわ ち 、語彙 に 関す るデ ータベ ー スそれ 自身 、 その デ ータベ

ースの改良 、拡 張 、維 持 、管 理 を行 うた めの シス テ ム機 能 、 そ して、 さ

ま ざまな領 域 か らの さま ざま な利用 要 求を 満 た すた め の イ ン タ フ ェース

機 能 で あ る。

語 彙 に関 す るデ ータベ ース と して は 、広 い 範囲 か らの利 用 要求 に答 え

るとい う要 請 か ら、最大 限 の デ ータを取 り込 む必要 が あ る。 まず 、言語

は世界 中 の代 表 的 な 言語 を すべ て網 羅 す る。 た だ し、後 述 の よ うに 、将

来 は世 界 に[[JDBの ネ ッ トワ ー クを構成 す る ことを想 定 す るので 、 こ こ

は各 国 あ るいは各 組 織 の 分担 にな るこ と も考 え られ る。 実 際 、1.2で 見

るよ う に、現 在す で に世界 の主 だ った 国 々でLDBの 構 想 が進 め られ て

お り、 これま で それ ぞ れ に蓄 積 され て きた膨 大 な言語 デ ー タの組 織的 な

デ ータベ ース化 が 行 わ れ つ つあ るの で 、 この よ うな各 国 の分 担 によ る多

言 語 のLDBの ネ ッ トワ ー クは 自然 な ゴ ール と して考 え る ことが で きる。

ただ し、多言 語 間 で の語 の対 応 関係 は一 般 に は複雑 なの で 、単言 語 のL

DBを 組 み合 せ るだ けで は多言 語 のLDBと して使 え る も の はで きない。

この よ うな意 味 表 現 の問 題 や相 互 の情 報の ア クセ スの 問 題 につ い て はさ
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らに深 い研 究 が 必要 と されて いる。

LDBに 取 り込む 語 彙 の範 囲 も同様 に広 くな けれ ば な らな い 。 こ こで

は 、基本 語 だけ で な く、各 分野 の専 門用 語 も広 く対 象 とす る。 また 、海

外 で作 られ て い るLDBの 中に は 、文 献 学 的 な対 象 と して歴 史 的 なテ キ

ス トを解 析 す る こ とま で を応用 と して考 慮 して い る ものが あ る。 この よ

うな場 合 、当 然 、語 彙 の範 囲 と して は古語 までを含 む必 要 が あ る。 また 、

OEDの よ うに 、言語 の発 達史(変 遷)を 記 述 す る こ とを 目的 とす る場

合 に も同 じこ とが言 え る。専門 用語 に関 して は 、特 別 な扱 いが 必 要で あ

る。専 門 分 野 に よ って は化学 の よ うに語 彙 数 が数 百 万 にの ぼ る もの もあ

り、そ の収 集 、管 理 は もはや言 語 や デ ータベ ースの 問題 とは言 え ず 、 そ

の専門 分 野 の 問題 とな る。従 って 、 デ ータベ ー スの形 態 と して はLDB

の一部 で は な く、専 門用 語 デ ータベ ー スと してLDBに 付 随 した もの と

な るべ きで あろ うが 、そ の利 用 者 に とって は区別 な く使 え る もの で なけ

れば な らな い。 これ に関 して は2.1.1で 改 めて扱 う こ とにす る。

次 に 、各 語 に対 して記 述 すべ き情 報 を考 え る。 こ こで は、語 彙 に関 す

る情報 を 中心 と して 、 言語 学的 な面 か ら必要 とされ る知 識(言 語 内知 識)

と それ以 外 の世 界 に関 す る知識(言 語 外 知 識)と を網 羅 的 に集 積 す るこ

と を 目標 とす る。 前 者 に は 、通 常 の構 文 情報 や意味 ・語 用論 的 な情 報 、

語 源的 な情 報 な どが 含 ま れ る。 また 、後 者 には 、語 の表 す概 念 の 間 の関

係 を表 現 す る シ ソ ーラ ス的 な知 識 や 、概 念 そ れ 自身 を何 らか の数 学的 表

現 に よ って 記 述す る知 識表 現 な どが含 まれ る。LDBに 記 述す べ き言語

内知 識 に つ いて は 、今 年度 、網 羅 的 な調 査 を行 った 。 そ の結果 を2、2に

示 す 。 ま た 、言語 外 知 識 に関 して は、今 年 度 、百 科 事典 か らの知 識 の抽

出 を 目的 と して小 規 模 な実 験 を行 った。 その結 果 を 第 皿部 に示 す 。

1.1.2LDBの 背 景 と役 割

前 節 で述 べ た よ うな大 規模 なLDBが 現 在 必要 とされ て きた背 景 に は

さ ま ざま な要 因 が考 え られ るが 、 それ らは次 の3点 にま とめ る こ とが で

き るだ ろ う。一 つは 、計算 機 の処 理技 術 の発 達 に伴 い 、機 械 翻訳 を始 め

とす る自然 言語 処理 や知 識処 理 の高度 化 が進 ん だ こ とであ る。 第2に は 、

計算 機 が一 般 社 会 の 中 に普 及 す るに つれ て 、 自然 言語 に よ る コ ミュニ ケ
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一シ ョン と近 い形 で 計算 機 とや りと りす る
、 いわ ゆ る 自然 言語 イ ンタ フ

ェ ースの要求 が大 き くな って きた こ とが あ げ られ る。 ま た 、 もう一 つ の

社 会 的要 因 と して 、交通 、通 信 な どの ネ ッ トワー クが 緊密 に な った結 果 、

国境 を越 え た大量 の情 報 の往 復 が頻 繁 にな り、異 言語 間 の言語 障壁 が 人

間 に と って ます ます や っか い な もの にな って きた こ とが あ る。機 械 翻訳

もその解 消 の た め の一 つ の有 力 な手段 であ るが 、それ に 限 らず、EURO-

DICATOMの よ うな人間 の翻 訳 者 の た めの 巨大 デ ータベ ー スな ど、 さ ま

ざま な形 での計 算機 技 術 の応 用 が要 請 されて い る。

機 械 翻 訳 は1950年 代 、計 算機 の歴 史 と して は最 も初 期 の頃 か ら研 究

が始 め られた が 、1960年 代 の 半 ば にな って 、その 当時 の技 術 で は実 用

的 な翻 訳 は不 可能 で あ り、 また そ の ニ ーズ もな い とい う、 いわ ゆ るAL

PACレ ポ ー トが提 出され るに及 ん で 、AI研 究 の最 前 線 か らは姿 を消

した 。 しか し、 そ の後 のAI技 術 の 着実 な進 歩 によ り、 知識 を利 用 して

情 報 処 理 を行 う、 いわ ゆ る知 識 情 報処 理 が現 実 の もの と な るにつ れ て 、

深 い意 味処 理 を伴 う自然 言語 処理 が試 み られ る よ うにな って きた 。現 在 、

日本 を始 め とす る世 界 の 各 国で機 械翻 訳 が盛 ん に研 究 さ れ 、一 部 は商 品

化 され て い る背景 に は、 このよ うな知識 情 報処 理 の進 歩 が あ る。 しか し、

それ と同時 に 、実 用 的 な知 識情 報 処 理 システ ムを開発 しよ う とす る と、

そ のた め に蓄積 す べ き知 識 は膨大 な もの にの ぼ る こ とも認 識 され て きた 。

現 に、 エキ スパ ー ト ・シ ステ ム の よ うに、 限 られ た分 野 で の専 門 的 な知

識 を利 用 して行 う知識 情 報処 理 につ いて も、一般 的 、常識 的 な知 識 の欠

如 の ため に 、専 門 か らわ ず か外 れ た分 野 で は簡 単 な質 問 にす ら答 え られ

な か った り、単純 な推 論 も実 行 で きなか った りす る とい う、 いわ ゆ る脆

弱 性 が指 摘 され て い る。 また 、 この他 、計 算機 と人間 と の交 流 を 容易 に

す るた め の 自然 言 語 イ ンタ フ ェ ー スに して も、人 間 同士 の 交流 に伴 う言

語 障壁 の克 服 に して も、語彙 に関 す る情 報 を 中心 と した 大量 の知 識 が な

け れ ば実 現 が不 可 能 で あ る こと は論 を また な い。現 状 で は この よ うな多

言語 間 にわ た るデ ー タベ ー スの実 現が 早急 に必要 と され て い るの で あ る。

一 方
、 シ ーズ の点 か ら見 る と 、言語 的 なデ ータに関す る蓄 積 が 大 き く

な って きた ことを あ げ る ことが で きる。最 も基本 的 か つ最 大 の もの は 、
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いわ ゆ るMRD(Machine-ReadableDictionary)で あ る。 これ は従

来 の冊 子体 の辞 書 を計 算 機 に読 め る形 に変 換 した もので あ る が 、近 年 の

電 算鋳 字 や電 算 写植 な どの普 及 に伴 い 、計算 機 を 利用 した媒 体変 換 に よ

り容易 に実 現 さ れ るよ うに な って きた。 ま た 、そ れ ばか りで な く、機 械

翻 訳 シ ステム に使 うため の辞 書 デ ー タの蓄 積 や 、上 記 のEURODICAT--

OMの よ うな人 間用 の語彙 のデ ー タベ ース 、また 、歴 史的 、文 学 的 なテ

キ ス トや 、新 聞 記 事 な どの テ キ ス トの デ ー タベ ー スな ど、 さ ま ざま な形

の 言語 デ ータが 蓄積 され つ つ あ る。 さ らに これ らは 、計 算 磯 間 ネ ッ トワ

ー クの発 展 や 、 コ ンパ ク トデ ィ スクを利 用 したCD-ROMの 普 及 に よ り 、

従 来 の よ うに一 つ の機 関 の 中で 閉 じ るこ とな く、広 く利 用 され るよ うに

な って きた。 内 外 の この よ うな動 向 に つ いて は1.2で 詳 しく述 べ られて

い る。

以上 の よ うに 、現在 で はLDBに 対 す るニ ーズ と シ ーズ が非 常 に高 ま

って い る とい う こ とが で きる。 この よ うな状 況 の も とで 、LDBの 構築

を 円滑 に推進 して い くた め に は国 内外 での統 一 ・調 整を行 わ なけ れ ば な

らな い が 、幸 い、 最近 はそ の必 要 性 が認 識 されつ つあ り 、欧米 諸 国 で も

LDBの 統一 化 を 目指 す た め の委 員会 、 ワ ーク シ ョップな どの組 織化 が

進 ん で い る ことが 報告 され て い る。 これ に呼応 して 、国内 で も統一 ・調

整 を行 い 、国際 間 での協 力 を 目指 す こ とが 早急 に求 め られ る。

1.1.3LDBの 機 能

これ まで に述 べ て きた よ うに 、LDBに 求 め られ る役 割 には広 範 な も

のが あ る。 こ こで は 、 これ を満 足 させ るため にLDBが 持 つ べ き機 能 に

つ いて 考 え る。 まず 、デ ータベ ースの 運用 の点 で見 る と、現在 の最 新 の

計 算機 技 術 を サ ポ ー トに用 い た デ ータベ ー スで あ る ことが必要 で あ る。

また 、 これ に は国際 的 な計 算機 ネ ッ トワ ーク も含 まれ る。デ ータの収 集

に 関 して は 、基 本 語 は言 うま で もな く、専門 用語 に つ いて も十 分 な語 彙

数 と内容 を備 え な けれ ば な らな い。 この た め に は 、各 専門 分 野 ご とに専

門用 語 制 定 のた め の委 員 会を 組 織 す るな どの体 制 を取 るこ とが必要 とさ

れ るが 、現在 の エキ スパ ー ト ・システ ム の発 達 ・普 及の 動 きに伴 い 、各

専 門分 野 にお い て この よ うな機 運 が 増 して い る こ とは事 実 で あ る。 これ
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に関 して は2.L1で 改 め て取 り上 げ る。

さ らに 、LDBの 構 築 の ため の基 本 的 な精 神 と して 、 デ ータベ ースが

開 放 系 と して機 能す るこ とが要請 され る。 具体 的 に言 えば 、 まず 、言 語

が それ 自身 と して 常 に変化 す る もの で あ るこ とを受 け容 れ て 、固定 化 し

た シ ステ ムで はな く 、変 化 に対 応 す る こ とが で き るよ うな システ ムを 作

る必要 が あ る こ と。 また 、将 来 にわ た る利 用 者側 か らの ニ ーズの変 化 に

応 え られ る もの で あ るこ と。 また 、計算 機 技術 、 ネ ッ トワ ー ク技 術 な ど

のサ ポ ー ト技術 の進 歩 を取 り込ん で 、 常 に最新 の処理 技 術 を利用 して い

くこ とがで き る こ と、な どが望 まれ る。 この よ うな機 能 を備 え て始 めて 、

将来 に予 想 され る大 量 の 自然言語 処 理 や知 識処 理 の 要求 に十分 応 え る こ

との で きるLDBが 可 能 に な る と言 う こ とが で きよ う。

1.2LDBに 関連 した 国 内外 の動 向

自然 言語 処理 研 究 の初期 にお いて は 、文 法 な どに対 す る認識 が浅 か った

ので 、か な りの部 分 を 辞書 に頼 った シ ステ ムが作 られ た。 そ の後 、構 文 解

析 シ ステ ム な どの実験 的 な試 み の中 で 、辞 書 の重 要 性 はや や閑 却 され た面

もあ っ たが 、 自然 言語 処 理 シ ステ ムが大 規 模 か つ実用 的 に な るにつ れて 、

再 び辞 書 を ど う構 築 す るかが重 要 な問題 に な って きた。 しか もそ の場合 の

辞書 は 、初 期 の シス テ ムに見 られ た全 面 的 に シ ステ ム依 存型 のア ドホ ッ ク

な辞 書 で はな く、文法 や意 味 の知識 が系 統 的 に取 り込 め る、普遍 的 な辞書

を 目指 して い る。 その ため の手 っ取 り早 い方 法 と して 、まず、MRD(Ma-

chine-ReadableDictionary)を 利用す ることが考え られ た。

そ のMRDに 関 連 した 国 内外 の動 向 の中 で 、 自然 言語処 理 とは別 に触 れ

なけれ ばな らな いの は、電 子 出版 に 関連 した動 きであ る。 欧米 で は 、 ロ ー

マ ンア ル フ ァベ ッ トの入 出力が 比較 的 簡 単 に で き る こと もあ って 、早 くか

ら出版 に コ ン ピュ ー タを使 用す る試 みが 見 られた 。 た とえ ば代表 的 な英語

辞 書 で あ るTheAmericanHeritageDictionaryofEnglishLangua-

ge(AHD)は 、す で に1969年 に コ ン ピ ュー タ編 集を 明記 した辞 書 を 売 り

出 して い る。 さ らに欧 米 の辞 書 出版 社 の 中 に は 、辞 書用 の言語 デ ータを大

規 模 に コ ンピ ュ ータ上 に蓄 えた 、 「辞 書 デ ー・タベ ース」 を持 ち、分 野 別 の
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情報 を 活用 す る こ とに よ って専 門用 語辞 典 を作 った り、語 義 の順 序 を変 更

した りとい う工 ,夫を行 って い る と ころ もあ る。 日本 の 出版 社 は 、 コン ピュ

ータに対 す る 日本語 入 出力 の問 題 な どか らこ の面で の 対応 が 欧米 に比 べ て

や や遅 れた こ とは否 定 で きな いが 、最近 で は電算 写 植 や コ ン ピュ ータ編 集

に 深 い関心 を 示 して お り、 こ の方 面 に関心 を 持 つ 出版 社 が 中心 に な って作

られた電 子 出版 に関 す る研 究 会 が活 発 な活 動 を行 って い る。 これ ら.はいず

れ も本 の形 の 出版 を 目指 した もの で あ るが 、最近 で は 、 これ を ネ ッ トワー

クに流 した り、 コ ン ピュ ー タで 読 め る(機 械 可 読)形 の磁 気 テ ープやCD

-ROMな どの メデ ィアで供 給 され る もの も増 え て きた 。電子 出版 とい う

用語 は 、編 集段 階 に コン ピュ ータを導 入 す る とい う意 味 と、 その成果 を本

の形 で はな く、MRDと して供 給 す るこ と と、両 用 の意味 で用 い られ て い

る。表1-1に はMRDの 主 な ものを 掲 げ る。 一部 は前年 度 、一 昨年 度 に

も取 り上 げた もの で あ る。

この中 で最 も古 い もの は 、(辞 書で はな い が)BrownCorpusで 、1961

年 に作 られ 、現在 も入手 可能 で あ る。 これ は、 膨大 な英 語 の デ ー タベ ー ス

で 、Brown大 学 に おけ る計 量 言 語学 的研 究 の 基礎 デ ー タとな った もの で あ

る。英 語 の文 字 の頻 度 、単語 の頻 度 、単 語 の 共起 関係 な ど は現 在 で もこの

デ ー タに基づ く値 が使 用 され るこ とが 多 い。 日本 で は、残念 なが ら、 この

デ ータの よ うな膨 大 な言語 デ ータは これ まで あま り作 られ た こ とが な く、

入 手 で きる もの もそれ ほ ど多 くは な い。国 立 国語 研 究 所 が 、新 聞 ・雑 誌 に

つ いて調 査 を行 った こと は あ るが、BrownCorpusの よ うな形 で の入手 は

現 在 の ところ で き な い。

表1-1で も う一 つ注 目され るの は 、新 しい メデ ィアで あ るCD-ROM

を活 用 した辞典 類 が最近 い くつか 登場 して い る こ とで あ る。た とえ ば英語

につ いて の最 も完備 した 辞典 で あ り 、その ほ か の国語 の辞典 を作 る際 に も

常 に規 範 とさ れて きたTheOxfordEnglishDictionary(OED)も 、い

よ い よCD-ROMの 形 で 入 手 が可 能 に な る。CD-ROMは 、やや ア クセ ス

が遅 い 、フ ォ ーマ ッ トが現在 の とこ ろ機 械 に依存 して お り、特 定の機 械 で

しか用 い られ な い(日 本 で はJIS規 格 制 定 に 向けて 標準 フ ォーマ ッ トの

様 式 が固 ま りつ つ あ る)と い う欠 点 は あ る もの の 、現 在 最 も期待 され る大
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容量記憶媒体 である。図1-1 .に広辞 苑の 出力例を示す。 広 辞 苑、現代用語 の基

礎知識 は、いずれ も現在の ところ、 ワープロの補助用辞書 として の使い方 に用途

が限定 されているが、将来的 には もっと柔軟 な使用に進むことが考 え られ る。 図

1-2に は、CD-WORDで8カ 国語を 出力 した例 を示 す 。英語 をキ ーに して、

各 国語 との対 応 を とって い るた め に 、英 語 以 外 の言語 間 の対応 を と る と、

必ず しも所 望 の単語 が 得 られ る とは限 らな い とい う欠点 もあ るが 、 多言 語

間 の翻 訳 が指 向 され て い る現 状 に はふ さわ しい電子辞 書 で あ る とい え よ う。

また 、六法全 書 な ど もキ ーワ ー ド、法 令 の検索 のみで な く、判例 、裁 判 所

別 の 検索 が 可 能 なよ うで あ る し、 これ か らは磁 気 テ ープ と並行 して 、CD

-ROMが 盛 ん に 「出版 」 され るよ うに な る と考 え られ る
。 表1-1に は

のせ な か った が 、た とえ ば 国立 国 会 図書 館 の書 言志を収 録 したJ-BISE

(JapanBiblioDisc)が 定 期 的 に刊 行 されて いる し、航 空 機 の時 刻 表

もCD-ROM化 され て い る。 また 、職 員 録(大 蔵省 印刷 局)の よ う な人 名

辞 典 もCD-ROM化 され て い る。 デ ータベ ースの分野 へ も今後CD-ROM

の導 入 が盛 ん に な ると思 わ れ る。

「電子 出版 」 とい う言 葉 か らは 、 もう一 つ 、desktoppllblishingま た

はdesktopplanning(DTP)と い う動 きが連想 され る。 最近 の文 書 処 理

シ ステ ムの能 力 は、編 集 機 能 、画 像 処 理機 能 、 印刷機 能 な どが 向上 して き

て 、個 人 レベ ル で 「電 子 出版 」 を行 って しま お うとい うのが このDTPの

趣 旨で あ る。 これ らの動 き も出版 な どの形 態 を変化 させ る要 因 を 含ん で い

る。

ま た 、 これ らの辞 書 デ ータを 、VAN(付 加 価値通 信 網)や 、パ ソ コ ン

ネ ッ トワ ークの上 に流 そ う とい う動 き もあ るよ うであ る。 す で に新 聞記 事

や百 科 事典 デ ータが この形 で供 給 さ れ て い る。 さ らに 、上 の 動 きと も関 連

す るが 、新 聞記 事 をCD-ROMの 形 で供給 す る試 み もす で に始 ま って お り、

1年 分 の記 事 が1枚 のCD-ROMに 納 め られて3ケ 月 ご とに更 新 され る。

将 来 は 、半 年 遅 れで 記 事 デ ータベ ー スが入 手 で きるよ うに な ると いわ れ て

いる。

さ て 、 これ らの動 向 は 、いず れ もMRDの 範 疇で あ り、LDBに す ぐさ

ま 結 び付 く もの で はな い。 で はLDBに つ なが るよ うな研 究 は どの よ うな
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形 で行 わ れ て い るので あ ろ うか 。以 下 で は 日本 国 内 と外 国の 現状 を概 観 す

る。

まず 、MRDを 用 いて そ れを 大規 模 化 し、LDBと す る考 え方 が あ る。

た とえ ば上 に も述べ たOEDのMRD化 を進 めて い る 、 カナ ダのWater-

loo大 学 で は 、新 しいOEDに 基づ く、LDBを 構 想 中 で あ る。 また 、イ

タ リアのPisa大 学 では 、各 種 の既 存 辞 書 をMRD化 して大 量 の テキ ス トベ

ース と組 み合 わ せ 、LDBを 作成 す るプ ロ ジ ェク トが進 行 中で あ る。 さ ら

に 、機 械 翻訳 関連 で は 、小 規 模 、大 規 模 を 問 わず 、何 らか のLDBが 不可

欠 で あ るが 、 これ らは 、ECや 、 日本 の 各 メーカ ーな ど 、機 械翻 訳 の 実 用

化 を 図 って い ると ころで は活 発 に研 究 され て い る。表1-1に は 、現在 日

本 で商 用 また は研 究用 に用 い られ て い る代 表的 な機械 翻訳 シ ステ ムを 示 す 。

これ らの辞 書は一 種 のLDBで あ るが 、表 に示 した ほ か のMRDと 違 って

シ ステ ム と一 体 に な って お り 、ほ とん ど公 開 され て い ない 。 ま た、人 間 の

翻訳 者 を支援 す るた め の大 規模 な専門 用語 デ ータベ ー スが 、古 くか ら特 に

ヨーロ ッパ を 中心 に して作 られ て い る。 た とえ ばECの 専 門 用語 デ ータベ

ー スで あ るEURODICAUTOMは 、その 前 身 のDICAUTOMか ら数え る と約

30年 の歴 史 を持 って い る。

また、LDBの 応用の一例 と して、 自然言語処理や知識表現用の辞書(こ れを

ED-e]ectronicdictionary－ と呼ぶことがある)を 作成 す る試みが世界中で

盛 んになって きている。これ は、辞 書 に含 まれ る見 出 し語 、語 義 文 か ら上 位 一

下 位 ・全 体 一部 分 ・関連 な どの知識 表 現 に必 要 不可 欠 な情報 を抽 出 し、単

語 間 の関 係 や 、語 の意 味 を定 め 、 自然 言 語処 理 、知識 表 現 に役 立 て よ うと

い うもので あ る。 一例 と して 国語辞 典 か らの知識 表 現 の抽 出法 を資料 編3

に掲 げ るが 、似 た よ うな試 み は 、表1-1に 示 したLDOCEな どか らも、

た とえ ば 上 に述 べ たPisa大 学 で行 わ れ て い る。ま た、IBMの 西 ドイ ツの

研 究 所 で は、 自然 言語 処理 の知識 ベ ー スと して の 、機 械可 読 な形 で の シ ソ

ーラ スを整 備 ・拡張 す るた め の半 自動 的 な ツ ールを開 発 す る研 究 も行 わ れ

て い る。 これ は 、 自然言 語処 理 に おい て 、語 の意味 を総 称 的 な 関係(ge-

nericrelation)と 共 起 関係 とい う二 つ の側 面 か らと らえ た シソ ーラ ス

を 、機 械支 援 の形 で作成 しよ う とい う もの で あ る。 資料 編3に 掲 げた研 究
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も同様 の方 向 に発 展 しつつ あ る。 この よ うな シソ ーラスを 、MRD化 した

Rogetの シ ソ ー ラスを用 い て作 成 す る試 み に は 、た とえ ばArkansas大 学 の

研 究 が あ る。

これ らLDBの 研 究 の 中で 比較 的 大規 模 なプ ロ ジ ェク トの一 例 と して 、

ア メ リカの第5世 代 研 究所 とい われ て い る、MCC(Microelectronics

andComputerCorporation)のCYCプ ロ ジ ェ ク トを取 り上 げて簡 単 に

説 明す る。 これ は 、百科 事典 の記 述 に基 づ き 、大 量で広範 囲 の知識 ベ ース

を(人 間が)入 力 して知 識 を蓄 積 し、 それ を用 い てテキ ス トや デ ータベ ー

スか ら高 速 に知 識 を 獲得 し、最 終的 に は シ ステ ム が自動的 に発 見的 学習 を

行 うよ うに しよ うとい うもので あ る。 この プ ロ ジ ェク トで は 、まず 知 識 ベ

ースへ の入 力 を1990年 代 半 ば ま で に行 う予 定 で ある
。具 体 的 な手 順 は次

の よ うにな る。

ステ ップ1

・机 上用 の百 科 事典 の全範 囲 を カバ ーす るよ うに 、相 互 に関連 の な い

(直 交 した)400項 目を選 ぶ 。

・知識 表現 言語(KRLな ど と類 似 した フ レーム形式 の言 語 で 、LρOPS

に基 づ い て い る)を 用 い て、 各 項 目の 内容 を で きるだ け一 般的 に記述

す る。 こ の 作業 は人 間 が行 う。

・必要 が あれ ば知 識表 現 言語 を 変 更 ・拡 張 す る
。

・記 述 の 内 容 を理解 した り、ギ ャ ップを 埋 め た りす るの に必 要 な知 識 を

追 加 す る。

・実 際 の問題 を解 かせ て 、記 述 の完全 性 を検 証 す る。

ステ ップ2

・残 りの99%の 項 目 につ いて 、10人 ～50人 で コ ピ ー&エ デ ィ ッ ト

方 式 を 用 い て入 力す る。 こ の方式 は、 人間 の知識 学 習 を模 擬 した もの

で、新 しい知識 を入 力 す る場合 に 、類 似 の 既 存知識 に対 す るフ レー ム

を コ ピー して 、異 なる部 分のみをエデ ィ ッ トして修正 す る方 式 で あ る。

・エ キ スパ ー トシ ステム 、 自然 言 語理 解 シス テ ムな どに よ り知識 ベ ー ス

を検 証 す る。

・百科 事 典 以外 の知 識源(新 聞 な ど)か らの 入 力実 験 を行 う。
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一 例 と して 、 カイ ツブ リに関す る知識 表 現 を 、図1-3に 示 す 。 この図

か ら も分 か るよ うに、記 述 には 、 まだ ア ドホ ッ クな面 も多 く、今後 の研究

に よ って これ らを どの よ うに解 決 して い くか興味 の持 た れ る とこ ろで あ る。

欧 米 で は 、そ の ほか に も上 に述 べ た い くつ か のプ ロジ ェ ク トが あ る し、ま

た表1-1に 関連 して述 べ た 、AHDの 出 版社 で あ るHoughtonMifflin

Co.で は 、語 義 を 意味 ネ ッ トワ ー クで記 述 す る電 子 化 辞 書 を構 想 中 で あ る

と伝 え られ る。 さ らに 、 イギ リスのBirmingham大 学 が、 出版 社 のColl-

insと 共 同で 、COBUILDと い う名 のプ ロ ジ ェク トを発足 させ 、大 規 模

なLDB開 発 に乗 り出 した とい うニ ュ ー スもあ るが 、詳 細 は不 明 で あ る。

国 内のLDB研 究 で は、 資 料編3に 述べ た 国語辞 典 の知 識表 現 の試 みの

ほ か に 、大 学(た とえ ば九 大 で は 、20年 にわた って作 られ た大 規模 な辞

書 デ ータベ ースが あ る)や 、情報 処 理振 興 事 業協 会(IPA)な どで小 規

模 な試 み が あ るが 、大規 模 な開発 と して代 表 的 なの は、や は り 日本電 子 化

辞 書 研 究所 の もので あろ う。詳 細 は資 料 編2の 記載 に譲 るが 、 この プ ロ ジ

ェ ク トが 契機 とな って 、 関連 分野 が大 い に発 展 す る こ とが望 ま れ る。 国 内

で は そ のほ か に、・ODA(政 府 開発 援 助)計 画 の もとで 、ASEAN諸 国 や

中国 の言語 と日本語 の間 の機 械 翻訳 開 発 シ ステ ムの一 環 と して 、各 国語 の

LDBが 構想 され て い る。

表1-1MRDの 例(順 不 同 。 機 械翻 訳 シ ステム 以外 は入 手 可 能 な もの)

(a)既 存 の冊 子 体辞 書 のMRD化

磁 気 テ ープ辞 書

・新 明解 国語 辞典(三 省 堂):電 総 研

・ニ ュ ー コンサ イ ス英和 辞典(三 省 堂):京 大

・岩 波 国語辞 典:岩 波 書 店

・LongmanDictionaryofContemporaryEnglish:Longman

・イ ンタ ープ レスの種 々の電 子事 典(IP電 子 辞典 な ど)

・学研 の 種 々の電 子 事典

・電 字 林:東 洋情 報 シ ステ ム

CD-ROM辞 書
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・CD-Word(8カ 国 語 専 門 用 語 辞 書):三 修 社

・広 辞 苑:岩 波 書 店

・現 代 用 語 の 基 礎 知 識:自 由 国 民 社

・模 範 六 法:三 省 堂

・TheAmericanHeritageDictionary(AHD):HoughtonMifflinCo
.

・TheOxfordEnglishDictionary(OED):OxfordUniversityPress

(b)テ キ ス トデ ー タ ベ ー ス

・BrownCorpus

(c)LDB指 向 の 辞 書 お よ び シ ソ ー ラ ス

・基 本 語 電 子 化 意 味 辞 書:ICOT

・計 算 機 用 日 本 語 基 本 動 詞 辞 書:IPA

・JICSTシ ソ ー ラ ス:JICST

(d)機 械 翻 訳 シ ス テ ム 用 辞 書(シ ス テ ム 名 。 辞 書 は 普 通 公 開 さ れ て い な い)

・Muプ ロ ジ ェ ク ト:科 学 技 術 庁
、 工 業 技 術 院 、 京 大

・PIVOT:NEC

・ATLAS-1
、ATLASrll:富 士 通

・AS-TRANSAC:東 芝

・マ イ ク ロ パ ッ クJ/E:ブ ラ ビ ス

・シ ス ト ラ ン:日 本 シ ス ト ラ ン

・HICATS/JE
,HICATS/EJ:日 立

・(特 に な し):日 本IBM

・MELTRAN-J/E:三 菱 電 機

・(特 に 名 称 な し):NTT

・PENSEE:沖 電 気

・STAR:カ テ ナ リ ソ ー ス 研 究 所

・(特 に 名 称 な し):シ ャ ー フ。

・SWP-7800:三 洋 電 気

・RMT:リ コ ー

・PAROLE:松 下 電 器
.∵

・LAMB:キ ャ ノ ン
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広 辞 苑

巨1ア ラ 【koala】
オ ー ス トラ リア原 産 の 有 袋 目 の獣 。 体 形 は熊 に似 るが、 体 〔n-○
和 グ弘 前 後。 灰 色 の 厚 い 毛 に 淀わ れ 、 樹.ヒに棲 息 して ユ ー カ リの

葉 を 食 す。 子 は親 の 体 に しが みつ き、 愛 くる し く・ 人 に慣 れ や す
い.フ ク ログ マ.コ モ リグ マ. 警

蕊

〔コ ア ラ 〕

ご ・あ ・る

(自 国)(ゴ ザ ル の転)rあ るJの 丁寧 な言 い方 。 主 に1… で ご あ る」 の 形 で用 い る。 浄 、 冥 途
飛脚 「友 達 に 損 か け る忠 兵衛 で は 一 ・らぬ1

こ'あ る語 鍵L
く。と.② 使い走 りをす7。・M'.、1,、夏祭浪磯 ・粋 方仲1働_、 貰ひ喰 ひzn・ て居

っ た を 引 き.ヒげて1
こ ・あん 【孤鞍 】

cn・Ron検 索 検 夕腔訂}「 コ ア ラ 1 1-21図 形 Rか 方

図1-1 「広 辞 苑 」CD-ROMの 出力例(パ ンフ レ ッ トよ り)

Japaneset㎝atoト マ ト

Engl
Span
Engl

ltal
Engl
ltel
German

French

Spanish

English

EkＬtch

English

French

English

Chinese』

Chinese

sht◎mato

shtomate

sht◎mnatott

anpomodoro .
sht㎝ato・

8npolnodoro

T◎mate・

tomate

tOtilate"

、t()f"ato・

tomaatl

tomato

t㎝ate

tomato .

fanqie番 茄

×ihongshi西 虹 柿

【S自NSYUSY禽'S

【幽YO'S

【ZONlCHELLI'S

ENG/JAP]1

ENG/SP創1

ENG1IT角 】1

【ZFUVICHELL1'SE/F/G!11S】1

{UOLTER'S ENG/DＬT】1

tH負RR禽P'SSh◎rLterENG/FRE】1

【GENDA!'S ENG/CHI]1

図1-2 「CD-WORD」 の8カ 国語 出力 例(パ ンフ レ ッ トよ り)
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Grebes

bioTaxonomicLeve～:SuperGenuses

courtshipRituals:(≠L-(Including(PairDancingwithlocus=(SurfaceBodiesOfWater)))

relComplexityHigh)

dis`"'butedOver:Earth

g飽uses:(#一 一－numberOfEntries(#一(Range35)

justi丘cation(Encyclopa∋diaBritannica)))

ゐα`itat:QuietBodiesOfWater

ρ力ysica～'yResem`～e3:LoonsDucks

re～FunctionDeぶc可tion:Flying(skillLevelLow)Walking(skillLevelLow)

relProportionPartsDescrip重 輌onこWings(sizeSmall)Tail(sizeVSmall)To'es(sizeLarge)

re～ativeＬlfagnitude:Toes(sizeMedium)Legs(rearPlacementLarge)

Body(heightSmallshapeStubby)Bill(shapePointed)

αc九 α～γ施e:Tail(sizeSmall)Body(heightSmall)'

Toes(sizeSmallshapeLobedwebbingBetweenTbesabsent

webbingAroundEachTbe(OneOf(≠ 一－absentjustificationEncyclop缶diaBritannica)

(≠L-prel;entjustificationColumbiaEncyclopedia)))

ro～esOfParts:(TailN。 恥nction)

鉗perGenus()f`P。dicipedidae

suρersets:AquaticBirdsPodicipedidae

my』i'ement()f"Units

myOπ αfoだMitchell

myOreaだoπ 吻`e'``7-Aug-8514:17:01"

打iyLastEdit1)ate:.　 7-Aug-8516:55:41"

myLast」 財"or:Lenat

図1-3CYCプ ロジ ェク トにおける知 識 表 現例(カ イツブ リ)

1.3LDBに 対 す るユ ーザ ーか らの期 待

1.3.1 LDBに 対す る言語学研究面 か らの期待

1.3.1.1LDBか らの言 語 学研 究 に対 す る影 響

まずは言語 学研究に対す る影響面であるが、言語学研究 はさまざま

な下位分野を持 ち、それぞれがさま ざま な方法で研 究 されている状態

で あ る。 その 中で 、多 くの情 報 が語 彙 レベ ル で記 述 され る。音 声 や音

韻 、文法 の一部(形 態論のかな りの部分 と統語論 の一部 で各語 ごとに

記述 しなければな らない情報)や 意味の一部(文 や文脈 レベ ルの意味

を含 まず 、語 の意 味 に限 定す る)で あ る。 そ こでLDBはLexical

Databaseで あ る と と も にLinguisti.6Databaseで あ る と い う こ と が

で き る。 とい うこ とは 、言語 学研 究 の.さま ざまな面 に対 す る影響 が あ

る と考 え るべ きで あ る。
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第1に 、LDBは 過 去 の研 究 成 果 の集 合 体 で あ るか ら 、語 彙 を 通 し

て 、簡単 に 過去 の研 究 成 果 に ア クセ スで き る ことに な る。 これ は 、今

後 の各 種 の言語 研究 に大変 な福音 で あ り、各分 野 の研 究 の レベルが い

っそ う深 ま る効果 が あ ろ う。

第2に 、LDBを 作 る こと は 、それ 自体 が言語 研 究で あ る とい う面

が あ る。体 系 的 にLDBを 作 ろ うとす る と、情 報 の欠 落 した部 分 が 出

て く るだろ う。 そ こが過 去 に研 究 され て こなか った部 分 で あ り、 それ

を補 わ な けれ ば な らな い と ころで あ る。 「補 う」 こと 自体 が言 語 研究

で あ る こと は明 らか で あ る。 そ れを追 究 す る中か ら、過 去 の研 究成 果

に対 す る大幅 な追加 ・変 更 が あ りう る し、さ らに新 しい言 語 研 究 が開

拓 され る可 能 性 もあ るの で は な いか と思 う。従 来 、と もす る と言語 学

研 究 はご く一 部 の語 彙 だ け を取 り出 して云 々す るよ うな ケ ー スが 多 か

った 。 その よ うな主 張 は 、 同 レベ ル の分析 を大 量語 彙 に対 して行 な う

こ とに よ って 、い ろ い ろ と修正 された りす るこ とがあ ろ う。 その よ う

に して 、LDBは 言語 学 研 究 を さ らに発 展 させ るこ とがで き る。

第3に 、LDBは 、 言語 学 の研 究 動 向を左 右 す る可 能性 が あ る。 過

去20年 く らい の言 語 学の 流 れ の 中で(特 に北 ア メ リカ と 日本 に お い

て)研 究 が 盛 ん な のは文 法(と りわ け 統語 論)の 分 野 で あ り、語 彙論

の扱 い は きわ め て不十 分 で あ った 。だ が 、こ こ数 年 は語 彙 論 あ るい は

辞 書 に対す る関心 が高 ま りつ つ あ り、文 法 と語彙(辞 書)と を相 補的

に と らえ よ う とす る考 えが次 第 に強 くな って い る。 これ は こ とば を ト

ータ ルと して と らえ る上 で好 ま しい こ とで あ り、大 きな進 歩 といえ る。

単 語 は語 彙 と文 法 を つ な ぐ接 点 で あ り、単 語 の意 味情 報 と文 法情 報 が

わ か れば言 語 の構 造 の 中心 的 な部 分 が わ か った こ とにな るだ ろ う。L

DBと い う形 で単語 につ いて の さ ま ざま な情 報 が記 述 され るな らば 、

言語 学 に と って も、言語 の機械 処 理 に と って も、大 きな発 展 が期 待 さ

れ るので あ る。 この意味 で 、LDBは 言 語 学 の研 究 動 向 と関係 す るの

で あ る。 お お まか に言 って 、 こ とばの 実体 を見 つ め る方 向の 研究 を盛

ん にす る とい え よ う。

と ころで 、言語 学 の分 野 で は 、(文 法 の研 究 の一部 に典型 的 に現 わ
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れ るが)な ぜ か言 語 事 実 を踏 まえ な いで枠 組作 りを 中 心 と した研 究を

行 な お うとす る態度 が見 られ る。 これ には大 きな理 由が二 つ あ る と思

う。一 つ は 、言 語 事実 の収 集 の手 間 が大 きい とい う こ とであ る。言 語

系(人 文 系)の 研 究者 の研 究費 の少 な さを は じめ とす る社 会体 制 の 影

響 が あ る とは思 うが 、大量 デ ータ処 理 そ の もの が 身近 に な って いな か

った 。 も う一 つ は 、研 究者 の中 に はデ ータ重視 の考 え 方 を す る人 もい

る(い た)の だが 、そ の よ うな人 に と って はデ ータ こそ が宝 物 で あ り、

自分 の研 究 の源 泉 で あ るか ら、 それ を他人 に使 わ せ よ う と しない 、す

なわ ち 「囲 い込 み 」 を考 えが ちで あ る とい うこ とで あ る。 た とえ ば 、

デ ー タの範 囲が 限定 され る古 文書 な ど文献学 でま ま み られ る態度 で あ

る。 この よ うな態 度 が研 究 の進 展 に有害 なの は言 を待 た な い。 特 に、

新 規 参 入者 には非 常 に大 きな障壁 に な る。

これ か らの コ ン ピュ ー タ時代 ・デ ータベ ース時 代 で は、大 量 デ ー タ

の 収集 と、 そ の公 開利 用が い っそ う促 進 され るはず で あ る。 この よ う

な 事 態 は言 語 系 の 研究 者 が 経験 した ことのな い世界 で あ ると もい え 、

特 に 、若 手研 究 者 に対 す る大 きな刺激 に な り うる。

と もか く、LDBは いま ま でに な い形 の情 報 集合 体 なの で 、 それ を

利 用 して 、 どん な研 究 が花 開 くか わか らな い面 が あ り、思 い もよ らぬ

新 研 究 が始 ま るこ と もあ るだ ろ う。

次 に 、LDBや コン ピュ ー タが 切 り開 く、新 しい 言語 科 学 の あ り方

に つ いて も一 言 述 べ るが 、言語 研 究 の将 来 を予測 す る こ とで あ り、不

確 実 な推測 に しか な らない ことに注 意 して いた だ きた い。

まず 、研 究対 象 の変 化 が起 こ る。 それ を論 じるた め に、現 在 の研 究

ス タ イル につ いて 述 べ よ う。

現在 盛 ん な統 語 論研 究 は 、さ ま ざまな文 に対 す るネ イ テ ィブ ス ピ ー

カ ーの文 法 性 に関す る 内省 判断 を論 拠 に して成 り立 って い る。文 法 に

関す る 「純 粋 な 」判 断 の ため に は 、言語 事実 と しての デ ー タ(資 料)

で は ダ メだ と考 え られ て い る。 デ ータに は、雑音(間 違 い な ど)が 含

ま れ 、実 際 に使 わ れ る と きの 文脈 の影 響 な どが あ り、 人間 の記 憶 の制

限 な どの よ うな 「言語 外 」 現 象 と関連 す るので 、 よ くな い と い う考 え
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方 で あ る。 しか も、 この 「文 法 性 」 の判 断 は 、研 究 者個 人 の内 省 に よ

る もので あ る。 多 くの 人 に ア ンケ ー ト調査 して み て も、一 般 の話 者 は

文 法 的 な 「おか しさ」 とそ れ以外 の(語 彙 的 な、意 味 的 な 、 あ るい は

語 用 論 的 な)「 お か しさ」 とを 区 別で きな い か ら、論 拠 に な らな い と

され る。 この よ うに して 現在 の ス タイル の統 語論 が成 り立 って い る。

デ ー タ主 義 の言語 研 究 で は 、立場 が違 って くる。研 究 者個 人 の 内省

な どは、(研 究 の てが か りに はな るが)客 観 性 が ない た め 、主資 料 と

して は採 用 され な い。 そ の代 わ り、実際 に使 わ れた 大量 の用例 や多 く

の 「普 通 」 の話 者 に対 す るア ン ケ ー ト調 査 な どが判 断 の根 拠 に な る。

前 者 は観察 法 に よるデ ー タで あ り、後 者 は実 験法 に よ るデ ータで あ る。

現 在 、非文 か ど うかを研 究 者 が判 断 して い るが 、 この よ うな こと は 、

大 量 の用 例 を集 めれ ば非 文 の 出現 頻 度 が きわ め て低 い こ とで 客観 的 に

論 証 で き る。 ア ンケ ー ト調 査 の結 果 で も同様 で あ る。 た だ し、現 実 の

用 例 に して も、意 識 調査 に して も、判断 基 準 は 「文法 」 だ けで は ない

こ とに注 意 す るべ きで あ る。一 つ の用例 、一 回 の判 断 に は多 くの意味

的 ・語 用 論 的 条件 が か らん で い る。 しか しなが ら、デ ー タ収 集や デ ー

タ分析 の方 法 を工 夫 す る こと によ って 、一 つの デ ータの 中か ら文 法 的

な問題 と意 味 的 な問 題 、語 用論 的 な問題 を分 離 して分析 す る こ とは十

分 可 能 で あ る。

今 ま で の統 語論 研 究 で は言語 全 体 を 扱 うので はなく、語彙は別 、意 味

の 問題 は別 、統語 論 の 問題 は別 、 とい うよ うに研 究 の 範 囲 を限 定 し、

そ の 中で研 究 を進 めて きた。 しか し、現 実 の発 話 で は 、 その よ うな区

分 は な され て い ない。 研究 の レベ ル(範 囲)を 設 定す る こ とは差 し支

え な い(望 ま しい こ とで あ る)が 、そ の よ うに割 り切 るだ け で は、境

界領 域 の 問題 を 見誤 るこ とに な る。言 語 現 象 と して はた えず 全 体 を見

るべ きな ので あ る。

以 上 の よ うな こ とか ら考 え る と、研 究 対 象 が 、現在 の統 語論 中心 か

ら語彙 論 ・意 味論 ・語 用 論 に重 点 を移 す とと もに 、そ れ らを総 合 す る

よ うな研 究 が 盛 ん に な るはず で あ る。 つ いで にい えば 、総 合 的 な研 究

で あ る以上 は 、音 声 の研 究 も当 然含 む べ きで あ る し、 さ らに 、従 来 の
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言 語 研究 で は軽 視 されて きた よ うな 人名 ・地 名 ・会 社 名 ・商 品 名 な ど

の 固有 名詞 や 、新 語 ・俗 語 ・専 門語 な どの 周辺 的 な語彙 まで も扱 わ な

け れ ば な らな い だ ろ う。

次 に 、研究 方 法 の変 化 が起 こ る。

従 来 か らの言 語研 究 の方 法 に加 え て 、新 しい方 法 が付 け加 わ るだ ろ

う。 それ が実 験 言語 学 で あ り、従 来 の区分 で は コ ン ピュ ータ言 語 学 と

呼 ばれ る もの に近 い。

上 で見 た よ うな総合 的 な言語 研 究 の 目標 は 「人 間 は どの よ うに言 語

を 使 って コ ミュニ ケ ー シ ョンを して い るか 」を解 明 す る こ とで あ る。

そ して 、 い ろ いろ な分 野 に関す る知見 を総 合 して人間 の言語 使 用 が 解

明 で きれ ば 、 コ ン ピュ ータに正 しく言語 を使 わせ る ことが で きる はず

で あ る。辞 書 は その 中心 に位 置 し、文 法 ・意 味 ・語 用 論 に関 す るル ー

ル な どが その まわ りに位 置 す る。 この辞 書 の もとに な るの がLDBで

あ る。

こ う して コ ン ピュ ータの 中に 人 間 の言語 使 用が モデ ル化 で きるな ら

ば 、 コ ン ピュ ータを相 手 に した 「実 験 」 が 可能 に な る。 た とえ ば 、 こ

の コ ン ピュ ータ は本 当 に 正 し く言語 を使 って い るか とか 、 しか じか の

条 件 で は どの よ うに反応 す るか な どの 実験 で あ る。 実験 と、 そ れ に よ

る コ ンピ ュ ータ内 のモ デ ル(=辞 書 と各 種 ル ール)の 改良 を繰 り返す こ

と に よ って 、 そ こにで きあが る 「モデ ル」 は 、真 に総 合 的 な 、 曖昧 性

の な い 「言語 理 論 」 に な り うる ので は な いか 。

1.3.1.2言 語 研 究 か ら期待 す るLDB

言語 研 究 の側 か ら見 てLDBは どん な姿 に なるのが 望 ま しい の か に

つ い て述 べ よ う。

第1に 、LDBに よ って語彙 に対 す るさま ざまな面 か らの ア クセ ス

が 可能 にな るこ とが重 要 で あ る。過 去 の語 彙 情 報 はア クセ ス手段 が き

わ めて 限定 され て いた 。 国語辞 典 を例 に と っておお ざ っぱ にい え ば 、

五 十 音 順 が ほ とん どで 、一部 に 意味順 とか語 尾順 とか が あ った 程度 で

あ る。 国語 辞典 以 外 の資 料(た とえ ば各 種 索 引)で も、 まず は 五十 音

順 で あ る。LDBは そ れだ け に限 定 され な いか ら、た とえ ば 、各 動 詞
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の記 述 に命令 の 意味 にな り う るか ど うか を記述 してお け ば 、命令 の意

味 にな りえ な い動 詞 全 例 を探 す こ とな ど も簡 単にで き る。

第2に 、LDBで は 、従 来 の国語 辞典 に欠 け てい た語 彙(国 有名 詞

・複 合 語 ・専 門語 な ど)に つ いて も調 べ られ る ことが 重要 で あ る。 現

在 は各種 辞典 に分 散 され て記 述 されて い るが 、そ のた め相 互 の影 響 な

どは調 べ よ うが な い。 それ らが広 い範 囲 で収 集 され 、記述 され れ ば 、

言 語研 究 の範 囲 が広 が る こ とは明 らかで あ る。収 集 す る見 出 しの範 囲

は な るべ く広 い こ とが 望 ま れ る。

第3に 、用 例 は 、実 例 主義 に よ る言語 研究 の場 合 の基 礎資 料 で あ り、

各 種 分析 に使 え る点 で 、最 も価 値 が あ るもの であ る。 な るべ く大量 に

集 め 、LDBに 含 め て ほ しい も の で あ る。 応 用面 は非 常 に広 い。特

に 、用例 の使 用 年代 も入 れ て ほ しい。今 後 の 追加時 に 自動 的 に登 録年

月 日を 入 れ る程 度 で も、長 年 にわた る蓄 積 の あ とで は相 当 に役 立 つ だ

ろ う。

用 例 は、LDBよ りは テ キ ス トデ ータベ ース とい う形 で扱 うのが 本

当 なの か も しれ な い。 これま で 多 くの言語 研 究者 はそ う した用 例 集 を

身近 に持 つ ことが で きな か った 。用 例 集 が共 有 で きれ ば 、言語 の研 究

は間違 いな く進歩 す るは ず で あ る。 ことば はま ず あ りの ま ま に観察 さ

れ なけ れば な らな い。 規 則 が あ って の こ とば で はな く、 こ とばの い ろ

い ろな現象 の 中か ら共 通 点 を引 き出 して初 めて 文 法的 な規則 な り、意

味 の 構造 化 な りが得 られ るの で あ る。言 語 資料 を持 た な い研 究 者 は無

理 な一 般 化 を行 な った り、不 当 な解 釈 に傾 いた りす る ことが 多 か った

よ うに思 われ る。 テキ ス トデ ータベ ースの存 在 は 、言語 研 究 の軌 道修

正 も果 たす こ とにな る。 この よ うな テキ ス トデ ータベ ー スは、求 め ら

れ るLDBの 出 発点 にな る もの と位置 付 け るこ とが で きよ う。

第4に 、LDBに 何 を記 述す る か とい う問題 で あ るが 、一 般語 と専

門語 で は区 別 して考 え るべ きで あ る。一 般 語 につ い て は 、少 な くと も 、

語 彙論 、文法 論 、語 用 論 、そ れ に対照 言 語学 的 な知 見 を 加 え て総合 的

に記 述 され るべ きで あ る。専 門 語 につ い て は 、概念 中心 の記 述 が求 め

られ るは ずで あ る。 専 門語 の 多 くは名 詞 で あ り、文 法的 な ヴ ァ リア ン
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トもな く、言語 間 の翻 訳 に おい て も1対1に 対応 す る ものが 普 通 で あ

る。専 門 語 に は複 合語(合 成語)が 多量 に含 まれて い るが 、 その 構成

規 則 な ど も記 述 されて い るこ とが 望 ま しい。 新 しい専門 語 の 造語 や解

析 な ど、幅 広 く利 用 で きる情報 に なるだ ろ う。

固有 名 詞 の扱 い もお おむ ね専 門 語 に準 じた もの にな ろ う。

最 後 に、LDBは 、言語学 研 究用 ワ ーク ステ ーシ ョンの形 で提 供 さ

れ るこ とが望 しい。一 般 に 、人 文系 の言語 研究 者 は コ ン ピュ ー タに関

して素 人 で あ る。 そ の よ うな人 で も充分 使 い こなせ るよ うに な って い

な い と 、役 に立 た な い。

1.3.2自 然 言語 処 理 シ ステ ムの 開発面 か らの期 待

自然言 語 処 理 シ ステ ムで用 い る機 械 辞書 を い かに して作 成 す る か とい

うこ と は、 いぜ ん と して 、自然言 語 処理 シ ステ ムを開 発 す るに当 た って

の最 大 の克 服 すべ き障 壁 に な って い る。信 頼す るに足 る大 規 模 な 機械 辞

書 を 、1開 発 者 、1利 用者 が無 か ら作成 し維 持 してい く とい うこ とは 、

それ ら個 別 機 関 に とって殆 ど耐 えが た い負 荷 と云 って よいか も知 れ な い。

ま た 、 シス テ ム毎 に独 自の辞 書 構 築 の努 力 を行 うとい う こ とは 、社会 的

に 無駄 な多 重投 資 で あ るばか りで な く、 シ ステム間 で デ ー タの 内 容 か ら

その コ ンセ プ トに至 るまで互 換 性 が な い とい う点 で も、む しろ大 きな社

会的 ロスを生 じて い ると い って よ いで あろ う。 そ こで 、 グ ロ ーバ ル な意

味 で 自然言 語 処 理 シ ステ ムの共通 の背 景 とな り うる言 語 デ ータ(体 系)

の構 築 が焦 眉 の課 題 とな って い るの で あ る。

現 在 、機 械 可 読 に な った人 間 用 の冊 子体辞 書(MRD)も 少 な くな い。

しか し、 自然 言語 処 理 シ ステ ムで用 い る機械 辞 書 で は 、冊 子 体 辞 書 か ら

得 られ る情 報 と はか な り隔 た った情 報 が要求 され て い る。 それ は 、機 械

辞 書 の為 に は機 械 処 理可 能 な厳 密 な形 式 的記 述 が必 要 で あ ると い う要 因

に もま して 、機 械 辞 書 の形 式 と内容 とが 、 それ ぞれ の シ ステ ムの 自然 言

語処 理方 式 に深 く依存 して い る と い うこ とに起因 して い る。 実稼働 を 目

的 と した 自然 言 語 処 理 システ ム にお いて は 、実用 上容 認 可 能 な レベ ル で

入力 が受 容 さ れ 、結 果 が 得 られ る よ うにす る とい う こ とに シ ステ ム実 現

の努 力 が集 中 して お り、その 目的 に合 わせて 選 ばれた 機 械 的 な形 式 化 が
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処 理 の基 礎 を な して い る。 その ため に 、 シ ステ ムの 中で行 わ れ てい る

「言語 理 解 」は 、人 間 が素 直 に受 け止 め られ る言語 理 解 の ため の 諸要 素

とはか な りの隔 た りが あ ると云 わ ざるを え な い。 た とえば 、現 在 の言語

処 理 の な かで 、ほ ぼ共 通 的 に 受 け入 れ られ るで あ ろ う 「格 フ レー ム」 な

どで さ え も、必 ず しも普 通 の 人 に と って 自然 な もの で あ る とは云 え な い

(も っと も、最近 の冊 子 体 辞書 で 、格 フ レームに近 い考 え方 を組 織的 に

取 り入 れ よ うとい う傾 向 も見 られ るの は注 目に値 す るが)。

そのた め に 、人 間用 の冊 子体 辞 書 な ど の既存 の 言語 デ ー タを その ま ま

機 械辞 書 に流 用 す る こ とは困 難で あ り、 それ ぞれ の シ ステ ム用 に 自然 言

語 処理 用 の辞 書 が個 別 に作成 されて い る とい うの が実 状 で あ ろ う。 しか

し、辞 書 作成 に関 わ る作 業 の 中 で も 、機 械可 読 化 され て い ない もの も含

め 、冊 子 体辞 書 な どの既 存 の 言語 デ ータが様 々の 形 で利 用 されて い る。

そ う した利用 を よ り有 効 に行 って い くた めに は、 各種 言 語 デ ー タの機 械

可 読化 や それ らデ ー タに 関す るイ ンターフ ェイスとツール の充 実 な どが重

要 であ る。

機 械 辞 書 の中で 、特 に機 械処 理 に と って の 中核 を な すべ き情報 につ い

て は 、そ の依 拠 す べ きマ ス タ ・デ ータ と して の 電 子 化 辞 書(ED)の

構 築 が進 め られて い るの は注 目す べ き動 きで あ る。 シ ステ ム毎 で の言 語

モデ ル の定 式化 は ま った く異 な った もので あ って も、形 式 的 な情 報 の変

換 手順 は充分 に形 式 的 に行 うこ とが 出来 るで あ ろ う し、辞 書 作成 とい う

多数 の要 員 によ る知 的作 業 の 基 礎 と して は 、出来 る限 り透 視 性 の よ い典

拠 デ ータを幅 広 く用 い る こ とが強 く求 め られて い るか らで あ る。 従 って

こ こで は 、最 大 限 の柔 軟 性 を 保持 しつつ も、強 力 な統 一性 の視 点 が重要

で あ る。

しか し、言語 現象 に は 、そ れが いわ ば例外 的現 象 の集 ま りで あ る とい

う側 面 があ り、 自然 言語 処 理を実用 に近づければ近づ けるほ ど、 形 式化 か ら

外れ る部 分 を扱わ なければな らなくな る。 また、 その利 用 目的 や システ ム 環

境 などに も影響 されて、システム毎 で の利 用 す べ き言語 デ ー タの 範囲 と質

とは 、共 通 の形 式 的 情 報 と して は予 め規 定 しに くい と い う性 格 を持 って

い る。 そ こで 、多様 な言語 現 象 を 、様 々な形式 化 に よ る扱 い も可 能 な形
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で 網羅 したデ ータベ ー ス(LDB)の 存 在 が 求 め られ るので あ る。LD

Bは 、MRDやEDの 役 割 を も担 い う る もの で あ るが 、 さ らにそれ ら

で省 略 され た情 報 も含 め 、よ り広範 囲 の情 報 が利 用 で き るもので あ ろ う。

LDBは 、現状 の 自然 言語 処 理技 術 だ けを ス コ ープ に納 め た もので は

あ りえ な い。 自然 言語 処 理技 術 自体 が まだ緒 に就 きか けた ばか りの技術

で あ る とみ るべ きで あ る し、LDBの 実 現 を は じめ とす る諸環境 の変化

に よ り、技 術 その もの とそ の応 用 の両 面 にお いて さ らに画期 的 な発 展 が

見 込 め る もので もあ る。 そ して そ う したデ ー タベ ー スは何 よ りも、 自然

言語処 理 の論 理 に専 ら基 づ くもので は な く、人 間 に よ る言 語 使用 の世 界

にお い て妥 当 な だけ の普 遍 性 を持 って いて ほ しい。

自然 言 語処 理 シス テム の開発 にお いて用 い られ る言語 情 報 は機械 辞 書

に収 納 され る ものだ け で はな い。 む しろ 、それ に数 倍 す る情 報が 、 シ ス

テ ムの開 発 、維 持 、拡張 の 色 々の フ ェー ズで利 用 さ れ る。 その意 味 で は 、

自然 言 語 処 理 シ ステ ムの開 発者 は、同時 に言 語 処理 シ ステ ムの は じめの

大規 模 な利 用者 で あ る とい って よいで あろ う。 そ う した 自然 言語処 理 シ

ステ ム の開発 環 境 で は、膨 大 な各種辞 書 、柔 軟 な シソ ー ラス 、多様 な知

識 ベ ース 、そ して 巨大 な規模 の コーパ スを用 い た 、高度 の 知 的支 援 シ ス

テ ムが 前 提 で あ る。 これ らの中核 をな す もの がLDBで あ ろ う。

以上 に述べ た よ うに 、 自然言語 処理 シ ステ ムの開 発 に と ってLDBの

実 現 は画期 的 な飛 躍 を保 障 す る もので あ る。 そ こで ご あ らゆ る種類 の 言

語 情 報 が要 求 され る可 能 性 が あ る。 そ のた め に は;現 在 、冊子体 辞 書 な

どに収 納 さ れて い る情 報 や 、言語 処理 に用 い られて い る情 報 に とど ま ら

ず 、出来 る限 り広範 囲 の 言語 に 関す る情 報ヘ ア クセ ス出来 るよ うに な っ

て い る必 要 が あ る。 また 、 日本語 、英 語 な どに限 らず 、 あ らゆ る言語 に

対 応 す るこ とを 目指 すべ きであ ろ う。 そ して 、 それ らの情 報 を柔 軟 性 と

拡 張 性 を持 って利 用 す るこ との 出来 る よ うに構 成 され て い なけ れば な ら

な い。 また 、多様 な利 用 形 態 と利用 技 術 の共 用 化 とを 制度 的 に も保 障 す

る仕 組 みが 望 ま れ る。

1.3.3自 然 言 語処 理 シ ステ ムの 利用 面 か らの 期待

現 在 、 自然 言語 処理 シ ステムを利 用 す るに際 して 、最 もま ごつ き 、あ
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るい は い らい らす るの は 、文 法 や辞 書 とい った システ ム内部 の言 語 デ ー

タの不 備 に起 因 す る もの で あ ろ う。LDBの 実 現 によ って 、 デ ー タの質

の向上 が期 待 で き る こと は、や は り 自然 言語 処 理 シ ステ ムの利 用 面 か ら

の 最大 の眼 目 の1つ で あ る。

自然 言語 処 理 シ ステ ム に対 し、利 用 者 が それ を完 全 な ブ ラ ック ・ボ ッ

ク ス と して使 用 す る とい う ことに は 、少 な く と も現 在 の 技術 水 準 に お い

て は 、か な り無理 が あ る といわ ざ るを得 な い。 そ こで、機 械翻訳 シ ステ

ムを例 に と ると、利 用 者 の 目的 に合 わ せ て辞 書 や文 体 な どを容 易 に登録

・変 更 した りす る機 能 や 、対 話 的 な処 理 で 、原 文 の作 成 や翻 訳結 果 の理

解 を助 け る諸 々の機 能 と い った もの が必 要 に な って く る。例 え ば 、 日本

語 ワ ー ドプ ロセ ッサ で あ れば 、望 む漢 字 が 得 られ な い と きは 、変 換 キ ー

で 別 の候補 を捜 し、 そ こ にな いの だ か ら辞 書 登 録 の操 作 を しなけ れ ば な

らな い 、 とい う風 に 、比 較的 利用 者 の思 考 過 程 に矛盾 しない形 で シ ステ

ムの動作 を変 更 す るこ とが 出来 る。 しか し、 多 くの 自然 言語 処 理 シ ステ

ムの場 合 に は 、 シ ステ ム に対 す る理 解 性 を 保 障す る こ とは はるか に 困難

で あ り、 そ の よ うな操 作 を す る手 だ て も少 な い 。例 え ば 、 日本語 の名 詞

に 対 して適 切 な意味 カテ ゴ リーを付 与 しな いと充 分 な結 果 が得 られ な い

とい う場 合 も多 い が 、 あ る単 語 に どの カ テ ゴ リーを与 え れば よ いの か 、

それ を与 え るとあ るい は与 え な い と ど うい う事 に な るの か 、実 際 に 得 ら

れ た不 満 な結 果 の 中で ど れが意 味 カテ ゴ リーの不 在 や不 適 切 に起 因 して

い るか 、 とい うこ とを利 用 者 が判 断 す る ことは 、 きわ め て困難 で あ る。

本 来 は 、そ れ らの判 断 自体 も殆 ど意 識 に登 らな い形 で 実現 で き るこ とが

望 ま しいが 、 そ うで な く と も、利 用 者 の最 小 限 の 努力 で シ ステムの動 作

を柔軟 に変 更 で きる仕 組 みが必 要 にな るので あ る。 そ こで 、利用 者 が 自

然 言語 処 理 シ ステ ムを充 分 に活用 す るた め に は 、当該 シ ステ ムを越 え た 、

そ して共 通 の背 景 を 持 つ 言語 デ ータを利 用 で き る環 境 が 求 め られ る。例

え ば 、新 しい単語 や 用法 の 意味 カテ ゴ リーをLDBか ら得 た り、必 要 で

あ れ ば よ り詳 細 な コ ンサ ル トに応 じる手 だ てが 提供 され 、言語処 理 シス

テム は利用 者 に よ るそ う した操作 を適 切 に吸収 す る手 順 を準 備 す るで あ
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ろ う。

現 在 、 自然 言 語 処 理 シ ステ ムを利 用 し、運 用す るユ ーザ ーの傍 らに積

まれ て い る、辞 書 、辞 典 、そ のほか 各種 知 識 に 関す る情 報 が 、LDBを

軸 と して 、は るか に有 効 に活 用 され る ことが 期待 され る。 そ してLDB

と 自然 言語 処 理 シ ステ ムの間 の距 離 を シ ステ ム側 で 出来 る限 り吸収 す る

こ とによ って 、 シ ステ ムの アル ゴ リズ ム に本 来 属 す る定 式 化 の部 分 を 利

用 者 が 負担 す る余 地 が 最小 限 に抑 え られ るで あ ろ う。

自然 言語 処理 シ ステ ムの利用 面 で は 、そ の シ ステ ムを他 の 、あ るい は

上 位 の シ ステ ム 、業 務 と連 携 して用 い る こ とが 多 いで あ ろ う。 た とえ ば 、

1つ の単 語 は、機 械 翻訳 用 辞書 におけ る1つ の デ ータ と しての性 格 の他

に、 そ の組織 に おけ る文 書作 成 で の制 御語 の中 の もので あ り、デ ータベ

ースの キ ーワ ー ドで もあ るな ど とい った ことが あ る
。LDBは こ う した

トー タル な用 語 管理/言 語 シ ステ ムへ の移行 を容 易 にす る もの であ り、

逆 に 、 自然 言語 処 理 システ ム にお いて は 、LDBを 通 した 外部 アプ リケ

ーシ ョン との連 携 を考 慮 す る こ とにな る
。

1.3.4そ の 他応 用 シ ステ ム面 か らの期待

元 来 、人類 が情 報 と して扱 って きた もの の大半 は 、言 葉 に よ って表 現

され た もの で あ った 。 人間 の高度 の抽 象化 能 力 は、 それ らにつ い て も数

値化 、記 号 化を 行 う表現 手 法 を実現 し、それ を情 報 処理 の主要 な対 象 と

して きた 。LDBは 、 これ に対 し、 その過 程 を強 力 に支 援 し、人 間 の情

報処 理 能力 の質 と量 とを 向上 させ 、そ こにか か るコ ス トの削減 、処 理範

囲 と視野 との拡 大 ま でを 推進 して い く もの で あ る。

言葉 を対 象 と した応用 シス テム は 、これ ま で必 ず しも全面 的 な 展開 を

見 て きた と はい え な い。 もち ろん 、 ワ ー ドプ ロセ ッサ 用 辞 書 の延 長 と し

て、 推敲 用辞 書 の構 想 が進 め られ た り、対 訳 辞 書や 翻 訳 機能 との 結合 が

図 られた り して い る し、研究 開発 レベ ル と しては 、 自然 言語処 理 用 の言

語 デ ー タは個 別 シ ス テム に と どま らな い知 識 ベ ースに 取 り込 まれ よ うと

もして い る。LDBの 実 現 は こう した部 分 的 な動 きを 、画 期 的 に拡 大 す

る こ とに な ろ う。

日本語 ワ ー ドプ ロセ ッサ の普 及 に よ っで 、 わが 国 の文 書 作成 の形 態 に
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は大幅 な変化が見 られた。そこでは、文書作成 フ ェーズさ らには人間の

思考 とその表現プ ロセ スへの計算機 による支援 ということを実現す るた

めの基盤 が整え られて いるともいえよう。例えば、需要 の拡大に質 ・量

共に対応 が迫 られてい るテクニカル ・ライテ ィングの分野 では、専門用

語、分野独特 の用法 ・文体 、各分野 におけ る専門知識、適切な表現の選

択な どの文書作成上の知識を供給 す る機能 が、知的支援 システム として

確 立 されることが期待 される。また 、海外向けの文書を作成す るに際 し

て は、言語知識 か ら該 当分野や相手方世界 に対す る知識 まで、同様 に様

々の支援機能 を実現す ることが出来 る。 こうした文書作成支援 システム

に用 いられ る技術要素 の多 くは、すでにほぼ確立 されて いるということ

が出来 るであろ う。 しか し、これ らの軸 をなす もの は、幅広い言語 デ ー

タで ある。すでに機械可読化 されて いるあるいは機械可読化可能にな っ

ている各種言語 デ ータの有機的利用 を可能 にす る努力 と共 に、本格的な

LDBの 実現が肝要 の課題 である。

言語知識を利用 するアプ リケーションと して 、最 も典 型的な ものは、

言語教育の分野であろ う。わが国におけ る国語教育や外国語教育におけ

る利用 ももとよ りであ るが、外国人に対す る日本語教育に関 して も、現

在の対応力の不足を補 うもの として、強力な教育 システムの確立は重要

である。広範囲 な言語情報を収納 し、有機的な利用が行え るLDBの 出

現 は、様 々な要 求に対応 した言語教育 システムの実現を容易 にす る。

本格 的な知識ベ ースの構築 に向けて、LDBの 果たす役割 は計 り知れ

ない ものがある。LDB自 体 が言語現象に関す る知識の集大成であるが、

我 々の世界 に関す る知識のほ とん どが言葉 を通 じて表現 される以上 、知

識ベ ースの構築 と拡 大の原点 として1、DBを 確立 してお く必要があ る。

自然 言語によ る入力 、出力 、推論処理 などを用 いた知的 インタフェイ

スや文 章情報の本格的 な蓄積 ・処理機 能の実現など、応用 システムの中

で、自然言語処理技術 の占める役割 は飛 躍的に拡大 しよ うと している。

そこで 、現在利用 されていない もの も含 めて、様 々な範囲の様 々な内容

の言語情報をいろいろな形式化 において用い る必要がある。 しか も、そ

の中で共通的に用 い られ る言語知識 は共通の基盤の元に作成 されてい る
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こ とが 望 ま しい。 こ う した要件 に従 った情 報処 理 能 力 の拡 大 は 、LDB

の確 立 に よ り初 め て全 面 的 な展 望 が開 け て くる とい って も過 言で は あ る

ま い。

最 後 に 、LDBの 開発 と運 用 は、以上 に述べ た言語 知 識 に関わ る応 用

シ ステ ムの大 規模 な そ して創 始者 的 な モ デル ケ ースで あ る。 自然 言語 処

理 な どの知 的 な そ して大規 模 な情 報 の処 理技 術 の確 立 、巨大 な そ して複

雑 な各 種 タイプ の情 報 を 蓄積 す る技術 、 それ らを利 用 者 に対 し柔 軟 に提

供 す る技 術 な ど、LDBの 開 発 に ともな う諸 々の ア クテ ィ ビテ ィは 、情

報処 理 技 術 の発 展 に大 き く寄与 す る もので あ ろ う。
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2.LDBの 構 成

2.1LDBの 全 体構 成

2.1.1作 成 ・維 持 の 方法 とその形 態

LDBは 、世 の 中 に流 れ る情 報 を網 羅 的 に集 め て管 理 し、そ れ らを有

効 に利 用 しよ う とす るもの で あ るか ら、 その全体 構 成 は膨 大 な もの に な

らざ るを得 な い。 こ の膨大 なLDBの 全体 像 を 、 図2-1の よ うに想 定

し、作 成 ・維 持 の方 法 につ い て見 て い くこ とにす る。

自然 言 語処 理 シ ステ ム

知1哉情 報処 理 シ ステ ム

開 発 者 ・ユ ーザ

////

言語学者

マ コ ミ

出 版

収集

解析用

計算機

マ ス コ ミ

出 版

者

言語学研究機関

専門分野ごとの

専門用語委員会

図2-1LDBの 全 体 構成

図2-1で 分 か る よ うに 、作成 ・維持 に はそ の専 用 の ネ ッ トワ ー クを

用 い る。作 成側 の ネ ッ トワー クとユ ーザ ー側 の ネ ッ トワ ー クは と りあ え

ず分 離 した形 で 考 え る。LDBを 作 成す る に当 た って は 、言 語 学 の研 究
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機 関 、専 門分 野 ごとの用 語を決定 し、定 義 を与え るための委 員会 、 膨大 な情

報 の供 給 源 と して の マ ス コ ミや 出版 な どが まず 重要 な役 割 を担 う。 言語

学 の研 究機 関 に おい て は 、語 彙 情 報 、新 しい語 の情報 な どを把 握 し、 専

門 用語 の委 員 会 な ど と連 携 を取 りつ つ、 言語 全般 にわた る種 々の問 題 点

を研 究 ・検 討す る。 この 機構 は、 い わ ば基礎 研究 の部 分 を受 け持 って い

る とい う ことが で きる。一 方 、専 門 用語 、分 野 ご との 委 員 会 ・研 究 集団

で は 、 日々出版 さ れ る文 献 か ら新 しい語 を抽 出 し、語 の 変化 を跡 付 け 、

それ らの語 の 定義 を 与 え 、定式 化 す る。 これ らは新 た に生 み 出 され る専

門 用語 の整 理 ・検 討 を行 うもので あ る。昨年 度 報告 した よ うに、米 国 の

NIH(NationalInstituteofHealth)で は医学 用 語 の分野 です で

に この よ う な形 態 を整 え 、専門 用語 の整 備 を進 めて い る。 もう一 つ 、情

報供 給 の 大 きな部分 が マ スコ ミ ・出版 を中心 とす る集 団 で あ る。 この 部

分 は時 々刻 々新 しい情 報 が生 まれ 、 消え て い くと'ころ で あ る。情 報 の量

と して も最 も多 く、 また 最近 の電 子 出版 に も見 られ る よ うに、 シ ステム

化 の進 ん で い る とこ ろで もあ る。従 って この部 分 で生 み 出 された 膨 大 な

情 報 が 、 ネ ッ トワ ークの ほ かの部 分 に迅 速 に伝 わ る こ とが期 待で き る。

これ らの部 分 は 、各 々 自分 の と ころで デ ータベ ースを作 成 す るか も しれ

ない(そ の場合 に は 、作 成 ・維持 の ネ ッ トワ ークは分 散 型 の デ ータベ ー

スネ ッ トワ ー クに な る)。 しか しな が らこれ らの情 報 を整 理 ・統括 して

LDBと い う形 にま とめ上 げる こ とが で き るのは、 この 図2-1で 「作

成 ・維 持 中心 機 構 」 と書 か れ た部 分 で あ る。以下 で は 、 この 中心機 構 に

つ い て 、やや詳 しく見 て い くこ と にす る。

まず 、 この よ うな中 心 機構 の役 割 で あ るが 、これ は 、図2-1の ネ ッ

トワ ークのほ か の部 分 か ら入 って くる さ まざま な言 語 情 報 の 解析 が最 初

の 、 そ して最 も重 要 な もので あ る。 これ を迅速 に行 うた め に は 、当然 の

こと なが ら コン ピュ ー タ処 理 が 中心 にな る。入 って くる膨 大 な量 の情 報

を どん どん整 備 す るため には 、人 間 が生 デ ー タを見 な が ら処 理 して い る

余 裕 は な いので 、 コ ン ピ ュ三 夕を駆 使 した言 語解析 な どが 重 要 に な る。

これ だ けの デ ータを迅 速 に処 理 す るた め には 、 コ ンピ ュ ータ は大 容 量 で

高 速 の もので なけれ ば な らな い。 た と えば 、新 聞のデ ー タが1日 約2万
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文 であ る と仮 定 す る と、現 在 の処 理能 力1文 当 た り約10秒 な ど とい う

値 では 、 リア ル タイ ムで の処 理 は不可 能 で あ る。 新 聞 のみ の デ ータを処

理 す ると して も、10年 後 には1文 当た り1ミ リ秒 、20年 後 には1文

当 た り1マ イ ク ロ秒 く らいが 一応 の 目安 にな る もの と思 わ れ る。容 量 の

面 で も、現 在 の大 容量 コ ン ピュ ータ といわ れて い るギ ガバ イ トの単 位 で

は だめで 、少 な くと も数10テ ラバ イ トあ るい はそ れ以 上 の容 量 は必 要

で あ る。 従 って現 在考 え られ る最高 速 、最大 容 量 の コン ピュ ータよ り、

も う少 し高 い能 力 が要 求 され るか も しれ ず 、 コ ン ピュ ータア ーキ テ クチ

ャ にあ る程度 の変 革 を迫 る可 能 性 もあ る。

この よ うなLDBを 維 持 して い くため には 、や は り恒久 的 な管理 機 関

が 必要 で あろ う。 必要 な人 員 も数百 人 か あ るい はそ れ以 上 常駐 す るこ と

が要 求 さ れ る。 これ らの人 々は、 言語 情 報 解析 のプ ログ ラムを開 発す る

とい うよ りむ しろ 、そ れ らの ソフ トウ ェア を駆 使 して 、新 聞 ・書 籍 を中

心 と して 入 って 来 る情 報 が解 析 され た もの を チ ェ ック し(こ の部分 で初

めて人 間 の介 入 が あ る)、 どの レベ ル の情報 を端 末 また はユ ーザ に流 し、

どの レベ ル の情 報 を 保存 ・破棄 す るかを 決 め る。 また従 来 か らいわ れ て

いた意 味 での デ ー タベ ー スの維 持 ・管 理 と い った仕 事 も忘 れ て はな らな

い。

さ らに 、図2-1に あ るよ うに、作 成 ・維持 のた め の ネ ッ トワ ー クは 、

多国 間 ネ ッ トワ ー クを通 じて海 外 各 国 の ネ ッ トワ ー クと も結 ば れて い る。

これ らの ネ ッ トワ ー クとの 円滑 な情報 伝 達 ・交 換 もこの 中心 機構 の役 目

で あ る。 従 って この 中心機 構 の果 た す役 割 は非 常 に重 要 な もの にな る。

2.1.2運 用 ・利 用 の方 法 とそ の形 態

この デ ー タベ ー スを利 用 す る側 は 、図2-1の 右 上 に表現 され て い る。

この図 で は 、利 用者 はLDBの 作 成 ・維 持 の 中心機 構 とネ ッ トワ ー クで

結 ばれ て い るが 、 これ はオ ンラ イ ン/オ フ ライ ンを 問わ ず 、緊 密 な関係

の も とで 、最 新 の内容 が利 用 可 能 で あ る こ とを意味 して い る。 実際 、利

用 者 の側 か らす れ ば 、 目的 に よ って は 、常 に大 規 模 な デ ータベ ースに オ

ンライ ンで ア クセ スす るこ とが 得策 とは言 えず 、今 後 ます ます 普 及 ・発

達 す るこ とが 予想 され る高機 能 ワ ー ク ステ ー シ ョンの上 で 、CD-ROM
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や光 デ ィス クの よ うな大 容 量記 憶 を ロ ーカ ル に利用 す るほ うが便 利 な場

合 もあ る。

LDBの 利 用 の 目的 に は さま ざ まな ものが考 え られ るが 、ま ず 、 この

デ ー タベ ースの語 彙 情 報を 直接 、 自然 言 語処 理 に用 い る ことが あ げ られ

る。 ここ に は、機 械 翻訳 シ ステ ムは もち ろん の こ と、知 的 ワ ープ ロな ど、

文書 の作 成 を支援 す るため の高機 能 な シ ステ ム、要約 な ど 、文 書 か ら内

容 を抽 出 す るた め の高 機 能 な シ ステム な ど、将 来 の知識処 理 を応 用 した

高 度 な 自然 言 語処 理 シス テムが含 まれ る。 この よ うな システ ム の機 能 を

高度 化 す るた め に 、LDBが 必 要 な こ とは 言 うまで もな い。 また 、 自然

言 語処 理 シス テム に限 らず 、エ キ スパ ー ト ・シ ステムや 意志 決 定支 援 シ

ステ ムな どの高 度 な 知識 情 報処 理 を行 うた め に も、専 門分 野 の知識 と同

時 にLDBか らの知 識 を利 用す る こ とが必 要 で あ る。 さ らに 、将 来 の 計

算 機 や そ の他 の機 器 に お け る自然 言語 イ ンタ フ ェー スに関 して も同様 で

あ る。 これ らの応 用 の詳 細 に 関 して は1.3、2な い し1.3.4に 述べ られ て

い るが 、LDBの 側 か らは、 ネ ッ トワ ー クを通 じての 直接 の ア クセ スか

ら、大 容 量2次 記 憶 やVLSIな どへ の 組 み込 み に いた るまで 、 さ ま ざ

まな利 用 の形 態 に応 じた 提供 の仕 組 を 確保 しなけれ ば な らない。

また 別 の利 用者 と して 、言 語学 者 を 始 め とす る人文 科 学 、社 会科 学 の

研 究 者 が い る。言 語 学 者 は このLDBを 利 用 す るこ とに よ り、従 来 は手

に負 え な い と思 わ れ て い た大量 かつ 網羅 的 なデ ータに ア クセ スで き るこ

とにな るだ ろ う。 この こ とが 言語 学研 究 に もた らす影 響 に つ いて は1.3.

1に 述 べ られ て い る。 さ らに、言 語学 者 に対 しては 、 その研 究 を通 じて

のLDBへ の フ ィ ー ドバ ックを期待 す る こ とがで き る。 前節 に も述べ ら

れ て い る よ うに 、LDBを 作 成 ・維 持 して い くた め には言 語 学者 の側 か

らの助 言 、協 力 が必 須 の もので あ る。 その た め 、利 用 の形 態 と して は 、

双方 向 の情 報 の流 れ を想 定 した ネ ッ トワ ーク構 成 や組 織化 が必 要 であ る。

言語 学 以外 の人文 科 学 や社 会 科 学 に対 して もLDBの 影 響 は大 きな もの

が あ ると考 え られ る。歴 史 的 あ るい は文 学 的 なテキ ス ト ・デ ータベ ース

や法 律 エキ スパ ー ト ・シ ステ ムな ど、 現在 す で に構 築 が 進 め られ て い る

シ ステ ムに対 し、LDBは 語彙 の面 、 知識 の 面 か ら寄 与 す るだ ろ う。 さ
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らに 、 その よ う な利 用方 法 が確 立 し、普 及 して い くにつ れて 、多 くの研

究 者 や研 究 機 関 の興 味 を引 き、現 在 予想 もつ か な いよ うな応 用 の道 が開

け て い くこと もあ ろ う。 この よ うな場 合 、LDBの 側 か らは単 にデ ータ

を提 供 す るだ け で な く、新 しいハ ー ドウ ェア の研 究 開発 や研 究協 力 体 制

の確 立 な ど、新 しい分 野 へ の応 用 を積 極 的 にサ ポ ー トす るた め の取組 み

が必 要 で あ る。

最 後 に 、マ ス コ ミ ・出版 の分 野 で の利用 を考 え る。前 節 に述 べ た よ う

に 、 この分 野 はLDBの 作 成 ・維 持 に とって重 要 な役 割 を果 た して い る

が 、 それ と同 時 に、LDBの 恩恵 を十 分 受 け るであ ろ うこ とは想像 に難

くな い。 これ は 、自然 言語処 理 技 術 を導 入 しての 業 務 の効率 化 と い った

面 だ け に留 ま らず 、LDBを 利 用 した編 集 ・出版 の新 しい形態 にま で進

む もの と考 え られ る。 現 在 、オ フ ィスを 中 心 と した ペ ーパ ー レス時代 の

到 来 を迎 え 、 この分野 も変 革 を迫 られ てい る し、現 に変 化 しつ つ あ るが、

LDB、 安 価 な大 容 量記 憶 媒体 、 ネ ッ トワ ークな どの登 場 によ り、 この

動 きはさ らに加 速 され るこ とにな ろ う。 この よ うな状況 の もとで はLD

Bの 利用 の形 態 も、単 に ア クセ ス して情 報 を 得 るだけ で な く、知 識 の抽

出 、媒体 変 換 な ど、 きわ めて 多岐 にわ た るこ とが予 想 され る。相 互 の精

神 的 、技 術 的 協 力 が不 可欠 で あ る。

2.2LDBの 記 述 項 目

2.2.1既 存 冊子 体 辞 書 の記 述項 目

LDBの ビジ ョ ンを明確 にす るた め 、LDBに 記 述 され るべ き項 目 と

内容 に つい て検 討 す る。

昨年 、一 昨年 と機 械可 読 用辞 書(MRD)、 電 子 化 辞 書(ED)、

機 械 翻訳 用辞 書 を調 べ て きた 。 これ らは機 械 処 理用 とい う観 点 で作 成 さ

れ て い る。LDBで は、 機 械処 理 用 だ けで なく、人 間 の使 用 も考 え て お

り、 内 容 的 に も機 械 処 理 に必 要 な情 報 だ けでな も、人 間 の あ らゆ る 用 途

に も耐 え る情 報 を含む こ とを 目指 して い る。

そ こ で、LDBの 記 述 項 目を検 討 す る前 に、既 存 の冊子体 辞 書 の 調査

を行 っ た。 対 象 と した 辞書 類 は① 国語 辞 典 、② 対 訳 辞 典、③ 特 殊 辞典及
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び そ の他便 覧 な どで あ る。

① 国語辞 典

いわ ゆ る国語 辞 典 に は どの様 な ことが記 述 されて い るか を探 るた め

に まず調 査対 象 と した。 言 語的 には 、 日本 語 と英語 の辞 典 を取 り上 げ

た 。

日本 語 の 国語 辞典 は大辞 典 か ら小 辞 典 まで、 ま た、 新 旧取 り混ぜ て

10辞 典 を対 象 と した(一 覧 表 を表 皿一2-2-1に 示 す)。

英 英辞 典 は、 イ ギ リス、 ア メ リカそ して 日本 で編 集 され た もの(合

計6辞 典)を 対 象 と して い る(表fi-2-2-2)。

調査 結 果 の詳 細 は資 料 編1に ま とめ られ て い る。

② 対 訳 辞典

対 訳情 報 の記 述 の方 法 を探 るた め に対 訳 辞典 を調 査 した。対 象 とな

った の は、 日英(某 日)、 日仏(仏 日)、 英仏(仏 英)の 合 計7辞 典

で あ る(表ll-2-2-3)。

対訳 辞 典 の調 査 で は 、お互 い の言語 圏 に存在 しな い概 念 が どの よ う

に解 説 され るか と い う点 に も注 意 した。 これ は 、語 義 の説 明方 法 と し

て は理 想 的 で あ る と思 わ れ る。

調査 結果 の詳 細 は資 料 編1に ま とめ られ て い る。

③ 特殊 辞典 及 び その他 便 覧

国語辞 典 に は含 まれ て い ない あ るい は簡 単 に しか 扱 わ れ て い ない事

項 の記述 内容 を知 るた め 、各 種特殊 辞典 や 便 覧 も調査 した。 調 査 した

特 殊 事典 の一 覧 を表il-2-2-4に 、 そ の他 便覧 の類 を表 皿一2-

-2-5に 示す
。

調査 結 果 の詳 細 は資 料 編1に ま とめ られ て い る。
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NO 辞書名 出版社 著編者名 創刊年 調査 した辞書の

版数と出版年

1 修訂

大日本国語辞典

冨山房 上田万年

松井簡治

1939年 縮刷版1952年

2 日本国語大辞典 小学館 日本大辞典

刊行会

1972-76年 第1版1972-76年

3 新編 大言海 冨山房 大槻文彦 1956年 新訂版1982年

4 日本大辞典 言泉 小学館 林 大 1986年 第1版1986年

5 国語大辞典 小学館 尚学図書

辞書編集部

1981年 第1版1981年

6 国語大辞典 学習研究社 金田一春彦 他 1978年 第3版1981年

7 国語大辞典 角川書店 時枝誠記 他 1982年 第1版1982年

8 広辞苑 岩波書店 新村 出 1955年 第3版1983年

9 国語辞典 岩波書店 西尾 実 他 1963年 第4版1986年

10 新明解国語辞典 三省堂 金田一京助 他 1972年 第3版1981年

表 皿一2-2-1調 査 対 象 国語 辞典 一 覧
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NO

辞書名 出版社 著編者名 創刊年

調査 した

辞書の版数

と出版年

1 TheOxfordEnglish

Dictionary

(OED)

Oxford

University

Press

James.A.H.

Murray

etc.

1884年 か ら

1933年

第1版

1970年

2 LongmanDictionaryof

ContemporaryEnglish

Longman PaulProctor 1978年 第1版

1978年

3 TheAmericanHeritage

Dictionary

:SecondCollageEdition

Houghton

凪ifflin

冨.S.Berube

etc.

1969年 第2版

1982年

4 Webster'sThirdNew

lnternationalDictionary

oftheEnglishLanguage

G・&

C.冨errian

N.Webster

etc.

1961年 第3版

1981年

5 TheRandomHouse

Dictionary

oftheEnglishLanguage

Random

House

JessStein 1966年 第2版

1973年

6 NewCollegiateDictionary

oftheEnglishLanguage

研究社 研究社辞書

編集部

1973年 第1版

1979年

表 皿一2-2-2調 査 対 象英語 辞典 一 覧
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NO

辞書名 出版社 著編集者 創刊年 調査 した辞書の

版数と出版年

1 新葉和大辞典 研究社 岩崎民平 他 1926年 第5版1980年

2 新和英大辞典 研究社 増田 綱 1931年 第4版1974年

3 英和中辞典 小学館 小西友七 他 1980年 第1版1982年

4 新コンサイス和英辞典 三省堂 中島文雄 1923年 第9版1975年

5 スタンダご ド和仏辞典 大修館書店 鈴木信太郎 1970年 第3版1973年

6 スタンダー ド仏和辞典 大修館書店 鈴木信太郎 1957年 第3版1974年

7 TheConciseOxford

FrenchDictionary

(仏 英 ・英 仏)

Clarendon

Press

Abel

Chevalley

etc.

1934年 増補改訂版1957年

表H-2-2-3調 査 対象 対訳 辞 典 一 覧
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NO 分野 書 名 創刊年 著編集者 出版社

1 人名 名乗辞典 1956年 荒木良造 東京堂

2 地名 角川日本地名大辞典 1978年 よ り 同編纂委員会 角川書店

3 商品 商品大辞典 新版 1976年 石井頼三 他 東洋経済新報社

4 新語 現代用語の基礎知識 1948年 よ り年 刊 現代用語の

基礎知識編集部

自由国民社

5 略語 ピジ ねマンの ため の

欧 文 略語 情報 辞典

1985年 竹野万雪 日刊工業新聞社

6 学術略語 科学技術略語辞典 1987年 山嶋o 丸善

7 故事 ・諺 故事ことわざの辞典 1986年

!

尚学図書 小学館

8 類語 表現類語辞典 1985年 藤原与一 他 東京堂

9 反意語 反対語大辞典 1965年 中村 一 男 東京堂

10 用例 外国人のための

基本語用例辞典

1975年

'

文 化庁

.

大蔵省印刷局

11 用例 国語基本用例辞典 1986年 林史典 他 教育社

12 古語 岩波古語辞典 1974年 大野晋 他 岩波書店

13 方言 全国方言辞典 1951年 東条操
'

東京堂

14 隠語 隠語辞典 1956年 篠垣実 東京堂

15 外来語 角川外来語辞典 1977年 荒川惣兵衛 角川書店

16 用語 基礎日本語 1977年 森田良行 角川書店

17 学術用語 学術用語集(化 学編) 1974年 日本 化学 会' 南江堂

18 自然科学 科学大辞典 1985年 国際科学振興財団 丸善

19 自然科学 岩波理化学辞典 1971年 玉虫文一 他 岩波書店

表 卜2-2'-4調 査 対象特 殊 辞 典一 覧

一47一



NO 分野 書 名 創刊年 著編集者 出版社

1 団体 全国各種団体名鑑 1965年 よ り年 刊 シバ シ ノ∀

2 企業 会社年鑑 1949年 よ り年 刊 日本経済新聞社 日本経済新聞社

3 類語 分類語彙表 1964年 国立国語研究所 秀英出版

4 詳細記述 語彙研究文献語別目録 1983年 佐藤喜代治 明治書院

5 基本語 日本語教育のための

基本語彙調査

1984年 志部昭平 他 秀英出版

6 用語 現代雑誌九十種の

用語用字

1963年 林 大 他 国立国語研究所

表 皿一2-2-5調 査対 象 各種 便 覧 類二 覧

2.2.2LDBの 記 述項 目 の試 案

上 記既 存 の各種 冊 子 体辞 書 及 び昨 年 、一 昨 年 の計 算機 用 辞書 の調 査 結

果 に基 づ き、LDBの 記 述項 目の試 案 を作 成 した。

2.2.2.1方 針

以下 に示 す よ うな方針 でLDBの 記 述 項 目の試 案 を作 成 した 。

(見 出 し語 に つ いて)

・キ ーワ ー ド(見 出 し語)は 、語 また は 句 で意味 を もつ もの すべ てを

その対 象 と した。 慣 用句 ・諺 や 普通 の 国語辞 典 で は子 見 出 しと して

扱 わ れ る ものな ど も見 出 し語 と して 扱 った。

・一 見 出 し一 品 詞 と し、品詞 が 違 う もの は他 の語 とみ なす 。

(対 象 言 語 に つ いて)

・全 体 構成 は どの言 語 に も共 通 に使 え るよ うに考 え た。

・個 別項 目は 日本語 と英 語 を 中心 に考 え て はい るが 、他 の言 語 で もお

お よそ は使 用 で き るよ うに した。

(例 につ いて)
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・例 と して 日本 語 、英 語 か ら共 に2語 ず つ掲 載 した。

・語 例 の意 味 記 述 は 、特 徴 の あ る意 味2つ だけを あげ た。

2.2.2.2構 成

LDB記 述項 目 の構 成 を図ll-2-2-1に 示 す。

LDBの 記 述 項 目 は大 き く10項 目に分 かれて い る。

① 見 出 し情 報 は 、見 出 し語(キ ーワ ー ド)を あ げ 、そ の各 種 表記 法 、

語 の重 要度 を 記 す。

② 形 態情 報 は 、形 態 に関 して の情 報 で あ り、 品詞 や語 の構 成 、語 の

い ろ いろ な場 合 の変 化 を記 す 。

③ 語 源情 報 は、語 の生 成 過 程 、そ の移 り変 わ り、 そ の発 生地 を記 す。

④ 音 韻情 報 は、音 韻 に 関す る情 報 であ り、発音 、 ア クセ ン トな ど に

つい て記 す 。

⑤ 意 味情 報 は 、見 出 し語 の意味 の数 を あげ 、また各 意 味 の使 用頻 度

を 記 す。 ⑥ の語 義情 報 か ら⑨ の統 語 情報 まで は この意 味記 述 の数 だ

け持 つ。

⑥ 語 義 情 報 は 、見 出 し語 の 意味 の説 明 、 その意味 の 由来 、分 類 、関

係 語 な ど につ い て記 す 。

⑦ 対 訳 情報 は 、該 当す る意味 につ い て の 他言語 との対 応 に関 す る情

報 を記 す 。

⑧ 用 例情 報 は 、該 当す る意味 で の 用例(作 例 、実例)、 慣 用 句 、 こ

とわ ざを記 す 。

⑨ 統 語情 報 は 、該 当す る意 味 で の統 語 的 な情報 を記 す 。

⑩ 参 考情 報 は、 上記情 報 以 外 に必 要 と思 われ る情 報 を 記 す。
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麺
見出し語 標準表記

別表記 重要度

函
品詞情報

語形情報

語変化情報

接続情報

表現情報

方言情報

睡
語源

変遷情報

原籍情報

函
発音 情報

ア クセ ン ト

情 報

な まり

特殊音

魎
意味数

頻度情報

璽
特記事項

資料情報

図情報

音声情報

意味1

:

:
●,.し.一 一

意味2

一

麺
意味記述

意味情報

関係情報

派生情報

複合情報

限定情報

意味方言

麺
訳語

訳範囲

他事項

麺
作例

実例

慣用句

ことわざ

意 味n

統語情報

文型 文例

述語素 句

図ll-2-2-1LDB記 述 項 目 の 構 成
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2.2.2.3LDB記 述項 目 の詳細

以下 にLDB記 述項 目 の詳 細 に ついて説 明す る。 た だ し、 これ はあ

くまで も試 案 で あ り、LDBは こ うで なけ れ ばな らな い とい う もので

は ない。今 後 もさまざまな人 の意 見 を取 り入れ改 良 して い く予定 で あ る。

(凡 例)

・項 目名 の横 に[]で 略 語 を示 した。 これ は、語 例 の と きの簡 略化

の ため に今 回 設 け た。

・例 は 【】で見 出 し語 、ま た は標準 表記(見 出 し情 報 以外)を 示 し

た。

・r』 で項 目に記 載 され る 内容 の具体 例 を 示 した 。

・項 目説 明 は 、各 国語共 通 の説 明 を行 い 、言語 に よ り異 な る部分 は

《日本語 》 《英 語 》 と表 示 して各 々説 明 を加 え た 。

・その項 目内 の注 意 点 な どを(※ ・・…)の 形 で示 した。

・英語 の記 述項 目 も、 日本 語 で説 明 した。

・英語 に関 して 、現 在英 国 語 と米 国語 にか な り違 いが 見 え るた め 、

異 な る言語 と して扱 うの が 適 当か も知 れ な いが 、今 回 は米 語 を 中

心 と し、英 語 を方 言的 に 扱 ってい る。
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』..・,、;、.0:...:・、.ii.…:.見.出:;し...、 情 報.

見 出 し 語 に 関 す る 情 報 を あ げ る.
.取 り 上 げ る 語 は 文 献 に 載 っ て い る す べ

て の 語 を 対 象 と す る.ま た.慣 用 句.こ と わ ざ な ど も 見 出 し 語 と し て 扱 う.

0.1見 出 し 語[見 出 し]

語 に 対 す る キ ー ワ ー ド と し て 使 用 す る.

《 日 本 語 》

ひ ら が な 表E己 と す る.

例.【 あ る く 】 【 う つ く し い 】 【ほ ん 】 【さ ら り 一 ま ん 】 【び る 】

《英 語 》

原 則 と し て 英 小 文 字 表 記 と す る が.固 有 名 詞 や 略 語 な ど;通 常 大 文 字

を 使 う 場 合 は,頭 文 字 な い し 全 文 宇 美 大 文 字 表 記 と す る.
`

例・ 【90。d】 【b・・y】 【A・eri・ ・】 【ABC】 【Al】

0.2標 準'表 記[標 準]

見 出 し 語 の 最 も 一 般 的 な 表 記 の 仕 方 を 記 載 す る.

《日 本 語 》

見 出 し 語 の 表 記 法 で 一 番 頻 度 の 高 い と 思 わ れ る も の を 記 述 す る.

例.【 あ る く 】 一・[標 準]歩 く

【 うつ く し い 】 →[標 準]美 し い

《英 語 》

見 出 し語 が 標 準 表 記 と な る.

例.【good】 一◆[標 準]good

【Al】 一[標 準]Al

O.3別 表 紀[別 記]

見 出 し語 の 上 記 以 外 の 表 記 が あ れ ば あ げ る

《B本 梧 》

標 準 表 記 以 外 に 語 の 表 し 方 が あ れ ば 示 す.見 出 し 語 が 略 語 で 示 さ れ る

もの の 非 省 略 形 を 記 し た り す る(そ の 逆 も あ る).

《英 語 》

2種 類 以 上 の 綴 り方 が あ る 場 合,そ れ を 表 記 す る.見 出 し 語 が 略 語 で

示 さ れ る も の の 非 省 略 形 を 記 し た り す る(そ の 逆 も あ る).

例.【naught】 →[別 記]nought

【Al】 一・[別 記]Artificiallntelligence

O.4重 要 度 〔重 要]

見 出 し 語 の 重 要 度 を 記 述 す る.特 に 頻 繁 に 使 わ れ た り.例 え ば 「中 学 生

な ら 知 っ て い る 」 ぐ ら い の 語 の ラ ン ク を 表 示 す る.

(※ 見 出 し 情 報 と し て 扱 う の は.不 適 切 で あ る か も し れ な い が 適 当 な 場

所 が 見 つ か ら な い た め こ こ に 記 す.}
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..,1.、..●.、_、,

見 出 し 語 の 形 態 に 関 す る 情 報 を 示 す.

1.1品 詞 情 報

見 出 し 語 の 品 詞 に 関 す る 情 報 を 示 す.

1.1.1品 詞 区 分[品 詞]

見 出 し 語 を 品 詞 に よ つ て 分 類 す る.

《 日 本 語 》

品 詞 分 類 表 の10品 詞 に 代 名 詞 を 名 詞 と 分 け て 区 分(11品 詞)

『名 詞 』 「代 名 詞 』 『動 詞 』 『形 容 詞 』r形 容 動 詞 』 『副 詞 』

『連 体 詞 』 「接 続 詞 』 『感 動 詞 』 『助 詞 』 「助 動 詞 』

例.【 武 田 信 玄 】 一[品 詞]名 詞

【歩 く 】 一[品 詞]動 詞

【が 】 一[品 詞]助 詞

《 英 語 》

Wordの 役 目 に 従 っ て8品 詞(TheEightPartsofSpeech)に 区 分 .

「Noun』 「PronounＬrVerb」 「Adjective』 「Adverb」

『Preposition』rConjunction』rlnterjection』

(※ 今 回 は 英 語 が 名 詞 と 代 名 詞 を 明 確 に 分 類 し て い る 為,そ れ に 合

わ せ て 日 本 語 に お い て も 分 類 し て 考 え た.)

例.【Napoleon】 一[品 詞]Noun

1.1.2品 詞 再 区 分[再 品 詞]

各 品 詞 内 で さ ら に 細 か く 分 類 で き る 場 合,そ れ を 記 述 す る.

《 日 本 語 》

例 え ば.名 詞 →r固 有 名 詞 』 「普 通 名 詞 」 「形 式 名 詞 』 「数 詞 』

代 名 詞 → 「人 称 代 名 詞 」r指 示 代 名 詞 」

動 詞 → 『 自 動 詞 』 「他 動 詞 」 「可 能 動 詞 」

助 動 詞 → 「受 身 』 「可 能 」 「 自 発 」 「使 役 」r打 消 」etc.

助 詞 → 『 格 助 詞 」r接 続 助 詞 」 「副 助 詞 」r終 助 詞 』

な ど.

例.【 武 田 信 玄 】 一[再 品 詞]固 有 名 詞

【歩 く 】 →[再 品 詞]自 動 詞
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【が 】 →[再 品 詞]格 助 詞

《英 語 》

例 え ば,Noun→rconcretenoun(common・proper・collective・

materia1)』

「abstractnoun』

Verb－ レrintransitiveverb』 『transitiveverb』

な ど.

例.【Napoleon】 →[再 品 詞]propernoun

1.1.3特 殊 区 分[特 殊]

見 出 し 語 を 品 詞 再 区 分 以 下 に さ ら に 分 類 で き る 場 合,そ れ を 記 述 す る.

《 日 本 語 》

例 え ば,数 詞 →r基 数 詞 」 『序 数 詞 』 『助 数 詞 』r本 数 詞 』

固 有 名 詞 → 『人 名 』 「地 名 』 「企 業 名 』r商 品 名 』

な ど.

例.【 武 田 信 玄 】 →[特 殊]人 名

《英 語 》

例.【NapOieon】 →[特 殊]perSOn'Sname

1.2語 形 情 報

見 出 し 語 の 語 構 成 に 関 す る 情 報 を 示 す.

1.2.1語 構 成[語 構]

見 出 し 語 の 構 成 を 示 す.

《 日 本 語 》

語 の 結 合 箇 所 を 「 ・ 」 で 示 し,語 尾 ・ 語 幹 を 「一 」 で 示 し た.

例.【 青 虫 】 →[語 構]あ お ・ む し

【美 し い 】 →[語 構]う つ く し 一 い

《 英 語 》

語 の 結 合 箇 所,語 尾 ・ 語 幹 を 「・」 で 示 し た.

例.【COngreSS】 →[語 構]COn・greSS

l.2.2語 分 析[語 分 析]

上 記 で 分 割 し た 各 要 素 の う ち,接 頭,接 尾 辞 な ど 特 に 重 要 な 働 き を す

る も の に つ い て 分 析 す る.
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《 日 本 語 》

例 え ば.「 速 さ 」 と い う 語 の 「さ 」 と い う 接 尾 辞(名 詞 化)に つ い

て の 説 明,ま た は 検 索 で き る よ う な 情 報 を 示 す.

《英 語 》

例 え ば.「beautiful」 の 「fu1」 と い う 接 尾 辞(形 容 詞 語 尾:「 ～

に 満 ち た 」 の 意)の 説 明,ま た は 検 索 で き る よ う な 情 報 を 示 す.

1.2.3語 複 合[語 複]

《 日 本 語 》

見 出 し 語 が 複 合 語 で あ れ ば 語 の 成 立 ち を(品 詞 で)分 析 し て 示 す.

例.【 出 口 】 →[語 複]動 詞 連 用 形+名 詞=名 詞

'《英 語 》

日 本 語 と 同 じ よ う に 示 す.

1.2.4ハ イ フtネ ー シ ョ ン[ハ イ]

《英 語 》

ハ イ フ ォ ネ ー シ 日 ン に 関 す る 情 報 を あ げ る.

1.3'語 変 化 情 報[語 変]

見 出 し 語 の 語 変 化 に 関 す る 情 報 を 示 す.

《 日 本 語 》

動 詞,形 容 詞,形 容 動 詞,助 動 詞 に お け る 活 用 名 と 音 便 を 記 載 す る.

例 え ば,活 用 名 →(動 詞)r五 段 活 用 』 「上 一 段 活 用 」r下 一 段 活 用 』

r力 行 変 格 活 用 」rサ 行 変 格 活 用 』

(形 容 詞)「 形 容 詞 活 用 」

(形 容 動 詞)「 形 容 動 詞 活 用 』

音 便 名 →(動 詞)「 イ 音 便 』 「擬 音 便 』 「促 音 便 』

(形 容 詞)『 形 容 詞 音 便 』

な ど.

例.【 得 る 】 →[語 変]ア 行 下 一 段 活 用 音 便 な し

【買 う 】 →[語 変]ワ 行 五 段 活 用 促 音 便

【寒 い 】 一・[語 変]ク 活 用(お)慕 う(ご ざ い ま す)

《英 語 》

動 詞 の 場 合,過 去 形,過 去 分 詞 形,進 行 形 な ど を 示 す(「 動 変 」).
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形 容 詞,副 詞 の 場 合 は,比 較 級,最 上 級 な ど を 示 す(「 形 変 」 又 は 「副

変 」).名 詞 の 場 合 は,複 数 形 な ど を 示 す(「 名 変 」).ま た 英 語 は 格

変 化 が 起 こ る の で,見 出 し 語 を 主 格,所 有 格,目 的 格 の ど れ で あ る か 表

示L・ そ 暗 に 「主 格 』 「所 有 格 』 「g的 格1の 順 に 示 す(「 格 劉)・

例.【eat】 →[語 変]eat-ate-eaten-eating「 動 変 」

【good】 →[語 変]good-better-best「 副 変 」

【pian。 】 一[語 変]pi、,。-pian。Sr名 変 」

【man】 →[語 変]ロan－ 皿en「 名 変 」

【1】 →[語 変]主 格1-my-me「 格 変 」

1.4接 続 情 報[接 続]

見 出 し 語 と 他 の 語 と の 接 続 に 関 す る 情 報 を 記 載 す る.

《 日 本 語 》

助 詞 ・ 助 動 詞 の 場 合,用 言 の ど の 活 用 形 に 接 続 す る か 記 載 す る.ま

た 接 続 に 関 す る そ の 他 の 情 報 も あ げ る.

例.【 せ る 】 一・用 言 の 未 然 形 に 接 続.[作 例]子 供 に 字 を 書 か せ る.

《英 語 》

接 続 に 関 す る 情 報 を あ げ る.

1.5表 現 情 報

見 出 し 語 が, .人 間 関 係 に よ つ て 言 語 表 現 を 異 に す る も の を 示 す.

1.5.1敬 譲 語

相 手 と の 上 下 関 係 に よ つ て 言 語 表 現 を 異 に す る 語 を 示 す.r尊 敬 語

[尊 敬]』 『謙 譲 語[謙 譲]』 「丁 寧 語[丁 寧]』.

《 日 本 語 》

例.【 飲 む 】 一・[尊 敬]あ が る

【飲 む 】 →[謙 譲]い た だ く

【返 事 】 →[丁 寧]お 返 事

1.5.2制 限 語

発 話 者 の 年 齢 や 性 別 な ど の 要 因 に よ つ て 語 の 表 現 が ど う 変 化 す る か を

示 す.

例 え ば,『 俗 語[俗 語]」 「幼 児 語[幼 語]』 「女 性 語[女 性]』
1

「男 性 語[男 性]』r若 者 語[若 語]」r新 語[新 語]』 『流 行 語[流
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語]』 な ど.

《 日 本 語 》

例.【 犬 】 →[幼 語]ワ ン ワ ン

【言 う 】 一[俗 語]ほ ざ く

《英 語 》

例.【mother】 →[幼 語]ロaロa(or)ma皿ma

【father】 →[助 語]papa

1.6方 言 情 報[方 言]

発 話 者 の 出 身 地 な ど 地 域 的 要 因 に よ り 見 出 し 語 が 変 化 す る 場 合,そ れ

を 地 域 名 と と も に 示 す.

《 日 本 語 》

例.【 捨 て る 】 一[方 言]ほ か す(関 西 地 方)

《英 語 》 ・

例・ 【high】 →[方 言]heigh(ス コ ッ ト ラ ン ド)
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..、.『.・:『'2i.._『・、.『、,r

見 出 し 語 の 語 源 に 関 す る 情 報 を あ げ る.

2.1語 源[語 源]

見 出 し 語 の 語 が 生 ま れ た 過 程 を 示 す.(そ れ を 記 し た 文 献 が あ れ ば そ の

名 を あ げ る.)

《 日 本 語 》

例.【 う つ く し い 】 →[語 源]ウ ツ ク シ(珍 奇)の 義 〈 名 言 通 〉

《英 語 》

例.【bread】 →[語 源]古 英 語 意 味 「小 さ な か け ら 」 で,そ れ が

生 命 を 維 持 す る も の で あ つ た と こ ろ か ら

生 ま れ た.

2.2変 遷 情 報

語 が 誕 生 し て か ら 現 在 ま で の 見 出 し 語 の 移 り 変 わ り を 示 す.

2.2.1歴 史 的 仮 名 使 い[歴 史]

見 出 し 語 の 以 前 使 わ れ て い た 仮 名 使 い を あ げ る.

《 日 本 語 》

例.【 か ん が え る 】 →[歴 史 〕 か ん か へ る

2.2.2古 語[古 語]

《 日 本 語 》

い わ ゆ る 古 語 を あ げ る.

例 。 【う つ く し い 】『→[古 語]う つ く し

《英 語 》

古 英 語 で の 形 を 記 す.

例.【bread】 一・[古 語]bread

【evening】 一・[古 語]efnung

(efenian－ 日 の 後 半 に 近 づ く+-ung名 詞 語 尾)

2.2.3変 遷[変 遷]

《B本 語 》

そ の 語 が 昔 は ど の 様 に 使 わ れ.ま た,ど の よ う な 過 程 を 経 て 現 在 の

意 味 に な っ た か を 示 す.

例.【 う つ く し い 】 一[変 遷]古 語 で は,か わ い い ・ い と し い と
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い う 意 味 も あ っ た.

2.3原 籍 情 報

見 出 し 語 の 出 身 地 に 関 す る 情 報 を あ げ る.

2.3.1原 籍[原 籍]

見 出 し 語 が ど こ か ら 伝 わ っ た か,ま た 何 語 な の か 示 す.

《 日 本 語 》

'例
.【 た ば こ 】 →[原 籍]ポ ル ト ガ ル 語

【雨 】 →[原 籍]和 語

【太 陽 】 →[原 籍]漢 語

【火 事 】 一・[原 籍]和 漢 語

【テ ー ブ ル ス ピ ー チ 】 一・[原 籍]和 洋 語

《英 語 》

例.【a田icable】 →[原 籍]後 期 ラ テ ン 語

2.3.2原 綴 り[原 級]

そ の 語 の 原 綴 り を 示 す.

《 日 本 語 》

例.【 た ば こ 】 →[原 級]tabaco

《英 語 》

例.【amicable】 一[原 綴]amicabilis
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見 出 し 語 の 音 韻 に 関 す る 情 報 を あ げ る.

3.1発 音 情 報

見 出 し 語 の 発 音 に 関 す る 情 報 を あ げ る.

3.1.1発 音 〔発 音]

見 出 し 語 の 標 準 の 発 音 を 記 す.

《 日 本 語 》

見 出 し 語 の 発 音 を ロ ー マ 字 に よ っ て 示 す.

例.【 歩 く 】 一・[発 音]aruku

【陽 気 】 →[発 音]yo-ki

《英 語 》

見 出 し 語 の 発 音 を 国 際 発 音 記 号 で 示 す.

例.【ask】 →[発 音]esk

【hot】 →[発 音]hat

3.1.2音 節[音 節]

見 出 し 語 の 音 節 数 を 記 す.

《 日 本 語 》

発 音 時 の 音 節 の 数 を 示 す.

例.【 心 】 →[音 節]3

【お 正 月 】 →[音 節]5

《英 語 》

例.【beautiful】 →[音 節]3

3.2ア ク セ ン ト 情 報[ア ク]

見 出 し 語 の 標 準 の ア ク セ ン ト を 記 す.

《 日 本 語 》

見 出 し 語 の ア ク セ ン ト を 式 と 型 に 分 け て 分 類 し た.式 は.起 伏 式 と 平

板 式 に 分 け て 示 し た.型 は,起 伏 式 で は 尾 高 型 ・ 中 高 型 ・ 頭 高 型 に 分 け

ら れ,平 板 式 は 平 板 型 の み と な る.

例.【 心 】 →[ア ク]起 伏 式 中 高 型

【桜 】 →[ア ク]平 板 式 平 板 型

《英 語 》
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国 際 発 音 記 号 の 母 音 の 上 に 「'」 「'」 の ア ク セ ン ト 符 号 を つ け た.

「'」 は 第1ア ク セ ン ト を 示 し,「'」 は 第2ア ク セ ン ト を 示 す.

例.【ask】 →[ア ク]塗sk

【northwest】 →[ア ク]n5:rOwest

3・3な ま{2[な ま り]

地 域 に よ っ て 発 音 や ア ク セ ン ト が 異 な る 場 合,そ れ ら を 地 域 名 と と も に

示 す.(※ 今 回,英 国 音 も な ま り と し た.)

《 日 本 語 》

3.1.3.2と 同 じ 方 法 で 記 述 す る が,地 域 情 報 を 加 え る.

例.【 こ こ ろ 】 一[な ま り]{[ア ク]頭 高 型(× × 地 方)}

《英 語 》

3.1.3.2と 同 じ 方 法 で 記 述 す る が,地 域 情 報 を 加 え る.

例.【ask】 一[な ま り]{[発 音]q:sk(英 国 音)}

'【h・t】 →[な ま り]{[発 音]h・t{英 国 音)}

3.4特 殊 音[特 殊 音]

文 脈 の 流 れ や 前 後 の 語 に よ っ て 発 音,ア ク セ ン ト が 変 わ る 語 を 示 す.

《 日 本 語 》

3.1,3.2と 同 じ 記 法 で 記 述 す る が,条 件 を 付 け 加 え る.

《英 語 》

3.1,3.2と 同 じ 記 法 で 記 述 す る が,条 件 を 付 け 加 え る.

例.【the】 一…一[特 殊 音]{[発 音]be(子 音 前)

6i(母 音 前)
`

bi:(強 形)}
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見 出 し 語 の も つ 意 味 の 数 及 び そ の 出 現 頻 度 を 記 す・

4.1意 味 数[意 味 数]

何 通 り の 意 味 が あ る か そ の 数 を 記 載 す る.

(※ こ の 意 味 数 分 だ け 下 記 の 語 義 情 報,訳 語 情 報,用 例 情 報,統 語 情

報 を 記 述 す る.)

《 日 本 語 》

例.【 忙 し い 】 →[意 味 数]2

《英 語 》

例.【busy】 →[意 味 数]2

4.2頻 度 情 報[頻 度]

各 意 味 の 使 用 頻 度 を 示 す.
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5...._..…_』

見 出 し 語 の 語 義 に 関 す る 情 報 を あ げ る.

(※ こ の 「5.語 義 情 報 」 と 下 記 の 「6.訳 語 情 報 」,「7.用 例 情 報 」

「8. .統 語 情 、報 」 は4.1の 意 味 数 だ け 構 成 さ れ る.)

5.1意 味 記 述 、[意 味 記 述]

そ の 語 の 意 味 を 説 明 す る(い わ ゆ る 語 義).

《 日 本 語 》

例,【 忙 し い 】 →[意 味 記 述]暇 が な い こ と

《英 語 》

例.【busy】 →[意 味 記 述]workinghard;active;havingp1-

entytodo

5.2意 味 情 報

見 出 し 語 の 意 味 に 関 連 す る 情 報 を 示 す.

5.2.1意 味 由 来[由 来]

ど の よ う な と こ ろ か ら こ の 意 味 が 生 ま れ た か を 記 述 す る.

(※ 語 源 と 意 味 由 来 の 違 い は.前 者 は ど の よ う な 過 程 か ら 語(本 来 の

意 味)が 生 ま れ た を 示 し,後 者 で は そ の 本 来 の 意 味 か ら 派 生 的 に 生 ま

れ た 意 味 の 過 程 を 示 す.)

《 日 本 語 》

例.【 空 気 】 →[由 来 〕(ま わ り の 気 分,気 配 と い う 意 味 で は)

我 々 を 包 み,我 々 が 生 き て い く 上 で の 環

境 に 大 き な 影 響 を 与 え る も の で あ る と こ

ろ か ら

《英 語 》

日 本 語 と 同 じ よ う に 示 す.

5.2.2意 味 分 類[分 類]

そ の 語 の 当 該 の 意 味 が ど う い っ た 分 野 で 頻 繁 に 使 わ れ る か 示 す.

《 日 本 語 》

例.【 野 球 】 →[分 類]ス ポ ー ツ, .球 技

《英 語 》

例.【bird】 一[分 類]animal
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5.3関 係 情 報

見 出 し 語 の 当 該 の 意 味 で の 関 係 語 を あ げ る.

5.3.1同 義 語[同 義]

表 現 が 違 う だ け で 意 味 の ほ と ん ど 同 じ 語 を 示 す.

《B本 語 》

例.【 鍵 】 →[同 義]キ ー

【旅 】 →[同 義]旅 行

《英 語 》

例.【lunch】 →[同 義]1uncheon

5.3.2類 義 語[類 義]

意 義 は 似 て い る が は つ き り 違 う 語 を 示 す.ま た そ の 違 い を 示 す.

《 日 本 語 》

例.【 質 素 】 →[類 義]倹 約(「 倹 約 」 は 浪 費 は 罪 悪 だ と い う

見 地 に 立 っ て 費 用 を 切 り つ め る こ

と で,「 質 素 」 は 簡 素 に 生 活 す る

こ と で 費 用 を 切 り つ め る こ と.)

《 英 語 》

例.【1unch】 一一・P[類 義]supper

5.3.3対 義 語[対 義]

意 味 が 反 対 の 語 を あ げ る.男 女 形 も 対 義 語 と し て 扱 う.

《 日 本 語 》

例.【 高 い 】 →[対 義]低 い

【暑 い 】 →[対 義]寒 い

【 ホ ス テ ス 】 一[対 義]ホ ス ト(男 性 形)

《英 語 》

例.【entrance】 → 〔対 義]exit

【steward】 →[対 義]stewardess(女 性 形)'

5.4派 生 情 報

当 該 の 意 味 か ら 派 生 し た 語 を 記 す.

5.4.1派 生 語(他 品 詞)[派 他]

語 に 接 頭 ・ 接 尾 辞 な ど が つ い て 他 品 詞 語 へ 派 生 し た 場 合.そ れ を 記 す.
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品 詞 名 は 語 の 前 に 略 語 で 表 示 す る.

《 日 本 語 》

例。 【悩 む 】 →[派 他]悩 み(名 詞)

《英 語 》

例.【know】 →[派 他]knovledge(Noun)

5.4.2派 生 語(同 品 詞)[派 同]

同 品 詞 の 派 生 語 を あ げ る.

《 日 本 語 》

例.【 起 こ す 】 一・[派 同]起 き る 層(自 動 詞)

例.【 開 く 】 一[派 同]開 け る(他 動 詞)

《英 語 》

日 本 語 と 同 じ'よ う に 示 す.

5.5複 合 情 報

当 該 の 意 味 で の 複 合 語 に 関 す る 情 報 を 示 す.

5.5.1複 合 語[複 合]

当 該 の 意 味 で の 見 出 し 語 か ら 生 成 さ れ る 複 合 語 を 示 す.ま た そ の 品 詞

も 記 す.各 複 合 語 ご と に5.5.1.1か ら5.5.1.2ま で の 情 報 を 記 述 す る.

《 日 本 語 》

例.【 壊 す 】 →[複 合]① 打 ち 壊 す(動 詞)

② 打 ち 壊 し(名 詞)

《 英 語 》

例.【break】 →[複 合]breakdovn
.(Noun)

5.5.1.1複 合 構 成[複 構 成]

上 記 で 示 し た 複 合 語 の 構 成 を 品 詞 に よ っ て 示 す.

《 日 本 語 》

例.① 打 ち 壊 す →[複 構 成]動 詞 連 用 形+動 詞=動 詞

② 打 ち 壊 し →[複 構 成]動 詞 連 用 形+動 詞 連 用 形=名 詞

《英 語 》

例.breakdOTn-・[複 構 成]動 詞+前 置 詞=名 詞

5.5.1.2複 合 意 味 』[複 意 味]

上 記 で 示 し た 複 合 語 の 意 味 を 示 す.
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《日 本 語 》

例.① 打 ち 壊 す →[複 意 味]た た い て こ わ'す

《英 語 》

例.b,eakd。vn_[複 意 味]故 障 ×

5.6限 定 情 報

当 該 の 意 味 で の 使 用 が 特 定 の 分 野.状 況.発 話 者 に 限 定 さ れ る 場 合,そ

の 限 定 情 報 を 記 述 す る.

5.6.1専 門 語[専 門]

ど の よ う な 専 門 分 野 で 使 わ れ る 意 味 な の か を 下 す.、

《 日 本 語 》

例.【 基 本 的 人 権 】 →[専 門]法 律 用 語

【ホ ー ム ラ ン 】 一[専 門]野 球 用 語

《英 語 》

例.【touchdown】 →[専 門]ア メ リ カ ン フ ッ ト ボ ー ル 用 語

5.6.2敬 譲 語[敬 譲]

当 該 の 意 味 が あ る 語 の 敬 譲 語 で あ る と き,も と の 語 と 敬 譲 の 区 別 を 記

す.『 尊 敬 語 』 『謙 譲 語 』 『丁 寧 語 』.

《 日 本 語 》

例.【 あ が る 】 →[敬 譲]食 べ る(尊 敬 語)

【い た だ く 】 →[敬 譲]食 べ る(謙 譲 語)

【も う す 】 →[敬 譲]言 う(謙 譲 語)

5.6.3制 限 語[制 限]

見 出 し 語 が 当 該 の 意 味 に 使 わ れ る と き,話 者 制 限 が 加 え ら れ て い る 場

合,そ の 区 分 を 記 す.例 え ば,「 俗 語 』 「幼 児 語 』 「女 性 語 」 「男 性 語 』

「若 者 語 」 「新 語 』 「流 行 語 」 な ど.

《 日 本 語 》

例.【 ワ ン ワ ン 】 →[制 限]幼 児 語

【あ ら 】 一[制 限]女 性 語

【わ 】 →[制 限]女 性 語

【お た ん こ な す 】 →[制 限]俗 語
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《英 語 》 .

例.【mama】 一・[制 限]幼 児 語

5.7意 味 方 言[意 味 方 言]

見 出 し 語 が 当 該 の 意 味 に 使 わ れ る こ と が 特 定 の 地 域 の み で あ る 場 合,対

応 す る 標 準 語(共 通 語)を 地 域 名 と 共 に 記 す.

《日 本 語 》

例.【 ほ か す 】 →[意 味 方 言]捨 て る(関 西 地 方)

《英 語 》

例.【heigh】 →[意 味 方 言]high(ス コ ッ ト ラ ン ド)

一67一



見 出 し 語 の 当 該 の 意 味 で の 他 言 語 と の 対 応 に 関 す る 情 報 を あ げ る.

6.1訳 語[訳 語]

当 該 の 意 味 に あ た る 外 国 語 を 示 す.「 英 米 語 』 「 日 本 語 』rド イ ツ 語 』

『 フ ラ ン ス 語 』 『 イ タ リ や 語 』 『ス ペ イ ン 語 」 『中 国 語 』 『 ロ シ ア 語 』 な

ど.

《 日 本 語 》

例.【 男 】 一[訳 語]r英 米 語 」man

『 フ ラ ン ス 語 』ho皿me

「 ド イ ツ §吾 」 冨ann

『 イ タ リ ア 語 』uomo

「 ス ペ イ ン 語 』hombre

『中 国 語 」 男

《英.語 》

例.【 。。man】 一'[訳 語]臼 本 刷 丸 婦 人

rフ ラ ン ス 語 』femme

rド イ ツ §吾 」Frau

「 イ タ リ ア 語 」donna

rス ペ イ ン 語 」 ロujer

r中 国 語 」 女

6.2訳 範 囲[訳 範 囲]

見 出 し 語 と6.1の 訳 語 と の 意 味 の 違 い を 自 国 語 で 説 明 す る.

《 日 本 語 》

例.【 美 し い 】 →[訳 語]「 英 米 語 』beautifu1

[訳 範 囲]具 体 的 精 神 的 な 美 し き.完 全 さ を

表 す.

《英 語 》

日 本 語 と 同 じ よ う に 示 す.

6.
.3他 事 項[他 事 項]

訳 語 を 使 用 す る 際 に 注 意 し な け れ ば な ら な い こ と(現 在 対 象 と し て い る

言 語 か ら み て)を 説 明 す る.
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_姦ζ.r、 …、、、、:.

見 出 し 語 の 用'例 に 関 す る 情 報 を 意 味 記 述 ご と に 示 す.

7.1作{列[作 例]

当 該 の 意 味 で の 典 型 的 な 文 例 を 示 す.

《 日 本 語 》

例.【 鳴 く 】 一[作 例]鳥 が 鳴 く.犬 が 鳴 く

《英 語 》

例.【eat】 ・一・・[作 例]eatone'sdinner

7.2実 例[実 例]

当 該 の 意 味 で の 実 例 を 文 献 名 ・ 著 者 ・ 年 代 な ど と と も に 示 す.

《 日 本 語 》

例.【 う つ く し い 】 一→[実 例]「 人 が ら は,心 う つ く し く あ て は か

な る こ と を 好 み て.こ と 人 に も 似 ず 」

〈 伊 勢 物 語 〉《 英 語 》

例.【beautifu1】 →[実 例]「theSongofSongs,beautiful .

orientallysensuouS.tooglowing

perhapsforvesterntaste」

〈H.0.Taylor>

7.3慣 用 句[慣 用 句]

当 該 の 意 味 で の 見 出 し 語 の 慣 用 的 な 使 用 例 を 示 す.

《 日 本 語 》

例.【 濁 す 】 →[慣 用 句]お 茶 を 濁 す

《英 語 》

例.【rain】 →[慣 用 句]raincatsanddogs

7.4こ と わ ざ[諺]

当 該 の 意 味 で の 見 出 し 語 を 使 用 し て い る こ と わ ざ を あ げ る.

《 日 本 語 》

例.【 急 ぐ 】 一・[諺]急 が ば 回 れ

《 英 語 》

f列・ 【haste】 一◆[言 彦]Morehaste.1essspeed.

(※ 慣 用 句,こ と わ ざ も 見 出 し 語 と し て 扱 っ て い る の で,そ れ ら を 検 索

で き る 情 報 が あ れ ば よ い.)
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見 出 し 語 の 統 語 に 関 す る 情 報 を 示 す.各 文 型 ご と に8.1.1か ら8.L3ま

で の 情 報 を 記 述 す る.

(※ 今 回 は,動 詞 を 中 心 と す る 統 語 情 報 の み を 取 り 上 げ た.)

8.1文 型[文 型]

当 該 の 意 味 で の 文 型 の 格 形 式 で 示 す.

《 日 本 語 》

例.【 こ わ す 】 →[文 型]〈(代)名 詞 ◇ 〉 ガ 〈名 詞 ◇ 〉 ヲ

《英 語 》

例.【break】 一・[文 型]①SbreakO(M)

②Sbreak(M)

(※ 以 下 のbreakの 例 は ① で 行 う.)

8.1.1文 例[文 例]

8.1で 示 し た 文 型 の 代 表 的 な 文 例 を 示 す.

《 日 本 語 .》

例.【 こ わ す 】 →[文 例]彼 は 社 会 の 秩 序 を 壊 し た.

《 英 語 》

例.【break】 ・・一■[文 例]Ibreakacup.

8.1.2述 語 素[述 語 素]

8.-1で 示 し た 文 型 の 動 詞 と 名 詞 句 と の 関 係.名 詞 句 同 士 の 関 係 を 示

す.

《 日 本 語 》

例.【 こ わ す 】 →[述 語 素]'◇ 動 作 主

φ 対 象(消 滅)

《英 語 》

例 ・
、【b・eak】 一[述 語 素]<S>動 作 主

<0>対 象(消 滅)

〈M>手 段
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8.1.3句 情 報[句]

8.1で 示 し た 文 型 の 名 詞 句 な ど に 対 す る 意 味 素 性 を あ げ る.

《 日 本 語 》

例.【 こ わ す 】 →[句]◇ 人 間,抽 象 名 詞

◇ 抽 象 名 詞

《英 語 》

例.【break】 →[句]<S>一 人 間

〈0>一 抽 象 名 詞

<M>→ 手 段 ・様 態 の 副 詞(句)
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..・9.・ 一.._F

そ の 語 に 対 す る さ ら に 詳 し い 情 報 や 資 料 な ど を 紹 介 す る.

9.1特 記 事 項[特 記]

こ れ ま で に 記 載 で き な か っ た 事 項 を あ げ る.例 え ば,漢 字 に 関 す る も つ

と 詳 し い 情 報 な ど.

9.2資 料 情 報[資 料]

そ の 語 に つ い て さ ら に 詳 し く 論 じ て い る 資 料 を あ げ る.

例 え ば,研 究 論 文,各 種 専 門 辞 書 な ど.

9.3図 情 報[図 版]

説 明 だ け で は 理 解 し に く い 語 な ど の 場 合 に 掲 載 さ れ る 挿 絵(図 版.写

真 な ど)が あ れ ば あ げ る.

9.4音 声 情 報[音 声]

音 声 認 識 な ど に 使 用 で き る 情 報 を あ げ る.

例 え ば,音 声 ス ペ ク ト グ ラ ム を 示 す な ζ.
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2・2.2.4.記 述 例

2.2.2.3に 示 し たLDB記 述 項 目 に 従 い 、 記 述 した 語 例 を 日 本 語 と

英 語 に つ き 、 そ れ ぞ れ2語 ず つ 示 す 。 日 本 語 は 名 詞 と し て 「む し 」 、

動 詞 と し て 「こ わ す 」 、 英 語 は 動 詞 と し て 「accept」 、名 詞 と し て

「love」 を あ げ た 。
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**********む し*******************

む し[見 出 し]

[標 準]虫

[別 記]ム シ

[重 要]最 重 要 語

1.形 態 情 報[品 詞]名 詞

[再 品 詞]普 通 名 詞

[語 構]む し

2.語 源 情 報[語 源]① 湿 熱 の 気 が ム シ(蒸)て 生 ず る と こ ろ か ら く 大 言

海 ・ 日 本 釈 明 ・ 名 言 通 〉

② 生 ・ 産 の 義 で.自 然 に 発 生 す る を い う く 東 雅 〉

[歴 史]む し

[古 語]む し

[原 籍]和 語

3.音 韻 情 報[発 音]musi

[音 節]2

[ア ク]平 板 式,平 板 型

[な ま り]{[発 音]み し(新 潟),む じ(福 岡),む す ・

む ん ち(千 葉).も し(岩 手 ・ 鳥 取),も す(

鳥 取)}

4.意 味 情 報[意 味 数]2

[頻 度]意 味1が × ×%,意 味2が × ×%.

《意 味1》

5.語 義 情 報[意 味 記 述]小 さ な 動 物.人 ・ 獣 ・ 鳥 ・ 魚 ・ 貝 な ど 以 外

の 小 動 物 の 総 称.お も に 昆 虫 類 を 指 し て 言

う こ と が 多 い.

[分 類]動 物,小 さ い

[類 義]昆 虫
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[複 合]① か ぶ と む し(名 詞)

[複 構 成]名 詞+名 詞 ・=名 詞

[複 意 味]か ら の か た い,大 形 の 黒 い 昆 虫.

お す は 頭 に つ の が あ る.

・ ② あ お む し(名 詞)

[複 構 成]形 容 詞+名 詞=名 詞

[複 意 味 〕 小 形 で み ど り い ろ の イ モ ム シ.

6.対 訳 情 報[訳 語]『 英 米 語 』insect

[訳 範 囲]一 般 の 昆 虫 を 指 す.

7.用 例 情 報[作 例]虫 を 食 う 虫.

[実 例]「 こ の 世 に し 楽 し く あ ら ば 来 む 世 に は 虫 に 鳥

に も 吾 れ は な り な む 」

<大 伴 旅 人 ・ 万 葉 集 一3・348>

[慣 用 句]虫 も 殺 さ ぬ

[諺]一 寸 の 虫 に も 五 分 の 魂;た で 食 う 虫 も 好 き 好 き

8.統 語 情 報

《意 味2》

5.語 義 情 報[意 味 記 述]心 の 中 の 意 識 や 感 情 を 左 右 す る も と に な

る も の.

[由 来]体 内 に 虫 が い て.そ れ に よ つ て 様 々 な こ と が

起 こ る と 考 え た と こ ろ か ら 言 う.

[分 類]精 神 面,心

6.訳 語 情 報

7.用 例 情 報

8.統 語 情 報

[作 例]ふ さ ぎ の 虫;腹 の 虫 が お さ ま ら ず

[実 例]「 夫 婦 と も に 嫌 ふ む し あ っ て わ づ ら ひ 出 せ ば 」

〈 井 原 西 鶴 ・ 浮 世 草 子4-1>

[慣 用 句]虫 が 好 か な}所 が 悪 い:虫 が い い.

9.参 考 情 報
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**********こ わ す******************

こ わ す[見 出 し]

[標 準]壊 す

[別 記]

[重 要]最 重 要 語

1.形 態 情 報[品 詞]動 詞

[再 品 詞]他 動 詞

[語 構]こ わ 一 す

[語 変]サ 行 五 段 活 用.音 便 な し

2.語 源 情 報[語 源]① コ ボ ツ の 転 〈 言 元 標 〉

② 物 を こ ぼ つ 時 の 音 「 コ ボ 」 が 活 用 し て コ ボ ッ と

な り,そ れ が コ ボ ス,コ ハ ス と 転 じ た も の く 日

本 語 源 〉

[歴 史]こ は す

[古 語]こ は す

[原 籍]和 語

3.音 韻 情 報[発 音]kowasu

[音 節]3

[ア ク]平 板 式,平 板 型

[な ま り]{[発 音]か 一 す ・ か す(岩 手).く あ し(津

軽 語 彙),こ 一 す(岩 手 ・ 志 摩 ・ 讃 岐 ・ 愛 媛

周 桑 ・ 伊 予),こ が す(讃 岐),こ ば す(志

摩)}

4.意 味 情 報[意 味 数]2

[頻 度]意 味1が × ×%,意 味2が × ×%.

《 意 味1》

5. 語義 情 報 [意 味 記 述]力 を 加 え て 破 っ た り.砕 い た り し て そ の

も の の 働 き を な さ な い よ う に す る.
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6.対 訳 情 報

7.用 例 情 報

8.統 語 情 報

[分 類]動 作,変 化,消 滅,加 力

[同 義]破 壊 す る

[類 義]潰 れ る.崩 れ る,砕 け る

[派 同]壊 れ る(自 動 詞)

[複 合]① 打 ち 壊 す(動 詞)

[複 構 成]動 詞 連 用 形+動 詞=動 詞

[複 意 味]た た い て こ わ す

② 取 り 壊 す(動 詞)

[複 構 成]動 詞 連 用 形+動 詞=動 詞

[複 意 味](建 物 を)こ わ し て く ず す

[訳 語]『 英 米 語 』 ①destroy

[訳 範 囲]建 物 ・ 地 域 を 壊 す と き に 使 う

②break

[訳 範 囲]最 も 一 般 的 に ぶ つ け.打 ち.引 っ 張

り し て ば ら ば ら に す る.

[作 例]ピ ル を 壊 す;コ ッ プ を 壊 す

[実 例]「 叱 れ ば あ た け ち ら し て 物 を こ は し ま す し,

だ ま せ ば つ き 上 り が 致 す 」

〈 滑 稽 本 ・ 浮 世 風 呂 一 三 ・ 上 〉

[文 型]〈(代)名 詞 ◇ 〉 ガ(〈 名 詞 ◆ 〉 デ)〈 名 詞

◆ 〉 ヲ

[文 例]彼 は 石 で 窓 ガ ラ ス を 壊 し た.

[述 語 素]Φ 動 作 主

◇ 手 段

愈 対 象(消 滅)

[句]◇ 人 間

今 生 産 物 ・ 道 具

◇ 生 産 物 ・ 道 具
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《 意 味2》

5.語 義 情 報

6.訳 語 情 報

7.用 例 情 報

8.統 語 情 報

[意 味 記 述]も の ご と の ま と ま っ た 状 態,計 画 し た も

の を だ め に す る.

[分 類]動 作,変 化,消 滅

[類 義]破 る.破 綻 さ せ る

[対 義]ま と ま る

[訳 語]『 英 米 語 』 ①spoi1

[訳 範 囲]価 値 ・ 有 効 性 な ど を だ め に す る.

②upset

[訳 範 囲]組 織 ・ 秩 序 な ど を だ め に す る.

[作 例]ま と ま っ て い た 計 画 を 壊 し た.

[実 例]「 こ れ ま で に 数 度 の 縁 談 も く 略 〉 彼 で も

な い 此 で も な い と 皆 壊 し た 」

〈 尾 崎 紅 葉 ・ 二 人 女 房 〉

[文 型]〈(代)名 詞 ◇ 〉 ガ 〈名 詞 φ 〉 ヲ

[文 例]彼 は 社 会 の 秩 序 を 壊 し た.

[述 語 素]◇ 動 作 主

② 対 象(消 滅)

[句]◇ 人 間,抽 象 名 詞

② 抽 象 名 詞

9.参 考 情 報

一78一



**********

accept

1.・ 形 態 情 報

2.語 源 情 報

3.音 韻 情 報

4.意 味 情 報

《意 味1》

5.

accept******************

[見 出 し]

[標 準]accept

[重 要]※ 最 重 要 語

[品 詞]Verb

[再 品 詞]transitiveverb

-[語 構]ac・cept

[語 変]accept-accepted-accepted「 動 変 」

[語 源]※ 事(も の)を 同 意 の も と に う け い れ る

[原 籍]※ ラ テ ン 語

[原 綴]acceptare

[発 音]eksept/2ks6pt

[音 節]2

[ア ク]gks6pt/2ks6pt

[意 味 数]2

[頻 度]※ 意 味1が50%,意 味2が1%.

語 義 情 報

6.対 訳 情 報

[意 味 記 述]totakeorreceive(something

offeredorgiven)

[分 類]※ 動 作,得 る

[類 義]take,receive

(※acceptは 承 諾 や 賛 成 の 意 志 を 含 む が,

receive,takeは 単 な る 物 理 的 表 記)

[対 義]decline,reject,refuse

[派 他]aCCeptanCe(Noun)

[訳 語]『 日 本 語 』 ① 受 け 取 る

[訳 範 囲]贈 り も の な ど を 対 象 と す る 場 合.

② 受 諾 す る

[訳 範 囲]招 待.申 し 込 み,任 命,栄 誉 を 対 象

と す る 場 合.
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7.用 例 情 報

8.統 語 情 報

《意 味2》

5.語 義 情 報

6.訳 語 情 報

7.用 例 情 報

8.統 語 情 報

9.参 考 情 報

[作 例]acceptagift:acceptaninvitation

[実 例]'Heextendedtheglassinhislefthand・

andsheacceptedthedrink.

〈Wallace,ChapmanReport>

[文 型]①Saccept

[文 例]Whenhesuggesteddrinks.she

readilyaccepted.

[;S>※ 動 作 主

[句]〈S>※ 人 間

②SacceptO

[文 例]HewashapPytoacceptthegift・

[述 語 素]〈S>※ 動 作 主

〈O>※ 対 象(受 影)

[句]<S>※ 人 間

〈O>※ 抽 象 名 詞

[意 味 記 述]agreetopay

[分 類]※ 動 作,自 己 行 動

[類 義]pay

[専 門]※ 商 業 用 語

[訳 語]『 日 本 語 』 支 払 い を 引 き 受 け る

['訳 範 囲]手 形 な ど に 対 し て 用 い る

[作 例]acceptabi11

[文 型]SacceptO

[文 例]Heacceptedabi11・

[述 語 素]<S>※ 動 作 主

<O>※ 対 象(受 影)

[句]<S>※ 人 間

<0>※ 各 種 手 形
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**********

10ve

1.形 態 情 報

2.語 源 情 報

3.音 韻 情 報

4.意 味 情 報

《意 味1》

5.

10ve*******************

[見 出 し]

[標 準]10ve

[重 要]※ 最 重 要 語

[品 詞]Noun

[再 品 詞]commonnoun

[語 構]love

[語 変]10ve-10ve(ま れ に10vesも み ら れ る)「 名 変 」

[語 源]※ 深 い 愛 情 を 示 す と こ ろ か ら

[古 語]lufian

[原 籍]※ ラ テ ン 語 と も い う

[原 綴 〕1ubere

[発 音]1Av

[音 節]1

[ア ク]1Av

[意 味 数]2

[頻 度]※ 意 味1が75%で.意 味2は 日 常 ほ と ん ど 使 わ れ

な い が,ス ポ ー ツ,特 に テ ニ ス で は 頻 繁 に 使 わ れ る.

語 義 情 報[意 味 記 述]deep.tender.feeling:affection;

attachment

[分 類]※ 感 情.心

[対 義]hatred

6.対 訳 情 報[訳 語]『 日 本 語 』 愛

[訳 範 囲]異 性 や 異 性 以 外(国 な ど)へ の 愛 情

7.用 例 情 報[作 例]winaperson●slove;

10veforone'smother

[実 例]"inheritedhisfather'sloveofthesea'

〈G.H.Biirnha凪 〉
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8.統 語 情 報

《意 味2》

5.語 義 情 報

6.訳 語 情 報

7.用 例 情 報

8.統 語 情 報

[意 味 記 述]ascoreofnothing

[分 類]※ 点 数.勝 敗

〔類 義]zero

[専 門]※ テ ニ ス 用 語

[訳 語]零 点,無 得 点,零 敗

[訳 範 囲]テ ニ ス な ど ス ポ ー ツ で 用 い る.

[作 例]Thescoreis2-10ve.

[実 例]'openedthematchwithalovevictoryon

hisoWnservlce

〈N.Y.Times>

9.参 考 情 報[資 料]※ テ ニ ス の 用 語 集.
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3.LDB整 備 へ の課 題

3.1技 術的課 題

3.1.1言 語 情報 の体系 化

今年 度 の調 査研 究 の テ ーマ であ る各 種冊 子 体辞 書 の調 査 及 びLDBの

記 述 項 目の試 案作 りには 、 さ ま ざま な種 類 の 知識 源(特 に辞典 類)を 活

用 した 。 しか し、 これ らの情 報 は さま ざ ま な場 所 に分 散 して お り、相 互

の 関連 性が あま りな い。 例 えば 、古 い言 葉 は古 語辞 典 、 近 代 か ら現 代 の

言 葉 は通 常 の 国語 辞典 、 ご く最近 の言 葉 は新 語 辞典 に収 め られて お り、

これ らの辞典 は独 自の構 成 を とって い る。 さ らに、語 源 とな るとまた 別

の辞 典 を参 照 しなけ れ ばな らな い。

分散 してい る知識 を分 散 した ま ま計 算 機 に押 し込 む こ とが で きれば 当

面 は対 処 で き るか も しれ ない。 計 算機 で次 々 と別 の辞典 を検 索 すれ ば よ

い。 しか し、 この方 法で は根本 的 な解 決 にな らず 、柔 軟 な検 索 や推 論 に

は耐 え られ な い。 これ ら分 散 して い る知 識 を いか に統合 化 してい くか と

い う こ とが言 語 情 報 を体系 化 す る際 に必 要 とな る。

各 種 の辞 典 は主 に語 に関 す る情 報を 扱 って い る。LDBは 言語 に関 す

る情 報 のデ ータベ ー スで あ る とはいえ 、今 回試 作を 試 みたLDBの 記 述

項 目 は辞典 よ りにな って い る。言 語 に関 す る情 報 に は文 法 に関 す る もの

や 、形 態 素 に関 す る もの 、さ らに文 字 に関す る ものな ど が あ る。特 に、

日本 語 の漢 字 や 中 国語 な どの 表意 文 字 で は文 字 に関 す る情 報 が重 要で あ

り、今 回 のLDB記 述 項 目の 検討 にお いて も課題 に な った と ころで あ る。

LDBの ユ ーザ は計 算機 科 学 者 、言語 学 者 、辞 書学 者 の み な らず 、 人

文 科 学 者 や一 般 ユ ーザ に及 ぶ 。LDBで は 、 これ らさ ま ざ ま なユ ーザ に

答 え なけ れ ばな らな い。 つ ま り、 さま ざま な興 味の対 象 、知 的 レベル 、

使 用 目的 に耐 え な け れば な らな い。

また 、言 葉 は変 化 して い くもので あ るか ら、 これ に も対 応 してい か な

けれ ば な らない。 言葉 の変 化 に対 して は次第 で述べ る こ と にす る。

3.1.2開 発 ・維 持技 術

言 語 は生 きて い る。 つ ま り、言語 そ の ものが 変化 して お り、LDBは
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この変 化 を反映 させ て い か なけ れば な らな い。 こ の こ とは、 常 に新 しい

情 報 を提 供 す る こと は もち ろん 、変 化 を克 明 に記 録 して お く こ とが将 来

に わた り大 きな財 産 とな って い くこ とを意 味 して い る。

言 語 の変 化 に追 随 して い く仕組 み を考 え て み よ う。情 報 源 と して は 、

現 在行 わ れて い る言語 活動(出 版 、講 演 な ど)す べ て が対 象 とな る。講

演 な ど口 か ら発せ られ た もの はデ ータ とす るの は難 しい(音 声認識 の技

術 を用 い て将 来 は可 能 に な るか も しれ な い。 また 、現在 で も講演 の 内容

を文 字化 し出版 して い る例 もあ り間接 的 に利用 可 能 で あ る。)が 、 出 版

物 はす べ て デ ー タ とな り うる。最 近 で は 、 多 くの 出版社 や新 聞社 な どが

電 算写 植 や電 子 出版 を行 って い るた め 、 元 デ ータは電子 化 さ れて い る。

これ ら電 子 化 され たデ ー タは処理 さ れ るの を待 って い るかの よ うで 、技

術 的 に は準備 が 整 い つ つあ る。(技 術 以 外 の点 で は著 作権 や デ ー タの流

通 の仕 組 み な ど問題 点 が 山積 み にな って い る。)

これ らの原 デ ータを加 工 し、LDBを 構築 してい くわ けで あ るが 、 こ

の処理 が 技 術的 に は最 大 の問題 で あ る。 現 在 、機械 翻 訳 を始 め さ ま ざま

な 自然 言語処 理 システ ムが 開発 され て い るが 、ま だ、実 験 的要 素 が強 い 。

LDB作 成 に当 た って は さ らに高度 な 自然 言語 処理 技 術 が必 要 とな る。

そのた めに 、当面 は これ ら研 究開 発 を支 援 す る ツ ール類 を揃 え て い くこ

とか ら着 手す る必要 が あろ う。

さ らに、LDBを 利 用 す るた めの技 術 も提 供 して い かな けれ ば な らな

い。利 用形 態 と して は 、 自然 言語 処 理 シス テ ムの開発 、 エキ スパ ー ト ・

シ ステ ムの 知識 ベ ー ス と して の利用 、冊 子 体辞 書 の作 成 、デ ータベ ー ス

と して の利 用 な どさま ざ ま な ものが考 え られ る。 しか し、各利 用者 が 別

個 に利 用 技 術 を開 発 して い くこ とは多 重投 資 にな るだ け で な く、LDB

の普 及 の妨 げ に もな る。 そ こで 、LDBを 提 供 す る側 で基 本 的 な利 用 技

術 も同時 に開 発 、提 供 して い か なけ れば な らな い。 しか し、利 用 者 が独

自 に開 発 を行 う ことに よ り新 しい利 用 形 態 が生 まれ る可 能性 もあ るの で 、

そ の よ うな試 み は排 除 しな いよ う心 が け る必 要 が あ る。

3.1.3デ ー タベ ース ・知 識 ベ ー ス技 術

LDBは 機 能 的 にはデ ー タベ ー スで あ る。 デ ー タベ ースや知 識 ベ ー スで
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は その管理 シ ステム(DBMS、KBMS)の 働 きが重 要 で あ る。LD

Bで もDBMSに 相 当 す る管理 システ ムが必要 とな るが 、 それ を ここで

はLDBMSと 呼 ぶ こ とに す る。

LDBの 検 索 は単 に キ ーワ ー ドのマ ッチ ングで はな く、関 連語 や上位

・下 位概 念 な ど さま ざ ま な連 想 に よ る検索 を す る必要 が あ る。 このた め

に はデ ータ間 の リン クを た ど らな ければ な らない。 さ らに高度 な利 用 の

場合 に は単 に リン クをた ど るだ けで な く、 いわ ゆ る推 論 機 能 も必要 とな

る。 これ らの機 能 を実 現 す るた め に、LDBMSは 常識 的 な知 識 や 、知

識 を管理 す るた めの メ タ知 識 を持 ってい な けれ ばな らな い。 また 、LD

BMS自 身 で 自然 言語 処 理 の機 能 を持 つ こ と も必 要 とな ろ う。

デ ータベ ー スとい う もの はデ ー タが構 造化 されて い な けれ ば な らな い

が 、LDBで は言語 が対 象 とな って いるた め 、構 造化 さ れ得 な い よ うな

デ ー タが あ る(構 造 化 さ れ る際 に欠 落す る情報 があ る)。 今 年 度 の実 験

(第 皿部)で は 自然 言語 で デ ー タを記述 す るこ とに よ り、情 報 が 欠落 す

るの を防 い で お り、一 つ の解決 策 を提示 して い る。 また 、非 正 規 型 デ ー

タベ ー スとい った概 念 が デ ータベ ース技 術 の方 で提 案 さ れ て お り、LD

Bで の利 用 が考 え られ る。

LDBで は原 デ ー タの発生 場所 が 分散 して お り、発 生 す る量 も莫 大 な

もの で あ る。 従 って 、 デ ータを一 カ所 に集 め 、処理 を行 う こ とは能 力的

に も保 全 性 の面 で も問題 が多 い 。従 って 、LDBを 実 現す る際 に は分 散

型 デ ータベ ー スの 形 態 に な るで あ ろ う。 デ ータの加 工処 理 を デ ー タの発

生 元 で行 う こ とに よ り、原 型 を と どめない形 でLDBに 情 報 を提 供 で き、

著作 権 問題 も軽 減 され るか も しれ な い。

3.1.4ネ ッ トワ ー ク技術

LDBに 含 まれ るデータ量 は 莫大 な ものであ る と同時 にデ ー タの更新 の

頻度 が高 い た め 、LDBを ユ ーザへ 提供 す るた め に は ネ ッ トワー クが不

可 欠 で あ る。 ま た、LDBの 形 態 は分散型 デ ータベ ー ス とな るので デ ー

タベ ー ス間 は 当然 ネ ッ トワー クを構成 す る。

また 、LDBを 維持 、発 展 させ て行 くた め にはユ ーザ か らの フ ィー ド

バ ッ クが 欠 かせ ない 。 その た め に は、ユ ーザ ヘ デ ー タを流 す だ けで な く、
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ユ ーザ か ら情 報 や要 望 な どを吸 い上 げ て い くこ とが 必要 とな る。 その た

め、 ネ ッ トワ ー クは双方 向 の情 報 の流 れ を想 定 した もので なけ れば な ら

な い。

LDBを 取 り巻 くネ ッ トワ ー ク と して は 、LDBの 作 成 ・維i持 に係 わ

る 「作 成 ・維 持 ネ ッ トワ ー ク」 、利 用 者(利 用 者 もまた ネ ッ トワ ー クを

構 成 して もよ い)とLDBを つ な ぐ 「利 用 者 ネ ッ トワ ーク」 、ま た 、他

言 語 のLDBと つ な ぐ 「多 国間 ネ ッ トワ ー ク」 が あ る。

各 ネ ッ トワ ーク ご とに利 用 形態 が異 な るため 、デ ータを加 工 して提 供

す る必要 が有 り、 これ らの イ ンタフ ェー ス も重要 とな る。利 用 者 に よっ

て は常 に大 規 模 なLDBを オ ンラ イ ンで 利用 す る よ り も ロー カル な デ ー

タベ ー スマ シ ンを利 用 す るほ うが 便利 な場 合 もあ り、 オ フ ライ ンで のL

DBの 提供 も行 う必要 が あろ う。

3.1.5ハ ー ドウ ェア

以 上 の機 能 を 実 現 させ るた め に は以下 の よ うな ハ ー ドウ ェア が必 要 と

な る。

・超 大 容 量 デ ー タベ ー スマ シ ン

・ス ーパ ー ・テキ ス ト ・プ ロセ ッサ

・専用 ワ ー クステ ーシ ョン

LDBに 対 す る生 デ ータ と して は古 代 か ら現 代 に至 るすべ て の言 語現

象 が対 象 とな る。 ま た 、現代 に お いて刻 々 と変 わ って い く言語 を取 り巻

く状 況 に対応 す るた め に は 日 々発 行 され て い る新 聞 、雑誌 、書籍 のデ ー

タもそ の対 象 とな る。 そ の量 は莫 大 にな り(数10テ ラバ イ トと もいわ

れ る)、 これ だ け の容 量 を記憶 で き、高 速 に検索 で きるデ ータベ ー スマ

シ ン(超 大 容 量 デ ー タベ ー スマ シ ン)が 必 要 とな る。

また 、 日 々発行 さ れ る新 聞 、雑 誌 、書 籍 のデ ー タは逐 次処 理 さ れな け

れ ば な らな い。 それ も一 日分 のデ ー タは一 日で処 理 しな けれ ば な らない。

そ の た め に は一 文 当 りの処 理時 間 はマ イ クロ秒 の オ ー ダが要 求 され る。

こ の条 件 を 満 たす た め に は 、汎 用 のマ イ ク ロフ。ロセ ッサ で は不 可 能 で あ

り、専 用 の プ ロセ ッサ が必 要 とな る。数 値 処 理 に関 して は高 速 演 算 プ ロ

セ ッサ な どが開 発 さ れ てい るが 、LDBで は文 章(テ キ ス ト)が 処理 の
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対 象 とな って い るの で数 値演 算 用 の プ ロセ ッサで は不 十分 であ る。 そ こ

で テ キ ス ト処 理 用 の高 速 テキ ス トプ ロセ ッサ の開発 が望 まれ て い る。

言語 を 処理 す るた め に最 もよい環 境 を得 るた めの手 段 と して専 用 ワ ー

ク ステ ー シ ョ ンの利 用 が考 え られ る。LDBを 最 も高 度 に利用 す る人 た

ち に言語 学 者 な どが 含 まれ る。彼 らに とって最 も使 いや す い 、言 語 処 理

な らで は と い った 機 能 を果 た す ワ ー クステ ーシ ョンが開 発 され る と、言

語 研 究 な ど に も新 しい手法 や新 しい分 野 が生 まれ るか も しれ な い。

3.2制 度体制上の課題

LDBは 前にも述べ たよ うに、計算機 による自然言語処理 のために必要

な語彙 に関す る情報を広範 かつ体系的 に蓄積す るものであ り、非常に大規

模 なデ ータベ ースである。LDBに 世界の言語を網羅す るこ とを考 えると、

その整備に当た って は各国が 自国の言語を担 当す るな ど国際的な役割分担

体制を とらなければ実現不可能 であ り、我 が国において も国際的 な窓 口機

能 として専門機 関の設置 あるいは適当な機 関の育成等体制を整備す る必要

があ る。我が国が 日本語を中心 に担当す ると して も、国内の既存 の体制を

見 直 し、よ り強固な体制を作 り上げ る必要がある。

例え ば、自然言語 処理の一 つの応用 である機械翻訳用辞書 については、

国内で は日本電子化辞書研究所 によ る辞書作 り、通産省が進 めてい るAS

EAN諸 国の機械翻訳 システム開発等 のプ ロジェク トあ るいは各企業 で独

自に整備が進 め られ ている。

このよ うな状況 の中でLDBの 整備を考 えた場合 、新た な開発 プ ロジ ェ

ク トを発足す るに して も、既存 のプロジェク トや既存 の辞書 との連携を確

保す る観点か ら統合的な役割を発揮で きる体制に しなければな らない。

また、通常 の構文情報や意味 ・語用論的 な情報 、語源的 な情報 に関 して

は、文法書や辞書、事典類が既 に出版 されてお り、情報源 の確保について

はかな りの網羅 性が期待 で きるものの、語 の もつ概念の間 の関係 を表現す

るシソーラス的な知識や、概 念それ 自身を知識表現 として記述す ることに

関 してはほ とん ど期待 で きず、辞書作 りの段階か ら本格的に取 り組 まねば

な らない。
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このようにLDB開 発 は人的 にも予算的に も膨大な ものとなる し、語の

概念やそれ らの関係情報 の作成 、あるいは国際的窓口機能 については、あ

る程度 の権威を もった機 関がその任 にあた る必要 がある。

情報 は、発生源により近 いところで整備 されることがその正確 性、迅速

性を確保す る上で重要 なことであ り、各 々得意 とす る分野毎 に各専門機 関

が整備 に当た る仕組 みを考え る必要が ある。

こうした各専門機 関でのデ ータベ ースの開発 としては、国の開発推進に

関す る各種施策があ り、例 えば我が国の産業、社会の将来の発展に必要 な

基盤 的デ ータベ ースを構築す る法人に対 して 日本開発銀行か らの出資制度

があ り、また民間 におけるデー タベ ース構築 を支援す るため設備資金及び

非設備資金 に対す る融資制度 があ り、 これ らを活用す ることも考え られ る。

さ らにLDBの 構築のためには、統一 的な語の概念を保持す るよ うな専

門分野 ごとの情報作 りの役割を担 う組織あ るいは機 関、及びそれ らの調整

的役割を もつ中立的 な推進機関が必要であ る。

一方 、LDBの 維持管理面 において も同様な体制 、制度の充実が必要で

あ る;特 に、時代 の進展 につれて言語 自体が進 化 してお り、いか に言語情

報 を維持管理 してい くかは教育 、技術 、産業 と広範囲 に充分検討す る必要

がある。

3.3利 用普及上の課題

LDBは それ自体で語彙 に関す る大規模 なデ ータベ ースと して直接検索

利用で きるようにす るほか、LDBを 情報源 として利 用者 が自由に加工 し

て使用で きるよ うに しなければな らない。

さ らに、それ らが安価で容易に利用で きるこ とが条件 であ る。

これ らの条件を満たすに当た っては、情報 内容 の特性 か ら著作権問題が

大 きな課 題 として存在す る。

LDBの 情報源であ る辞書や事典類 は多種多様 にわた ってお り、それ ら

の情報をデ ータベ ースに入力す るに当た ってすべての原著作者の了解を得

る必要が ある。提供 を目的 とす るデー タベ ースの開発 に当た っては、原著

作 者が政府 、民間 にかかわ らず発表物 のほ とん どに著作権 があ り、原著作



者 か ら複 製権 の許 諾 を 得 る必要 があ る。

次 は 、発表 物 の一 部 を入 力 す る よ うな場 合 で あ り、LDBの 内容 か らみ

る と多 くは この範 囲 で検 討 す るこ とに な るで あ ろ う。利 用す るのが た とえ

部 分 的 で あ って も著 作 物 と しての要 件 が満 た され れば保 護 の対 象 とな るの

で 、語 彙 に 関す る情 報 と して細 切 れ に した場 合 、 どこまで 著作 権 が あ るの

か とい う判 断 に は難 しい点 が 多 い。 一 方 、論 文 か らの引 用 の場 合 、 他 に包

含 す る独 立の作 品 が あれ ば 、出所 を 明記 す るこ とに よ り引用 は可 能 で あ る。

いず れ に して も、個 別 具体 的 な検 討 が必 要 であ る。

最 後 は 、LBD自 体 の 著作権 の問 題 で あ る。昨 年1月 に改 正 され た著 作

権 法 で は 、デ ー タベ ー スを独 立 した 著 作物 と して扱 うよ うに な り、独 自 の

体 系 に基 づ くフ ァイル 、 イ ンデ ッ クスを付 け た フ ァイル 、加 工 処理 を施 し

て 付 加価 値 を付 けた フ ァイル 等創 作 性 を有 す る もの は全 て現 行 の 著作 権 法

で 保護 され るこ と とな った 。

LDBの 利 用 普 及 を促 進 させ よ う と した場 合 、やや もす れば この 著作 権

が ネ ック とな る恐 れ もあ る。LDBは 我 が 国 に おけ る 共 通 情 報 基 盤 と

して考 え る と、 単 に 自然 言 語 処 理 技 術 の 向 上 の み な らず 各 産業 界 の情報

化 へ の 波及 も大 き な ものが あ り、 利用 者 か ら情 報 を フ ィ ー ドバ ッ クさせ る

こと に よ って 社 会全 体 が メ リッ トを 享受 で きる よ う、 著作 権 に対 して公 共

的 、大 乗的 な立 場 か ら検 討 を加 え る こ とが必 要 で あ る。

中間 的 ユ ーザ がLDBを 情 報源 と して入手 した情 報 を基 に、 さ らに付加

価 値 を付 け、 最終 ユ ーザ に提 供 で き るよ うにす る ことが、LDB自 体 の 発

展 に もな り、利 用 促 進 につ なが る条 件 で もあ る。

著 作権 に加 え 、利 用 コス トの 設 定 の問 題 が あ る。

公 的 な機 関 が サ ー ビスを行 う部 分 に つ いて は、 当該 機 関 がLDBを 維持

管 理 しサ ー ビスに要 す る総 原価 を回 収 で きる程 度 の設 定 が望 まれ る。

しか し、中間 ユ ーザ によ り新 しい価値 を付 加 した情 報 や特 定 分 野 の著 作

物 を 、全 体 的 に みて公 平性 と利 用 の促 進 が 確保 で きる よ うな形 で商 品 と し

て 販 売 で き るよ うな メカニ ズム を考 え て い く必 要 が あ る。
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4.LDBの 整 備 へ 向 け て

こ こで はLDBが もた らす 将 来へ の発展 性 に つ いて 述 べ て、 第 皿部 の締 め

くく りと した い。

まず 第一 は 、LDB本 来 の 目 的 で あ る計 算 機 を 用 い た 自然 言語 処 理 技術

の一 層 の進 展 に大 い に貢献 す るこ とで あ る。

自然 言語 処 理技 術 を応 用 した シ ステ ム には、機 械 翻訳 シ ステ ムやデ ータベ

ー スの 自然 語 によ る質 問 応 答 シ ステ ム 、 自動 イ ンデ ック シ ング ・シ ステ ム、

文 章 理 解 ・要 約 シ ステ ム 等色 々 な シ ステム の開 発 が進 め られ て い る とこ ろで

あ るが 、人工言 語 を扱 う世 界 と異 な っ て 自然 言語 の世 界 は 「曖 昧 さ」を い か

に処 理 す るかが技術 的 に大 きな課 題 とな って い る。

との よ うな課題 に対 して 、LDBは そ れを100%解 決 す るの は困難 と し

て も、 か な りの と ころ まで近 づ くた め の情報 基 盤 と して充 分 貢献 し得 る。

第 二 は、LDBが 整 備 され るこ とに よ り、他 の方 面 へ の波 及効 果 が い ろい

ろ考 え られ る。

コ ンピ ュ ータの普 及 と 日本語 情 報処 理 技術 の進 展 に よ り、印刷 出版 業界 で

は大 きな変貌 を 遂 げ よ うと して い る。LDBの 整 備 が 進展 す る と、辞 書 や事

典類 の作 成方 法 が 従来 の方 式 か ら計 算 機 を活 用 して 作成 す る方 式 に変 わ り、

そ のた め同一 辞 書 ・事典 内で の表 現 の均 質性 は容 易 に 保 つ こ とが可 能 とな る。

ま た、 当然 の こと なが ら内容 の更新 は頻 繁 に行 うこ とが で きる ため 、環 境や

状 況 の変 化}ご即 した 印刷 出版 が 可能 とな る。 この よ うに、LDBの 構 想 は印

刷 出版 業界 の発展 に大 き く寄 与 す る可 能性 を秘 め て い る。

一 方 、LDBの 構 想 は印刷 出版 業界 のみ な らず 、他 の産 業 界 や教育 界 の情

報化 促 進 に も大 いに貢 献 す る こ ととな る。高 度 情 報化 社 会 とい わ れて い る今

日、従 来 か らの産 業 の垣根 は次 第 と無 くな って きて お り、情 報面 に お いて も

各 産業 を横 断的 に ネ ッ トワ ー クす る共 通情 報基 盤 の整 備 が今 後 ます ます 重要

とな って く る。企 業 間 ネ ッ トワ ー クにお け る ビジネ スプ ロ トコルの標準 化等

は そ の第1歩 で あ る。 今後 は産 業界 に関 す るあ らゆ る面 で の フ ァ ク ト情 報 の

デ ー タベ ース化 が重要 視 され るよ うに な り、 自然言 語 で 表現 さ れ た情 報 の蓄

積 及 び その利 活用 が ます ます進 む もの と思 わ れ る。 そ の よ うな状 況 の 中で 、
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地味 ではあるが最 も重要 となる点 は産業界 におけ る用語の整備 である。 この

分野 は欧州が特 に進ん でおり、我が国の対 応の遅れが目立 つところで ある。

LDBは このような分野 の整備促進 にも大 きく寄 与することとなる。

1・DB構 想の実現を図 るため、基本的な語 に関す る部分は既 に動いている

各種プ ロジェク トの成果 を集約 する方 向で考え、専門的 な語 に関 しては新 た

にプ ロジェク トを発足 させて、産業界 あ るいは各 種専門分野 におけ る用語の

使われ方 や概念の違 い等を明確 に し、今後本格的 に取り組む必要がある。
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第 皿部 知識 ベース作成手法 に関す る

基礎技術 の検証





1.検 証実験の 概要

1.1目 的

LDBは 言葉 に関 す るす べ ての情 報 を含 む もの として 定義 され て い る。

従 って 、LDBに 含 まれ る情 報 は膨 大 な もの に な る。 また 、 日々行 われ て

い る言語 活 動 の 状況 を反 映 して いか なけ れ ば な らない。 この よ うな作 業 を

す べ て 人手 に頼 って いた の で はLDBは 非 現 実 的 な もの に な って しま う。

LDB構 想 を よ り現 実 的 な もの にす るため に は、計 算機 に よ るLDBの 自

動 作成 や 作成 支 援 が必要 とな って くる。

本 実験 で は、LDBの 作 成手 法 の基礎 技 術 を検 証 す る こ とを 目的 と して

い る。 た だ し、 乙 の実 験 で対 象 と して い るの は 、LDBの 概 念 記 述 の一 つ

と しての知 識ベ ースであ り、百 科 事典 的 な知識 を対 象 と して い る。

1.2対 象分野及 び想定する効果

1.2.1対 象分野

・通商貿易 に係わ る商品に関する知識(資 料編5を 参照)

1.2.2分 野選定の背景

国際経済環境が急激に変化す る中で、わが国 としては、国際的視点 に

た った諸政策を展開 し、産業の国際的協調的 な発展 の確保 を図ることが

緊急の課題で ある。

その中で も、半導体問題等 にみ られ る日米貿易摩擦の激化 、日欧関係

への波及等問題が個別商品 にな って きてお り、通商貿易 に関す る的確 な

状況把握及び判断 が必要であ る。

通商貿易 に関す るデ ータは、各国が公表 している通関統計が基 も詳細

なデータであるが 、国際的な比較を考えた場合 、国によって分類体 系が

異 なるため必ず しも充分な比較ができないとい うのが実状 である。現在 、

国際 的な統一分類体系の採用の動 きが各国 で検討されてお り、わが国に

おいて も昭和63年1月 か ら実施 されているが、関税 品目 レベルでは統

一 され るものの、よ り詳細 な統計品 目レベルでは各国の判断 に委ね られ

てい るため国際比較の点では コー ド対応が難 しい可能性が ある。
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従 って、通 商 貿易 に関 す るデ ータ利 用 の一層 の高度 化 に寄 与す るた め

の知 識 ベ ー スが 必 要 で あ る。

1.2.3想 定す る効 果

通 商貿 易 に関 す るデ ータ ベ ー ス(統 計 デ ー タ、記 事 デ ータ等)と 知 識

ベ ー スを組 み合 わ せ る こと に よ り、 知的 な イ ン タフ ェ ース機能 の実 現 が

容 易 に可 能 とな る。

具 体的 に は、

① 自然 言語 に よ る質 問 応答

・あ いま い な問 い か け を会話 形 式 で具 体 化す る。

・日常 使 って い る言葉 で検索 を可 能 に す る。

・商 品 名 か らの 検 索 だ け で な く、用 途 、形 状 、原材 料 等 の意 味 素

性 か らの検 索 も可能 にす る。

② 国際 比較 に よ る利用

・定義 範 囲 の 明確 化 によ る対応 付 けを サ ポ ー トす る。

③ デ ー タベ ー スの利 用促 進

・多面 的 な利 用案 内情 報 を作 成 す る。

1.3実 験 手 順

実験 は次 の3段 階 に分 け て行 った。

第1段 階

① 各 知 識 を記 述 す るの に必要 な基 本 ア トリビュー トを決 定 す る。

・知 識 の階 層 関係 に 関す る体 系 を作 り上 げ る。

・この体 系 を参考 に して 、基 本 ア トリ ビュー トを 抽 出/検 討 す る。

② 記 述文 の構 成 につ いて 、 その形 式 を検 討 す る。

・一般 に、概要 → 総 論→ 各 論 と い った 段 階的詳 細 化 を想 定 す る。

・前 段 の解析 が 後段 の解 析 の役 に立 つ よ うな構成 を と る。

・各 構 成 単位 と基本 ア トリビュ ー トとの間 に機 械 的 な 対応 関 係 を設 定

す る。

③ これ に従 って 、各 知識 を 自然言 語 で記 述す る。

・当初 は数例 か ら十 数 例 を実 験 す る。
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・記述に用いる自然言語 と して は制限 日本語を利用す る。

第2段 階

① 記述文 の意味 を表現す るための、意味 ネッ トワーク的 な中間言語表

現を定 める。

・これ は制限 日本語 との相互変換が容易な もの とする。

・動詞 に導 かれ る格関係を中心 と してネッ トワークを構成す る。

② 自然言語 による記述を、中間言語表現に変換す る。

・この変換 は機械的 であるが、当初 は人間が実験的に行 う。

③ 中間言語表現を形式的記述に変換す る。

・この変換 も当初は人間が実験 的に行 う。

・但 し、並行 して、機械的 に変換す る手法を確立す る。

第3段 階

① 形式的記述(知 識ベース)を 基に して、さまざまな角度か ら情報 を

抽 出す る。

知識源 か ら形式的記述(知 識 ベ ース)ま での処理 の流れを図m-1-1

に示す。

原

文

⇒ ⇒ ⇒

図 皿 一1-1処 理 の 全 体 フ ロ ー
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2.実 験 対 象

2.1知 識 ベ ー ス作成 の手 順

まず 、今 回 想定 して いる知 識 ベ ース及 び その作成 手 順 に つい て説 明す る。

この知 識 ベ ースは人 間 の持 つす べて の知識 を包 含す る もので あ る。 そ の規

模 につ いて は 、各 所 で い くつか の試 算 が な され て い るが 、 おお よ そ100

万 フ レ ーム とい う ことで一 致 して い る(図 皿一2-1)。

CYCプ ロ ジ ェ ク ト:3万 項 目 ×30フ レーーーム

(卓 上 用 の 百 科 事 典)

日 本 電 子 化 辞 書 研 究 所:20万 語 ×1フ レ ー ム ×数 力 国 語

ミ ン ス キ ー:4項 目/時 間 ×20万 時 間

(人 間 は 誕 生 か ら21才 ま で に 知 識 獲 得 が 行 わ れ る.)

図 皿一2-1人 間の 知識 量 の試 算 の例

このような知識ベ ースを ここでは百科事典を基 に以下の手順で作成 して

いくもの と仮定す る。

① 百科事典の全範囲を カバ ーす るよ うに、相互 に関係の ない項 目(数

百項 目)を 選択 し、知識を記述す る。

② 上記の記述を理解 した り、隙間を埋めた りす るのに必要 な知識(常

識的な知識 も含む)を 追加す る。

③ 残 りのすべての項 目について、 コピー&エ デ ィッ ト方式を用 いて記

述す る。

本実験ではこの うち①段階につき、計算機を用いて実行 するための実現

性を検証す ることを 目的 としている。
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2.2実 験対象の選定

通商貿易 に係 わる商品の中か ら

・比較的多 くの人が知識 を有 している商品

(理 由:知 識の収集が しやすい。実験 の評価 が しやす い。)

・貿易摩擦問題等 で対象 になってい る商品

(理 由:知 識ベ ースの利用を検討す る上で、解決すべ き問題が具体的

に存在す る。)

な どの観点で、実験対象を選んだ。

また、前節の作成手順 のうち①の条件(百 科事典の全範 囲を カバ ーし、

相互に関係のない項 目を選択す る)を 満たす よ う、

・農産物、鉱物 、工業製 品、か ら趣味用品 までさまざまな原材料 、用

途 などあ らゆ る意味素性が含 まれ る

・素原料 か ら加工基礎材 、最終製品までの加工段階のすべての範 囲に

わたる

ことに注意 して実験対象 を選択 した。

さ らに、特定の部分で階層構造 にな る(上 位 ・下位関係 が生 じる)部 分

を含むよ うに商品 を選択 した。

その結果を図 田一2-2に 示す。

2.3「 知 識 」(商 品)の 分類

「知 識 」 の形 式 的記 述 と して 、 ここで はフ レ ーム的 な知 識 表 現 を採 用 し

て い る。 フ レ ーム によ る知識 表現 の利 点 と して 継承機 能(イ ンヘ リタ ン ス

機 能)が あ る。 この機 能 は階 層的 に表現 され て い る知 識 の 中で上 位 概念 の

性 質 を下 位 概念 が引 き継 ぐと い う もの で あ る。例 えば 、人 間 一男 一太郎 と

い った 上位 ・下 位 概 念 を考 え る と、男 また は太 郎 は人間 の下 位概 念 で あ る

た め人 間 の性 質(手 足 が2本 つ つ あ り、考 え る こ とがで き るな ど)を 引 き

継 ぐ。 また 、太 郎 は男 で あ るので男 の性 質(人 称 代名 詞 は 彼で 受 け るな ど)

を 引 き継 ぐ。

LDBで もこの機 能 を生 かす こ とに よ り、作 成 が容 易 に な る。検 索 が 柔

軟 に な るな ど さま ざま な利点 が生 じる。 しか し、 この た め に は知 識 の 階 層
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No 部 類 品 目

1 2 10 小 麦

2 4 22 ワ イ ン

3 5 27 石 油

4 7 39 プ ラ ス チ ッ ク

5 8 42 ハ ン ドバ ッ グ

6 9 44 バ ル サ

7 ll 52 ワ イ シ ャ ツ

8 11 52 綿

9 13 70 コ ッ プ

10 15 73 ス テ ン レ ス

11 15 82 の こ ぎ り

12 16 84 電 子 計 算 機

13 16 84 パ ソ コ ン

14 16 85 VTR

15 16 85 テ レ ビ

16 16 85 半 導 体

17 17 87 自 動 車

18 18 92 ピ ア ノ

注)部 ・ 類 は 「通 関 統 計 分 類 体 系(HS)」 に よ る.

図 皿 一2-2:実 験 対 象商 品一 覧
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構造 を 作 らな けれ ば な らない。階 層構造 を作 る とい うこ とは 、 あ る切 口で

知識 を 整 理 して い くこ と にな るが 、 これ はLDBの 思 想 に 反す る。(LD

Bで は 、知 識 を客 観 的 に表現 す るこ とにな って い る。)そ こで 、利用 目的

によ り階 層 構造 を変 え られ るよ うに して 対処 す るこ とに な るが 、そ のた め

に はLDBは は っき り と した 基準 に よ り知 識 を分 類 しな けれ ば な らな い。

と ころで 、我 々の 世界 の 中で知識 を 集大成 した もの と して 代 表的 な もの

は各種 の辞典 や 百科 事典 で あ り、 これ らを利 用 しなが らLDBを 作成 す る

こ とに な るで あ ろ う。

ここで 既 存 の 分 類 体 系 の 例 を 見 て み よ う(図 皿一2-3)。 この例 は

「自動 車 」 とい う項 目の 上位 ・下 位概 念 を東 洋 経済新 報社 発 行 の 「商 品 大

辞 典 」 と行 政管 理 庁 の 「日本標 準商 品分 類」 で調 べ た もの で あ る。 これ を

フ レーム形式 の上 位 ・下 位概 念 に適用 しよ うとす ると以下 の 問 題点 が存在

す る。

① 分類 が単 一 の基 準 で な され て いな い。

ex .「 自動車 」 と同 レベル に 「自転車 」 、 「鉄 道車 両 」 な どが あ る

(「 日本標 準 商 品分 類 」で はす べ ての最 終 製造品 が 同等 に扱 わ れ てい

る)が 、 「自動 車 」 と 「自転 車 」 の区別 は 原動機 が あ るか ない か で あ

り、 「自動 車 」 と 「鉄 道車 両 」 の区 別 は走 行場所 の違 い で あ る。

② 上 位 ・下 位概 念 の枠 組 み か ら外 れ てい る。

ex.「 自動車 部 品 」 は 「自動 車 」 の下 位概 念 で は な い。

例 で示 した分類 は必 ず しも上位 ・下位概 念 で分 類 して い るわ け で な い し、

それ ぞれ ある思 想 に基 づい て(あ る いは人間 の読 み易 さな どを考 慮 して)

作 られ て お り、そ れ らを批 判 す る もの で はけ っ してな い が 、LDBで 使 用

す る分類 と して は適 切 で は な い。 その ため 、LDBを 作 成 す る第1段 階 と

して明確 な基準 で知 識 を分 類 す る必 要 が あ る。 自動車 に つ いて 分 類 してみ

た例 を図 皿一2-4に 示 す 。 また 、LDBと して は分 類 の 基 準 も明確 に記

述 す る必 要 が あ る。
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乗 用 車

運輸 運搬機械 商 業 車・
,箔 撚'

自 転 車 バ ス

鉄 道 車 両

二 輪 自動 車

1
自 動 車 部 品1

(1)商 品 大 辞 典 の 分 類

最 終 製 造 品 車 両 四輪・六輪自動車一

二 輪 自 動 車

自 転 車

エ ン ジ ン

シ ャ シ ー

(2)日 本 標 準 商 品 分 類

図 皿1-2-3:商 品分類 の例
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[走 行 場 所][原 動 機][用 途]
[車 輪 数]

運 輸 ・運搬 機械 陸上 走 行車 両 自 動 車 二 輪 自 動 車 乗 用 車

鉄 道 車 両 自 転 車 四 輪 自 動 車 商 業 車

船 舶 バ ス

注)エ ン ジ ン な ど 自 動 車 部 品 は 「部 品 」 の 下 位

分 類 と す る.

図 皿一2-4:「 自動車 」を 中 心 とす る分類 の例
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3.r知 識』 の 自然言語 による記述

3.1自 然 言語 に よ る記 述 の利 点

LDBで は 、形 式 的記 述 の前 段 階 と して 自然 言語 に よ る記 述 を積極 的 に

活用 す る。原 デ ー タを 自然 言 語 に よ り記 述 、保存 して お くこ との利 点 は以

下 の とお りで あ る。

・記 述 、修正 、追 加 が容 易 で あ る。

・形 式的 記 述へ の変 換時 に失 わ れ るで あ ろ う情 報 を 保存 で き る。

・将 来 の知 識 の変 化 、 発展 に容易 に対 処 で き る。

・知識 ベ ースの整 合 性 の保 持(フ ィー ドバ ッ ク)も 容 易 で,ある。

・ク ロス リフ ァレ ンス等 の処 理 に も形 式 的 記 述 と同程度 に対 処 で き る。

(こ こで い う クロ ス リフ ァレ ンス とは、単 な る索 引 の作 成 に と どま らず 、

同一 事項 の さ ま ざま な場 所 に おけ る出現 を検 索 した り、 ま とめた りす る

こ とを意 味 す る。)

3.2基 本 ア トリビ ュー トの決定

百科 事 典 な どを もとに知 識 ベ ースを作 成 して い くわ け で あ るが 、百 科 事

典 な どの記 述 は普 通構 造化 され て いな い(小 見 出 し等 を 用 いて構 造 化 して

い る部分 は あ るが 、必 ず しも定 式化 して い るわ け で はな い)。 とこ ろが 、

知 識 ベ ー スで は知識 の枠組 みが構 造化 され な けれ ば な らない。 また 、形 式

的 記 述 まで の機 械処 理 にお いて も構造化 され て い る方 が 望 ま しい。 そ こで

百 科 事典的 な記 述 を属 性(ア トリビュ ー ト)ご とに分 類 し、そ の中 に 自然

言 語 で記 述 して い くことを 考 え る。

この ア トリビュ ー トの選 定 に お いて重 要 な こ とは 、現 在 の分類 に沿 った

記 述 を可 能 に す る と同時 に 、将 来 の 細 分化 に も対応 で き る もの で なけ れ ば

な らな い。 また 、 この ア トリビュ ー トは形 式 的記 述 まで引 き継 が れ て い く

とい うこ と も考慮 しなけ れ ば な らな い。

3.3制 限 日本 語 に つい て

こ こで、 まず 、 「知識 」 を 自然 言語 で記 述す るわ け で あ るが 、真 の 自然
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言語(我 々が 日常読 み書 きす るもの)で は曖昧性が残 り、後段 の機械処理

に負担がか かりす ぎる。そ こで、 自然言語 によ る記述 には制限 日本語を利

用す る。

制限 日本語(一 般 的 には制限言語)は 、自然言語でかかれた文の機械処

理を容易 にす るこ とを 目的 として提唱されている(資 料編4を 参照)。 こ

れ は言語 の語彙 と文法 とを制限す るものだが、その眼 目は曖昧性の排除

(深 い構文処理/意 味処理を行わずに解析 できるよう、曖昧 性のない文だ

けを許す こと)に ある。

本実験 では暫 定的に次 のような規則を設 けてい る。

(一般 の注意)

・一文 はできるだけ短 くす る。

・省略 されてい る語 などは必要 に応 じて補 う。

(係 り受 けの曖 味性 に関 して)

・Oを 用いて係受 けを明示する。

・並列句は並列 の範囲をOで 明示 す る。

(語彙 の曖味性 に関 して)

・助詞 、助動詞の標準的 な表記 を定 め解 釈が一 意的に定ま るよう

にす る。

・標準的 な表記 〈吉田方式〉に原則 と して従 う。

3.4記 述 例

百科 事典(こ こで は東洋 経済 新 報 社発 行 の 「商 品大 辞 典 」 を利 用 させ て

いた だ いた)の 記 述 にア トリビュ ー トを付 与 し、 制限 日本語 で記 述 し直 し

た 例(小 麦 の場 合)を 図m-3-2に 示 す 。 な お、参 考 の ため に原 文 を図

皿一3-1に 示 す 。
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イ ネ科 コ ム ギ 属 の 作 物 の 総 称 で あ る.古 くか ら 世 界 各 地 で広 く

栽 培 され て い るが,比 較 的 降 雨 量 の 少 な い 冷 涼 な 地 帯 に 多 い.生

産 量 は3億6800万t(1973年)で 穀 物 中 の 首 位 で あ り,

また 貿 易 量 も首 位 で あ る.は い乳,は い芽 及 び 外 皮 か ら構 成 され

るが,粉 砕 して炭 水 化 物 に 富 ん だ は い 乳 部 を 食 用 とす る.政 府 に

よ る麦 の管 理 は 間 接 統 制 方 式 で,政 府 は 麦 の 需 要 や 価 格 の 調 整 の

た め に 外 麦 の 輸 入 管 理 や 国 内 麦 の 無 制 限 な 買 い 入 れ を お こな うが

国 内 麦 に つ いて は 市 場 で 自 由 に 取 引 が で き る.農 産 物 検 査 法 に

基 づ く規 格 規 定 に よ り,貯 蔵 性,製 粉 性,加 工 用 途 に応 じ た品 質

な どの 観 点 か ら検 査,格 付 け が 行 わ れ る.

(東 洋 経 済 新 報 社 発 行 「商 品 大 辞 典 」 よ り抜 粋)

図 皿 一3-1:小 麦 の記 述 例(原 文)
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[小 麦]

分 類: .[イ ネ科 コ ム ギ 属 に 属 す る 作 物 の 総 称 で あ る.]

生 産:生 産 高:[生 産 量 は1973年 に3億6800万tで あ っ

た.

生 産 量 は 穀 物 中 の 首 位 で あ る.]

生 産 地:[古 くか ら世 界 各 地 で 広 く栽 培 され て い る.

(降 雨 量 が 少 な い(冷 涼 な 地 帯))で 多 く生 産

され て い る.]

性 状:構 成 要 素:[((は い 乳)(は い芽)(外 皮))か ら構 成

され る.

は い乳 部 は 炭 水 化 物 に 富 ん で い る.]

食 用 部:[は い 乳 を食 用 と す る.]

加 工:[小 麦 を 粉 砕 して食 用 とす る.]

流 通:[貿 易 量 は 穀 物 中 の 首 位 で あ る.

政 府 に よ る 麦 の管 理 は 間 接 統 制 方 式 であ る.

政 府 は(麦 の(需 要 や 価 格)の 調 整)の た め に((外 麦

の 輸 入 管 理)や(国 内 麦 の 無 制 限 な 買 い入 れ))を 行 う.

国 内 麦 に つ い ては 市 場 で 自 由 に 取 引 が で き る.]

検 査,格 付:[検 査 は 農 産 物 検 査 法 に 基 づ い て行 わ れ る.

((貯 蔵)(製 粉 性)(加 工 用途 に 応 じ た 品 質)

)の 観 点 に 基 づ き検 査 が 行 わ れ る.]

図IH-3-2:制 限 日本語 によ る記 述 例(小 麦)

一105一



4.「 知識」 の形式 的記述

4.1フ レ ーム に よ る知 識表 現

フ レ ー ムは、1975年 の ミンスキ ーの論 文 に よ って 提 案 され た フ レーム

理論 に基 づ く知 識表 現 で あ る。 現在 の知識 処 理 シ ステ ム(エ キ スパ ー ト ・

システ ムな ど)で 広 くこの フ レ ーム に基 づ く知 識表 現 が 用 い られ て い る。

一 つ の フ レ ームは一 つ の知 識 を表現 してい る。 フ レ ーム は複 数 の ス ロ ッ ト

か らな り、各 ス ロ ッ トは 属性(ア トリビュ ー ト)と その値 の組 で あ る。

フ レ ーム間 の関係 には抽 象 一具体 関係(ISA関 係)と 全 体 一部 分 関係

(HASA関 係)が 代 表 的 な もの で あ る。 これ らの関係 も ス ロッ トで記 述

され て い る。特 にISA関 係 に おい て は下位 フ レ ーム(具 象 概 念 を 表す)

は上 位 フ レーム(抽 象概 念 を表 す)の 性 質 を受 け継 ぐとい う継承 機 能(イ

ンヘ リタ ンス機 能)を 持 つ こ とが特 徴 的で あ る。 ま た 、 ス ロ ッ トの値 と し

て フ レ ームを記 述 す る こ と もで き る。以 上 の よ うな フ レ ーム関係 に よ り柔

軟 な知 識 表現 が可能 とな る。

4.2形 式 的 記 述

形 式 的記 述 に はい わ ゆ る フ レ ーム的 な表 現 を使 う。 これ は米 国MCCで

進 め られ て い るCYCプ ロ ジェ ク トに おけ る表現 と類似 して い る。

本 実験 で は 、代 表 的 な知 識(各 分 野 を代 表 す る知 識)ご とに基 本 的 な ア

トリビュ ー トの種 類 を10個 か ら20個 を想 定 す る。CYCに おい て は特

に この よ うな制 限 を設 け て は い ない。(実 際 、記述 の際 に必 要 にな ると追

加 して い くので 、 プ ロジ ェ ク ト開 始後1年 の段 階 で数 百程 度 、フ。ロジ ェ ク

ト終 了時 には数万 にの ぼ る といわ れ て い る。)し か し、現 時点 で将 来 まで

見通 した時 に、 さほ ど揺 れ の な い もの と して は10か ら20程 度 の もの し

か挙 げ られな い と思 われ る。

この ア トリビュー トの決 定 には知 識 の階 層体 系 を利 用 す る。 この決 定 で

重要 な こ とは 、現 在 の分 類 に沿 った記 述 を可 能 とす る基 本 ア トリビュー ト

を用 意 す る と同時 に 、将 来 の細 分化 に もで き るだ け機械 的 に対 応 で きる よ

うな もの を考 慮 しなけ れ ば な らない こ とで あ る。
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本 実験 で は形 式的 記 述 の一 般 的 な記 法 と して暫 定 的 に以下 の よ うな記法

を用 いた。

(一 般 的 な記 法)

・ア トリビュ ー ト名:サ ブア トリビュ ー ト名:・ …:〔 値 〕

サ ブ ア トリビュ ー ト名:・ …:〔 値 〕

・値 が また属 性 とそ の値 の よ うにな ると きはそれ らに あ いだ を:で 句

切 り、全 体 を(う で 囲 む。

・()で 囲 ま れ た もの は複 数個 記 述 す る ことが で き る。

・値 が複 数 あ る場 合

列挙 型:ス ペ ースで 区切 る

ア ン ド型:|で 区切 る

排 他型:/で 区 切 る

範 囲型:～ の両 端 に上 限 、下 限 を記述 す る。 境界 の値 を 含 む か否

かを 問題 とす る時 は～ と値 の 間 に=を 入 れ る こと によ りそ

の値 が範 囲 に含 ま れ る こ とを 明示 す る。

また 、上記 の一 般 的 な記 法 と は別 に代 表 的 な知 識に つ い て基 本 的 な ア ト

リビュ ー トとそ の値 と して記 述 さ れ る内容 を定 め た。形 式 的記 述 で記 述 す

べ き内容 を 食品 の 場合 の例 を 図 皿 一4-1に 、 また 、分 類 体 系 を 図 皿一4

-2に 示 す
。 これ に基 づ いて記 述 した形 式的 記 述を小 麦 を 例 と して図 皿1-

4-3に 示す 。
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[食 品]

別 名:[(〈 国 名 又は 略 称,正 式 名 称 な ど〉:[つ づ り方 の リ

ス ト])]

基 本 分 類:[分 類 体系 上 の一 階 層上 の もの]

産 出源:[そ の もの が生 産 され る源

{農 産/畜 産/水 産/加 工/合 成}]

用途:[そ の もの の 用途{主 食/副 食/し 好 品}]

加工:程 度:[そ の ものの加 工 程 度{粗 原料/加 工 基 礎材/最

終 製 品}]

方 法 及 び製 品:工(〈(租 原 料 または加 工 基 礎材 の場 合)

どの様 な方 法 で加 工 され るか 〉:<そ の

場 合 どの 様 な製 品 とな るか〉)]

製 法:[そ の もの が どの 様 な方 法 で作 られ るか]

原 料:[原 料]

成 分:[(〈 対 象 〉:〈 比率 〉:〈 重 量 比,容 量比 な どの区 別

〉)]

性 状:構 成 要素:[ど ん な要素 か ら構 成 され て い るか]

他 に どの よ うな外 見 を して い るか な ど を記述 す る.

流 通:流 通 方 法,手 段 な ど

生 産:生 産高:[(〈 場 所 〉:〈 生 産高 〉:〈 期 間 〉)]

条 件:[生 産 の た めの 条件]

検 査:検 査 の 基準 とな る法規 や検 査 の項 目な ど

他 の分 類:[(〈 分類 の 名称 〉:〈 そ の分類 で の コー ドや 呼称

な ど〉)]

種 類:そ の もの に どの 様 な種 類 が あ るか

[(〈 分 類 基準 〉:〈 分 類 され た ものの 呼 称 〉)]

図 皿 一4-1:「 食 品 」の形 式 的記 述 の記 述項 目
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直物 学植物学産出源

麦穀類農産食品食品

野 菜水産食 品

「食 品」の分類体系(小 麦を中心 と して)

 

2図m-4
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[小 麦]

別 名:[(英 語:〔wheat])]

基 本 分 類:[穀 物]

産 出 源:[農 産]

用 途:[主 食]

加 工:程 度:[粗 原 料]

方 法及 び 製 品:[(粉 砕:小 麦 粉)]

性 状:構 成要 素:[は い 乳 は い芽 外 皮]

食 用部:[は い乳]

流 通:[間 接 統 制 方 式]

生 産:生 産 高:[(全 世 界:3億6800万t:1973年)]

生 産 地:条 件:[(降 雨 量:少 な い)

(気 温:低 い)]

検 査,格 付:関 連 法 規:[農 産 物 検 査 法]

項 目:[貯 蔵性 製 粉 性 加 工 用 途]

他 の 分 類:[(通 関 統 計 分 類 体 系:2部10類)

(学 術 分 類:イ ネ科 コ ム ギ 属)]

種 類:[(産 地:[国 内 産 小 麦/外 国 産 小 麦])

(種 蒔 時 期:[冬 小 麦/春 小 麦])

(色:[赤 小 麦/白 小 麦])

(タ ンパ ク質 含 有 量:[強 力 小 麦/薄 力 小 麦])

(は い 乳 組 織 の疎 密:[硬 質 小 麦/軟 質 小 麦])]

図 皿 一4-3「 小 麦 」の 形式 的記 述
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5.自 然言語記述 か ら形式的記述へ の変換

5.1意 味 ネ ッ トワ ーク

自然 言語(制 限 日本 語)に よ る記 述 と形 式的 記述 の仲 介 をす る もの と し

て 中間 言語 表 現 を用 い る。 これ は相互 の変換 が 容易 な意味 ネ ッ トワ ーク的

な ものを考 え る。

意 味 ネ ッ トワ ー クは心理 学 者 のQuillianに よって提 案 され た知 識 の体

系化 に関す る心 理 モ デ ル で あ る。 これ は、人 間 の知 識 は 、独 立 した個 々の

知 識 の集 合体 で は な く、相 互 に 関連 し立 って い る知 識 の 集合 で あ るとい う

考 え に基 づ い て い る。意味 ネ ッ トワ ークは節 点 と節 点 の間 を有 向枝 で結 ん

だ もので あ る。節 点 が個 々の知 識 に対 応 し、有 向枝 で知 識 と知 識 の 関係 を

表 して い る。 従 って 、知 識 と知 識 の問 に張 り巡 らされ た網 目を た ど る こと

に よ り、 さ ま ざま な連 想 が行 え る。

意 味 ネ ッ トワ ー クは、節 点 と節 点 を結 ぶ枝 か ら構成 され て い る。 この部

分 に注 目す る と2つ の知 識 と ひ とつ の関係 とい う三 つ組形 式 に な ってい る。

この三 つ組 を意 味 ネ ッ トワ ークの有 向枝 の始 点 とな って い る節 点 の もの に

つい て ま とめ て表現 す ると先 に述 べ た フ レ ーム形式 とな り、 中間 言語 表 現

と して適 して い る こ とがわ か る。

5.2自 然 言語 に よ る記 述 文 に つい て

百 科事 典 や各 種 の辞 典 の記 述 の仕 方 を分 析 した り、百科 事典 の記 述 を ア

トリビュ ー トを付 与 し制 限 日本語 で記 述 し直 す とい った作 業 の 結果 か ら、

文 のタ イプ は大 き く2種 類 に分類 す る こ とが で き る ことが わ か った 。

第1の タイプ は

「AのBはCで あ る。」型 、 また は これ の変 形型

で あ る。(こ こで 、Aは 記 述 の対 象 とな って い る もの 、BはAの 属 性 、C

は そ の値)

例 え ば 、 「小 麦 の生 産 量 は3億7千 万'ト ンで あ る。 」 と い うよ うな文 で

あ る。

ま た 、 「AのBはCで あ る。」 の 変形 型 と して 、述部 にBの 意 味 を 包含
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して い るもの があ る。例 え ば 、 「AはCか ら構 成 さ れ る。 」 とい う文 で あ

る。 この例 で は 、 「構 成 され る」 とい う述部 に構 成 要 素(基 本型 のBに 相

当 す る)と い う属 性 が含 まれ て い る と考 え る。 す る と、 この文 は、 「Aの

構成 要 素 はCで あ る。」 と即座 に言 い替 え るこ とが で きる。

も うひ とつ の タ イプ は第1の タ イプ以 外 で あ る。

5.3中 間 言語表 現

文 の タイプ に応 じて 中間言 語 表 現 も2種 類用 意 した。TYPE1の 中間 言

語 表現 は タ イプ1の 文 を表 現す る もので あ る。基 本 的 に はア トリビュー ト

とそ の値 と い う形 の表 現 とな り、 これ か らは形 式 的 記述 に容 易 に変 換 す る

こ とが で き る。TYPE2は 文 の タ イプ2を 表現 した もので 、動 詞 に導 かれ

る格 関係 を 中心 と した ネ ッ トワ ー クで あ る。

TYPE1:

(基 本 型)

枝 に与 え る こ とので き る属 性 と して は、ATTR(属 性)、VALUE(値)

で あ る。 つ ま り、上 の図 は ・「AはBと い う属 性 を持 ち、 その属 性 の値 はC

で あ る」 とい うこ とを表 現 して い る。 枝 の属 性 はATTRとVALUEで 充 分

で あ るが 、表現 を簡 単 にす るため にISA(要 素:具 体 一抽 象 関 係)、

HASA(構 成 要 素:部 分 一全 体 関係)、EQ(同 値)と い う属 性 を定 め

る。 これ らは 、ATTRとVALUEの み の 表 現 でBの 部分 に 「要 素 」 、

「構 成 要 素 」 、 「同値 」 と記 述 す るの と同値 で あ る。

TYPE1の 表現 の例 を 図 皿一5-1に 示 す 。 こ こで(2)で は常識 的 な知

識 を 組 み合 わ せ て い る(図 で点 線 で囲 まれ た部 分 が 常識 的 な知 識)。 「生 産

高 は 、 いつ(時)、 ど こで(場 所)と い う条 件 が定 ま って 初 めて 生 産高 が

意 味 を持 つ もので あ る」 とい う知 識 を持 って い て 、 これ らの属性 を 組 に し

て表 現 しなけ れ ば な らな い こ とがわ か る。 また 、例 で は場 所 に対 す る値 が

な いが 、 この よ うな場合 に省 略値(今 の場 合 は 、 「全 世界 」 とな る)を 採

用す る仕組 み も必要 で あ るか も しれ な い。

ATTR VALUE

A B C一 '
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(1)「 小 麦 は(は い 乳 は い 芽 外 皮)か ら 構 成 さ れ る.」

attri

＼ ＼÷tt「

i・ ・1ue

i・・lue

(一点 線 で 囲 ま れ た 部 分 は 「常 識

的 」 な 知 識)

(2)「 小 麦 の 生 産 量 は1973年 に お い て3億6800万 七 で あ っ た.」

図 皿 一5-1:TYPE1の 中 間 表 現 の例



TYPE2

格 の名前 格の名前

格要素 動 詞 格要素、

これ は動 詞を 中 心 と した格 関係 を表 現 して い る意 味 ネ ッ トワ ー クで あ る。

格 の種 類 はま だ定 ま った ものが な いが 、一 般 的 に妥 当 な もの を順 次定 めて

い くものとす る。TYPE2の 表 現 の例 を図 皿一5-2(a)に 示 す 。

5.4中 間 言語 表現 か ら形 式 的記 述 への 変換

次 に、 中間言 語 表現 か ら形式 的記 述 への 変換 を考 え る。

まず 、TYPE1の 場 合 で あ るが 、TYPE1は 対象 、属性 、値 とい う

三 つ組 で あ るた め フ レーム形式 の形 式 的記 述 へ の変 換 は自明 で あ る。 む し

ろ 、形 式的 記 述 へ変 換 す るた め に は、最 終 的 にTYPE1の 中間言 語表 現

が得 られ な けれ ば な らない と考 え た方 が よい。

TYPE2の 中 間言 語 表現 は動詞 を 中 心 と した 表現 にな って い る。 と こ

ろが 、形 式 的記 述 は対 象 と して い る知 識 を中心 と して い るた め、 ネ ッ トワ

ー ク上 で注 目点 の変換 を行 わ なけ れ ば な らな い。

図 皿一5-2は この変 換 の一 例 を示 して い る。 図(b)の 点 線 で囲 ま れ た部

分 は図(a)の 「富 む」 とい う動詞 の 意味(は い乳 に注 目 した時)を 表 して い

る ネ ッ トワ ー クで あ る。TYPE2か らTYPE1へ の変 換 で は 、「富 む 」

の主 体 格 に当 た る節点 、対 象格 に 当た る節 点 を そ れ ぞれ 「富 む 」 の意 味 ネ

ッ トワー クの 「成 分 」 とい う節 点へ 向か う枝 の始 点 、 「要素 」 とい う節点

か ら出て い る枝 の終 点 の節点 とす る。 これ でTYPE2か らTYPE1へ

の変 換 が完 了 す る。 あ とは容 易 に形 式 的 記 述 へ変 換 で きる。

全体 の流 れ を図 皿一5-3に 示 す。
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(a)

⌒ 富 む
対 象

炭 水 化 物

(TYPE2)

(b)
attr

は い 乳

(TYPE1)

成 分
attr

ラ

＼attr

＼

要 素

'
value

炭 水 化 物一
「は い 乳 は 炭 水 化 物 に 富 ん で い る.」

図 皿一5-2:TYPE2の 中間 表現 とTYPE1へ の変 換例



自 然 言 語(制 限 日 本 語)

に よ る 記 述 文

文 の タ イ プ

中 間 言 語 表 現

(TYPE2)

中 間 言 語 表 現

(TYPEl)

形 式 的 記 述

図 皿一5-3:中 間言語 表現 か ら形式的記述への変換
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6.ま と め

6.1利 用面 か らみた問 題 点

この 実験 で作 成 され た知 識 ベ ースの利 用 と して は 、 まず 、既存 の デ ータ

ベ ー スと組 み合 わせ て知 的 な イ ンタ フ ェース機 能 の実現 が考 え られ る。今

回 は商 品 の知 識 ベ ー スを 対 象 と して お り、既存 の デ ータベ ー ス と して は通

関統 計 のデ ータベ ー スな ど と組 み合 わ せ るこ とが考 え られ る。 しか し、 こ

の場 合 、次 の よ うな問 題点 が考 え られ る。

① 商 品 が1対1に 対 応 しな い。

② 百科 事 典 的 な知 識 か らは得 られ ない よ うな知識 を基 準 にデ ー タベ

ー ス側 が 分類 されて い る。

③ 同一 レベル の分 類 に複 数 の基 準 が用 い られ て い る。

現 象 は い ろい ろ と挙 げ られ るが 、 結局 は分 類 体系 の違 い と、原 文 の記 述

能 力 の問題 に還 元 さ れ る。

分 類 体系 の違 い に関 して は 、LDBか ら応 用 シ ステ ム で使用 さ れ る知識

ベ ースを作 成 す る際 に分 類 を再 構 成 す る機 能 を用 意す る ことに よ り解 決 さ

れ るで あ ろ う。

原 文 の記 述 能力 に つい て は 、現 状 で は知識 源(百 科 事典 な ど)か ら自然

言語 記 述(ア トリビ ュー トを付 与 し、制 限 日本語 で記 述 した もの)を 作 成

す る際 に人間 が知 識 を再 整 理 す る とい う作 業 が必要 とな ろ う。

6.2今 後 の課題

今後の課題を以下 に示す。

・より多 くの知識の記述

・常識的知識 の記 述

・計算機による実行

今 回の実験 を終 るに当た り、実験対象 が少なか った とい うのが実感であ

る。今後 より多 くの知識 の記述を行い、より検証実験を確 かな もの に して

いくことが必要 であ る。

また 、各記述間の変換で常識的な知識を必要 とする部分が あるが、これ
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らの常識の記述手法 を確立 しなければな らない。また 、各知識の隙間を埋

め る意味で も常識的知識が必要 とな る。

今年度の実験で はまだ、人手 によ り机上で実験を行 って きたが 、各段 階

の変換 など、将来的に機械化 できる部分を機械化 していくことが必要で あ

る。機械化す ることによ り実験対象 を増や してい くことが可能 とな り、第

一の問題点 もかな り解決 され る。 また、機械化す ることに より、常識的 な

知識の記述の検証 にもつなが って い く。

一118一



資 料 編





資料編1.各 種 辞 典 に お け る記 述 項 目

① 国 語 辞 典

② 英 語 辞 典

③ 対 訳 辞 典

④ 特 殊 辞 典

⑤ 各 種 便覧 類

(注)1.出 版 年 は,調 査 し た 辞 書 の 出 版 年.

2.版 次 は,調 査 し た 辞 書 の 板 敷.
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① 国語辞典

NO 辞書名 出版社 著編者名 創刊年 調査した辞書の

板敷と出版年

1 修訂

大 日本国語辞典

冨山房 上田万年

松井商港

1939年 縮刷版1952年

2 日本国語大辞典 小学館 日本大辞典

刊行会

1972-76年 第1版1972-76年

3 新編 大言海 冨山房 大槻文彦 1956年 新訂版1982年

4 日本大辞典 言泉 小学館 林 大 1986年 第1版1986年

5 国語大辞典 小学館 尚学図書

辞書編集部

1981年 第1版1981年

6 国語大辞典 学習研究社 金田一春彦 他 1978年 第3版1981年

7 国語大辞典 角川書店 時枝誠記 他 1982年 第1版1982年

8 広辞苑 岩波書店 新村 出 1955年 第3版1983年

9 国語辞典 岩波書店 西尾 実 他 1963年 第4版1986年

10 新明解国語辞典 三省堂 金田一京助 他 1972年 第3版1981年
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辞書分類 国語辞典

書
名

修訂

大B本 国語辞典
出版社 冨山房 真数及び冊数 2394へ ㌧ ジ

創刊年 1939年 出版年 1952年 版次 縮刷版

著 編 者 名.. 上田万年 松井簡治

対象者

　

学生 ・一 般 ・専門向け

上古語 ・中古語 ・近古語 ・近 代語 ・現代語 その 他普通 の学 術専門語,及 び外

来 語の通用語 とな る ものは ことごと く収 録.編纂斑

構 、:滅

　

見 出 し語.漢 字.仮 名 の 用法 と その 配 列,文 法,外 来 語,語 釈,出 典,送 り

仮 名,用 例,成 句,挿 絵,略 語 な ど.

:

し_

語1::

見出・頁 20万 語

9

.特'9徴

見 出 し語 を書 物100部 か ら選 び,語 句 の五十音索 引 を作 り,語 彙 の漏

れ を防止.現 代語 は新聞 ・雑誌 より語彙 を集め,特 殊 語 に至 るまで収録.

;子 見 出 し' 設 け て い な い.

薩:蜘:;三
,,i仮難 い

見 出 しはすべて歴 史的仮 名使 いを使 用.

語1

釈

原 則 と して平 易簡明 を心が け,冗 漫に な らない ように 注意.書 き方は原

則的 には文語 であ るが,場 合 に よって口語 を使 用.一 目でその意義 がわか

る よ う記述.

特∴ 徴

'外'

案ぞ 見 出 しは ひらが なで書 かれ,原 籍 と原綴 りを記載.

専ずヨ
語'…

どの分野であ るか略語 で表 示 して説 明.法 律語は必 ず何 法第何条第 何項

と逐一 条項 を掲げ ている.

騰 …詞.
記 載 して い な い.

用

例

こ引、馬= 文 献 よ り引用 し.出 典 書名 を記載.文 は原書 の まま記 載.

涜 銑ご

鱈 減:
:

文 があ まりに長 きにわた る ものは中略 を使 い,必 要 な 部分のみ あげ た.

記載 していない.≡ …iiiア万 沿 .

説 明のみ では意味 がわか りに くい もののみ 掲載.・蒙::、

・縦 .

　

旧版全5巻 を全1巻(索 引 を除 く)に 収録.
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〉国語辞典

 

<
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い
●
参
&
、
呈
し
た
ら
し

て
、衷
玉
で
餓
●
出
で

つ
つ
一

'

(田
面
(し
て
見
島
ば
扉
絵
け
も
▲

《
α

呈
す

"
ば
民
e
`
羨
し
《
見
ψ
.

あ
い
ナ
・く
9
1
む

(
蓑

一、?
.、3

8
}

ξ

)

牛
乳

に
釣
れ
ξ
⇔
口
と
を
加

へ
、口

■

の
質
倉

を
口

ぜ
、眞
6
㊥
て
損
し
た
⑮
も
の
.
集
ぷ
子
.

あ
い
ナ
V

が
さ

(§

傘
の
o
打
所
れ
て
、旦

〆
ユ
に
口
,
あ
が
,
た
る
も
の
・

あ
ゐ
ず
,
が

9
.

あ
い
・
せ
S

憂

憤

杁
題
し
て
惜
し
む
之

▲
・
あ

い
C

◆
《
.
列
干
■
●へ
栢

倶
・斯
'叉
口
一

葛
"
・所
●長
丘
二

あ
"
・
せ
S

－
哀
惜

・人
の
托

を
哀
し
み
宿

し
む
二
と
.

ウび
の

あ
い
・
せ
ふ

一愛

妾

(名
》

賦

嬬
"
,
の
め

か
"
.
史
す
る
是
ば
め
.
芭
要
.

駿
㈹
衷
「圭
・

責
苦
‥買
一矢
凄
一代
必
行
者
也
」

あ
い
・
ぜ
ん

一
登
一驚

(
名
)

口

角
ロ
.
あ
い

'
、入
み

?
う
わ

う
(愛
只
明
王
)の

■
.
鎮
"
檀

「毘
只
ロ
方
便
の
弓
に
矢
を
18
げ
」

8
あ

い
ぜ

ん
ぐ

2
(愛
Q
日
)
の
埼
.
"
提
R

ぺ
雲
只
」

ん
ぐ
t
(矢
箆
団
}の
時
.

あ
い
・ぜ
ん

一応

貼

扇

}

痴

賃
完
済
ア
あ

賃
に
い
ふ
●
.
し
つ
か
に
●
す
み
た
⑫
び
《
民

に

い
ふ
ほ
.

「
相
観
口
笛
」

あ
い
せ
ん
・か

一変

鋳
=
赤

(名

一

宮
α
を

路
め
て
良
臣
す
6
人
.
吉
O
軍
.

弄
q
涙
.

あ
い
ぜ
ん
・ぐ
ま

愛

染

隈

(§

僻
侵
o

臼
の
白
ど
,
O

－
四
.
受
只
明
王

の
釦
《
赤
《
」

苦
る
`

の
●
劇
毎
回
置
目
宮
4
冒
象
ぐ
竃
」

あ
い
ぜ
ん
俵
ふ

憂

英
法

§

粟
Q

興
三
±

自
と
し
て
噺
問
了
6
紐

.
直
言
京
の

秘
法
な
'
己

い
ム
.

ロ

タ

あ
輪
莞

当
"
弔
う

蓑

築
塁

名̂
】

愛
主
医
閉
る
.
身

⇔
色
口
口

の
先
の

釦
《
、
三
"
∴
(
智

あ

,
て
、
菰

に
日

子
冠
を
貫

e
、曾

に
虞
患

の
聞
を
ら

ら
ロ
ナ
.

あ
い
・
タ

愛

想

`,●,●.、 ムひ ふ⑨

(
名
)

あ
い
8
う
(
異
記
】
O

a

,
.
蔚
ば
三
.「
若
、
尾
の

へ
も
■
食
ξ
、
幽

一

の
み
,
3
へ
艮
ふ、た
《
」

烏
い
そ

も

C
そ

も

内
θ
ば
9

共
ギ
し

《
曳
恕
置
《
.

い
た
《
い
↑
に
な
●
.
口
川

一

握
民
●
「
丘
の
身
ば
何
た
る
×
駐
人
、あ

い
そ

・

、
ζ
そ
、
田
e
気
て
た
」

　

島
ト
モ

受

つ
》
す

口
実
草

亀
に
謝
し

"

て
智
又
●
】
織
つ
.
貝
鼠
6
.

い
◆
に
η
・
.

あ
い
・モ

一哀

訴

ロ
⑫
げ
9
民
ふ
●
こ
&

孤
置
文
号

三
百
子
さ

技
法
∀
俺
鼻
決

に
て
、
×
書
震
声
、法
定
の
唾
・口
に
在
官
し
て
代

決

セ
匂
し

た

6
ξ
●
、艮
ひ
廷
B
陰
口
傷
人

よ
,
■
し
文
て
た
6
僚
伶
属
つ
●
飼
庚
を
竃
●

ず
る
と
●
、又
廷
同

一
の
貧
興
宮
但

尾
っ
9
二

一

寓

O
書
件
但
■
し
た
●
ξ
●
に
、故

事
畳

矢
口

…

民
法
回
田
人
x
,
、
舞
の
度
丈
寓
し

て
亀
†
臼

一

時誤
記
擁
藷

誤
麟
"詰

貝
に
像
●
大
●
霞
之
を
険
列
す
宵
し
」

あ
鯉
工
9
"
ほ
58
㌶
口
口
㌻

貝
貨

"
」
」

あ
い
・
モ
う

一
愛

情

更
す
δ
之
▲
と
宙
む

.

己
♂
と
.
史
記
但
■「
苦
O
叉

冒
之
■
、●
手
暇

之
行
、
可
・ロ
同
●氏
人
但
●
一実
」

あ
い
・モ
〈

.
一
愛

息

(§

没
す
s
手
亀
.

多
日
■
・
亀
手
.
買
宮
↑、"
註
"
廷

恒
定
爺
訟

・
句
●之
、8
,貴
●愛
息
之
臼
一俊
3
よ
」

あ

い
モ
・
づ
か
し

愛

想

盃

(名
》

あ

い
・
・

う
つ
か
L
'粟
里
庄
}〃
匝
,
.
金
玉
◆
中
,
「◇

に
セ
◆
て
、更
そ
つ
ひ
し
云
う
て
《
だ
ん
↑
」

造

粍
ん

愛

孫

§

か
。
ゆ
《
お
し

あ

い
た

(
9

あ
あ
銘
し
.
"
宮
■
具

あ
い

た
、
あ

い
た
、'の
い
た
●
人
喧
し
、
で
あ

、
、
て
あ

ご

あ
い
た

{§

【菰
】
あ
し
た
ば
貧

工
〉
ヌ

名
.

あ

い
・た
い
.

一
改

口

(閤
一

宮
の
た
む
V
《

口
.
*
α
叉
●
エ
「
田
口
工
高
」

.
・

ト

あ
い
-た
う

一
真

偉

人
の
W
を
哀
し
》
い

た
む
c
ξ
.
哀
俗
,
凝
8
文
狽

ゑ

偵

買
悼
、

白
・所
・真
字
こ

あ
恥
託
疑
㌔
↑
㌔
㍉
ほ
が
ほ

～

冷
え
・
釦
領
多
、倶
に
口
紅
が
尾
こ
ξ

三

あ
段
銭

ぷ
⑰
握
預
謹

告
全書

…

属
C
.'
異
己
主
"

の
対
》

 

適
諜
鯵
L
錯
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食詰
麺
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辞書分類 国語辞典

辞
書

名

日本国語末辞典
出版社 小学館 頁数及び冊数 20冊

創刊年 1972-76年 出版年 ig72-76年 版～欠 第1版

著編者名 日本大辞典刊行会

.対象者 一般 向け

　

日本語 の意味用法 などを,文 献に徴 して,歴 史 的に記 述.見 出 し語の 形,お

よび解説 文は.現 代の視点 に立 って引きやす く,か つ読 みや す い ように配 慮.編集方針

構 成

　

見出 し.歴 史的仮 名使 い,漢 字,品 詞,注 記(同 意語 な どの関連 語),語 釈

用例.補 助注 記.方 言,語 源説,発 音 ・ア クセン ト,古 辞 典欄,そ の 他(字

音語素,見 出 し関連につ いて)

則

倒

し

語

"見 出 じ数""
50万 語

"特 徴
.

原 則 と してひ らがなで示 し,外 来 語はカ タカナ で表記.形 の上 で親見 出

しと子見出 しに区 別 され,記 述 内容 か ら本 見出 しと空 見 出 しとに区 分.

語は,古 語か ら現 代語 まで収録.

子見出し 慣 用句 ・ことわざの類 を表示.

.運 脚:;"

一仮 名{吏};こ
原 則 として和語は ひらがな,漢 語は カタカナで表示.

語

釈, .

.特 :;::徴 …

項 目は,時 代 を追 って記述.基 本的な用言は,な るべ く根 本的な語 義 を

概 括 してか ら細分化 して記述.語 義 ・用法 を分 け る場合,必 要に応 じて各

種 分類記号 を使用.

,外 来 語 その原言語 名 と.ロ ー マ字 での原綴 り,又 は原綴 りの ロー マ字化綴 り,

及 び必要に応 じてその原義 を も表示.

専 門 語= その語義の解説 を主 とす るが,必 要に応 じて事柄 の説 明に も及ぶ.

固有名詞 ・;

地 名 ・人名 ・書 名な ど各種幅 広 く,詳 細に記述.

用'

例

　

上 代か ら現在 までの文 献 よ り収録.文 学作品や いわゆ る国語 資料の みに

限 らず,広 く諸学の歴 史的文献か ら も収 録.
日頃

:…方 針.・.

特

..徴

文の 出所 は,で きるだけ詳細に.ま た一見 して その分野 や時 代がわ か る

ように.分 野 名や作者 名をけ記.

携:グ セ誌
発 音 は,標 準 語 音 ・語 音 史 ・な ま りに 分 け て 記 載.ア クセ ン トは,標 準

ア クセ ン ト ・ア ク セ ン ト史 ・現 代 京 都 ア クセ ン トに わ け て 記 載.

語 釈のみ ではその意 を尽 くしが たい ものに対 して掲載.・・:挿絵

'補

足

　

約4万 語 の方 言 を収録 して いる.
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〈国 語 辞典 〉

日本大辞典 刊行会日本 国 語 大辞 典

1972-76年 創 刊小学 館

大

治

一
束
村
老
吉
生

.耳

τ
京
続
目

エ
・二
竹
日

延
一
同
直

書
.二

り

こ

2

①
魚
.
め
ば

る
(
巨
根
)
.
允
歌

山
県

B
福
江

自
修
.

肪

②
(
ゐ
お
ん
し

,●
}
蛇
の

一
せ
,
あ

お
だ

い
し

..
う
.
際
R

日
高

市
π

醐

北
葛
賦
江

山

③
(
あ
お
ん
じ

,.
}
烏
.

か
わ
ら

ひ
わ
.

こ
か
わ
ら

ひ
わ
.
宏
良
県
縮
江
田

あ
お
ん
ー
ぞ

{
冑
ぱ
}
(
名
】
2

(
「
ゐ

お
ん
ぞ

う
(
背
ぷ
)
」
の
変

化
し
た
踏
)
①

青
白

い
厩

の
豹
.
血
色

O
す
ぐ
れ

な

い
浩
.

楯

不
戯

口
安

郡
斯

(
あ
お
ん
ぺ
え
》
口
匡
…口

紡
多
脳
劉

②
渋

拓
.
千

示
臓
戎
隅
江
m

あ

お
ん
ー
ぞ
う

あ
セ
ん
「
り
【
㌃

践
】
〔
名
=
「
あ
お

一'・
う
(
討

置
こ

の
哲
化
し

た
5
)
∩
…
)杓

い
顔

を
し
た

苦
を
黒
し

め

て

い
う

こ
と
.は
.
「
ぞ
う
」
に
.
若
試
な
ど
.
斥
人
名

化
し
た
も
の
.
竹

び

ょ
う

た
ん
.
腎

二
7
.
・
K
偉

・俳
続
麟
・
二
五
「
も
ち

二
し

に
お

宮
鳳

は
付
し

腎
ん
ざ
う
」
・
記
民

(巨

川
牧

戸
∨
搭
碁

二

四
へ
あ

の
W
ん
遥

に

一
体
お
前

O
伺

68」
い
」

(…
ピ
へ
あ

お
ぞ
う

Φ

↑
に
同
じ
.

圏

①

煩
色

O
す
ぐ

.れ
な

い
'
輌
.
長
"
県
下

伊
克
江
田

②

ま
だ
.
24
・し
て

い
た
い
果

決
.
長
野
C
上
伊
荒

江
鋤

(
あ
お
ん
じ

埠
》
苫
埼
祭

実
話
口
縄
悩

あ
`
お
ん
モ
く

=
虫
若
返
一
(
冬
】

高
速
気
ぱ

に
つ
い
て
.
㊥
タ
ハ

、数
、
一
案

嵩
の
逗
広
.

あ
お
ん
ー
ぶ
く
れ

あ
セ
ん
..一腎
脳
】
(
名
】

「
あ

お
ぶ
く
れ
(
野
帳
こ

の
要
化
し
た
斯
.
・
永
日
小
品

(夏

R
禄
石
》
耗
「
与
吉
が

伺
ん

だ
百
(
ア
,
}
ん
膨

(.7
'
)
れ
と
下
か

ら

云

ふ

と
～
・
大
法

の

宿
(
水
上
挺
×
部
》
三

・
三
「
α
口

(
た
だ
れ

め
)
の
お
や
ち

の
仏

頂
面

(
ぶ

っ
ち

,.
う
づ

ら
}
と
.
お
河

筑
の
子

の
将
ん
ぶ

く

れ

の
類

を
5

ひ
出
し
て
」

あ
お
ん
ほ
8
な
つ
ぎ

(
名
】
⌒回
田
麻
布
を
按

薙
色

に
長

め

だ
男

女

の
工

甕

ひ
と
え
》
の
"

良
寿
.
僚
騨
悩

あ

か

【
赤
・
ロ

・※

・
統
一
=

(
名
】
(
「
あ

か
(勇
ご

と
同

15

涼
と

い
う
)
〔
O
(
Ψ
色
の
名
.
古

く
に
訂

に
対
す

る
色
と
し
て
.

先
.
0
.
枝
巴
た
ど

を
含

め
て
用
い
ら
h
た
.

「
赤
貝
」
へ
赤

衣
」

へ
赤
土
」
丘
ど
他

の
認
と
複
合
し

て
用

い
る

二
と
が

多

い
.
三

原

色
〇

一
つ
.
七
色
の

一
つ
.
④

血
の
よ
う

な
巴
.
赤
色
.

・菰

5
旭
嬬
寂
経

☆
弘
五
年
玄
・
中

「
口
、

研
姪

(
ア
カ
の
よ
り

い
と
)
を
以
て
之

を
口
ひ
」
・
側

の
匙

(
中
勘
助
》
而

・
二
三
「
青

と
赤
に
長

め
わ
け

た
麗

か
ら

一
羽

の
居
鵡

(
あ
う
む
》
を
だ
し

て
」
⇔

赤
み
を

帯
び
た
茶
色
.
民
.
犬
.
毛
な
ど

に
い
う
.

(…U

「
あ
か
あ
ず

き
(
赤
小
夏
ご

を
い
う
女
房
詞

.
・
大
上
口
痴

名
Z
事
「
あ
づ
き

.
あ

か
と
も

.
あ

か
あ

か
き

・
珂
怨
殿
上

日
£
-
天
正

九
年
五
月

=

ユ
日
「
上
ら

ふ
よ

り
き

ん
と
ん
に
あ

か

の
入

た
る
ま

い
る
」

◎

赤
子
.
赤
ん
窃
.
子

諫
.
●
宇
江

歩
》
上
「
買
ヱ
の
武

(ア

三

の
生

叉
を
」

(⑥
)へ
あ
か
せ
ん
(
●

践
U
Ｌ
O
略
.
・
歌
笛
侯
・
月
日
正
懸
路
盲
間
…
-
三
ぷ

(「
キ
シ
互

克
、

こ
ワ

〔
赤
で
ご
'
e
ワ
や
す

.刀
」
「
三
百
ヌ

の
極

め
た
・れ
ど

^
略
∨
考

量

三̀

ξ

'ら

'へ
」
」

⑦

「
あ
か

ら
e
蘂

」

O
略
.
・
≡
舷
・
百
方

の
駈

柱
-
亭
へ
此

ゐ
か
に
モ
酒

(
ア

ヵ
》
な

ら
ず

.
巨
万
に
知
る
赤
貝

の
う
し

O
邸
(
か
み
}
し
酒

(
7
ヵ
}

ぞ
」

・
歌
貫
長
・
萄
民
吹
矢

の
糸

蚕

「㍍

ひ
た

か
三

～
と

凝

り

.

つ
き
.

歪
よ
ゐ

か
よ
と
持
て
な
し

て
」

向
Ψ
「.あ

か
・
?
て
⌒
赤

味
.瑞
こ

の
16
.
・
貿
俳
・
稀
多
新
-
三
∧

「
祭
を
●
で
薫

る
の
に

江
戸

の
≒
そ
↑

⑤
)
「
ゐ
か
じ

(
示
=
・}
」
の
略
.

(鯉

「
ゐ
か

で

ん
し

〔
(
赤
完
薫
ご
「
あ
か
バ

ス
一
の
略
.
・
薮

(山

工
有
三
▼

苦

・
一
・
=

へ
や

っ
と
電
距
が

※
た
.

赤
だ

っ
た
」

(O

「
あ

か
し

ん
こ
う
(
赤
信
号
ご

O
略
.

(9

日
間
に
男
す

る

赤

兜

の
称
.
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辞書分類 国語辞典

辞
書

名

新編 大言海
出版社 冨山堂 買数及び冊数 2406ペ ーゾ

創刊年 1956年 出版年 1982年 版次 新訂版

著編者名 大槻 文彦

対象者 一般向 け

編集
方針

現 代仮 名使 いに習熟 した現代青少年 並 びに社 会人が,国 語 を通 して古 典 史籍

に直 接親 しむ学識 を体得す る道,す なわ ち古 い時 代と新 しい時 代の語 の橋渡 し

の役 を努め る よう工 夫.

構 成

見 出 し(古 語には{,口 語 には**を 記す),歴 史的仮 名使 い(見 出 しの右 に

記 す),漢 字(国 語漢字表記.和 漢共通 表記),語 源説,語 釈,用 例,同 義語

な ど.

見

出

し

語

,「

見出し数 9万8000語

特

徴..

表記は現 代仮名使 いで あるが,漢 字 は旧字体で表 示.

子見出じ 設 け て い な い.

;…歴 史 的'層':::

仮 名 使tl:1'

見出 しの右横 にカ タカナで記載.

語

釈

ズ特'癒
P

文体は 文語体で,語 源に近 い ものか ら配列,1,2語 あ るいは 数語 で説

明.

1=タド素 語;㌦1

専 門 語
特 に重要 な もの以外採録せ ず、

固有名詞 、

重 要な もの以外は採 録せず.

用

例

引用

=方針 、

古典か ら文例 を引 用.

特'.

徴

発 音 ・ア クセ ン ト 仮 名 と発音が 別な ものに対 して ふ りが なをつけ る.

挿 絵='

補足 原本 の全5巻 は1932-37年 刊行で,第5巻 が漢字 ・仮名 ・外来 語 索引 であ った.
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辞書分類 国語辞典

辞
書
名

日本大辞典 言泉
出版社 小学館 真数及び冊数 2636ペ ージ

創刊年1986年 出版年 1986年 版次 第1版

著編者名 林 大

対象者

　

学生 ・一般向け

日常生 活の様 々な分野 で言葉 と して遭 遇す る事項,百 科 の万般に わた つて項

目を精選 し,そ れぞれに 簡潔な説 明が できる よ う企画.項 目の選定は 「日本 国

語大辞典」,「 国語大辞典」(共 に小学館)を 基礎 として,こ れに新 たな項 目

を掲載.

編集

方針

構 成

見出 し.歴 史的仮名使い,漢 字 または外国語,品 詞,注 記(語 源 ・由来.仮

名使 い.清 濁 ・活用等 の問題点 な ど),参 照記号(同 義 語,反 対 語 ・対 語,参

照項 目,図 ・表),用 例,補 助 注記な ど.

見

出

し

語

見出 し数 15万 語

特,

徴

現 代語 ・日常基本語 を中心 とし,各 分野か ら広 く収録.

子見出し 慣 用句 ・ことわ ざなどの類 を表 示.

'"歴 史 的""

.

仮名使い
異 な る場合は,ひ らがなで表記.

語

釈 ・

…・特 ∴ 徴H:

7

説明は主 に現代語の場合 を記述.特 に歴 史的記述 が必 要 と思 われ るもの

には,補 助 注記 を設けて説明.配 列 はほぼ時代 を追 って記載.

外 来 語 . その原言 語名 と原綴 りをロー マ字 で表記.必 要に よ り,原 義 も記載.

専 門 語

幅 広 く収録 され てお り.語 義 に注意 す るとと もに,必 要に応 じて事柄 の

説明 も記 載.

固有名詞

地 名 ・人 名 ・書 名など幅 広 く収録.説 明は語源な ど含 めて詳 し く記載 .

用

例

引 用

方針..

古典文献 か らその語が用 い られ た実例 と,用 例を明 らかにす るための 作

例と分け て掲 載.実 例は,上 代か ら近 世 までの資料 か ら採 用.

特

.徴 、

1語 釈2つ 以上 の用例 を採 用す る場 合,時 代の古 い ものか ら並べ る.

'

発音 ・ア パ 跡= 記載 せず.

・:二挿 絵"

　

百 科語 の分解図.構 成図 を中心に約1600点 収録.

補足 巻 末に 「アル フ ァベ ッ ト引 き辞典」 「漢字 ・難読 語一覧 」 を記 載.
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〈国 語 辞 典 〉

大林泉言本大辞典

 

日

1986年 創 刊小学館

あおぶ さ一 あか一12一

.悟
康
治
賢
謬
誕
命
礁
繧

あ
詩
ね
"
紗
23
垣
誘
仁
趣
難
雛
暗
碧

不
n
・
.
厚
肉
代
の
π
.
・赤
不
動
・
ダ

不
助
・と
と
ん
に
8

塞
三
大
不
断
の

一
.

あ

お

,
ぶ

ど

う

ぴ
咋

【
青

葡̂

萄̂

】
①

ま
だ
長
度
に

色
づ
・
ら

㌘

、る
前
の
乗
熟
の
ブ
ド
ウ
.
@

島
†
に

つ
n

果
皮
が
口
色
か
ら
あ
め
e
に
か
わ
る
プ
ド
つ
の
電
顕
.
ナ
イ

ヤ
"
ラ
・
マ
ス
カ

▼
ト
オ
プ
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
7
な
ど
.

あ
お
ぽ
う
し
・
い
ん
二

召

{
育
帽
子
酉

、巴

イ
ン
コ
の
一
箇
.
爾
ア
〆
リ
カ
置
の
大
吊
目
.
全
長
三
〇
`

西
O

セ
ン
チ
訳
.
全
身
ロ
色
で
、貝
13
賃
色
、栖
は
青
い
.

あ

お

・
ほ

ん

W
よ

青

本

】
鼻
塞
と
貫
表
紙
と
の
中
間
に

あ
た
り
、黒
本
に
ゃ
や
連
れ
て
.冨

写
(
髭
唱

}頃
か
ら
安
食

(
足
↓
.,〕頃
に
か
n
て
艮
有
し
た
草
取
願
.
頃
亮

x
色
の
畏

紙
セ
用
い
た
.
多
く
13
、駄
賃
伎
、け
瑠
璃
や
置
史
、伝
記
も

の
な
ど
の
あ
ら
†
C
を
材
料
と
し
た
緒
と
さ
本
.

あ

お

`
ま

い

冷
・
【
賓
‥未

】
口
巨
期
に
麦
沢

の
あ
る
日
色

を
示
†
文
豪
.
抱
っく

こ
と
に
よ

弓
て
日
色
13
験

か
れ
、
笑

18
完
全
素
と
変
わ
ら
な
い
.
信
冑
帥
司
.

あ

お

・
ま

つ

む

し

博

【
育

松

虫

】

マ
ツ
ム

シ
胴
の
昆

虫
.
体
長
二
〇

ミ
リ
""
P
股
で
負
し
い
日
色
.
外
要
田
と
考

え
ら
れ
る
が
.限
度
㎏
不
鐸
.

あ

お

-
ま

め

湾

n
青

豆

】
①

大
豆
の

一
日
.
実
が
a
色

で
大
O
の
も
の
.
②

ア
オ
エ
ン
ド
ウ
.
ま
た
、こ
れ
セ
甘
く

魚
た
も
の
.
う
ぐ
い
†
塁
.
'
ソ
ン
ピ
ー
ス
.

あ

お

・
み

冶
`
【
青

み

・
青

味

】
①

あ
る
色
に
加
わ
る
青

色

の
要
寓
や
度
白

い
.
、
団
に
青
み
が
ま
す
」
m
－吸

い
●
、

刺
身
、焼
4
、魚
な
ど
の
あ
し
ら
え
と
し
て
添
え
る
青
い
打
裂
.

あ

お

.
み

禍
セ
=
有
身

】

サ
パ
や
イ
ワ
シ
な
ど

の
魚
の
身

の
賢
い
江
分
.

あ

お

・
み
ず

袖
升
【
青

み

ず

】
イ
ラ
ク
サ
洞

の

一
年
草
.

各

地
の
原
野
の
湿
っ
た
所

に
生
え
る
.
瓦
さ
四
〇

セ
ン
チ
""

内
外
.
夏
か
ら
賦
に
。
異
ほ
に
減
段
ε
の
日
か
い
花
が
集
1

っ
て
咲
《
・
X
が
ゐ
ず
み
ず
し
《
、全
体
は
日
色
.

あ

お
・
み

ず

ひ

き

㍑

廷

青

水

引

)
手
分
を
白
く
、飽

の
手
分
を
婿
e
に
険

め
た
X
引
.
特
昇
な
ど
に
用
い
る
.

あ

お
・
み

ど

う

憶

【
青

味

泥

】
度
合
5
鼠
.
ホ
シ
ε
r

O
"

の
楓
来
亮

.
各
地
の
*
田
、質
負
ぬ
に
留
通
に
見
ら
れ

る
.
畏
さ

一
"
"
以
上
に
も
途

†
る
.
和
敏
に
す
さ
込
ん
で
、

盲
紙
略

を
作
る
こ
と
も
あ
る
.

あ

お

・
む

"
竃
【
青

む

】
(自

マ
五
⌒四
}》
育
《
な
る
.
青

み
を
吊
す
る
.
青
ざ
め
る
.
.
亨
惇
保
.
鼠
図
上
「
†
二
し
あ

を
み
給

へ
ど
、
い
と
あ
て
に
け
だ
か
く
」

あ

お

・
む

き

W
」

㊨仰

向

き

】
あ
H
む
く
こ
と
.
ま
た
、

そ
の
状
■
.
i
仰
向
さ
に
寝
る
」
「
孤
を
仰
向
e
鈎
鳳
に
†

る
」

.

F

,

あ

お

-
む

・く

淫

{
.仰

向

く

】
巳

(
自
力
五
】
餌
や
●

な
ど
の
裏
面

工
た
は
胴
匠
が
上
を
む
く
.
あ
お
ぐ
.
あ
お
の

く
.
‡
う
つ
む
く
.
「
◎
角
い
て
空
を
見
あ
げ
る
」
8

一他

力
下
二
一
〇

あ
お
む
け
る
(仰
向
一

あ

お

・
む

け

た
、そ
の
状
ぴ
.

ー

・ざ

ま

【
▲仰
向

け
様

】

-仰
命
‥け
様
に
倒
れ
る
」

あ

お

・
む

・け

る 冷

{
一仰

向

17

】

あ
お
む
け
る
二
と
.
ま

あ
お
の
け
.
「
仰
向
"
に
な
っ
て
寝
る
」

仰
向
け
に
な
つ
た
状
■
～
・

浅

『
仰

向

け

る

】
(
他
力
下

=

文

下
一=
】
口
や
匂
な
ど
の
賓
面
ま
た
は
口
出
を
上
に
向
18
る
.

上

へ
向
か
せ
る
.
、
病
人
を
仰
向
n
て
寝
か
せ
る
」

あ

お

-
む

し

㍗

【
青

虫

】
チ
.
つ
.
ガ
の
幼
虫
の
中
で
、

瓦
毛
や
と
17
が

な
く
日
色
を
し
た
幼
虫
の
吃
称
.

一
般
に
は

モ
ン
シ
O
チ
・
つ
な
ど
の
幼
虫
を
さ
T
、
"
飴
】
….

あ

お

・
む

ろ

博

【
青

(雌

】

ア
ジ
材

の
ロ
A
.
全
長
晦

三
〇

セ
ン
チ
謡
.
官
民
は
胃
a
色
で
口
郡
は
風
合
邑
.
ム
O

ア
ジ
に
恒
る
.
多
《
千
句
に
†
る
.
む
ろ
.
も
ろ
.

あ

お

・
め

塗

【
青

目

】
①

胃
色
の
艮
・,〔
.
②

青
竹
で
霞

ん
だ
問
や
垣
根
な
ど
の
由
み
8
.

あ

お

め
・
あ

ぶ

"二

青

(
限

(虻

】
ム
シ
ヒ
専
ア
ブ
図

の
昆
虫
.
休
長
二
〇
`
三
〇
ミ
リ
潟
.
賃
褐
色
ま
た
は
赤
掲

色
で
、口
田
は
胃
日
色
.
北
房
這
を
除
く
各
地
に
分
布
.

あ

お

・
も

じ

ヤ

【
青

文

字

】
ク
ス
ノ
キ
68
の
江
異
心
高

木
.
九
州
、
神
田
な
ど

の
山
鉾
中
に
生
え
る
.
高
さ
的
三
"".

樹

皮
13
■
巳
色
で
莫
と
と
も
に
●
気
が
あ
る
.
専
、浸
黄
色

の
花
が
ま
ば
ち
な
廷
状
に
咲
く
.
●
(は
球
形
で
良
く
熟
す
.

あ

お

・
も

の

塗

【
青

物

】
①

野
異
の
吃
称
.
も
と
.女

房
凋
.
「
費
初
市
」
、
青
約
星
」
②

偉
色
の
耀
い
負
の
胞
廊
.

カ
ツ
オ
、サ
バ
な
ど
..

あ

お

・
も

み

じ

跡
"
」

青

紅

∴
茶
】

ま
だ
口
臭
し
な
い

カ
ニ
デ
.

あ

お

も

り

い
共

青

森

】
日

膏
直
島
中
央
話
の
扇
.
青

直
何
に
臨
み
.胃
直
平
野
の
中
心
部
を
占
め
る
.
県
庁
所
在

地
.
臼
「
筒
百
日
」
の
略
.

ー

.
け

ん

－
W

百
原
一
東

北
地
方
、本
州
最
北
故
の
外
.
陵
異
国
の
大
田
分
に
あ
た
り
、

明
治
四
年
(
窯
)
成
立
.

ー

・と

ど

ま

つ

一
曹

良

(白

絵
】
「大
白
檜
曽
"
荘
」の
真
名
.

あ

お

-
や

か

ば
よ

青

や

か

】
(
形
島
U
青
々
と
し
て
86

φ
・か
な
ぺ
、●●・

あ

お

・
や

き

埼
よ

青

焼

・
こ

'
ラ
ピ
ア
や
オ

フ
セ

.
ト

口
口
な
ど
の
校
正
用

の
胃
写
真
.
ま
た
は
、△
垣
写
真
版

の

≒

本
校
疋
田
り
の
飼
に
便
宜
的
に
出
†
試
験
悦
さ
の
こ
と
.

あ

お

.
や

ぎ

W
セ
【
青

,柳

】
口

①

莫
が
茂

っ
て
野
々
と

し
た
掲
.
◎

パ
カ
"
イ
の
む
き
身
セ
い
う
.
8

θ

催
X
員

只い
の
曲
名
.
律
の
歌
.
目

●
的
弓

.
(
鼠
崎
検
校
仔
虫
.

ー

・
そ
う

刊
.【
W

⑭̀
草
】

ユ
"
開
の
多
年
草
.
高
さ
五

〇

`
丸
O
セ
ン
チ
潟
.
但
X
は
恩
《
褐
e
で
、
シ
▲
O
の
毛

に
似
た
毛
を
か
ぶ

っ
て
お
り
、有
田
.
夏
.直
径

一
セ
ン
チ
芸

ぐ
ら
い
の
日
色
ま
た
は
債
紫
色
の
花
が
×
命、
な
円
貧
花
序
に

つ
く
.

1

・
の

【
W

.居

の
一
因
、
■
3
口
口
」
.
田
口

「
い
と
」
「
い
と
ど
」
、地
名
、
島

破
山
治
"
」な
ど
に
か
か
る
.

あ

お

・
や

な

ぎ

冷

【
青

⑨

】
・
あ
お
や
ぎ
(
w
芭
》O
①

あ

お

・
や

ま

冷

【
青

山

}

ロ

①

草
木
が
冒
々
と
茂

っ

て
い
る
山
.
②

震
凧
な
ど
で
用
い
る
6
工
a
僧
Φ"
の

一
霞
.

8

頁
窟
匹
陸
区
文
記
の
地
名

.
青
山
2
成
が
、一
の
尾
籠
を

芭
川
竃
飯
か
ら
π
領
し
た
と

二
う

か
ら
の
呼
称
.

1

,

こ
う

げ
ん

祭
.
一
雪
山
高

原
】
三
田
鳳
の
中
央
、布
引
鴇

山
中
の
高
原
.

あ

お
や
ま

⇔
"
民
青
山

】
姓
氏
.

-

,
か
げ
み
ち

－
W
山
景
適
】
原
票
か
ら
明
治
の
復
古
神
速
定
.
隻
浪
田

木
冨
士
.
平

田
周
鳳
雛
に
学

ぶ
.
(
嫉
一̂

}

ー

・
す

ゼ

さ
《

【
青
山
形
作

】
慎
出
牢

.
新
劇
傍
艮
.
隻
地
香
餌
場
、

松
竹
少
女
歌
劇
団
.但
優
麗

な
ど
に
●
加
.
チ

ェ
ー
傘
フ
鼠

を
得
意
と
し

た
.
(
一訟

『

》

ー

・
た

だ
と

し

【
青

山

零

度
】
尾
州
8
府
の
老
中
.

武
旦
岩
鼠
菖
ま
.
露
川
軍
犬

の
補
佐
役
と
し

て
、寛
永

の

三
日

の

一
人

.
(
一問靴
㌣

)

-

-
た
ね
み
ち

(
W
山
胤
通
】
芭
学
者
.
夏
草
青
田
大

宰
a
艮
、伝
憂
興
研
究
所
長
.
=
鵠
㌣
》

ー

9
の
ぶ
み

つ

.一
青
山
廷

先
】
江
戸
徒

期
の
ホ
戸
字
嚥
の
煽
審
.
ホ
戸

百
士
.
居
}丁
の
子
.
重
書
、国

史
炉
一事
零
衷
」、
野
史
X
略
」
な

ど
.
(㌫
含
》

ー

・
の
ぶ
ゆ
8

【
W
山
越
干
】
江
戸
後

期
の
木
戸
写
録

の
鶴
●
.
水
戸
万
宝
.
彰
考
館
配
置
、高
段

弘
迫
田
の
教
授
貝
取
と
な
⇔
て
、
×
日
本
史
」
の
呂
畜
に
綻
う
.

署
「
皇
朝
史
略
S
明
●
鼠
」
な
ど
.
二

雛
㌣

}

あ

お

・
ゆ

で

饗

【
青

.茄

で

】
警

あ

野
裏
セ
ギ

の
色

が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
さ
っ
と
ゆ
で
あ
げ
る
二
と
.

あ

お

り

㍗

【.
煽

り

】
①

強
い
民
に
よ
る
助
伍
、
所
領
.

、
民
の
あ
お
り
で
瓦
が
落
ち
た

」
②

あ
る
状
況
の
変
化
や
現

象
の
余
聞
.
ま
た
は
、
そ
れ
に

よ
っ
て
受
11
る
¢
冒
,
、
不
況

の
あ
お
り
を
食
う
」
、
ス
ト

の
あ
お
り
で
列
5
が
遅

れ
る
L

⑤
》人
を
、は

た
か
ら
お
だ

て

た
り
、'
、そ
の
か
し
た
り
†
る

二
と
.
星
勒
す
る
こ
と
.
、
あ

お
り
行
為
」
◎

W
U
を
貫
さ

に
よ
っ
て
選
別
†
る
た
め
に

民
を
送
る
適
^
.
◎

写
真
で
、

遠
近
5
の
同
箇
な
ど
の
た
め

に
レ
ン
ズ
の
角
度
を
変
化
さ
せ

る
二
と
.
ま
た
.そ
の
質
置

.
⑥

瓠
江
や
析
出
な
ど
で
.氏

者
の
興
味
を
ひ
《
た
め
に
.本

文
記
事
の
●

に
つ
け
る
西
文
.

⑦

相
場
で
、大
手
筋
が
相
場
を
狂
わ
ぜ
る
た
め
に
不
る
要
に

売
買
†
る
こ
と

.
売
り
あ
お

リ
.
買
い
あ
お
り
◆

1

.

あ
し

で
箇
り
足
】
倶
蝕
ざ
に
用
い
る
足
の
助
作
.
珂
日

の
間

の
ホ
セ
あ
お
る
よ
う

に
す
る
.

ー

・
た

.て

る

【
.頻
り
立

て
る
】
(
並
'
下

二

文
下
二
)》
①

貧

が
}句

を
但
し
《
髄
か
†
.
「
扉
が
風

に
あ
お
り
た
て
ら
れ
る
」
②

は
た
か
ら
.軽
ん
に
そ
そ
の

か
す
.
円
助
†
る
.
-
"
妬
心

(
ロ
●
心
}を
あ
お
り
た
て
る
し

ー

・
?

η
る

で
煽
り

付
け
る
】
宣

命
下
:
文
苫

二
】
①
笹
ん
に
お
だ
て
る
.

あ
お
り
た
て
る
.
③

ロ
を
明
い
よ
く
艮
"
ざ
ま
に
飲
む
.

、
冷
酒
セ
あ
お
り
つ
け
る
」

1

.
ど
め

『
国
り
止
め
】

開
い
た
戸
.ロ
な
ど
が
負
で
あ
8
ら
れ
な
い
よ
う
に
堅
や
柱

な
ど
に
民
足

す
る
金
^
・

あ

お

り

"
」

障

"
泥

・
泥

"
障

】
民
(
の

一
箇
.
屍
が

只
び
は
ね
る
の
を
紡
ぐ
た
め
.下
恒

の
問
=
重
ら
す
大
裏
の

反
基
・
の
ち
に
は
笈
臨
月
.

ー

`
い
か

【
算
"
泥
烏

"

賊

】
⌒
函
ひ
れ
を
助

か
す
さ
ま
セ
民
^

の
但
泥
に
見
之
て
て

い
う
】
ジ
ン
ド
つ
イ
カ
隅
の
イ
カ
.
貝
は
是
ら
か
《
上
質
の

例
身
.す
し
8
.†
る
め
に
も
加
工
.
胴
に
憂
さ
が
的
五
〇
セ

ン
チ
"
村に
も
な
り
、中
昊
冨
が
広
が

っ
た
円
田
膨
.

あ

お

・
る

恰

(他
ラ
馨

あ
ぶ
ま

、鳥
の
ロ
屍
‥ξ

"

っ

て
色
が
せ
る
.

あ

お

・
る

悟

【
.煽

る

三
岬

る

】
=

(
箆
,
五
(
6
二

①

員
が
吹
い
て
句
を
揺
り
勧
か
す
.
ま

た
.臣
を
遣

っ
て
大

豊
さ
か
ん
に
†
る
.
、
カ
ー
テ
ン
が
民
に
あ
お
ら
れ
て
"
6
」

「
コ
ン
O
の
★
を
団
日
別、
で
あ
お
る
」
②

人
を
.63
た
か
ら

お
だ
て
た
り
、そ
そ
の
か
し
た
り
す
る
.
ロ
動
†
る
.
「
民
定

を
あ
8
っ
て
運
動
セ
お
二
寸
」
◎

⌒岬
》
温
な
ど
を

一
矢
に

欲
心
.
仰
向
い
て
ぐ
っ
と
飲
む
.
、
コ
ヤ
プ
邑
を
あ
お
る
」

④

取
引
相
場
で
、
相
場
を
9
惑
過
り
に
変
動
'.、せ
る
た
め
、

売
り
、
ま
た
は
買
い
を
↑∧
量
に
行
う
.
「
箆

か
が
相
場
を
あ
お

っ
て
い
る
」
⑤

カ
〆
ラ
に
「
あ
お
り
⌒鳳

}④
」
セ
つ
19
て
写

す
.
ま
た
、
低
い
位
置
か
ら
上
向
さ
に
し
て
写
す
.
日

吉

ラ
五
(
四
=

貝
の
た
め
に
戸
な
ど
が
揺
れ
動
く
.
、萢
路
の

戸
が
あ
お
っ
て
い
る
」

.

あ
か

【
赤

】
曼

「あ
か
'明
ご
と
司
田
口
と
い
3

Φ

色

の
名
.
古
《
13
賓
に
対
†
る
ε
と
し
て
、象
.
置
、統
合
な
ど

を
含
め
て
用

い
た
.
言
一原
色
の
一
.
七
色
の
一
.
-赤
間
法
」

、
赤
の
ポ
`
ル
ペ
ン
」
@

白
目
に
対
▼
る
赤
風
の
防
.
「
廊

■
て
.白
防
て
」
◎

(エ
O
a
が
●
色
で
あ
る
と
二
う
か
'2

鋳
置
土
"
.
お
よ
σ
そ

の
宝
貝
名
な
ド
一を
い
う
毎
日
.

8

(
技
鳳
》

名
詞
の
上
に
つ
い
て
モ
れ
を
強
酒
し
、「
全
く
の
」

ご

っ
さ
り
し

た
あ

皐
多
芸

▼
.
硲

は
だ
こ

「赤
恥
」
な
ど
.

ー

の
他
人

全
(
埴
の
な
い
他
人
.
何
の
か
か
わ
り
も
な

い
亀
人
.
「
霞
と
は
全
《
赤
の
他
人
だ
」

ー

の
広
婚

合
.

ヌ
「●鷺
`
W

コ
巳
C
O
の
釈
島

}
ソ
趨
.モ
ス
ク
つ
の
ク
レ
ム

勺
ン
宮
殿
荊
広
場
.

ー

の
蛭

".
∴

①

(t
と
小
児
昌
}

`
あ
ず
き
め
し
(小
夏
飯
》
②

(
範
が
赤
飯
に
ロ
て
い
る
と

二
う
か
ら
》
、犬
ロ
一鰭
、
の
真
名
.

あ

か

【
(垢

】
①

仕
に
つ
い
た
よ
ご
れ
.
汗
.坊
㌃
な
ど
の

度
冨
か
ら
の
分
節
勒
と
、
13
二
り
や
.=
み
な
ど
が
入
り
混
C

っ
た
よ
ご
れ
.
比
喰
的
に
、心

の
n
が
れ
な
ど
に
も
い
う
.

「垢
に
ま
み
れ
た
T
●
」
「
垢
セ
お
と
†
」
「
心
の
垢
」
②

水

中

の
不
純
祐
が
ぽ
に
沈
み
.固
ま
り
つ
い
た
も

の
.
*
垢

.

皇
后

.

ー

が
ぴ

け
る

Φ

●
あ
か
ぬ
"
る
(
垢
抜
}
.

②

挿
老
恥
鼻
な
ど
が
す
す
が
れ
る
.
・
浄
・心
中
万
年
草
-
中

「
ぜ
ひ
に
投
書
さ
せ
⇔
ば
.む
†
め
の
あ
か
が
ぬ
け
ぬ
～

あ

か

【ぐ
置
】

〔
あ
か
(賭
物
ご
ま
た
は
「あ
か
(垢
こ
か
ら

か
}
船
底
に
た
ま
る
木
.
あ
か
水
.
ふ
な
.ゆ
.

あ

・
か

弓

【
亜

科

】
生
物
の
分
類
字
上
.必
要
に
¢
じ
て
、

臼

の
下
に
設
け
ち
れ
る
分
口
■
"
.

、

」
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対象者

　

高校生 ・一 般向け
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方 針 ・層

　

古 語 ・現 代語 ・専門用語の類.主 な地 名 ・人名等 の固有 名詞 も収録.言 葉は

もと より様 々な分野 の事柄 を的確に記述.字 は小 さいが読 み 易 く,真 数は多 い

が軽 くて使 いやす きを目指す.『 日本国語 大辞典』の要約 を基 礎に,新 しい情

報 を加え,新 たな工 夫を こらして まとめ られてい る.

構 成 ・・

　

見 出 し語(子 見 出 しも含める),歴 史的仮 名使 い,漢 字欄,品 詞欄,見 出 し

の配列.語 釈.出 典 ・用 例 ・作 例,用 例文,補 助注記,字 音 語素,図 版 な ど.

見

出

し

語

見出し数 24万5800語

特'
.

徴

形 の上 か ら.親 見出 し(独 立の 見出 し項 目)と,そ の 見 出 しの中 に まと

め られ る子 見出 し(追 込み項 目)と に分類.

子 見 出 し . 三種類 あ り,慣 用句 ・ことわざの類,複 合語 の類,姓 氏 とに分類.

"

.……歴 更 的::…1二

:仮 名 使 い
9

見 出 しの仮 名使い と異 な る もの については,見 出 しの す ぐ下 に,小 さめ

の字 でその歴 史的仮 名使い を記載.

語

釈

原 則 と して時代 の古 い順 に記述.基 本 的な用語な どは,な るべ く根本 的

な語義 を概括 し,細 分化 して記述.

特1,i'

・蕉 ・

タド繍 ∴ その言 語名 と,ロ ーマ字 での原綴 り,及 び必要に応 じて原義 を記載.

語義 の解 説(専 門的 な部分 を多 く含 む)を 中心 とす るが,そ れ のみ では

難解 ・不十 分 と思われ るもの に,専 門 的部 分の説明 と概 要 が見 え るよ うな

説 明 を掲載.

ex「 嬰記号 」 という語 では,語 義説明,記 号 ・別名が 記 載 され てい る.

専 門'語

固 有1名:嗣・

主 に地 名 ・人 名な どを収録.説 明 も詳 し く的確に記載.

ex.(地 名)「 江 戸」 とい う語 をみ ると,10行 にわ た って由来 や要旨.

概要,歴 史(年 号 と共 に)に ついて詳 し く記述 きれて い る.

用

例

引 用'一

方 針:二

上 代か ら近世 までの資料か ら採録.わ か りやすい例な ど選 定 しで掲載.

また一肢に二つ以上 あるとき,時 代の古 い順 に記載.

特

徴 一

一語 あ るいは一腹 の用法 を明 らか にす るため
,現 代文 で普 通に想 定 され

る作 例を補 って いる.

亮 牢 アク○ ト', 特 に記載せず.

縮 ・1絵 巻.図 誌,作 品等か ら約2700点 収録.

・補 足

　 　　 　 　

い ・本国語大辞典・・難 に項・・齪 ・
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1981年 創 刊小学館

(
「あ
お
り
吟
さ
$
」
と
も
)
上
を
向
け

た
さ
.皇
.
仰
詞
け
に

な
っ
た
状
的
.あ
お
O
"
.さ
文
.
・m
・
七
集
人
・
R
「仰
自
(ア

'
(
ケ
》さ
ま

に
ど

つ
さ
り
と
転

へ
ば

」

あ
お
ー
し
・け
る

ム
ふ
..
【卵
白
"
る
】
(他
力
下

三

園
あ

ム
む
・

く

【他
方
下
二
一
印
¶
杓
な
ど
の
表
.噺
皇
た
11
前
橋
を

上
に

白
り
る
.
上

へ
内
か
せ
る
.
.∧
甲
記
1
一
「暦
隅
⑲
叙
シ

打

覆
て
.
"
て
又
引
仰
向
(ア
7
入
)η
た
る
を
見
h
ば
」

あ
ぶ
ー
む
し

飢
セ
.,一π
虫
】
号
・
ウ
.
ガ
の
幼
虫
の
中
で
、
長
亀

〔
と
"
が
な
く
11
色
を
し
た
鶴
頭
の
総
称
.

一
拍
に
81
†

・

.へ
7
な
ど

の
軒
"ぽ
⌒を
∧
笥ロ竜
'る
モ
ン
シ
●
チ
・
ウ
な
ど
の
幼

虫
を
さ
す
.
担
93

(め
い
れ
い
》
.

あ
お
・む
ら

さ
●

▲
聯
..－W
気
】
(
…Ψ
π
み
が

か
っ
た
鴛
色
.

◎

"
P
憤
の
め
昨
.

あ
奏

む̀
ち

ふ
レ
,.【,81
"
】
ア
ジ
"
の
■
凡
.
全
長
り
三
〇

セ

ン
チ
舗

s
W
昂
は
n
19
色
で
代
況
U
卵
血
色
.

真
●
ア
ジ
に

飯
て
い
る
が
"
側
に
防
色
や
赤
み
を
m
び
な

い
.
本
州
中
編

U
附
の
"
寵
に
分
相
.
多
く
干
物
に
す
る
.
亀U
み
.
も
ろ
.

あ
お
ーめ

ふ
昏
,,=
"
n
－
∩
Ψ
W
巴

の
m
"
.
向
Ψ
∬
竹
で
剛
ん

だ
昴
や
間
肌
な
ど
の
掴
み
"
.

あ
お
ー
め

^
&
,.【杏
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い
る
」

あ
お
・る

あ
ふ
6
(
飽
,
西
】
あ
ぶ
み
で
5
の
諏
泥
(あ
お
り
)を

日

っ
て
急
が
せ
る
◆
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子見出し 親見出 しを代 用 して,連 語 を示 し説明や用 例などを記 載.

.歴 史 的…

仮 名使 い..

異 な るときは,字 音 語は カタカナで,字 訓語は ひ らが なで記 載.

語

釈

=特 ∴ 幽 門

P

原則 と して基本的 な意味 を先 と し,品 詞に よって も細か く番号 で区分.

精密 な意味分 析 を行 い,類 義 の語 との意 味の違 いが分 か る よ う解 説 外国

語は 日本語 の意 味 と して使 われ る範 囲に限 定.

外 来 語 .. 原語は直接 伝来 した と思 われ る もの を言語 名 と共 に記 載.
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〈国 語 辞 典 〉

池 田弥 三 郎金 田 一 春 彦国語大辞典学研

1978年 創 刊学習研究社

あかえあおみど

⑭

百
さ
.
コ
n
理

で
、
吸

い
物
・
さ
し
み
・
焼
き
魚

な
ど

の

も
り
つ
け

の
と
き

に
そ
え
る
日
色
の
野

菜
。
「
ー
を
あ
し
ら

う
」

あ

お

・
み
ど

う

【
冴

味
.
泥

・
.̂
水
.雇

】
山
,
(
名
▼
(
顯

〕螺

㎝

額
ほ
し
み
ど
う
例

の
藻
、
。
U
色

で
糸
状

を
な
し
、
ど
ろ
ど

ろ
し
て

い
る
.
川
・
池
・
沼
・
水
田
に
多

い
.
「
接
台
」
と

い
う

特
別
な
生
殖
を
す

る
の
で
、
生

物
学
の
実
験
材
11

に
用
い

る
◆
あ
お
み
ど
り
・

あ

お

み

・
わ
た

・る

【
n
み
渡
る

・
.
蒼
み

渡

る

】
曽

(
白

玉
》
得
く
な
る
.
艀

さ
が
ひ
ろ
が
る
.
「
旭
"
、.に
照

り
映
え

た
と
見
る
ま
に
、
空
13
、深

ま
さ
り
、1

・
っ
た
(
他
見
・
,
"
仏

心
こ

園
(
四
V

あ

お

・
む

【
冴

む
】
㌣

(
自
五
▼
(
文
)
〃
く
な
る
。
"
目
色

に
灸

ま
る
・
繊
に
な
る
.
「
月
は
明
る
か
っ
た
。
深

く
射
し
こ
ん

で
伎
が
冷
た
く
ー
・
む
よ
う
で
あ

っ
た
(
巴

?
当
国
こ

図

(
四
V

あ

お

・
む

キ
一
【
.一仰
向
★
・】
烏
,
(
名
▼
あ
お
む

い
し
、状
・態
o
あ

お
む
け
.
⑪
う
つ
む
を
㌔

あ

お

・
む

・
〈

【
、,仰
向
く
】
吟
,
ロ
]
(
口
五
▼
〔
拍

や
為
の
前
面

が
)上
を
向
く
.
あ
お
の
く
.
「
純

一
が
、1

・
い
て
見

る
と
、

声

の
主
は
大
88

で
あ

っ
た
(
百
出
年
∨
」
⑪
う

つ
む
く

.

国

(
四
∀

口
(
他
下
二
∨
「
あ

お
む
け
る
」
の
文
語

.

.

あ

お

・
む

け

【
.一仰
向
け

】
パ
ム
(
名
》
あ
お
む

い
た
状
魑
●
あ

お
の
け
.
「
寧

に
ー

に
な

っ
た
夫
人
の
頗
13
血

の
ぷ

も

な

く
、髪
も
乱
71
て
.い
た
(迫
6
・負
と
口
金
V
」
⑭

う
つ
ぶ
せ
.

あ

お

・
む

・
け

る

【
.,仰

向
け
る
】
慨

(
池
下

－
X
図

や
物
の

前
面

を
〕上

に
む
か

せ
る
.
上

に
む
け
る
.
あ
お
の
け
る
.

「
大
き

い
榴
11
↑を

つ
い
て
、
顔
を
ー
・
け
皿

を

つ

ぶ

っ
て

、

「
お
母
さ
ま
」
と
思
わ
ず
π

っ
た
(
友
軍
・新
知
.」
⑧

う
つ
む
け

る
.
国
あ

ふ
む

・〈
(
下
二
∨

あ

お

・
む

し

【
牙
虫
】
憶

(
名
〉
〔
動
)
令
ふ
つ
う
、
も

ん
し

ろ
ら

よ
う

の
幼
虫
・
か
ら
だ
は
日
色
で
、
毛
や
と
げ
が
な

い
.
あ

ぶ
ら
な
・
奄

?
ベ
ツ
な
ど
を
食
べ
る
瓢
虫
.
2
技
"

♪
蛾
.
な
ど
の
、
U
色
を
し
た
幼
虫

の
総
称
。
40

い
も
む
し
.

け
む
し
.

あ

お
・
も

の

【
冴

狗
】
冷

(
名
∨
・ψ
冴
色
の
野
望
。
2
⌒
転
じ

て
〕野
菜
類

の
総
称
。
産
※
咋
.
「
ー

市
場
㍗
」
3
〔
い
わ
し

・
さ
ば
な
ど
〕
皮

の
""
い
魚
.
●

・▲
光
り
物
。

あ

お
・
や
ぎ

【
〃
..即
】
冷

(
名
》
い
"

々
と
し
げ

っ
た
や
な

ぎ
。
⑳

褒
妙
8
の
色
n

の

一
つ
。
表
裏
と
も

に
Ω

い
丹
。
ま

た
は
、
表
11
n
で
裏
は
掃

い
n
。
ゴ
〔
東
京
の
万
～
じ
「
ば
か

が

い
」
の
む

き
み
.
す
し
な
ど

に
使
う
。

あ

お

リ

【
.煽

り
】
㌻

(
名
V
「P
・あ

お
る
ζ
と
。
85
に
、
強

い

風
に
よ
る
は
げ

し
い
動
き
。
「
α
田
の
ー
を
う
け
る

」「
そ
の

ー
で
、
n
こ
り
く
さ
い
、
慮

り
.物

の
に
お
い
が
ぶ
う

ん
と
.飛

ん
で
さ
た
(
10
宇

高
疋
一
口
'」
乞
強

い
は
た
ら
き
の

お

よ
ぼ

す
影
蕾
。
余
勢
・余

波
(
に
よ
る
禰
マ

}。
「
(
.・・
ノ
ル

ニ

動

揺

の
ー
を
役
男
の
烏
に
打
よ
っ
突
け
て
笑

っ
た
(
ー8
"
パ
.K
乃

り
…
∀
、
国
労
傾
注
闘
争
の
ー
で
新

幹
線

は
始
免
か
ら
遅

れ

る
」
.y
カ
ノ
ラ
の
、

レ
ン
ズ
や
フ
ィ
ル
ム
を
上
下
左
右
、

な
な
め
に
動

か
す
箕
田
。
「
全
方
向
-
付
き

」

ー

キ
一く

・・つ

【
ー
を
侮
【う

】
(
句
V
そ
ば

に
い
た
た
め
,
ま

た
は
近

い
m関
係

に
あ
っ
た
た
め
、
思
わ
ぬ
災

汲
や
彰
曽

を

う
け
る
。
あ
お
り
を
食
ら
う
。
「
閉
山
の
ー

・
っ
て
町

の
人

口
が
激
減
し
た
」
⑭

そ
ば
づ
え
を
く
う
.

あ
お

り

【
.】口
.
泥

・
.泥

占師

】
悟

(
名
▼
馬
具
の

一
つ
.
鵬

の
枚

の
両
わ
き
を
お
お
う
よ
う
に
た
ら
す
、
ホ
ま
た
16
毛

皮
の
泥
よ
け
●
の
ち
に
は
飾
り
用
●

あ

お
り

・
た

・
て

る

【
.煽

り
立

て
る

】
江

(
地
下

一
∀
「
煽
"

る
」
を
強
く
π
う
語
。
特

に
、
さ
か
ん
に
煽

動
11
す
る
。
「
(
婆

サ
ン
ノ
コ
ト
パ
ガ
}踊
F
を
今
夜
は
私
の
部
早

に
泊

ら

せ

・
る
の
だ
、
と
m
↑
っ
た
程
私

を
ー

・て
た
(
型
「
・炉
覗
O
:
、
」

図

あ
ふ
り
た
・
つ
(
下
二
〉

あ

お
リ

・
つ
・
け

る

【
.煽

り
付

17
る

・
.
岬

り
付
け
る
】
江

(
地
下

一
▼
「
盛

ん
に
お
だ
て
る
.
お
だ
て
あ
げ

る
。
2
〔
酒

な
ど
を
一続
け
て
勢

い
よ
く
飲
み
干
†
.
「
せ
ん
肢
も
丁

人

名

}
の

コ
7
プ

に
い
う
通

り
隅

々
11
と
(
酒
ヲ
)
つ

い
だ

あ

と
、
自
分
も
湯

の
み
で
ー
・け
た
(λ
偲
田
・ぶ
"
こ

◎

川
は

「
煽
」
、
問
は
「
岬
」
を
用
い
る
。
因
あ
ふ
り
つ
・
く
(
下
二
▼

あ

お

・
る

【
.
岬
る
】
"
.,
(
他
五
▼
(
酒

な
ど
を

〕勢

い
よ
く
飲

▲U
◆

一
息

に
飲
む
。
「
彼
は
な
お
立
て
つ
づ
け
に
二
、三
杯

1
・
っ
た
(山
も
・羽
㎎
◆
漏
ご

国
(
四
∨

あ

お

・
る

【
.
煽
る
】
巳

(
他
五
▼
D
(
う
ち
わ

・
55
う
ぎ
な
ど

を
動
か
し
て
}楓
を

お
ζ
す
。
あ
お
ぐ
。
「
う
ち
わ
で
ー

・
っ

て
火
を
お
こ
す
」

乞
〔
風
を
送

っ
て
物
を
〕
ゆ
り
動

か
す
。
「
潮
騒
は
高
く
、海

風
は
蚊
桜

の
萌
黄
"
▲
の
裾
を
ー

・
っ
た
(
三
烏
・後
山
.∀
.」

Σ
〔
物
を
〕は
げ
し

い
勢
い
で
動
か
す
.
「
両
家
は
、
舗
道
か

ら
ド
ア
を
ー

・
っ
て
屋
内
に
入
る

と
、
(κ
仏
・U
酋
'」

否
お
だ
て
そ
そ

の
か
す
.
け
し
か
け
る
.
た
き
っ
け
る
.

煽
動
・81
す
る
.
「
大
衆
を
ー
・
っ
て
暴
動
を
お
こ
す
」「
死

に

つ
い
て
考
え
る

こ
と
が
、
生

へ
の
執
蔚
を
逆

に
1
三

て
い

た
・:
(
㌔
柏
・声
高
ご

5
物
事
に
勢
い
烏
う

け
る
.
「
こ
の
こ
と
↑
吉
良
"
ノ
霊

ガ

タ
ク
ヲ
タ
ノ
グ

ト
イ
ウ
ウ
ワ
サ
}
が
近
付

に
つ

た
わ

る

と

大

へ
ん
な
人
気
を
ー
・
っ
て
初
n
-3
小
屋
の
潤

れ
る

よ
う

な
さ
わ
ぎ
に
な
っ
た
(
ー6
崎
c
・人
喰
劇
O
×
」「
相
場
を
ー
・
る
(
・

陸
…
ヲ
ム
ヤ
.、
一一
湿
為
"
シ
テ
相
良
一
ヲ
ク
ル
ワ
ス
}
」

6
あ
ぶ
み
で
障
泥
慨
を
打

っ
て
嶋

を
急
が

せ
る
。

か
カ
メ
ラ
を
上
向

き
に
し
て
う
つ
す
.
国
(
四
▼

☆
《
煽
る
】
買

い
ー

あ

・
お
ん

そ
く

【
亜

音
速

】
(
名
∨
〔
理
》
マ
ァ
ハ
故

が

一
未

満

の
高
速
電

流
の
速
度
◆

あ

か

【
.垢

】
(
名
▼
ポ
汗
・
あ
ぶ
ら
、
あ
る
い
は

14
二
り
・ご

み
な
ど
が
、
皮
"
の
上
皮
細
胞
と
ま
じ

っ
て

・
は

が
れ

た

(
た
ま
っ
た
)
よ
ご

れ
.

オ
⌒
転
じ
て
}け

が
71
.
よ
ご

れ
。

「
伺
か
惨
め
な
生
活
の
ー

と
い
っ
た
も
の
を
泌

み
込

ま

せ

た
よ
う
な
煙
"
ん
だ
、
し
な
び

た
、
生
気
の
な
い
顔
…
(
高
見
・

釦
H
な
6
-
こ

y
水
あ
か
●

☆
【
垢

】
襟
"
1

・
乎
1

・
人
1

・
水
1

・
耳
-

・
溌
1

あ

か
(
昔
明
】
明
ー

あ

か

〔
.
澄
】
(
名
》
船
底

に
た
ま

っ
た
水
。
「
1
を
く
み

出

†
」
窃
「
関
伽
"
」
の
転
.
船
乗
り
が
「
水
」
と

い
う
の
を
忌
ん

で
コ

っ
た
語
.

あ

か

【
赤
】
日

(
名
V
"
色
の
名
.
血
の
よ
う
な
色
.
色
の
三

原
色
の

一
つ
.
赤
池
」。
●
Φ

開
ぽ

の
気
分
を
起
C
す
。
◎

朱

・だ

い
だ

い
・茶
色

な
ど
も

い
う
●

2
(
「
1
の
」
の
形

で
〉
明
ら
か
な
。
全
く
の
.
「
1

の
他
人
」

3
⌒
俗
〕
共
産
主
義
者
・
社
会
主
義
者
.
「
元
口
が
60
虜
"
.
な

ら
、
a
伐
は
ー
だ
ろ
う

っ
て
、
ま
た
打

っ
た
ん
で
す
(川
κ
・に

僕
'」
る
本
命
軍
の
駅
が
赤

い
こ
と
か
ら
。

4
「
赤
"
号

川
」
の
略
.
危
険
・
停
止

を
示
す
。
「
d

に
な

っ

た
ら
止
ま
れ
」
⑪
冴
。

e

(接
頭
▼
■
「
赤

い
色
を
し
た
」「
赤
み
を
お
び
た
」
な
ど
の

意

キ
表

す
.
「
1
さ
び
、
1
土
」

オ
「
全
く
の
」「
明
ら
か
な
」
の
意
を
表
†
。
「
1
は
だ
か
、
1

恥
」

☆
【
赤
】
赤
1

あ

か

【
。
鯖
】
(
名
》
ど
う
.
あ
か
が
ね
。
「
す
ぐ
バ
所
に
賑
え

.

ら
れ

た
ー

の
金
O
ハ
の
光
る
重
ね
開
田
㌻
…
(回
11
・q
鯖
〉」

あ

か

【
.開

.伽

】
(
名
▼
(
仏

】仏
に
そ
な
え
る
水
。
ま
た
、
そ

れ

を
人
れ
る
22
.
⑤

2
廼

三
三
∈
s

(・
功
徳
水
パ
「
》
の
音

訳
。
功
嬉
水
13
八
楮

の
功
e
を
も
つ
水
.

1

い

【
1
井
】
6
(
角
叉
仏
)
仏
に
そ
な
え
る
水
を
く
む
28

戸
.

ー

だ

な

【
1
.
聞

】

(
名
X
仏
〕
仏
に
そ
な
え

る

ぶ爪
や
一化
を

お
く

た

な
.

あ

か

・
あ

か

【
明
明

】

A
副
∀
一
「
ー
と
」
の
形

で

`同 価 相
〉

も
98
う
}
⌒
光
が
朋
…
っ
て

い
て
)
非
常
に
明
る

い
よ
う
す
・

一.貨
物
列
屯
川
の
ホ
ー
ム
に
は
、
1
と
㊨
燈
が
つ
き
、(
匂
川
・
.

江
鵠
ヵ

'」
⑳

原

句
"
"
・
煙

元
…鴫

あ

か

・
あ

か

【
赤
赤
】
(
副
ご

「
1
と
あ

形
で
も
使
う
一
罪

・

冨
に
赤

い
よ
う
す
.
白

っ
赤

に
。
「
11
が
ー
と
タ
ば
・民
の
霊

に
な
ご
り
を
と
ど
め
て
"
れ
て
ゆ
く
…
(
中
歯
力
註
こ

あ
か

・
い

【
赤

い
・
.,紅

い
】
λ
形
∨
.̀
赤
川
の
色

を
し
て

い

る
。
「
寂
し
さ
に
堪

へ
て
あ
ら
め
と
水
か
け
て
ー
・
き
宅
縦

舞

の
恨

を
そ
ろ

へ
け
父

捉
哩
n
"
ま
ご
「
へ
m
短

し
恋

せ
よ
乙

女
-

・き
W

あ
せ
ぬ
ま
に
(n
ば
勇
・仔
ゴ
ン
ド
,
の
8
∨
」
「
詞

用

は
ー

・
い
光
を
、
樹

ヤ
の
磐

に
投
じ
、
撲
も
ぽ
も

燃
え

る
ば

か
り
に
巧

い
て

い
る
へ
定
ポ
・{
"

.こ
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辞書分類 国語辞典

辞
書

名

角川
国語大辞典

出版社 角川書店 真数及び冊数 2448へ'一 ジ

創刊年 1982年 出版年 1982年 版次 第1版

著編者名 時枝誠記 吉田精一

対象者 学生 ・一般 向け

編集
が針"

現 代人の生活意識 に基調 をお き,国 民各層の 今 日の日常 生活 ・学 習の場 で広

く活用 され る よう.現 代語主 体に,上 代か ら近世 の古典語,各 種専門 用語,各

種固 有名詞.そ の他百科 的事 項に至 る まで広範囲 に語彙 を集 めて収録.さ らに

それ らを構成す る漢字母 を網羅 してい る.

構 成

見 出 し語,子 見出 し語,歴 史 的仮 名使 い,表 記法,文 法表 示,発 音 ・ア クセ

ン ト,語 義解 説(外 来語 ・敬語 ・年号 に もふれ る),用 例 ,出 典,漢 字母,略

語 ・記号一覧

出

し

語

・'見出 し数 15万5000語

見 "特'9

・徴

和語 ・漢 語はひ らがなで,外 来語は カ タカナで表記.

子見出し 見出 し語 の解説 の後,追 い込 む形 で示 し,改 行一 字下 げ で連 語 を表 示.

… 歴餓 ∴

仮名{藪、

異 な る場合,見 出 し語 の下 にひ らがな で注記.示 し方 は,漢 語は文 字 を

単位 と して,仮 名使 いの異 な る部分に表示.

語

釈 ・

　 　 　

順序 は,中 心的 ・基本 的な意 味か ら記述.主 体と して,必 要に応 じて見

出 し語 の位相(専 門語 ・特 殊 用語の区別)・ 語源 ・対 義 語な どを明 らかに

して,さ らに必要な場合は補 説.参 照語な どを表示.

特::,徴 ∴

外層菜 語 語の輸入 経路ではな く原籍 を表 示.ま た,原 綴 りも表 示.

専.門 ・語

原則 と して,分 野 を略語 で示 し,表 記は,略 語,語 義説 明,あ れば 用例

記載.

ex「 嬰記号 」では,略 語の 次 に概 略 と別 名 ・記号 ・対義 語 を記 載.

固有名詞
人名 ・地 名 ・書 名 ・題 目等 か な り詳 しい記述説明 で収録.

ex(地 名)「 江 戸」では,10行 にわた りか なり詳 しい概要 と歴史(年

号 と共 に)が 記載 されて いる.

用

例

　

引 用"・

方 針

　

一 義 に 一 例 を原 則 とす る.

特
徴

記述 は漢字仮 名交 じりが原 則で あるが,近 世以前の古 文 は歴史 的仮 名使

いで統一.ま た出典 も記載.読 みやす い形で表記.

発音 ↓ア ク池沼 . 日常生 活で一般使 用 され る約4万 語 に細 ゴン ック体活 字 で表示.

挿絵

補 足'

　

この辞書 は,角 川国語中辞典の改 訂 ・改題 された ものであ る.
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〈 国 語 辞 典 〉

吉 田 精一時枝誠記国語大辞典角Jl

1982年 創 刊角川書店

21あか い θ一 あかけ つ

虫

。
11
本

全
土
に
分
布
。
"

11
赤
褐

色
で
、
人
や
16

の
血

6・
吸
う
.

「
も

あ

か
い
・合

え
ん

⌒山赤

い
気

負
】
女
性
が
あ
げ
る
気
炎

の
た
と

あ

か

い
し
・さ

ん

み

◆
{

【赤

石

山
脈

】
中

部
地

方

の
山

脈
。
赤
石
.防
6

口
"
と
誤
認
し
た
こ
と
か
ら
命
名
e
81

た
、
n
高

81

U
白
根

山

(=
二

九

二
嵩
)●
31
野

・
山
梨

・

瀞

国
の
三
傑

に
b
た
る
o
南

7
ル
ブ
ス
●

あ
か
い
・し
ん
に
▲
(赤

い
"
女
】
⌒
"
石
に
亡
』

と
並
べ

て
彫

っ
た
法

名
に
来
ε
入

れ
る
と
こ
ろ
か
ら
一
素

立
人

●
「
71

塔

の
ー
f
t
モ
の
か
し
」
〔
"
n

n
通

・一一)

あ

か

い
・ダ

イ
ヤ

{赤

い
↓

H

物

取

別

て

小

豆
。
収
任

予

想
の
n

い
"
"
が
適
合

し
た
場
合

、
し
う
"
が
大

ε
い
か
ら

い
う
.

あ

か

い
と
・85
ど

し

ピ46
【
赤
糸
は
じ

何
蒜
、
の
H

の

一
〇
あ
か

b
込
め
の
糸
て
n

の
札
"
を
つ
つ
づ
ρ
.も
の
。
同
楓

"
いよ
11
鮎

淡
色
●

あ

か

い
と
り

【赤

い
ハ

】
売損
口笛
セぷ
唖
訓
W
咲。
負
官
印
三
仰
書

が

主
宰
。
大
正

ヒ
年

(=

一(
)
例
日
、
昭

和
十

一
年

ニ
ロ
5

終
、何
・
低

俗
と
e
81
て
い
た

日
本

の
鼠
紙

・嘉
謡

に
文

字

鳳

を
取
り
入
れ
た
、

あ

か

い
・U

血

【赤

い
81
61

一
共

同
募

金
に
応
ピ
た
人

に
波

e
れ
る
赤
い
羽
…田
・

あ

か

い
も

【
赤
手

・赤
ぴ

】
①

サ
`
イ
そ
の

一
日
.
奥

柄

u

暗
赤

色
で
n
川
o
}
ウ
ノ
イ
モ
o
ム
ラ
イ
キ
イ
モ
O
ア
カ
ノ
イ
モ
o

あ

句
ツ
マ
イ
モ
の
表

皮
が
"
に
赤
い
も
の
●

あ

が

い
も

の
・
の
・
つ
か
さ

祭

【N

割
句

】
㏄

「
あ
が
な
ひ
も

の
の
つ
か
e
」
か
ら
一
"
令
制

で
、
刑
部

省
π
彗

に
忙

し
、那

人

の
旧

物
没
取
、
盗

品
・
罰
金

の
鼓
収
を
任
務

と
す
る
官

"川
口
あ
が
ん
も
の
の
つ
か
ξ
o

あ

か
・
い
ろ
{
41
色
}
7
「
ク
6

〔Ψ
赤
い
色
o
赤
系

統
の
色

。
あ

か
。
函
桃

⑨
,の
色

n
の
名
.
表

"
赤
、
男

U
二
藍
】
畦
●
「帝

㌻

13
ー
の
御
衣

本

η
」
{
簡

・少

女
〕
③

「赤

色

の
飽
ど

の

・
略
。
一
同
じ
ー
$

蛤

(
"
ぽ
」⌒
煎

・少

女
〕
1

の
・18
う

㌔

【-
の
池

】
X

償
い
と
あ
か
0
と
で
染

め
た
胞
●
上

皇
の
常

服

で
、
01

に
U
天
"

・州

政
・
関
白

も
"41
川
し
た
●

あ

か
・
い
わ

し

完

蝸
}
7
、ク

ィ
レ

①

累

e
び
色

を
し
て
い

る
と
こ
ろ
か
句
一
堰
↑
-
く
き
か
し
た
塩
イ
η
シ
・
⑤

?

さ
び

た
鮎
～〃
◇
L
↑声
白

⇔
て
い
う
.Σ

11
・

あ
が
・
う

砕
.
{岨

ふ
・
晒
】
"
八
四

舌

(古

く
U
「あ
か
ふ
」。
へあ

ぢ

ふ
一
⇔
原
形
一
金
品
ホ

し
て
罪
を
m
う
。
「!

ふ
命
も

誰
.、が
た
め
に
な
れ
一
⌒〃

∴
芋

(9
=
〕

あ
か
・う

¢
{
さ

{
布
け
"

・
満
配

"
】
吋
ン
ン
・
ウ
モ
n

の

丸
年

"
.
他
⇔
・沼
の
ホ
.而

に
浮

か
ぶ
。
W
.U
κ
に
分

枝
し

て
全

体
13
三
角
状

㊨
草
は
小
e
く
匂

片
≡
状

o
表
.両

は
赤

色
、
別

面
O
は
緑

色
。

あ
か

・う
そ

【赤

輯
}
ま
っ
た
(
の
う
そ
。
工
つ
か
な
う
モ
。
「双

の

か
た
ρ
}

0
ら
ふ
と
U
跡

形
レ
な
い
ー
～
〔
怜
・
顧
山

姥
〕

あ

か
・う
ま

[赤

爪
…】
Φ
・赤
毛
の
鳴
●
②

浄
珊

瑚
の
社

会
で
、

.
{栢
」
の
口
話

。
①

「
月
"
」
の
口
語

◆
(Ψ
「火
」
の
隠
ぷ
。
⑤

『
あ
か
t

」
か
ら
}
「柄

行
」
の
】犀
語

.
⑥

「ノ
ミ
」
の
隠
語
o

あ

か
・う
み
61

め

【赤

面
亀

・赤

蝸
】
ウ
呈
ガ
ノ
目

の
動

物
。

ハ
…情
か
ら
似
帯

の
而

に
か
"
て
分

布
・
背
面
は
褐
色
、
牧

・

而

U
黄
色
。
脂
肪

・叩
を
同
川
.

あ
か
・え
が
一赤
絵
】
①
内
湯
2

、
赤
を
主
用
忙
し
て
上
絵

"
O
し
た
b
の
。
皇
た
、モ
の
陶
器
●
③

江
戸
定

期

か
ら
明
'

治

の
こ
ろ
、色

制
⑪
、り
の
濃

い
赤
色

の
11

だ
っ
た
錦

絵
"
"

①
・「
廼
川
口

"
"」

の
異
称
己

あ

か
・え
い

が
亀
{赤
鰻

・赤

柏
】
7
カ
ェ
イ
n

の
∬
川

魚
。
"

農

杓

一
㍍
o
"
.断
尾
同
平
で
広

く
、
n
が
小
白
い
0
16
爪
に

一
拍
の
赤
、と
け
む

つ
。

あ

か
え

ぞ
ふ
う

せ
つ

ζ
う

㌧

【赤

船
男
風

現
乙

ポ
夷

地

の
見
開

祐
記
。
工
雌
Ψ
助
V
"
。
蛾
羽

州
允

の
必
要
セ

X
く
二
大
明

三
年

三
8

…}
田

沼
意
次

吉
に
献
ぜ
ら
41
、
江

口
'
江
府
の
悟

夷
地
頂

吉
に
役
だ
っ
た
o

あ

か
・え
ぞ
ま

つ

⌒赤
刷

彊
⑫

】
マ
ツ
n

の
常
11
轟

木
。
北

面

道
北
部

・班

部
に
多

い
・
エ
ゾ
マ
ツ
に
比

べ
、
樹
皮

が
赤

茶

色
な
の
で
こ
の
名
が
あ
る
o
建

が

・パ
ル
プ
川
●

あ
か

・え
び

で
赤
船
・
赤
初
老

】
ク
ル
マ
エ
ビ
n

の
磁

産

の
エ

ピ
。
館

長
的

一
〇
㌍

",
で
、
浸
轍
巳

・赤

紫
色
の
斑
点
芸

が
散
在
守
る
。

あ

か
え

ば

し

ポ
"
・㍑

{
赤
島
刷

子
】
叉

空

〆
レ
の
赤

m
り

の
島

刷
r
。
⑦
《島
刷
子

U
姉

宮
把
検
町
な
の
で
}
拘
U
ε

の
た
と
え
。
「亭

主
の
好
毛

ー
」
〔
い
ろ

11
が

る

た
〕

あ

か
・25
お
《

ち

器

一
昨
大

"
一
日

色
⇔
いの
大

回
で
、
烹
衛

の
と
ξ
表

袴
"
詰
の
ド

に
ー3
く
袴

。

あ

か
・88
け

牢
.
「関
伽

仙
一
仏

に
供
え
る
水

を
人

れ
る
お
O
●

あ

か
・お
ど
し

呂

【赤

H
－
派

姦
賊

・赤
革

"摸
の
総

体
。
あ

か
69
35
ど
し
o
「萌

黄
咋
、
火
H
、
ー
、
い
ろ
い
ろ
の
汀
ぬ
、
の
汀

8
n
沈
み
ね
栖
ら
れ
"
る
は
」
〔
乎
寮

・O

あ
か

・が
い

㌢

{赤
11

一
叉
力
#
寄

Φ
フ
●
ガ
イ
n

の
二

股

11

。
川

☆

の
泥
W

に
▼
む
。
殻

艮
杓

一

一
"
"
"
,の
心
臓

形

に
要

れ
た・11
。
肉

・血

液
と
b
赤
紫

色
て

食
川

●
α

「女
陰

一
の
隠
語

。

あ

か
・61

え
る

ぶ

{赤
蛙

}7
、
穿

f
芥

7
力
邨
エ
ル
日
の
ラ

7
カ
σ
エ
ル
.
ヤ
マ
7
カ
ガ
エ
ル
二
三

ン
7
カ
が
エ
ル
の
俗

称

o

休

巴
が
掃

赤
い
・

「
1
の
ご
と
《
し
て
一
⌒記

・
上
〕

あ

か
・か
が

ち

一先
情

繁
】
「●
オ
ズ
キ
」
の
古

称
。
{モ
の
11
-2

あ

か
・か
音

一.垢
掻
(さ
}一
Φ

(
か
f
か
5

と
†
こ
と
こ
⑦
江

戸

"
代
、
・潟
岸
.で
客
の
あ
か
を
あ
と
し
、売

色
も
竣
ね
た
女
.

「m

悩
の
1
丘
⇔…即
風

呂
ば
m希

の
郡
」
⌒弼

・
一
代
別
〕

あ
か
が
θ
・膨
ん
ぞ
う

が7
【赤
垣
諏
投
}
歌
算
伎
・
ぷ
汲
の

「忠
臣
鼠
」
四
十
ヒ
士
の
一
人
。
実
名
、
赤
切
…"
証
己
。

あ
か
・か
げ
【赤
鹿
陥
】
川
舟
の
毛
色
叉

床
入
蕎

び
た
鹿
毛
。

あ
か
・が
さ
(赤
碕
一へ
は
し
か
」
の
北口
称
●
「n
プX
了
`

し
て
」

⌒※
花
足

王
〕

あ
か
・が
し
【赤
樫
・赤
桐
】
ブ
ナ
H
の
君
81
☆
木
。
泰
11
長

円
形
。
樹
皮
は
11
纂
川
び
た
肺
赤
色
。
打
打
11
堅
く
赤
み

を
㍑
…び
る
●
耶
酉
∵
船
舶
な
ど
川
W辻
が
広
い
⑫

あ
か
・が
し
ら
{赤
頭
】
①
赤
毛
の
顕
。
髪
の
赤
い
人
。
転
じ

て
、
異
国
人
。
②
能
・歌
貝
伎
・
舞
踊
き

使
う
、良
い
赤

毛
の
か
つ
ら
心
使

の
「班

別
"
43"
へ
所

W
事
の
「
石
ほ
昔

ど

な
ど
に
使
う
・
③

汕

"
の
な
い
ー～
ξ
任
さ
の
髪

o
「江

北
の
ー
の

子
供

一
〔
呼

・男

色

大
謄
〕
④

「
ヒ
w
リ
ガ
モ
」
の
異
称
。

あ
か
・61

し
93
い
"
【
赤
柏

}
Φ

「7
カ
ノ
"
シ
ワ
」
の
別
除

。
②

(.飯
を
カ
シ
ワ
の
葉
に
盛

っ
た
こ
と
か
ら
一
口

悟
十

一
月
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編集

方針

話す ・聞 く ・読 む ・書 く上 で現 代人の生活 に必 要な語,意 味 ・用法 を明 らか

に す る よ う収 録.固 有 名詞 や特 殊 と思 われ る専 門語 を省 き,「 ワー プロ」 「O

A」 な ど 日常生 活や実務文献調査 に よつて頻繁 に出て くる語 を網羅.

構 成

見 出 し(歴 史的仮名使 い,表 記 形 を含む),説 明(説 明方 法や用 例情報 も含

む).漢 字 母項 目,語 構成概説,品 詞概説,漢 字の読 み方 な ど.

、

i
…見 出 し数 5万7000語

特

徴

原 則 と して.平 仮 名の現代仮 名使 いで表 記.た だ し,古 語 には印 を付け

歴史 的仮 名使 い,外 来語 はカ タカナで表記.

子見出し 設 け て い な い.

歴 史 的

、・……:仮名 使

古 語は 見出 し語が歴史的仮 名使 い,和 語 では見出 し語 の次 に歴史 的仮 名

使 い で表記.

語

釈

特 徴 …・

基 礎的な語 と考え られ る語 には,特 に詳 しい説 明 を加 え,抽 象的 な意味

を噛み 砕 いて説明.ま た,順 序 は今最 も普通 に使 われ る意 味 より記述.

外 来 語 原 綴 りは.直 接 伝来 した と思 われ る言語 をあげ,そ の言 語 名を記載.

専 門 語

原 則 と して.日 常 頻繁に使 われ るものに限 って,要 旨 のみ を記述.

固有名詞

記 載 して い な い.

用

例

引用

方針

日本 語の 中で最 も基礎的 な語 と思 われ る ものにつ いて掲載.

特
徴

文献 な どか らの引用はほ とん どな く,現 在普通に使わ れ てい る用法 を解

説 した上 で以前使 われた意味 を記載.

発 音.ア クセ 乃 特 に記 載せず.

擁.;;;

補足

　

第 三 版(1979年 発 行)よ り900語 ほ ど 増補 しで い る.
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〈国 語 辞 典 〉

他実西 尾第4版国語辞典岩波

1963年 創 刊岩波書店

9

ー

」
「
の
ろ
し
が
ー

」
e
水
上
・
水
中

か
ら
陸
上
や
水
面
に
移
る
、

移
さ
れ
る
.
[
上
・掲

一
「
陸
⌒
‥
)
に
ー
ら

た
河
童
(鴫
ご
「
砧
荷
が
桟

橋
⌒"
い)
に
ー

」
8

ふ
ろ

か
ら
出
る
.
へ湯

か
ら
ー

」
(◎
⌒
地
面

か

ら
)座
敷
な
と
に
18
い
る
、
「足

を
ふ
い
て
ー

」
①
の
ぼ
せ
て
ぽ
う

っ
と
な
る
.
「
ぱ
U
場
で
ー
・
っ
た
」

▽
血
が
頭
に
上
が
る
意
.

⑤

(
家
賃
ゲ
収
益
等
が
所
有
者

・
経
営
者
等
に
)収

め
ら
れ
る
.
〔
上
・

'挙
〕
「
利
益
が
ー

」
「
千
思
通

り
の
結
果
が
ー

」
▽
も
と
、
年
貢

爲

.
)
が
官

の
手
に
は
い
る
.

⑤
臓

な
ど
が
つ
が
ま
る
.
検
挙
さ
れ

る
.
[
上
・
挙
一
「
犯
人
が
ー

」
一ε
官
に
没
収
さ
れ
る
.
召
し
上
げ

ら
れ
る
.
コ
卵
管

に
さ
か
の
ぽ
る
.
「
1
・り
た
る
世

一
ぽ
京
都
の
町

で
、
北
(
す
な
わ
ち
御
所

の
方
角
)
に
行
く
.
{
河
原
町
四
条
上

ル
」

▽
南
に
行
く
の
ー3
一
さ
が
る
一
.

②

勢
い
・
資
格
・
価
値

・程
度
が
高
ま
る
.
‡
下
が
る
.

¢
勢
い
が

加

わ
る
.
盛
ん
に
な
る
.
「
ス
ピ
ー
ド
が
ー

㌔
気
勢
が
ー

」
⌒壱
価

が
高
く
な
る
.
〔上

・
脱

一
一
物
価
が
ー

一
呑

よ
い
状
態

に
な
る
.

一
風
采
(
結
二
か
ー

一一腕
が
ー

ス
上
達
す
る
)
声
∈
昇
進
す
る
.
一
地

位
が
一

一
●
入
学
す
る
.
一
学
12
に
ー

」
6
声
が
(
高
く
)発

せ
ら

21
る
.
一
喚
声
が
ー

」

◎

事
が
し
と
げ
ら
れ
る
.
終
わ
り
と
な
る
.
仕
上
が
る
.
[
上

】
「
仕

事
が
ー

一
「刷

り
ー

」
④
:
…
の
費
用
で
済
む
.
「
会
は
千
円
で
ー
・

っ
た
一
(9
習

い
終
わ
る
.
「
入
門
編
が
ー

」
0
す
ご
ろ
く
等
で
最

終
の
所
に
ー3
い
る
.
◎

雨
が
や
む
.
晴
れ
る
.
「
長
雨
が
ー

」
③

.
尽
き
る
.
出
つ
く
す
.
な
く
な
る
.
「
脈
が
ー

」「
乳
が
ー

」
e
魚

が
死

ぬ
.
草
木
が
枯
れ
る
.
「
瓜
(
O
の
つ
る
が
ー

」

国
敬
う

べ
き
人
な
と

に
、
あ
る
行
為
が
な
さ
れ
る
.
[上

一
▽
H
川

の
意
の
転
.

①
(
高
い
所

に
鼓
せ
て
)
神
仏
に
供
え
ら
れ
る
.
一
灯

朝
("
ψ
が
ー

」

⑦
敬
35

と
し
て
の
用
法
.
④
「
食
う
一「
飲
む
」「
吸
う

一
の
尊
敬
語
.

め
し
あ
が
る
.
「
タ
バ

コ
を
ー

」
◎
「
行
く
」「
た
ず
ね
る
」
の
へ
り

く
だ

っ
た
言
い
方
.
「
す
ぐ
お
届
け
に
ー
・り
ま
す
一

回
人
に
知
れ
る
よ
う
に
な
る
.
[
挙
一
④
掲
げ
ら
れ
る
.
一
領
(ω
)
が

ー

」
@
有
名
に
な
る
.
「
名
が
ー

」
⑧

見
つ
け
出
さ
れ
る
.
「
証
拠

が
ー

」

国
熱
い
油
で
煮
ら
れ
、食
べ
ら
れ
る
状
態
に
な
る
.
[
揚
」
ヘ
テ
ン
プ

ラ
カ
ー

」

↓困
馬
が
は
ね
あ
が
っ
て
狂
う
.
▽
内
は
－
U
－と
も
書
く
.

あ
か
る
・
い
【明
る

い
】
〔
形
〕
①
光
が
十
分

に
さ
し
て
い
る
(
そ
れ
ゆ

え
物
が
は
っ
き
り
見
え
る
)
状
態
だ
.
{
月
夜
で
ー

一一
室
内
が
ー

」

あ
か
る

い
ー

あ
き
よ
う

藝

②
性
格

・表
情
表

現
内
容
な
ど
が
晴
れ
賭
れ
し
て
い
る
.

④
ー3

が
ら
か
だ
.
明
朗
だ
.
「
一

心
の
持
主
」「
1

跨
」
◎
陰
険
な
所
が

な
く
公
明
だ
.
「
1

政
治
」
6
色
が
く
す
ん
で
い
な
い
.
「ー

水

色
」
Φ
そ
の
物
事
を
よ
く
知
っ
て
い
る
.
精
通
し
て
い
る
.
「
地
理

に
ー

」
▽
8
暗

い
.
「
明
け
る
」と
同
35
源
.
目
あ
か
る
,
し
(
ク
】

あ
か
る
み

【
明
る
み
一
明
る
い
所
.
明
る
い
方
.
転
じ
て
、
(人
人
に

見
え
る
)表
立

っ
た
所
.
「
事
件
が
ー

に
出
た
」

あ
か
る
-
む

【
明
る
む
】
(
五
目
】
あ
か
る
く
な
る
.
一.空
が
ー

一

あ
か
ん
た
い

【
亜
寒
帯
】
気
候
帯
の

一
つ
.
温
帯
の
中
で
、
寒
帯
に
接

近
し
た
地
帯
.
例
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
半
島
・
オ
ホ
ー

ツ
ク
洛
沿

岸
.

あ
か
ん
べ

下
ま
ぶ
た
の
衷
の
赤
い
所
を
出
し
て
、
け
い
べ
つ
.拒
否

の
気
持

を
あ
ら
わ
ず
こ
と
.
あ
か
ん
べ
い
.
あ
か
め
.

あ
か
ん
ぽ
う

{
赤
ん
坊
】
生
ま
れ
て
伺

も
な
い
子
.
ち
の
み
こ
.
あ

か
ん
ぽ
.
▽
幼
い
こ
と
の
強
鋼
に
も
使
う
.
一体

の
わ
り
に
ー

で

す
一

あ
か
ん
ぽ
く

【
亜
、巡
木
】
↓
あ
て
い
ば
く

あ
き

【
秋
】
夏

の
次
の
季
節
.
立
秋
か
ら
立
冬
の
前
日
ま
で
.
わ
が

国
で
は
俗
に
九

・十
・
十

一
の
三
か
月
.
陰
暦
で
は
七
・
八
・
九
の
三

か
月
.
草
木
が
も
み
じ
し
、
多
く
の
植
物
が
実
る
.
「女
心
⌒
ま
た
ー3

男
心
)
と
ー

の
空
」
(
愛
情
が
移
り
ゃ
す
い
こ
と
の
た
と
え
.
秋
の

天
気
は
変
わ
り
や
す
い
か
ら
)
▽
「
麦
の
杖
一
ー3
初
夏

の
、
麦
の
実

る
時
を
さ
す
.
ま
た
「
国
家
存
亡
の
秋
」
な
ど
の
「
秋
一
ー3
「
と
き
」
と

銃
む
.

あ
き

【明
き
・
空
き
】
①

す
き
ま
.

②
ひ
ま
.
「1

時
間
を
利
用
し

て
一
Φ
欠
員
.
空
席
.

あ
き

【
飽
き
・
.厭
き
】
あ
き
る
こ
と
.
「
ー

が
来
る
一
(
い
や
に
な
る
.

あ
き
る
》

あ
き
あ
キ
、
†
る

【
飽
き
飽
き
す
る
・
.
厭
き
.
厭
き
す
る
】
(
サ
変
自
》

⌒十
分
す
ぎ
て
)
す

っ
か
り
い
や
に
な
る
.

あ
き
お
ち

【秋
落
ち
】
①
秋
の
収
穫
期
前

に
稲
の
成
育
が
止

ま
り
、

見
込
み
よ
り
も
収
穫
が
少
な
く
な
る
こ
と
.
②
一秋
落
(
(
■
畑
、
)相
場
」

の
略
.
千
思
よ
り
も
豊
作

に
な
っ
た
た
め
.
秋
の
米
相
場
が
さ
が

る
こ
と
.
‡
秋
高

あ
き
か
ぜ

【秋
風
】
秋

に
吹
く
田
.
▽
一
秋
一
与
=
厭
(
↓
キ
ニ
に
か
け
、

「ー

が
吹
く
ご
ー

が
立

つ
」
な
ど
、男
女
の
間
で
相
手
に
い
や
け
が

さ
す
意
に
も
使
う
.

あ
き
が
ら

【
空
〔キ
、)殼

・明
き
殻
】
な
か
み
の
は
い
っ
て

い
な

い
入

れ
物
.

あ
き
く
さ

【秋
草
】
秋
に
花
が
咲
く
草
.

あ
き
ぐ
ち

[歓

0
】
秋
に
な
っ
た
ば

か
り
の
二
ろ
.

あ
き
ご

【
秋
命蚕
一
七
月
下
旬
ご
ろ

か
ら
晩
秋
ま
で
に
飼
う
蚕
合
い
).

▽
「
し
ゅ
う
さ
ん
」
と
も
言
う
.

あ
き
さ
く

【
秋
作
】
駄

に
栽
培
ま
た
83
成
熟
す
る
作
物
.

あ
き
さ
め

{
秋
雨
】
秋

に
ふ
る
雨
,
秋

の
雨
.

あ
き
し
ょ
う

【
飽
き
性
・.
厭
き
性
一
あ
き

っ
ぽ

い
性
質
.

あ
き
す

【
空
(
き
}巣
】
「
あ
き
す
ね
ら

い
一
の
略
.
る
す
の
家
を
ね
ら

っ
て
、

ー3
い
る
ど
ろ
ぽ
う
.

▽
も
と
、
「
あ
き
す
一
ー3
鳥
の
い
な
い

巣
.

あ
き
だ
か

{
秋
高
】
「
秋
高
相
婿
一
の
略
.
千
思
よ
り
取
れ
高
が
少

な

い
た

め
、秋

の
米
相
場
が
あ
が
る
こ
と
.
:
仕
落
ち
③

あ
き
た
り
な
い
【
飽
き
足
り
な
い
】
三
連
語
W
満
足
し
な
い
.
一
憎
ん
で

も
ー

一

あ
き
ち
'
【
空
⌒
き
)地
】
格
別
、
何
に
も
使

っ
て
い
な
い
(
特
に
家
の
珪

っ
て
い
な
い
)
土
地
.

↓
あ
き

っ
か
み

【
込現
⌒
っ
)
神
】
こ
の
世
に
姿
を
現
し
て
い
る
神
.
▽
天

皇

を
さ
し
た
.

あ
き

つ
し
ま

【秋
津
島
】
日
本
の
国

ま
た
は
大
和
国

(㌻
㏄)
の
古
名

の

一
つ
.
あ
き
つ
く
に
.
あ
キ
ら

し
ま
ね
.

.

あ
き

つ
ぼ
・
い

【飽
き
っ
ぽ
い
・
、厭
き
っ
ぽ
い
】
R
形
∨
こ
ら
え

性
が

な
く
、
す
ぐ
に
あ
き
て
し
ま
う
.
一
波
は
ー

性
格
だ

一

↓
あ
き

つ
み
か
み

【
ユ
環
⌒
つ
)
心切
神
】
▲
あ
烏
、つ
か
み

あ
ぎ
と

{
.
腐
】
①
魚
の
え
ら
.
一②

あ
ご
.

あ
き
な
い
冶

【
商
い
】
Φ
商
売
.
売
り
買

い
.
簡
素
.

②
売
上
高
.

「
大
分
ー

が
多

い
」

あ
き
な
-
う

飴

{
商
う
】
(
五
絃
〕
商
売
す
る
.
売
り
買
い
†
る
,

あ
き
ば
れ

【秋

明
(
れ
)
一
秋
の
空
が
青
青
と
賭
れ
渡
っ
た
状
態
.

あ
き
び
よ
り

【秋

(日
和
こ

秋
ら
し
い
、
よ
い
天
気
.

あ
き
ま

{
空
⌒
き
)
間
・明
き
間
】
①
す
き
ま
.
②
あ
い
て
い
る
部
星
.

あ
き
め
・
く

【秋

め
く
】
(五
目
】
い
か
に
も
秋
の
よ
う
す
に
な
る
.

あ
き
め
く
ら

【明
き
▲百
二

①
目

ー3
あ

い
て

い
て
、
物

の
見
え
な
い

人
.
②

無
学
で
字
の
読

め
な
い
人
.
文
盲
(
ぱ
}
.

あ
き
や

【
空
(
烏
、)
家
・明
き
家
】
人
が
住
ん
で
い
な
い
、
ま
た
に
使
用

し
て
い
な
い
家
,

あ
き

ゅ
う
ど

呂

{
。商
.一人
】
↓
あ
き
ん
ど
,
▽
一
あ
き
び
と
一
の
音
便
.

あ
き
ょ
う

ぼ
く

【
亜
.喬
木
】
▲
あ
こ
う
ぼ
く
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辞書分類 国語辞典

辞 三省堂
書 新明解国語辞典
名

出版社 三省堂 真数及び冊数 1287ペ ー/

創刊年 1972年 出版年 1981年 版次 第3版

著編者名 金 田一京 助 山田忠雄ほ か

線 書 中学生 か ら一般 向け

癖"

描

現 代の言 語生活 において,最 も普通 に用い られ る 日本 語に ついて,そ の多岐

に わた る用法 をいろいろな角度か ら確認 し,正 確 で効果 的に使 用で きる よう編

集.

構 成
見 出 し.正 書 法,ア クセ ン ト,歴 史的 仮 名 使 い,品 詞,位 相,語 釈(用 例,

補 助 注 記).参 照 記 号 な ど.

見

出

し

語

見出t数 ・ 7万 語

特

徴.

日常 生活 で普通 に 用いられ る語彙が 中心 で新語 も豊富.自 明合 成語,擬

音語 の多 くは 省略.

子見出し 仮 名見出 しを用いず,直 ちに正書法(漢 字 仮名交 じり文)で 表示.

…耀 ぞ
カタカナで表示.複 合語の場 合は,区 分 に従って二行 に割 り,当 該 部分

の み カナで示 し,他 は省略.

釈

特_徴
甑:1:一

分 類は 無意 義な細分化 を避 け て大分類 に従 って表 示.順 序は現在使 用 さ

れ てい る頻 度の高 い ものか ら記述.単 な る文字の説 明及 び堂 々巡 りを極力

さけ,文 の形 に よる語義の解 明 を大方針 とす る.

,層

:∴熟 語 … 綴 りは直接 伝来 したと思 われ る原語 を記載.そ の 多 くに原語の意味 を注

記.

専 門
語

〔仏教 で〕 〔数学 で〕 とい うように示 し,説 明 も具体 的に記 述.

1,

固 有多調

原則 と して地 名のみ記載.国 名 を巻末 に付録 と して載 せ てい る.

用.

例

…"禰 層・

方針
現 代文 より引用.

・㌔ 徴・
あ ま り多 く載せ られていな い.

発 音 ・ア クセ ジ.,ド 単 語 と して独立の 用法を もつ 全部の見 出 し語にア クセ ン トを記 載.

挿 絵" 掲載 して いな い.

補足
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〈国語 辞 典 〉

他金 田 一 京 助新 明解 国 語辞 典

1972年 創 刊

 

堂省三

`6)

あ
お
う
め
↓

お
み

あ
お
う
め
W

.
－W
胸
一

あ
83
え
ん
ど
か
③
・"
㌍

－W

(S
亙
一

あ
お
が

い
Φ
び

{W
n

－

領
{P
し
川
.
△)
ア
ワ
ビ
の
n
の
W
t
み
が
い
た
も
の
.
ボ
タ
ン
な
ど
に
拭

う
.

讐

未

ハ

で
〃

い
ウ
メ
の
宣
パ

プ
リ
ン
ピ
ー
ス
.

e
`

の
ξ

完

訳
を
83
つ
n
.
姐

あ
μ

が
え
る
Φ
露
・
一鴛
(
15
一
ア
マ
ガ
エ
ル
に
91
た、
大
形
の
カ
エ
ル

の

一
"
.

W
中

48

=
四
腿

仏
ヤ

〔
広

魂
〔
18
、
か
ノ
9
マ
ガ
エ
ル
・7

マ
〆
エ
ル
な
ど
、
U

色
の
カ
エ
ル
を
品川
す
)

あ

53

か
び

⑥
ふ
Ψ
F
▼
一書
"
(司

一

も
ち
・の
り
ケ
ど
に
生
え
る
か
び
.
叙

色
で
、
こ
の
内

の
一
"

8ー
ペ
ニ
シ
リ
ン
の
"

利
.

あ

お

が
リ

⑮
⇔
,
7
n
刈
伽
】

実
が
ハ
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② 英語辞典の調査結果

調査 した

辞書名 出版社 著編者名 創刊年 辞書の版数
NO と出版年

1 TheOxfordEnglish Oxford James.A.H. 1884年 か ら 第1版

Dictionary University 恥rray 1933年 1970年

(OED) Press etc.

2 Long田anDictionaryof Longman PaulProctor 1978年 第1版
ContemporaryEnglish 1978年

3 TheAmericanHeritage Houghton M.S.Berube 1969年 第2版
Dictionary Hifflin etc. 1982年

:SecondCollageEdition

4 WebsteピsThirdNew G.& N.Webster 1961年 第3版
1nternationalDictionary C.Herrian etc. 1981年

oftheEnglishLanguage

5 TheRandomHouse Random JessStein 1966年 第2版
Dictionary House

.1973年

oftheEnglishLanguage

6 NewCollegiateDictionary 研究社 研究社辞書 1973年 第1版
oftheEnglishLanguage 編集部 1979年
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辞書分類 英英辞典

出版国 イギ リ ス

辞 TheOxfordEngllsh 出版社 OxfordU肌v.Press 頁 数 及 び 冊 数 』13巻i6,570頁

書 Dlctlonary

名 (OED) 創刊年 ・1884-1933年 出版年 1970年(第1版)

"著 編集者 門
(初 版):JamesAHHurrayHBradleyWACra191eC・TOnions

(補 遺 版):RWBurchfleld

英語 の文献 にあ らわれ たすべ ての語に ついて整理 し,語 形 や語義の歴 史的変

化 をでき る限 り精密に,客 観的 に記述.各 語 義 ごとに初 出の文献の 用例か ら,
'編 集 方 針 『:

. 現 代に 至 る まで.引 用文に よって語義変遷 の跡 をた どらせ よ うとい う根本方針

で貫か れ てい る.最 初の編 集方針 はほ とん ど変え られず に続け られ.同 じや り

方 で現 代の語義 を整理 し,そ の 結果 を この辞書の補遺の形 で刊行.

見 出 し語.発 音 ・ア クセ ン ト.品 詞 名.文 法説明川語 源 と語 分析.語 義,参

構 成 噂話,派 生語 な ど.

収録語数

　

41万4825語

見
出 1150年 以 後 の 文 献 に 現 わ れ るす ぺ て の 普 通 語(CommonWords)を 収

し ∵ 収 録:1:' 録.補 遺版には 新語 ・アメ リカ英 語 ・タブー語の類 も収 録.ま た.現 在使

語 :::;方針 われ ていな い単語 につ いては,最 後の使 用時期が分 かる よ うに な って いる

配 ・…,".:.列:: 歴 史的 に古 い ものか ら順 に あげ る.

語

見出 し語 に対す る説 明の仕方は,普 通 の辞書 とはかな り違 って いる.ま

ず 語形が どの よ うに変 わ って きたか を記 載 次に現在の 言語学 で説 明 し う
'::特"∵'"徴

る最 も古 い形 まで さかのぼ つた語 源の説 明,発 音の変 化,語 義説 明,そ の

語 を含 んだ引用文 を掲載.ま た,語 義 の変化 ごとに説 明 および引用文が記

釈 載 され,語 義が時 代に よつて どの よ うに変化 したか 見 る ことが で きる.

1100年 以後 の文献か ら大 規模な 用例収集 を行 い.す べ ての出典 を明記.

用 「 引用方針 L

l
まず初 出の もの を載せ,そ の後100年 に一 つとい う割合 で選ん で記 載.収

例 録 され てい る引用文 の総計 は200万 近 くに も及 んでい る.
　　

・新'テ ・士シ+已 甑 古・時代か・の変化端
　 　

・・挿 絵
.. 記 載 し て い な い.

初 版が発 行 してか ら50年 以上 たち,語 の変遷 もはげ しいの で現 代の語

補遺 ・改訂版 彙 を収集 した補遺版 全4巻(約5万 項 目,1972-85年)を 刊行.初 版本で

は,英 国 の英語のみ が対象で あ つたが,補 遺では ア メ リカ英語 もかな り収

録.ま た.初 版本 では除かれ ていた タブー語の類 も補 遺 には 収録.

補

足

初 版 本 を2巻 に 縮 刷 され た コ ノ パ ク ト版(4116へ'一!.拡 大 鏡 つ き)が あ る.
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〈美 英 辞 典 〉

The Oxford EnglishDictionary 」・A・H・Murrayetc.

(OED) OxfordUniversity Press
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辞書分類 美英辞典

出版国 イギ リ ス

辞
書

名

LongmanDlctlonary

of

Conte皿poraryEngllsh

出 版 社Longロan 真数及び冊数 1304ペ ーゾ

創刊年1978年1噸 1978年(第1版)

著編者名・■ PaulProctor

編集方針

ロン ドン大学 の英語用法の最 新の調査研究 と言語学 的成果 を もとに して.分

か りやす い語義 の説明,生 き生 き と した用例にす るために,日 常 よ く使 われ る

基 本単語2000語 で語義説明文 や例文 を記載.英 語 を外 国語 と して学習す る人た

ち,お よび,そ の ような人 たちの教育に たず さわ る人 た ちに 利用 され る ことを

特 に意図 して 作成.

見 出 し語,発 音,品 詞,活 用形,文 法 特性,文 体 ・使用 域表示.見 出 し語 の

意味 の定 義 と例文,イ デ ィオム,句 動詞,派 生語 な ど.構.
成

見

出

し'

語

収録語数 5万6000語

収 録方 針 一:i…

説 明の 対象は,現 代におい て国際的 な コ ミュニケー ソ 旨ンの手段 と して

用 い られ る英語 の中核 を構成 して いると思 われ る語 に限定.イ ギ リス英 語

とア メ リカ英語 を中心 に基本 的語彙 の他 に科学技術 面,商 業関係,文 学 作

品 な ど多岐の分野 の語彙 を収 録.

語

釈

配::一,.列";

　

歴 史的に古 い ものか ら順 に あげ てい る.

説 明に使 われてい る語は,基 本単 語(よ く使 用 され る単語)約2000

語の 範囲 内に限 られ てお り,文 法事 項の説明 も詳 し く掲載 されてお り,特

に動 詞が どの よ うな文型 の中 で使 われ るか,多 くの 記号 を使 って詳 し く記

載.こ の ような構成に より語義 の説明が 詳 し く丁寧 にな つてい る.

構'-
『層成

用

例 門

引垣
方針 ・

完 全 な文の形 の ものが多 く.7万5000文 掲載.語 義 を より理 解す る

上 に役立 つ よ う工夫.

　

瀦 ・拠 ・ド 已 音は音標文字でつけられて…

挿絵

　

語 の理 解 を高 め る為に500の 図版 を記 載.

補 遺,↑改訂版

1984年 にLong皿anDictonaryofTheEnglishLanguageと い う大 英 英

辞 典(見 出 し22万5000語.主 見 出 し語9万 語,用 例1300万 文)が 出 版 さ れ

た.
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〈英 英 辞 典 〉

LongmanDictionaryof PaulProctor

ContemporaryEnglish Longman 1978
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辞書分類 美英辞典

出版国 ア メ リ カ

辞
書

名

TheAmerlcanHerltage

Dlctlonary

SecondCollageEdltlon

出版社 Hought藺 冨1ffhn 頁 数 及 び 冊 数1568ペ ーゾ

創刊年 1969年 出版年 1982年(第2版)

"著編者名
HSBerube他

編集方針

カレ ッノ版 辞書 ということでは あ るが,収 録語数 も多 くな ってお り.ま た主

と して 科学技 術関係の ことば を中心に多 くの新語 を収録.ア メ リカブ ラウン大

学 の莫大 な ア メ リカ英語資料 を もとに用例 を豊富 に掲載.ま た,人 名 ・地 名は

本文には 載せ ず,巻 末に まとめ て記載.

』二 構

..

成..

　　　

見 出 し,発 音,品 詞 と語 形 変 化,語 源 説 明,語 説 明,用 例,関 連 語,用 法.

成 句,略 語,人 名 ・地 名 な ど.

見

倒

し

語

収録語数 20万 語

現 代 人に必要 な語 を中心 に,科 学 技術関係 の新語や,日 常頻繁 に使 われ

る専門語 を数 多 く収録.

∵:収蛎 汁

訓

釈

配㌍ 列 その語 の中心的な語義 よ り記載.

基 本語 だけ ではな く,俗 語 や卑語 な ども使 って.見 出 し語の用法 や語釈

の説 明 を行 う.用 法 を検討 す る為に,約150人 の識者 か らア ンケー トを

と って調 査.ま た,主 要 な語 のほ とん どに語源 につ いての解説 を簡潔 に記

載.

-構9

成

用

例'::

・・
.…引 用 一

.."方 針"

　　

アメ リカブ ラウ ン大学の莫 大 なア メ リカ英語資料 を もとにか な り多 くの

用例が 引用 されてお り,多 くの文 に作者名が 付け られ てい る.

発 音 ・ア ・グセ ン ト 独 自の方法 で発音 ・ア クセン トを掲 載.

挿 絵,, 約3000の 写真,図 版 を掲載.

.二補 ぜ;敬 版 ∵"

補足

　　

一146一



〈美 英 辞 典 〉

TheAmericanHeritageDictionary M.S.Berubeetc.

:SecondCollageEdition HoughtonMiff1in 1969
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辞書分類 英英辞典

出版国 ア メ リ カ

辞

名

Webster'sThlrdNew

lnternatlonalDictlonary

oftheEnglishLanguage

雌 社 G&C.Herrian 頁数及び冊数 2752ペ ー/

創刊年 1961年 出版年 1981年(第3版)

運 編著名…… (原 編)NWebster(編)PB.Gove

,編 集 方 針 層・・

諸 分野 に いた る専門用語か ら日常 用語 まで語法 ・用例 とと もに最大 限収録.

1755年 以 降の語彙 をカバー して い るが,そ の間つね に多数 の編集員 を動員 して

改良.ア メ リカの辞書界の最高峰 とされ る超大型辞 書 と して君臨.

　　

見 出 し語.発 音.品 詞,語 形 変 化,形 容 詞 的 名詞,専 門 語 ラベ ル ・ス ピー チ

ラ ベ ル,分 野,用 例,使 用 の 注 記,関 連 語,派 生 語,`イ デ ィオ ム.略 語.連 結

形 な ど.

'㈱ 《

.旙 ……:'

見

出

し

語

僻論 数 『 46万 語

語 数は英 語辞書 と しては世 界最大 の語数 で あ り,第3版 では現 在使われ

て い る語 を収録 し.古 い固有 名詞や百 科事項的 項目 をか な り削 り.扱 う語

の時 代 を新 し くしている.
'… :収録方針'

:.-

釈:・

、連

語 『

,垣;;: 歴 史的に古 い ものか ら順に あげ る.(ウ ェブ スター系伝統)

語 義 説明は適 切な用例 とあ いまつて.正 確 に分か りや す く記載.百 科事

項 的説 明は 多 く収 録 されて い るが,人 名 ・地名 の類 は取 り入れ ていな い.

また,語 源説 明はて いね いで詳 しく,十 分な情報 を正確 に提供 してい る.
披 、!、

i減..

用

例 1・引i亘麺 ㌻

　

ほ とん ど現代の文章 より抜 粋.総 計20万 文掲載.

麹:ア グ⇔ ド 筆

　

1独 自の表・己法 ・使 ・て…

小 さいが,は っき りと した図 が約3000点 ある.
一…挿 絵il:;

::…ii:補遺 緬 …1;…i:…

1961年 以 後15年 間 の 新語.新 義 語 を収 録 した 補 遺 版 「6000Words』(19

76年 創 刊)が あ る.原 本初 版 は1828年,『Webster'slnternational

Dictionary』 初 版 は1890年 で あ る.

補

足

非 省略辞書 の1巻 本 で,版 型 も大 き いため取 り扱 いに苦労す る.
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〈英 英 辞 典 〉

Webster'sThirdNew N.Websteretc.

InternationalDictionary G.&C.Merrian 1961

oftheEnglishLanguage
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辞書分類 英英辞典

出版国 ア メ リカ

辞

書
名

TheRandomHouse

Dlctlonaryof

theEngllshLanguage

出版社 RandoロHOUSe 真数及び冊数 2091へ'一 ノ'

創刊年 1966年 出版年 1973年(第2版)
　

箸 継 名 一 ・essS・・m

::";編集 方 針

各専 門の 権威三百余名の協力の もとに編 纂.特 殊 な専門語 は除いて いるが,

現 在使 われ て いる新語,流 行語,科 学技 術計 算用語,固 有 名詞な どは収録 され

てい る.超 大型辞書の中 では,最 も語 数は 少な い、 創刊 も遅 いので,長 い伝統

のあ る辞書 と違 って一つの スタ イルを確立 して いるとは いえ な いが,盛 り込 ま

れ て い る内 容や定義の書 き方は新 し く,現 代人には 読み易 くな って いる.

……::描,.成': .

　

見 出 し,発 音,語 釈,語 法(定 義),語 源,用 例文,世 界 地図.地 名索 引な

ど.

;
語:

収録語数 26万 語

新語 ・流行語,科 学技術 用語,固 有名詞,日 常使 われ る各種専 門語 な ど

を収 録.語 源の説明は各語に ついてお り,ご く簡単 な もの では あるが正確

に書 か れて いる.三 嶋 方針;i、ご

き五"口口

釈,

寵..;;…1::列':: 使 用頻 度の順に並 べてい る.

語義 説明に使われ る語は 簡単な ものが 多 く,説 明内容は 簡略 に書かれ て

い る.語 法に ついては,必 要に応 じて,俗 語的,非 公式 的,非 標準的 の表

示 を して いるが,全 体的に 規範的 な態度 では な く,中 立 の立場 をとってい

る.百 科事典 的項 目の説 明 もか な り多 く含 まれ てい る

構.

成.

用

例

.弓隠 方 針."

　

用 例文は あ まり多 くな く,文 自体は簡単 な ものが 多い.

..発音 竺、τ ク セ ン ト 独 自の方法で表記 され てい るポ,複 雑 では ない.
　 　

.、・挿絵 約2000の 図 版 が 本 文 中 に 掲 載.

この 辞 典 を規 範 と した 「RandoロHouseCollegeDictionary」(約17万

語 収 録)と い う専 門 家 か ら 社 会 人 ま で英 語 を必 要 とす る 人 の 使 用 を 目 的 と

した 辞 書 が あ る.

・舗 遺::螢 訂 版 。
、

　

超 大型辞 書 と しては ペー ジ数 も少な いため取 り扱 いやす い.
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〈美 英 辞典 〉

TheRandomHouseDictionary JessStein

oftheEnglishLanguage Randomhouse 1966
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d」頃ρn(03,6m`,kぐICSS 《a-A－ ㊨ 十knpn◆3刷hok") 十 ・`α
－SA;NL民n記trom'thctnctt ・1iatSttiokeconしatnscart}oロ
Cllox}dc〕-A・cAP'ni・al,ndノ.・

、罰鷲 蕊 蕊:㌫ 慰1撫 濡 濡 …1・cce1・・a・・一

～妻隠露 露1欝 ㍑`総甑品IP品1摺t偲
A認 識cξ㎡澗 漂 ぽ

、ξ繍:1漂 船,9tl、.・
.n.P・thol.c。 ・gcntta!"bse。 ㏄ac'ce1'er'a'tor(nkec1'・r5't・r)a・car・dl・a(Ek:ir/d己o)

鵠:・ ㌫ ン).【腸+Gkkロ 「卿""「q-一 ・dl…
ac・a.r1・a・SIS(ak!or!'051s) .n.Pロ ξ'toL1.1ロlest馳t.loロ

認㍑ 繊}蒜P・ 【?'k"f:,』kft。瓢 瓢 吉〕cuue・U'b・
a・car・S・dde(nknr'16∫d,,nk,orl-).冗.瓜 駅」bg』oc60r

雲 隠芸潔:il既巴ll晋aca「Sdt〔^C刷U8)+ .'1'+<1D8].
8ξ認 昆∫恰 謝)・

,E・。}・:溜 出 蹄 ・㍊`剖 瓢
[AC川(u・)'十 一1D2〕

・『華螢}偲 麟"盟1:左暫 と留i雲溜 「R;鷺

覧 懸 警霞鶏欝欝 顯 購 灘 灘a斑 「々ato「g1。ぴuu叫
趨 ㍑ 漂 罫1・㌫ 烈u`㌫ ご蹴;品 蒜 ご鵠 …ce!・… 。m・e・…

.櫟 よ:撫 鷲 聯 惚:襯 ㍑ ㌫ ・・ce。・,。.。k'.,。、_k・.,。。.、.,。、,

ac・a・rold〔nk/oroldノ)..o《tj.resemblitigamltoorも1ck.

{ACAR(U8)十.O,D〕
ac/aroldres'1n,aredoryellowre8inobtalned∫roro

孟::・・総 裏dot聯認識,、1隠顕 蕊 惚 惚
subt脇tしutcSorrosin.Alsoca]ted●ccrelde●gurTL
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辞書分類 英英辞典

出版国 日本

辞NewColleglate

書Dictlonaryof

.名TheEngllshLanguage

出版社 研究社 真数及び⇒1326ペ ジ

創刊年 1973年 出版年 1979年(第1版)

淳 縮 ガ'1 研究社辞書編集部

編集方針

主 に イギ リス英語 を対象 と し.Engllsh-through-Engllshを 原 則 とす るが場

合 に よつては訳語や説明の ために 日本語 を使 用 し,日 本人の ための英英辞 典 を

目指 す.語 彙,語 義,用 例,成 句な どもで きるだけ豊富に採録.定 義や 用法の

説 明に用 いた語は,原 則 と して学 習基本語(約5000語)の 範 囲に制限.ま た.

英 米で差 の著 しい ものは注記 を加 えた.

構 成:;"

　　

構 成 と配列,見 出 し語,発 音,語 形の変 化,語 義.,成 句,用 例,学 習基本語

彙,符 号 の特 別用法,発 音記 号表,略 語表 など.

見

出

し

語

収録語数 3万2000語

英 語の普通 の語,派 生語,複 合語 のほか,接 頭 辞,接 尾辞.略 語.常 用

外来 語句,お よび若干 の固有 名詞 を見出 しと して収録.す べ てABC順 に

配 列.ま た,最 初に学 習すべ き基本 語 と して.約5000語 に星 印 をつ けて指

示.
.収澱方針

語

釈

配三 列
P

　

使 用頻 度の高 い順に並 べる.

「全英 連高校基本英単語 活用集」(研 究社)の 収録 語 を基準 と して,平

易な英 語で語義 を記載.特 に難解 と思 われ る語 や動植物 名 ・専 門語.お よ

び用 例の説明の一部 には 日本語 を使 用.構.

成

用

例'"

…
『 引 用':、、

・'"方鈴'"

豊 富 に掲載 され.英 会話 ・英作文に活 用で きるよ うに工夫 して いる.

発 音 ・ア 穴 ンド :1
　

国際音声記号 を使用,美 音 ・米音の順 で表示.

挿 絵:1= あ ま り多 くは ないが掲 載 され てい る.

∴補遺 改 訂版
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〈英 英 辞 典 〉

New CollegiateDictionary 研究社辞書編 集部

oftheEnglishLanguage 研究社 1973

..

accident 7 accord

.accident【deks;d∂ntJn .1nn

happen`ngarail",as・decidCtlt

θ7竃dcdd¢nξ1Th¢rchasb℃ α1ば η

5¢nゴ ∫oradoctoアinune《fiately.

notes'pectcd

ch。nccermistロkc.3agunlit・ ・

su

braccidentbyc

dcnt.

胸・"人σ〃'accideパ'Sコ 「clV.

acc`dental{記ksidξml】Ctdi.

bychancc(opp.vetuntaryl

〃1ecupwasquit¢accidentat

homicidc過 失 殺 人.

natureofathing.

accidentally【deks,

c`

tion(OPP.∂c5lgneUt}')

accidentally.

aCClaim[・klE;

ce`、'eorwelcome、 、,ithsheuts

praisc:d㏄ ∫σ輌rnth¢"・lnncr

aectaimed'ttm(as}lting.

applau$e.

accSamation(fe

anc、 ℃ntwllichhnppcnsb

unfo「tunatc

nTcetwith

accidcnt;

2nncvcnt

s'

lnhcringin

bstance:Cb～ou'isσ ηdCピidc,)`.

hanCC:1・ ∫OU71d1`bVσcci・

hnppcning

llisbreaking

口ecidentat

2notessentialtothc

d6nl;lijσdv.」nonac・

dentatmanncr;bs・chance:withoutintcn・

1'lebroltcthecup

m】 、㌔`.(n,acclコmotien)爬 ・

of|Oyor

T':ccrou%d

－ η.5houtsof

kl。mEi∫ ∂n〕n.《 ・・.aCCIalm

1{u3u,ρ'.】$hout50f"-e|comc.io}一.praisc

etc.2`ofpublicmectingsctc.言loudlvex・

pre$5ed●pprovolThe打Tolion(蚤`ξ 霞)、vas

catriedbyaectanlat輌on.

acclimate【okliimir,安kbm～it】v.t.【U.S.ハ

=aectimati:e .

accllmatlze[;k|Mm;tiiz】v.～.accvstom

(people,Plants.animals}toanewc|imate:

aectimati:eone5¢'∫`f…9.)gctusedtonew

conditionssurroundlngs,etc,

acc1・vityl・ktiv・ 司 ・.a・upw・ ・dsl・P・ ,・s

the5↓deofahill(OPP.declivit}・)

accoladelik;1とid、dek♪le'd〕n.theaetof

maklngapersonaknlghtbvla、 ・ingasword

onh15shoulderreceivetheaceolade,be

madeaknighし
.accommodatel。k。m)dii;】Y

.'.1{～ 《o】

fitoradjustto;ad2ptto:accommodateone吟

3elf`0α'rcurnstロnces'σccomr710dσ 佗facts`O

theo,y・25ettte=accorn'no¶latcdin-¢rences

和 睦C'1)す る3〔 ～withjsuppl}・withfitovt

withaccomtnOdatedρerson.、1・ithmonε)㌧

4h。|dh3ve【 。。mf。r;lodgei曲 るCan

yσuaecommOdateσ ρロrり・offive∫ortM・o

、1℃ek5～'Can)℃uaecommα ∫atcπ 昭wjthσ

roomηT加bigbcdroonい1・illaぐcommodate

sixbeds.5《eomm.)helpoblige:acco而 ・

modateσcustomer.

accommodating{。k5m・dξ 両 】 。ゴ∫.

obliging;w8111ngtohe1PThcmanwσ5

αcc。mm鋤f輌 ・g㎝ 。ugh`。 ∫cnd配 σρ。朋 己

accommodation【;k5m;dii∫in】n.いhe

fitting(ofsornething)to:purposeorsitu3

tion;白dapt:tion適 応T'leaceommodation

O∫OUアdesires`OO3771d「'ロinCOtnetook50me

臨 蒜㍑㌫㍑㌫;闘。癬A妻
をもって・3[pt・inU5.]lodgingsforatlme:

gcxodlρoor】aecommodation(s)Canyou

81、℃meσ ㏄ommod」 」`めn(3)∫orlonig'1'～.4

ahelp;c。nveniencc$.5al。 。n。fmonev'

at2n3grecdr2tCofintereSt.

accommodationtrainn.`U.S.Patrnin

thatstopsatallorncartyallstations.

accompamment【okAmp7nimont]n.1

whntcvergocsal。ngwith5。m・thingcl・ ・,

Dis¢asetSafrequentaCCOtnpan・ment《,∫

∫αminc・2lmus.⊃ 伴 奏 σぶon8w輌'hω1dC・

COInPcrn`「ncnt.

aCcOmpanist【okimp∂nisI】,accOmpa・

nyist(∂kArnp∂niist]n.1>cr.s。nwhopb}・s

accompaniment.

・accompanyI;kimp)ni],' .'.goalong

withHesvitlaccontPa冗yyouOtl、'our

walk.'T'lerainwσsaccomPanicdbvロh'ξlt

wind・2pt2}'amusicatace。mpmimentf・r

f半奏 するaecomPan》 ・σsongO'1thepiar:O/

Th¢pianistaCCOtnpaniedtltCsinger.3do

twoaction$atthesametimeoroncIM.

mediately'∫ollowingtheotheTaCCOtnpatt)・

onessρ εechwithgestureslHeaeco'ltpanled

hisorder5wi《hb'ow3.

accomplice{。k5・ ・pli・】n.per5・tlwl1。

manywa}'sharesinacrimc〈cf.σcα 麺ry)=

hisaccomρticeinthecアime.
禽accomplish〔 。k5mpli∫ 】・

.`.c。mplete;cat・

ryout;finishsuccessfvlly:Did》vuaccont-

Plisityourρurρ05e,/Hecσn征cconlρ'`51

mor¢madαythanan)'o(herboyinhis

elロ∬calin`Wodσ 芦.

accomp旺shedroksmpliJt】adi、1com・

PletedfinIshedkilfulpractisedanac・

c。mρ 「油cゴ ∫σα1伽4ζc。mPlI5h¢ddaneer.

2perfectedinsoci21art$andmannc路;pol'

`shcdanaccornptishαd'ddy.

accomplishrnent[・k5mp|i∬m。nr】n、1

theact・f。CC。mpl」5hmg。rca7rylng・ut・

Theacoonゆli5hmento∫hisρurPosetoolt

`u'odays・2somethingthatha5beendone

withknowledge,skill,orabilitv:lt"σ5σ

,¢σ∫σccomρfむhm飢`ωfinish`h¢ 、`・orkIn

`wodσ 》rs・3$kilrin50me硲8ng.csp.1nsome

s㏄ialarts8ndm3nne路:Shchasmanyσ ぐ・

comP'iShmcn`5,bei冗9able`05栖9ρ'σy`九e

ρ輌dno.drの し・,σnd500n.
・accOrd【ok5:d】 、・

.c.【～w輌th】agrecwithbc

mharmonywithHisσccoロn`ofthedσy

occord∫wi`h)'ours.'ltaccords、1・ithm、 ・

w…cs.ノ ・∫`.6㏄ α ゴS亘`hrcason.一 、・,t.

9"℃;grant:θ ㏄ord・ σPersonρraise=aeCOt【f

ρ「αISC`Oa.ρ ¢rson・-n.コgrecmcnt;ac・

cordancellisstat¢mcntMVSnottn"㏄orゴ

withthefdets:/laln`r}in9`ob7川9九 ∫5

Slelv5intoacco 、rdw輌th)・OUTS、
ofir虜o"neccordb、 ・it$clf:n♂turall・ ・.
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③ 対訳辞典の調査結果

NO

辞書名 出版社 著編集者 創刊年 調査した辞書の

版数と出版年

1 新英和大辞典 研究社 岩崎民平 他 1926年 第5版1980年

2 新和英大辞典 研究社 増田 綱 1931年 第4版1974年

3 英和中辞典 小学館 小西友七 他 1980年 第1版1982年

4 新 コンサイス和英辞典 三省堂 中島文雄i 1923年 第9版1975年

5 スタンダー ド和仏辞典 大修館書店 鈴木信太郎 1970年 第3版1973年

6 スタンダー ド仏和辞典 大修館書店 鈴木信太郎 1957年 第3版1974年

7 TheConciseOxford

FrenchDictionary

(仏 英 ・英 仏)

Clarendon

Press

Abel

Chevalley

etc.

1934年 増補改訂版1957年
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辞書分類 対訳辞典

分 類 英和

辞
新築和大辞典

出版社 研究社 頁数及び冊数 2498ペ ーゾ

書:

名 創刊年 1926年 出版年 1980年 版次 第5版

著縮 名] 岩崎 民平 河村 重冶郎 他

新時 代の言葉 を豊 富に採 り入れ,俗 語 や専門語 については,特 に注意 して選

編集 定 を行 って いる.語 義 については厳密な再検討 を加 え,語 源に つい て も説 明 を

方針 精 密に して いる.語 形 の変化.意 味の由来 ・変化につ いて も説明 を記載 す る.

9

構 成

見 出 し語.発 音.品 詞 名と外来 語の国籍名,語 形の変化,固 有 名詞,語 義 と

訳語.成 句.専 門語 と新語,語 源,挿 絵,巻 末 付録な ど.

',

　 　 　

「

・収 録 語 数 『 23万5000語

見

出
表 記 英国式と米国式

普通 の英語語句のほか.接 頭辞 ・接尾辞 ・連結形 ・略 語 ・固有名 詞 ・常

し 用外来語 句な どを収録.音 節 の区切 りには点 を用 いる.見 出 し語は原 則 と

=;1::特"1二1…ぼ:}' して小文字 で表すが.固 有 名詞 とその派生語,学 名,十 分に英 語化 され て

語 いな い ドイツ語の名詞の場合 には大文 字を用いた.

語'

原 則 と して.現 代の用法 と して最 も一般 的な ものか ら順 次特殊 な ものへ

と配 列.俗 語 や専 門語の採 録に あたっては,狭 い範 囲のみ に使 用 され る語

=∴特 層∵層 や あ まりに専門的 な学術語 を避け た.学 術 ・職域 ・特 殊 用語 指示 には誤解

徴 のな い場 合には略語 を用 いた.固 有 名詞 では,人 名には生没 年号 を示 し,

義' その他 在位 ・在職年数や 代表的な著書な どを示 した.

説 明は でき るだけ文語 を避 け,現 代 口語 を用 い,原 則的 に当用漢字 と新

訳 ・ 仮 名使 いを使 用.旧 来の訳語 に も全面的再検討 を加 え,こ れ まで辞書 か ら

特 徴 辞書 へ伝 わった誤 りや不確実 な事項を是正.ま た,専 門語の訳 語な どにつ

語
.

いては 各専門家 の校 閲を得 ている.

用

例
弓囲方針

　

.発 音 ㌧ア クセ.ン ト. 米語 ・英 語の順に併記.
　

　

普通辞典と学習辞典の両方の内容を兼ね備えた 「新英和中辞典」(見 出し語6万
語)と 専 門語.新 語.各 種特 殊語 を豊 富に取入れた 「現代英和 辞典」(見 出 し語1

補足 2万2000語)が あ る.

この辞典 は学生(主 に大学生)・ 一 般を対 象 として いる.
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〈対 訳 辞 典 〉

新英 和大辞典 岩崎 民平 他

研究社 1926年

acad. 10 accent

acad.{路 》8cadem輌C:X;derny.

Acad.《 略】A"Jcm輌ci":Acadcmy・.

Ac.a.demel趣 ≧1輌:・"1まUst:;・i,in.《川11ア テネの1ア 〆 ミー."

遭.2{畠 ・1ロac■demy・ に ア"a・lemy}

ac・a・dem・iCiまkエ 」ξmiklthli.`㌘ ≠ぼの.字 俣 の.(Nに,大 学の.大

.学 可円学 校の 《oianx:dcmy.cotlecc.orunivcr$iW,;吾 等 舷Wの 《of

hightreduc● ¢ioo}:"～ σρ山」㎡`榔'i官 学 適性 快食'～`・ κ伽 学 界'

dfi～`Wticut"nt大 学 課隈'an～Utcrte字 健'an～`御 頭 大字式凪

の ガウン'～`n`ttt``5学 校日常日・ 苫 官学的な;学 究 的な.学 者的な

{scbOiarty).学 者 ぶった{pe由 耐ic,;空 理空論にわた⇔た・ 非実cu的tz

(unpr3c`icr1》:an～diStU``ion.3`芸 菌】芸術院 の.翰 《:)1●完zaの;

規 準を重 ん じる(cenfoanin¢ ⑩ 冥`四ICS).∫1並 の 《convcnliofiat):～

ピィ7焔。4《 米 ⊃(大学の}ズ 学田の.人 ズ1↑の.-4要 れ黄の(ctnssicat,til・

¢nry.libenり 《cC`'`んn``at):o冑 ～teurl`・'tmlλ ・1ア カデ ミー

字taIPIatO学 派1の.一 臨tl〆 ・}コ日空塗.形 式にと らわれ た菌二・

3《 大)fi主.31〆.1uユcadcmic:ts・

ac・a・dem・i・cal【iL)・timlU/lludi.=xaU師ic:《'Aにr学 口の.学 院

の,大 学の:姻 ～`ti●tlt7・ra'σn～ 夕泊'学 年.一".1〆.1大 字の式

田 ・式紺`な ど)(copandsco,vn):inftUl～'大 学の正装で・

ac・a・dem・ 三・cat・lyli・kユltl"ik・liinUv.アAfミ ー里に:学 究的に.

字●ぷ⇔て;空 論にわた って.非 実課的に 〔unp⇔Ctic;11y).

acaClcmicfreedom(× 字に おける)■ 問のOd1,

a・cad・e・mi・ci3n[∋ktstom;tn"ぷ ÷まL),1・1'`・=学 校 会n・2

芸蠣民会n.3[A-1RoyatAc:dcmy{ドrtrrchAc:dcmylの 会員・

1"oJ`柄 ξ`qト.`anrcf.F・a`"ψ τ用``5'"l
ac・a・dem・i・cisπ 、1▲L;・va"・i鳥iレm1周・ 三?t士院1翰(:}{ト院1虫.《 三眞主

n,AE《tndition:lism,convcntion;llsm)・

a.cad・e・ τnismlnkk・"lnn"v,"1n.【=:c:dernicism・ エ 〔盾】アカ

デt-i"lPbtO諏lt言 学.
a・cad・e・my{)Ukb同 日・Ift'mu・4R・ ぜ'酔 檀・轟弁 檀(通 例

univcrsityま たはcollcgcの 下の学校.ス コットラ ン ドでは通学 訓の.朱

門 で:t寄 宿Mの 中 等学 校.ま たa)'o"nglad輌cs'scedcmvの よ うに限立

学 校の口《:)緋に 多い,:tl・taVi・ ・b…th・」"∫・'叩'・ 刷'↓i'ary-一 【m}m

"式 渓禄を特徴 と↑ る μ立klS含 浸・2Ψ 門学 硬:08～Of術"ti`音 楽

学 校'醐 ～ ㊨〆ntdicin`匠44内 字佼'r加Aliti'ロ'y'lta`Ltmγ 鵠工士

XtXR:⊂ 英 》`罰 【砲工 兵上官学 校tthtRo)'ol・ 、tititor.v.・lcedtntγ(創

s`trethwst)英1口 口軍士官■ 榎 μ 白'.Yatvt・9`血"叫'治 冶【兵学 校・,学

士 混.EMza.芸M協 会.Ptfi.4ω{theA・1フ ランス?・全段1翰{:泳

渓lCthci:rcnchAcコd稔rny}・(2}【 英X英 田7]術 院(`h`lU,W●tA`●dc・

my・`.Nrt,;AMNMRxrr2.(])[ve・9)ア カデ ミーtxm`1'ta`。n;

門 弟に巴学 を曳い たう司司で ギリシア.Nthcniの 郊外にあった);テ ヵデ ミ
ー:t.za{Pts`o学 派の別膵}〔cf.tarrl,nS.L .Sttuns.〆arc',3)・

{F"`釦 丘「"㎡`.Lα εor'～用∫".Ck姐 ▲o`↓ξ孫レ輌元`h稔;Nc:dcmy・fＬA妬4Z・
靖ゆ`《古 代ギ リシアの 神人の 名,P13`O学 田の 多祥:tこ れ1二ちなω1

Academyawardア,tfミ ー πはlqの ・N:tPAS'斑'`11QKSe

.・』及し烏麦西間 領置に与え るπ}《cf.0κ'㍉.「 ンパス.

acadernyboard(⑲ ンパ ス地の よ うな下 伏を5し た油絵川,厚 領 力

A・ca・d三 ・al)L"Ui⊃.司li)1(F.A・ca・die〔 ユL=・lil}カヂダ削ボ 認.今 の
Nov論Scotitと ×`wtlrunswik`う 一謡を3む 地方で 怜の7ラ ンスの組

沃地;1713年 菜頂に"工.層A
・ca・di・aΩ1)L",ljon.・ ・U)"ハedi.Ac3dUの.一".A⇔d込 地方 人;

しou▲sbr口 地方に住 む λcadii人 の子 ≡.

AcadiaNationalParkア ケー ギ ィア円 主公□{朱 門:fainc州

、10凹`De"r`1ぶ1●nd;二 あ りみカ㍉f石 で有名;西 日98トrn吉).

ac・a・jouI:t・L・3・t:ln・1=c・sh・w1・:ユ1フ,ンxtS的 用zalnms・

hoginy.IFl
・a・call・ ●しllluf.エ ・ac◆・鴉hぱ'鍋o㎡ ～・

ac・a4ephl;もk3kr1,ac・a・lepheI・::bli:fl.'・nEく らlf(jeUy・

fish).1Nしahaliphひ 《4).Gk"友 ηMρん'nclilcl

ac・a・na・ceOUS{ikN己it3std:ti.`沌 》伺(`,の ある 〔ρrickly}.

【f.Lacanoび ■kindofth;s`tc.GLtika,iet.t'o雇`h:rppoio`:に ア
a・can・thalokム 輪 】n.(動 ・ば】と1イ・Lraeta"`1

{:,L.Ckiha川hathorn.f.ekl《1ハ:cf・atuttl

a・can・thine{)k;:=ildn:濃+ぷ`・}`"liJ`ア カンザス(ac含nthus}の.

ア カンサスに眼た.工7カ ンサス逝形にXMし な.1しaca"thinK.∠ 川

a・can・ ζh《刷 ・lokふ 嗣{oκ レ1`動 ・殖】「とげ{thom}」 「と げ の あ る

(竃horny}iのEの 堪砧 形.lf.Gktihtintha`homl
a・can・tho・ceph・a・1anI山tidi,9f・ ・1婚1鳳(各H「?但{纂}動 特1二百

STる)迫`;}rngt煩 《.rl`a,tiゐorψpheialの 虫・

takan'lte・ ◆Ckた'ρ 』 循head.◆ 一"司
ac・un・tho・di・ao..de・anli」.roふ ・1;Ml凡.adi・ 祖廟 シル リア紀

《Situria"pcriOd)の ひれの萌ぶ ちにとげ を口づた.さ め」の田《の).

a℃3n・thoidl..k義 頑oidl■di.と げ 状の:と げのあ る 佃piny}.

αcロ ρ ρ■1・「αf轟:k;lib:∫`・ak叩nf1』 口`・tfi'楽 】 竃(※ 酒の)伴 畜な

しで;黒 停 ※`㌫でtの1.2散 会脅※風 に・'《 まれ ⊃■●tlabrCV● 《`'例ρゆ
a.tOρρtltaの 且に 用いて}・11【..エi●chaPt'‥tylcl

ocα ・ρricdolo:ka:pr∫:tSOI」:∫'.aLapritttol'`・ ζ〔}※1《テ ンポ ・貝ヌ

轟℃'発地は,演 奏家の題9に.lh..ロ ⇔pricio匂51yl

A・'ca'pu1℃oIa:ka:pfi;ILo,.|メ キシ コ南 西舵の泡 港:人 口10.00軌

a・car・d三 ・acl苫k6:diwkl亡 輌kd>・1aUi.【 生理)心 倣eも たない.

ld・⑨nOt+tarditxl
ac・a・ri・a・sislik;rSi⊃5;sl".tE薗 《=}.lCk6』 ■・(`}m輌`c.+・`a`司

ac・a・ridlikx;Uln.だ に`mi`c.tick).1に アt,イUl

a.car.i・dao{.,UhridMladi..n.だ にaの(動 均1.

ac・a・roidI丘u;niJlaUi,だ にの よ うな.1(;ktiho'・(i)mile,◆ ・oiUl

aear。idgumlres輌nlア 加 イ ドenM`cCtras・ 的 ・1,.

a・car・POUSlエkd:lws|ciLd● ・1a`li・【M】Wを 生 じない."ソ{し ない・

ac㌫ 雲 鶴:慨1㍑ 謂 ㍑ 儒、{::t,t'k;・…l
lNL,f.Gk6A4τ 輌rnjtc.f・Attrein`OCUtl

a・cat・a・1ec・tic{エkitolξLtik,⊃k・1宇ik・,;k・ 冶:.k・1【書》学】odi.《30句

の1完 全な 《C∫.tatattetit}.一"・ ㊧ 全句・

lLLatatal'`ξ``・{び4'),GkahattiUktot:【 アa・ 含7.caオatecticl

a・cal・a・lep・sylエk5ロ1・ ・"i|ciki't・ln・ 【tt,(;'ifkthq:F.nの)不 可知

論.a・cat・a・tep・tic【:vk止t;1ξlnik.ok・lcik・.nk・.n・k・la'万.不att目

論の.1.N:L"tatαlipii-(a).Gkahttta"nsia(舗 ・ne`◆hat`ithorouahty
+'iPtila■cizin曙):に7a・ 含7.`OtattP・ γ1

a.cau.daS(rk5:tU!t;.1,a・cau・datel41aitladi.`動]尾 のない,

黒尾の(ぼ1k58).lo・:nOt+`auUnt.tattUattl

ac・au・les・cen`降kン:1ξ.,,tladi.1随 】蓬のtiい(`tcmtc$.}.茎 の 見え

ない(wi`hnovisihtcSCcniL茎 が ご く煙い.〔a・etKOt+ca""`"●`∫
a・eau・lousE●k5:lＬS|`・lose(・Ious1"Ui・ ■ncaulCiccnt.

;a・:not←`a"to"`.`4"'o`司

ACC《tS⊃AirCo・ ⇔rdin;`m零CornmittCt航 空調 帳委n会;∧tt;cd

C《,ntrotComm"ee、

A.C.C.《 路》AttnyCadCtCoUcgc《 英)U双 士官学 校.

ACC.《 路》●1`OtUtr.uluscコ5[`1』u`IL'ti克tstEitO■1C'4th〕 塔 伏"ロ コ.

aCC.【 埼⊃aCCCPtancc;:CCCPted:3C⇔Otd;ng;acce】nt;accuuntant:

●ccus;tSVt・lte:10}.

Ac・cad.1痴k担 明 パ ピコニ ア1",NのShin=オ ロのaSiti《cf.`田;`;t■,

Ac・cad含15」ktol.1:La=dl■li.==Accadi3n.

Ac・ca・di・aol)!;li・!ion.・ 垣=・1"`tiA㏄ ユdの.一,・.ア カ ド人:ア カ

ド語《8!(鵬)状文字に 保πされて'`・るア ッシ リア以前 の口語).

ac・cedelncLs∫:・t.)k・lli.1《 即しttl・Pt求な どに)MEをll↑ る,応 じ

る 【共re己,● ■sent):～lo4Ptopesat.Uttnan4.Sc.2《 甘口 などに)つ

く:～`O朋othCt,antttn".SC.'～totttt`hront王t文 につ く'～

`opetpe'増 力(政 ほ1を 還 る.3(党 な どに}加 人1カ1望 ・⑬加t↑ る 言～`o直

pa'`y.90t・trn"wnt,ふc.一 【「SYN.`朝 旦功`.

1しa``M・ 《rrt)`ocomcover《`o》 《αd●tO+`'・'`〃`o曙e,yicld}1

ac・ced・encetエLs;:・ レ"5▲ 臨:日 章.a:x..2就 任;即 に;加 人.

occd.`rs⊃ 〔riT:]attt'"anUo.

ac・cel・e「 ・a・blef)k」 ξlor;Ul`"li,加Ml促i芭1で さる.'

ac・cei・er・andot='kkl)tklOt巳.∂k・;∫`.="f"crS,"同 〔寸 刻aav.

ぷ汰$運{二(xnduatlyfn${cr,・ 一 山ガ・漸次ζ}運漠の.● 一 日.`〆.匂,

漸 次迫 登廿1楽 節1.【h.:c∫.,xc'ttrattl

ac・cel・er・an11x'LAI…"いk・)".1【 化コ促 進剤.触 出 ⊂eataty;cr}.

ユ 【u資 】飛 躍t特 ▽jl進級 廿.1に アdcc''"o`'.・ 伽・'l

ac.cel.er.a砧tユk】1ユ 鷹it.ユk・}vt.T_の 速 力 を早める,加 速する

〔quicLen){OPP.dttttt'4・'.rtta'の;促M↑ る 《h:Stcn,:～meas"rt

lthepetelテ ンポt歩 測 を●め る'～'ゐtlatlnf倫tnVtrn"wnt"セ κ∫のM

頃を早〆》る・2【 敦fr:(生 徒を,飛 賭1"馴1i堅Oさ せ る.-vi.連 ノノが加

わるlmす1`incrta`cinSPt'cd).ac・c61・er・al・edl.Llla、ti.迫 力

の加⇔ ⇔た.加 速 され た.ac・c61・er・a`・ed・lyl・i`lli;#,'v.加 速的に.

tLa``dt'd`・ 《叫.P.P.of画`r"erd・ttohasttn《 山t・`。◇`tl・r5witt)1'

acceleraζedmOliOn【fi;inw速 効:"ntra・ntty-.専 加}窒ぷ動.

ac・cel・er・ 副 ・三〇国 法 凶 …iliol血 〃.mitの ・"～t・"・ ・加 …助.

ac・cel・e「 ・a・tionI:uk》il;riiSAi,●k・1臼.8加 」玄 《OPP.ゴ```te'α ・

tiort);促 進.2〔 理】加連雲Cct.rttardation):positittlntratiVtt～ 正

のtfiの ぬ 連眠'.tntfor問1`w`口 留'1～ 訓 不等1加 遠 攻"ithtning～

【o動 膚【】"間 加速.ハ 〔天文〕加}望・4(Uft】 畑 間遠組.特 別遭u.

o``ぼ∫`'d"o内o'9■oψ 輌`910力 加 …望1望`約98Ucm.tetレ`i秒).百`cθ1● ■α●

`↓o兄o'th■ 《SXtd}.tarsO`∫ ・1加速{女 臼 にitす るU∬htの －Uの 進4).ac.
'
Ctt,'o`↓o内 ●itAemoortハ1の ⑲Oぜ《月の・平均運動の 迎度のm加).oc``∫.

稔rat`o・ ・,th.plantt;遊 旦加週〔《遠nム か ら近fiSiに 向か う1キの迫 触の

速ばの増加).o"xttrolionotth``ば 信・ 潮汐(‡}加…蝋 潮汐に よる各境の

改」正時}..『 ・
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辞書分類 対訳辞典

分 類 和英

辞

書
名

新和英大辞典

出版社 研究社 真数及び冊数 2110へ'一/

創刊年 1931年 出版年 1974年
凶 第・版

著≡1.1 増田 綱

編集方針
`.

第3版 の不 備 ・誤謬 を補正 し,日 本 語の現 在の姿を如実 に反映 し,科 学 ・技

術 をは じめ諸方面の専門語に ついて も配 慮する ことを主眼 とす る.現 代英米 の

新聞 や雑誌,文 学作品 などの資料 を活 用.従 来 の和英辞典 には漏 れて い るが,

日常普通 に使 用され る日本語 や,国 語辞 典には 未収録 であるが,い ずれ 定着 す

ると思 われ る新語な ど も意欲的に 採録.

_構'":成 …
見出 し語(同 義語 ・品詞 ・表示 語な ど),本 文(語 義分類,訳 語)

;
語'.

収録語 数 門 見 出 し諾約8万,合 成語 ・句16万,例 文5万

表 記 ヘ ボ ン式

特
新語や 各方面 の専 門語 な ど も含め て,日 常広 く用い られ る 日本語 の姿 を

現時点 で捉 え,和 英辞典 の性 質上,見 出 しの立 て方は必 ず しも国語辞 典 的

に整 理 した ものでは な く,活 用語の変化形,合 成語や短 い句 など を も随時

見出 しに立 ててある.

・;徴
,

語

義

=

特 徴 …;層

語 または句が2つ 以上 の異 なる意味 を含 む場合は これ を1,2,3,・ ・等 に

分類 し,更 に項 目 ごとに 口 で用法 を示 した.記 述 配列 は原 則と して,名

詞,修 飾語,動 詞の順序 で例文 を最後に置 く.ま た,連 語 が多数 集 め られ

る場 合,見 出 し語が後に つ くもの を先に,ABC順 に並 べた.

訳

語

特1….{穀 一

厳密 な選 択 を経て収録 したB本 語の意義 を精細に検討 し,問 題点 につ い

てはnatlveSpeakersと 徹底 的 に討論 して訳語 ・訳文 の正 確平 明 を記 す.

用

例.

'引用方針
英 会話,英 作文に役立つ文 を掲 載.

発音ゾ パ ジぶ 全見 出 し語 に東京語の 標準 ア クセ ン トを示す.

補足

　 　　

現 代 日本語 の語彙 と表現 を豊 富に収 録 した 「新和笑中辞典」 が あ る.

学 生(主 に大学生)・ 一般 を対 象 と してい る.

、 「
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〈対 訳 辞 典 〉

新和英大辞典 増田 綱

研究 社 1931年

au 59

ト《y」 ・"・"口 中 ・iled9・ ・tlre・ec・ ⑭.'`端`:9blr・ ・lti'

.}」、Ottcn口o耐.1紬 ◎.比h囮 ～schり.1由notCVCtr`ta

IfO`fitscvc町`oot.1別

Zl合 致t61・(lcc《witll}:be●;`ec●bk《`01;● ㏄ord`vitト}:be

in・ccordIvithl;coincidt`with,:tally`wilhハ:岡o● 偲lv"hl;

CPti「ollnlwi`t.ハ;●n●vt■ 《to);`!1nye`h"=COt■c■ －C`01:

m国:1宋4どti|・cg;・tc・:IMIVf61s。t'・'i`M;m3Ich《wi`hl:』 ・・

…;:c`will`):bei"hatrtvan,・twilh);ch;mc`ワ;th⑳;`ゑ051

in,c《w;Ihl:beinluec`wilhハ:1似 合 うlbecorre・S台 似 、d;$・

・9・稔t{withl:cta`hlw"hl:confiict《w;tl・ 》:1性{i・ 白 浪Ntilbein・

蜘P●tiL》k.1帆 「司と 合 り白いhe■iarwi`hI1昭 、℃槽kl.1話 δ ～h●sc

subk℃1'ofc""lno`、i"1ポc5``01●lL●bou`・19Lが ～`c`● ㎞9

("'cll),

12人 の2hjOつUt6,nreit■ccounts`訂lrwith宇ichotll稔 【.～ 口

細 四'`い つしfitYA・.O"・ 叩iniOns・ ・CVtt;S・ ㏄.1trv;:nev:紬

な`、.ttdoe5notconlolmwi`htlKn31㎞ ●Itndi`㎞.1tt∨ 胸ti

伴CCtMlか うた.Tllぞfooddi命1¢rcedwithr配.1tの 力U人tuntOっ

nw.TIKmintnctS・n,、 ・c・td《t。))thcdc,ctiption.1靴,ρ 一`

岨(含nts・.Thck。ro.ndthcautcdone'hetmon;:c・cLt(ui山

稔3cho《hヒ ・,.tこ の"前 受 紙 と{}弥 、.T1、i5c3rpctdo6`potmitch

l`o`v¢n)wiihl`trcw・11p叩er.1㎝ 子 と上 口」囲}っtい 但 ・」{Ct》ot

・nd脳1`lotml,n;tch.1"如 朗Ll,}'vスttal:合7t:A?ド,《,'`

n成.S`.cbOu3ht●ncwd`■5$魯nd●har,dh● ¢`om●tch・1tの`

"1"ts`:よ(～ よ'Tha``i宇loo`・gooclon,ou.

31正 しい|1× ■iqh`:beco'● ■c`:1●1;}が|Lccp500d`;mc:《 ξ}口 ▼帳

尻 が)b31anc稔.`1}rClが よく合 う1合r}集 、P.t8`●600dlb3dl`;mtLttpcr・

1ハ の●1〕tu合 つrlvか.h,'OU∫mtchcO【reclI`i;1itlr1二 〇t}:hJ

合)aVlい.111i.eSocki5鴨 ・ron電.1勘 定`3σr丈'冶 っtい5.Th稔 ・c・

。。・・`,arcqu;tc。 。・rcct.1fCl・b'100fnt"t}fA・.Acl。`;tts100

7繧"但 」し41

引 さ 合 う|pa7.1喧A祀`・ ■"111叉 白8千 円 以 下 て克 つtU'{}「Y.■i,lt

we"kln.`円y`o耀llillor』`t㎏n1■ ㎜yc".1t肋 事 緩し",台n

tS、.1`㎏|1`o駕 量,ydoi"ζ 口.

●h8fttif・it15v.11人 に 念 う1父 宇:㌔ 【t=1西2了61SCt;intCtl'kw=

:1●▽c●nin1亡 σ》kw《vithl:1傷 ちaう1-.1合 式 ことeVt"入 ■

口 口"Ltf.1v■ つく1,三15comcttvn1●CT(lss`● 「×r淑 ハ;611in、 ∀ith

《・pe・son1.t二 つtり 鋤tncctsccrc`1}・;h・vc・1・crtt耐c1吋

《wi",1.臼 、、:行 く6。`。t・rKllxctopetsoo);so`。m劔`・ 作7・

tonj.1会 う胸 東"5爬`c."叩pd.t醍"(`v;thlrbCfiOt・1:`累1

●曙`稔 ■`』tc《with● まi.1ハ:ditc舶3i`n.1`肋t化 しbt人t会net、

`d"父lo・eCt、'c■c3tlc'PtctcndifiStobe3viyl`㎝homc:be

耐 頴homcte;⇔1|百.

1こ こ、 来 る途 ・1,ピ田 川F口ん:会 った.1rn稔ltc:mcロ 「"}klオ.T3n3k8

0nmγwn,}オle.1励 人 と近 ご抄 しuあ ▲リ1塞 怖 、・Iha∀m.8躍n

・n,・`hinslmUC川0lhim`3tcly.tSLVl口 口 全 伐 ハ 、・ハh3、 ▼パ1
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辞書分類 対訳辞典

分 類 英和

辞

書.

名'

英和中辞典

出版社 小学館 員数及び冊数 2080へ'一!

.創刊年 1980年 出版年 1982年 飯炊 第1版

鯛 煮名一 栖 友七 安井稔 國廣哲弥

新語 ・新語義 ・時事用語 ・生 活語彙 を豊富 に収 録 し.口 語 表現 ・俗 語 ・成 句

を幅広 く収 録.重 要語には と くに スペースを割 いて詳説 し,語 法 欄 を重 視 して

特 に 日本人 の誤 りやす い事項 を個 々に解説.ま た,関 連語は 活用 欄 を設 けて一

括表 示 し.語 源欄は読みやす い形で編集.用 例について も米 ・英 人 を使 ってす
べ ての用例 を チェック.

編集方針

構"
"成

見 出 し語,発 音,品 詞 と語形 変化,語 義,成 句,用 例,派 生語,活 用 な ど.

創

出

し

語

嶋 語数 11万 語

表 記 .. 原 則は米式表記が 優先で,そ の後英式 を記載.

し'

.,.層

.葺 ∵

.徴:1∵:

普通 の語句のほか,固 有名詞,接 頭辞 ・接尾辞,略 語,派 生語,複 合 語

な どを収 録 し.す べ てアル フ ァベ ッ ト順 に配列 また,基 本語一 万語 に印

をつけ た.

語:

義 ・:

')

=・ ・

酷 一≡徴 ごi

配 列は,原 則 として使 用頻度順 で,多 義 語については1.2,・・の 数字 で示

し,一 部重 要単語 では ロー マ数字 で語義 の大区分 を行 い,語 義検 索の便 を

図 って いる.ま た.語 の連語 関係 を精密 に記述 した り,類 語 と比 較 して細

か な意味 の違 いを個別に記述 す るなどの工 夫を している.

訳

語 、

.,特 徴;;

　

語義 の理解 を助 け るため,中 心的意味 をさらに詳 し く分析 的に掲 載.ま

た,特 に重要で 日本 人の誤 りやす いものに ついては更に 詳 し く説 明.

用

例
引用方針

現 代英語 の各領域に わた る文献か ら資料 を収集す ると と もに,17名 の

の米 ・英 の インフ ォー マ ン トをわず らわせ て,す べての 用例 をチ ェッ ク.

溌 青立 .グ⇔ ト::::

　

米式,英 式 の順 で記 載.

補足

　

対象は,高 校生か ら大学 生及 び一 般社会人.

'
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〈対 訳 辞典 〉

英和 中辞典 小 西 友七 他

小学館 1980年

13 aCCeSSrOad-aCCOmmOdatiOntrain

用}t・t属,a、S;協 カーアクtサ リー,服 装 珊付属 品,ア クセサ1ノ
ー(adjunct) .2〔 法 パ1)(… の)$mu共ju{'e_ハ,(2}(… の}

$後 共!E{従!U]{accompl斥ct){to…)●t英 法】でitaeCCS・

5aryが 好 まれる.cf.zzlNぐtpAL月 ・4.-adj・1付 加 【補

助.付 帯 】的 な,f・t属の:【 記載 岩 石〕副 成分 の:■n～catyn

【植 】副{外1が くi～fruitS【 爪〕副 果,偽 果tan～ncrve

【解 】刷 神経.2〔 法〕 共 犯[従 犯】の.酎 ぼ助 行 為 の.
・ri・1yadv..・ri・nese臥

白ccessrOad【.(特 定の区域 や爬)ヒ道 路 への}連 絡 道路.

白ccesstimen.⑨ 〔電 算】アftス8綱1記 憶 装 認の院

取 り時 間.

ac・cl・dence匡ks己don51tt-1回0初 歩,手{ユ どさ,基

礎。2匝!ζ 文法〕形 態論.語 形論(morpho|ogy).

:ac・ci・dentldek5idrntlrt.1事 故,災 難 二偶然1不 意1の

出 来耶.偶 発.1{件.(故 意でほな、9偶 然 の行 為;回 ◎ 偶然,

泓 φ 匡v【Nτス型鉋:or【IraffiC】 ～'自 動 車1交 通 】事 故'

amcrtlerapurt]～ 全 くの偶然'by .～ofbirth生 まれ

合 わせで'an～tothctnachinc機 械の故障'without～

無 事に.-7-7hiな く∫beinan～ 事故1二あう'have{ormeet
with】an～ 思いがけない事由〔にあう'Acridentswilthappen・

事 故に起 こりがちttt'のだ.治accidentは 比較 的重 大なポ故,

incident巳f寸 随03出 来$.2回0{寸 帯筋 事 情.ヲ 芋本 質

的 要 件1属 性】1(面 〕偶 有性L;【 地 則 事変:地 表の起

伏 ・高{丘 を起こす変化;気 象 条件 の変{ヒ・火 山活 動の影 響 など.

6vaccidcnt偶 然:二 ふとした ことで,誤 って(aatidentally}.

《一 〇npurpose):lthappencdpurely妙 ～.そNt全 く"

然 のことでした.

1ラテン語accident・ より.(ac'へ 十cadere落 ちる 十tnt・tNT
ロ 身に起 こった).>PKECEDεNr,CASCADE】

・ac・ci・den・ta1[tksidEnt♂1〕 σ可 .1偶 然{不 慮】の,

思いがけない:an～deぷh不 慮 の死/an～fire失 火11

rrvadean～tntntiene「it,思brそ のことをしゃぺってしまっ

た.2非 本 質的 【偶 有的]な;付 属 的{付 帯 的】な=tonge～

toap|ay劇;二 ξ云えらttfi.歌.3〔 楽〕臨 時1三号の.一"・1

回 回 偶 有 性=偶 発的 事物.2【 楽 〕 臨時 記 号(`・ い1な

aξ～i≡言言i㌫{蒜ご九ρ暗躍 駕篭劉
'ac・ci・den・ta!・ly[tk5id6ntoll】adv ・偶 然(に).は か

らずも:{文 全仕 を修 節して1ふ としたことから.

2ε:8i:蒜雲 隠 釈 ㌫ ご`芦刈㍑瓢ll
ac・cip・i・terlekstp;t∂-1凪 ワシタカ84Aイ タ海鼠の8£称

(ハイタカ・オオタカなど);(一 粒 に}猛 禽(呈}類.・tralt巳r711adl・

ac・claim【okkim)v.t.1… を歓呼 して迎 える,に かっさ

い†る(applavd):… を貫 買 †る{praiSe):8wo■td～ed

singer世 界的 な貸 費を浴 びている歌 手'～ ■nationalhero

国 民 的英 雄 を歓呼O声 をみfて 迎える.21田 園'V園(as)ge}

(人 を〉(王・跨 利者・救 世主 ・指 導 者 ・英 雄などと)歓 呼の声 をあ

lfて宜9† るいPを 叫ぶ=～him(as)8greatleadcr披 を偉

大 な指導 者だと歓声 をみrて9め る(レ ・Sを 置 くのが現 在の一

般 的 用法).3肋)… をMN－ 致 で選 出†る.一".i,大 声

で呵Fぷ{言 う〕.かっさい†る.● 一一 丙・=accta而atien1.

ac・cla・ma・tionltkl■rnti∫ml".回1歓 呼 して迎 え

る{か っさい寸'る】こと:0(通 例 ～sハ(歓 三)・好 意・1賞賛などを

致t)tt呼 の声,拍 手かっさい.大 かっさい.2(声 や拍手 によっ

て満 場 一愛 の反意を表⇔ 発 声投 票;熱 狂 的 同 意;肋 ハ満

場一 致 の選出:carryarnOti◎nby～ 拍 手1こよって動鰭 を通

す.3t教 会:苔 唱歌.acclam・ 巳・to・fγlok1庄mぷ ♪:ril

認 裟 、a.,。.ti。nl.、1、』 、洞_よ ごl
ac・cli・matelokLiirnit.EklorTieit}v■..v.i,(・mat・ed.

・mat・tng}:米 、《人 ・動 摘物 を1がP(新 しい里.土・環境 ・情 況

に)願 応1順 化1さ セる1† る〕(adaPt)ttO_1:Theimmi・

8了antS$oon～dth稔msclve$'θthencwland▼8艮 』たち継す

ぐに新 しい▲ 培 に慣れた.・mat・a:bleedi.

ac・Cli・ma・tionltktSirntif■nl鳳{亘}新 しい環 境 【境

遇1に 慣 れる1慣 ら†]こと,順 応;【 生 〕(風 土}頓{じ

aC・Cli・ma・ti・Za・tiOll.船1こ 英1・Sa・tiOn1)k・

bim誠izξi∫'n㌧tai・1".=acctimatiort.

ac・cli・ma・tize.{t"::英 》・tise[okl6imOtaitlv.'.

v.i,(・tized.・tiz・ing)昌aeclinvate.

ac・cliv・i・tOUS{oklivitesladノ.上1)坂1傾 斜1の.

ac・cliv・i・ty{aktivotlln{pt・ ・tiee)上 り坂.U{llC・ 一・

declivi1y).

ac・cti・VOUSlnkldiv},1adJ'.=acclivitous.

ac・co・ladetdekole;d]".1!占 、ナイトの爵 位 提"(式,:

(ナイト爵 位 授・与式における)剣 での軽打:rteeiVCthc～ ナ{ト

爵 に賀せられる'confcrthe～on… をナイト置}に叙 †る.2

貸(1)'質(award):栄6t《henor),賞fξ.3〔 楽〕7,コ ラーF=

2つ 以上 のm表 をつなぐ連 結 かっこ.

:aC・Com・mO・datelakdm。dei巾k5m・lv.(dat・ed.

dat・lng)v.`.1(人 に}親 切に†る.t人 の)世 ぷ を†る.

21口 旬(討)1〈 人 に〉{レを融通 †る.を 泊 めて もてtt†;(人tづ

(金 ・物を)用 だてる,(宿 勧 提 供 †る1鳴'itA… 、(◇OHI・tC・`

6互巫〕};《金 ・物 を)(人 に)川 だてるttO_1:～afriend・'itil
anight'SIOdging?'人 に一夜 の宿 を貸す'～apcrson鴇'itlt

athingl=～athing'σaper～onl人 に物 をlfitr.てる.

Canyou～vsforthcn;ght?一 晩 泊 めてもらえますか.

31田gc羽]《 人 ・:h'柄・事実 を》(口∫直・理 占ヒなどに)適 応 させる:

1再Ai的 》(・・・:こ}旬LC;†る(adaPt)(to…):Hcsoon～ ぱ

himsetftσncwcircumstances.彼 は新 しい項`4に †ぐ慣tL■:・

4《 相違 ・♪苛立.ttん かなどを〉調 節1調 整1† る.和 解 させる(rc・

concilc):～aquarrct{oradispute】 争、・を調停 †る,

S斯 邑例 受 身3〈 建物 ◆部地 などに〉設 備 を供 給する:Thch(、.

tcliSUtlt-・-d.そ のホテルは設 備がよい、

6《 建 物などが〉〈人 ・病人 を)収 叡 きるt†る);《乗物 が〉《人 を〉

乗 せる.【OCO× τAtN〔…互亙 〕.Hiscarcan～sixpersons・{皮

の車には6人 乗れる.

7{要 求 などを)受:t入 れる,を 考慮 する:～rhcdcmandsそ

の要 求を受 け入 れる.

● 《考え・理 説 ・事柄 などを)説 明する(aocountfor):～ortC's

thou8ht自 分の考えを説 明†る.
一 鳳 【1(氾)】(… に)適 合[一 致 】する,類 応1同 調1す る

tte...).

1ラテン語accommσdatUSよ り.(ac・ に+cemmod適 した ←
-dtus・Art'}.原 義 は「音 程の合 致↓t>COMMOOE)

ac・com・mo・dat・ingl●k6morlさitiDlokSTP・1adi・1

(Mい 意味で}人 の菖いな1)になる.〈 みしやすい.1よ く世沽 を守

る,観 切な(obtiging).～ ・lyadv・

:ac・com・mo・da・tion[okdrn.d61∫.niokbm・1n・1

回{… への)適 応 類L志;【tヒ 会】応{ヒ;調 整.調 節(adjUSt・
tnent}t'o_}:～'ourbanli「e都 市生 活への明応 ∫the

～ofor鷺'sdcsires'σonc'sincome{氏 家 を1又入に合 わせ

ること.2回 ◎ 和 解,員 停(rvcencMation):cc)rnctoan
～ 折 り合いがつく'arrangean～ 調 停1調 整】をばかる

bringthediffcrenoestoan～ 不和 を和解 に持 ち込し3

回 固 好 都合.便 宜(を はかること):torone'5～ 人の便 宜O

ため1二'1twillbe8n～ifyou湖ll服t侃81theSla・

ti◎n.駅 までお出 迎えくださ加ζ助 かりまt,4回 固t朱 で通 例
一つ}宿 泊(殻 憤) .(病 院 の)収 容 施 設(● 部 屋・寝 台のほか.

食 事・娯 楽 設備 も含 まれる):(列 車・飛 行叔 などの)子 約 した座

席 ・寝 台などの設 備;回{英}貸 間 、貸 部 屋:securc～Sat

thehOtelそ のホテルに宿 をとる'「「hishospitalhas～(〆}「o「

`.ooOpatientS.こ の病 院;:t1.ooo人 の患 者を収 容tる 設 働

がある.5回 世話 や8,親 切.6回 〔商 〕隠遁.定 資:亘

融通 手 形:furnish～toaperson人 に融通 する.～ ・al

αザ.

accommodationbill".融 通 手 形.空 に1手 形.(ま

た1米)旦ccommOdAtlonpiperldr▲rt・n6tcl)

aCcommod白tiOnIAddern.船 側tし ご.タ ラ7

プ.舷 梯(7二).

aCCOmmOdゑtiOnr△ad見 特設 遁 路、1ム直.

accommodationtrain興.{料(asev,fi卓e))

普 通 列車{IOCiltnin)《-cnprcsstzain).
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辞書分類 対訳辞典

分 類 和英

辞 出版社 三省堂 頁数及び冊数 1184ペ ー!

誓 新 コ ン サ イ ス

名 ・ 和英辞典 創刊年 1923年 出版年 1975年 版次 第9版

著編者 名ド: 中島 文雄

日常生 活上 使用 され る標準的 日本語 を収録.た だ し,や や卑 俗 と慰むれ る言

編集 い方 で も,そ れが 日本語の中に定 着 し,ま た定着 しつつ あ ると思 われ るものは

方針 な るべ く収録.そ れに対す る訳語(句)と しては な るべ く米国 または英 国での

俗語 など を当て るよ うに してあ る.

見 出 し語.語 義の分類,訳 語(句)、 名詞の複数形,動 詞 に 結びつ く前置詞

構 成 ・ ・目的 語 ,各 種 用 法,略 語,専 門 語,用 例,合 成 語,こ と わ ざ な ど.

見 収録語数 6万2000語

出 表 一 記 ・ ヘ ボ ン式.「 ン」 だけ は す べ てnで 表 した.

し ローマ字のつづ り方に よってABC順 に並べ,綴 りの 前後 を離 して読 む

場 合は その間に(')を 挿入.外 来語はカ タカナで見出 し語 を表 示.同 じ

語";:::特::∵"徴 ∵ 音 の普通 名詞 と固有名詞が ある場 合は固有 名詞 を先 に,(')で 音節 を区

切 る見 出 し語は,区 切 らな い同 じ綴 り字の見出 し語の 次 に,ま た外来語 と

日本 語が 同音の場 合,外 来語 を先 に表 示.

著 しく異 な る場 合は,1,2,3と 大 分類 し,そ れ ぞれ の分類数 字の後 で

語'. 〔]内 に語義 を与 え,そ れに続 いてその語義 の訳語 を表 示.ま た,そ れ ほ

.;=特.'徴 ど明 確に分 けなか った場 合は単に[]の 中に語 義 を与 え た.

義

へ

今 日米国.英 国 で用い られ ている標準語 を当て,必 要 に応 じて口語,俗

訳 . 語 を採 用.米 国,英 国のいずれか一方 で用 いられ るもの や,外 来語 に対 し

特,. て略語 で国名 を表示.ま た.日 本語に入 っている英 語以 外 の外来語 には な

,.徴 るべ くその語源 を示す.適 訳 がな い少数の 日本語 は,ロ ー マ字 で 日本語 を

語 綴 る.

用

.引 用方針

例 .

発音… セン川 特 に記 載せず.

学生(主 に 高校生)・ 一般 を対象 と してい る.

補足
,
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〈対 訳辞 典 〉

新 コ ン サ イ ス和 英 辞 典 中 島 文 雄i

三 省堂 1923年

39 ayashii

accordancewith_.

5{適 合 させる】set〔fit,suit,adjust,

adapt〕(athingtoanotheγ);{配 合 す る 】

match(colors);{混 合 す る】mix・ 望 遠 鏡

を(目 に)～adjustatelescopetotheeye.

ラジオ のダ イヤル を～adjusttheradiodia1.

ラジオ を ビー ピー シ ー(の 波 長)に ～tune(the

radio)intotheB.B.C.overseas

service.型 に合 わ せて作 るmake(athing)

afterapattern.調 子 を～ φch6shi(調

子)._の 節(曲)に 合 わ せて(dance)tothe

tune(air)o.f....

6[照 合jcompare(with);check(up)

(with).原 文 と～eompare(atransla-

tion)withtheoriginqL.

7【 対 面 】顔 を～see言meet;playamatch

against(試 合 で).あ の人 に ～ 顔 が ない1'm

ashamedtomeethim.

8{鍵 勺(つり)】strike(afish).

awaseteあ わ せて 【合 計 で】ina11;alto-

gether;alltold.・ 一一5.OOO円 にな るtotal

■'s,OOO.9～ ごぶ さた をお 詫(3)し ますItake

thisopPortunitytoapologizeformy

longsilence.・

awatadashiiあ わ ただ しい 【急 いだ 】hur-

ried;{あ わ てた 】flurried;confused.～ 一

生abrief〔fleeting〕]ife.～ 旅 行(訪 問)a

flyingtrip(visit).あ わ た だし くhurriedly;

inaflurry.

awatepuあ わ てる 【ま ごつ く】beconfused

〔fiurried〕;loseone'spresenceofmind;

{せ く】beinahurry.あ わ て ないremain

calm;keepquiet.少 し もあ わ てな いでwith

greatpresenceofmind.あ わ て させ る

throw(αpeγson)intoconfusion.～ な

Don'tbeinahurry.!Nowyoumust

keepyourhead(非 常 の際 に).あ わ ててin

aflurry;inconfusion;helter-skelter;

hurriedly.(急 い で).llあ わ て者ahasty

person;ascatterbrain(言 書).

awayaあ わ やと 見 る 間 に 〔思 う間 もな く〕beL

foreoneeouldcryout;inaninstant;
コ

lnawink.～ 自 動 車 にひかれるところだった

Hewasverynearbeingrunoverby

acar.

(amatter)undecided.

ayakapuあ やか る[似 る】takeafter;{同 じ

幸 運 に恵 まれ る】share《another's)good

luck.あ やか って 名 前 を つ けるname(one's

son)after(one'sgrandfather).彼 に あ

やか りたいIwishtobeasluckyashe.

ayamachi過 ち{過 失 】afault;anerror;

blame(罪 過);[事 故 】tanaccident;[誤 り】

=>ayamari(誤 り).～ を 改 めるmendone's

ways.～ を 改 め るには ばか る ことな か れItis

nevertoolatetomend.～ を犯 すcom-

mitafault;makeamistake.～ をわ び る

apologizeforone'sfault.人 の ～ を見 つけ

る(見 のが す)findout(overlook)αper-

son"sfaults.～ は 人 の 常``Toerris

human.,・

ayamaPi謝 りanapology;an'excuse・

ll謝 り状aletterofapology.'

ayamari誤 りamiStake;anerrOr;a

slip;ablunder(大 失 敗).大 きな(小 さな)～

agross(slight)mistake〔error〕.～ を す

る〔犯 す〕makeamistake〔anerror〕.～

を正 すcorrecterrors.～ あれlf正 せCor-

recterrors, .ifany.印 刷 の～amisP「int・'

鉦 の～aslipofthepen.弘 法 に も筆 の ～

〔諺 〕"(Even)Homersometimesnods."

きみ の 書 取 りに は～ が 多 い(な い)Yourdicta-

tionisfullof(freefrom)mistakes.

ayamaVU謝 るapologize(toaperson

forone'sfau 、lt);begaρerson's

pardon.手 を つい て～begαperson's

pardononone'sknees.

ayamarU誤 る[ま らが える】mistake;err言

makeamistake〔anerror〕;【 しく じる】

fail(in);【 取 り違 え る】take〔mistake〕(A)

for(B).誤 ってい るbeinerror;beinthe

wrong;bemistaken.方 針 をNtakea

w「ongcou「se・ 判 断 を～misjudge;

makeawrongjudgment.身 を～ruin

oneself・ 一 生 を～makeafailureof

one,slife.⇒machigaeru,torichigaeru.

9そ うい う意 見 は 青 年 た らを～ もの だSuchan

opinionwillmisleadtheyouth.

ayamatta誤 ったwrOng;miStaken;

erroneous;false;incorrect.～ 考 えa
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辞書分類 対訳辞典

分 類 和仏

辞
書
名

ス タノダー ド

和 仏辞典

出版社 大修館書店 真数及び冊数 MO6へ ㌔/

創刊年 1970年 出版年 1973年 版次 第3版

偏 名 。、1

　

鈴木信太郎

垣㌦ .

時 代の要求 に応 じた語 ・言い回 し ・用例 を豊富に収録.訳 語.訳 文 は 日常 用

い られ る現 代 フランス語 をもとに し.出 典の明確な ものに限 ると い う方 針.日

本 語 を フラノ ス語に移 し替える場合や,日 本 人が フランス語 で文 章 を綴 る際 の

実 用性 を終始念頭 におき,同 時 に フラン ス語 を母国語 とす る外国 人が現 代 日本

語 を読み 書 きす る場 合の有用性 も考慮 して編 纂.

　

見 出 し語.中 見出 し.訳 語,名 詞の性 と数,形 容詞の女 性 形 ・複 数形,用 例

,略 語な ど.旗 門.成::

見 』

出

し,

3万7000語収録語数

-'層表 記
ゴ シ ッ ク体 と し,和 語 ・漢 語 は ひ らが な,外 来 語 は カ タ カ ナ で表 記 .

各種 の国語辞典.和 仏辞典.和 英辞典 な どに収録 きれ てい る語彙 を検 討

し,五 十音順に表記.日 本語 か らひ く辞典 としての使 いやす さを考 慮 して

仮名見 出 しを採用 見出 し語 か ら派生す る主 な語形 につ いては,利 用者 の

検索 の 便 を図 って中見出 しを採用.ま た,外 国人利 目者 の便 を図 って巻頭

に仮 名と ロー マ字の対照 表 を掲載.

.特 ゴ'1徴"、

語:

語'

義

現 代 の 日本語において通常使 用 されて いるもの を採 用.そ の 分類 ・配 列

に 当た っては,本 来的な もの と派生 的な もの とに留意 しなが ら,使 用頻 度

の高 い ものか ら低い ものへ,一 般 的な ものか ら特殊 な ものへ並 べ る ように

努 力.項 目相互 間.訳 語 相互 間の有機的な関連 を図 るた め,積 極的 に参照

記号 を活用.ま た.対 応 す るフ ランス語が見 いだ し難 い 日本 固 有の事物 に

つ いては,ロ ーマ字で音 を示 し,フ ランス語で説 明.

::特:;層

;:徴

.、『-

訳

語
。特∵ 徴∴

　

単語 の置 き換 え,語 義 の解 釈に よる弊害 をな くすため,あ る日本語表 現

がいか な る文脈の 中で用 いられ るか を重視.そ れ に合致 した訳 語 を掲げ る

よう心 がけ るとと もに,そ の用法上,注 意 すべき点 に説 明 を記 載.ま た,

日本語 か ら想定 され る利用度 の高 いフ ラン ス語の構 文 を示唆 す るために,

二 重括 弧 を用 いて,フ ランス語要素間の結 び付きを表書己.

用:・

例

"
引用方針

訳語 では説明で きない もの(そ の よ うな意味の語 がな い)の 場 合には,

用例で語 の使 い方 を示す.

ご発動 ・熟 」 記載せ ず.

補足

大学生 ・一般 を対象 と している.

一163一



〈対 訳 辞 典 〉

ス タ ン ダ ー ド和 仏辞 典 鈴 木 信 太 郎

大 修館書 店 1970年

あいたず一あいまい

あ い たず さえてf相 携 えて】 江 口創odatss

』m●1口;el`sembSt,d稔cemp喝gnlt.

あ`、 ち9《1愛4旭 ●1`●chtmtロ`鳳 ▲9内

(vcl`」.gnlpurgc}.・ 下 る`'・`1・d・er

∨亮 《9cいn。utrcrd●1'畠ttsclieruent`

`t・t・ur)9A,9・rderuugraud"・chement

Sh)u「gn・

あ`、 ら)つ1頁 璃 】`oo領 《●cetnt●}

pl●iatit.1～ を符σrpl8in`i'{v`)`r`s`¢

口iit畠oceliqUL～ を絡 σてpl8in`● ∀ement◆

あも、つ 【男)稔`【ludi、,id"⑳1▲,c●`y隅 ご1乙s

l女1cc`lcf`mm● ・1△;1筋}ezla.総clu`('
Ctlie,回 巳ρ1εeu=.tρtCtLle`)・1▲ 、

あ いつ ・ぐlm次(aDぐ 】 口sueOfder.腿
`叫vr¢.・ いで{次 々 口run信)叩r4・r孤u・

`∫●,"稔ccs劃vem帥t:c。nrfcuti▼.耐 砿 ・

1直 後 にハi`ロnledla`L■励cnt●pritlWl†U
～`.r起 つたksivtl》csnピnt5"`UtVlreut

〔5csuccidircnt,depris.

あ いづ ら1{ltu)】1、 念打 つ・tbochcrbttte
eo`i・ ・OGd'■SSL'ntimel・`《d・●P`lroba`ioロ):

叩prOUVtrd'u。m。`ccgue1'oodit.

あ い て 【↓口手】 【H`間 〕comP邑9ロea`∫

cempa`uei.e● 【n●r●J6zaノ,COP■lo《 ノ

caPtu■,:【mat.O】lzarteu●lr6與 ∫1タ ン

スの1P畠r`emir稔,c畠v●1;tr`▲r`,,80●d8口 ・

Stur《 ∫sud"o"usc};人 のうtJの一 方 】

r●u`rピm'1敵)8dVt「 筋血己r●M∫,● 口1●◆

gon込`㊤ 閑∫tivat(o``,6凹},COt}eu「 ・
rcn`《在

～1:なるf峯iり △ う】scロ 》e■urer●ワec9烏;

【‖庄磁に対 して】●cccptertrctcvcr,)●dξ6.
reltvcr`・ ・masscr》le`ほ ・t;(遊 戯 で1

PUtravccgn;〔 子 供 ⑲遊 びなどの1鵬

prttL・t白uxu.おnti--t:な って?6VOUt
turt3iff■ir●mOt.彼a私 の～{こ4らな``

11n'`"tta`dct"lb▲luttcravecmoi.

'IIu'¢`ll違`deロ 鳩fOte¢.ノC●n・cstP"
辿.dv●rs;・trtscrl四r.ttし なllDctCPIr

●凹c"neoロ1P↓ 稔d稔gn.何 を君onて`～ に†

乙なQueigu'iＬveu■disgピ ●ロ`"●8
●ucuncemPt稔`o稔1稔P8●n稔;P直 直 ●u

"r,e凹x).、1:と って不 足 ロ4いC'c"uoboo

●d「c「⑨畠lrtpou「MOLij～t(1る`稔Otr

compagtnea《 ～均・栢の～21るboi「 ● ●vee

leocompn`ni総d¢)97`.Σ 幻ジお～`し;し ょう

1遊 爪 ・t】V。ultr・vousgu・Xワ 。"

StrVtd稔P■rtcu●ir稔,～U手bい ξVous

・vet・tt・`r.`。r`eP畠rtre`邑un・d・

V¢「S"lrtredOU`●bkX兄 を～C将0(`'る

ttirtuロ`声li●d'icbecs・v・csontrir・.

手r.t,,'Lt～tt試 ロを'るJou4r●oo`r・

《f己ir●叩matcb"・c,迦 ●lquiper● ・

do"tnbie,～ 方 【訴 訟 のハP鳴r`ieノ ●d▼crSt・

～取1訴 訟 て)prtndttgn▲1鳩 【`●輪

あ いで し{{U弟 子 】c"t)UisciPl● ロ'.

あ い と う1哀 悼1・ す るplcurtrll● ロ)or8

dt)9亮;P町"r1●deuiSd69箆.～ ⑦」t

{…』三亨 ●dr■`5稔r(cxpr■Ptcr.ortrir.pri.
"n1C■ ハ1"CO;Kiol"aCc5▲gn・

あい ど くC公Xt1・ す るlit繧9`畠v●cpl畠i5it

(●drロ`r8110n)【 新聞 複 比 含】itre●boO・

臼i`t)ふlit:フ 島一ストセ～ しtい る11● 凹o●

priJitetti。 。P。u.Pt・u``.ノP.・usl"t

4

"▲e¢lurtl■vori`仏 の本UW年 に～ξn

ているC``▼r● ㊤"trh1・1冶r`」 ・・it
d.匂o`r● 脳ハ`uccts●uprc)desj噂 】n``

gcus.～ 名'1ect`岨`r8ζ θ)"s・"iuCe)《de`

e」●"`gue`ハgr巴1"S《`)1i`gur`5`,`UL・ 「o.

m●口`),amir`'`畠r⊂`'`c`}`d.Ul:●u.

`"【,川 凝 省'1・bOnnt{`,.～ 書lvr・

蹴Ptlfiri`d■ebe▼ ●`),kctut●pr4'

fitt稔・b「iVI●i「零m右

あい1(tnatbe■rtusernentl連rm・1・
btu「;}e臼 －SLeur▼ou:uque●Subj;

11斤巡{しq剛1乙pr。P。`.`㊧ 。・こtet●mp9
知與kUCOl"r●"5em■ 口1,lnoppe「tunt「ntut

lロtempε4tav£mcatP8ruロ ∫.i`c叩rts.

.の ∫ichcur(St),regrc`8鵠bSC.nltlencon・

trcat(・.};頂 宜 を失 し£】8`・。叩 。巾nCe),

佃`cmpeStlt`"}.お ～ 賑1糊 剤 丁・pt

騨`peurVOUt」 ～様,…氾リ9川llしtA』l

xr● 鰐r総"●.」eロ'稔ロ ・iplus・ujourJ'bui.
～ で1VCen'tstvraim.ntp"sdeeh"lice.

アイ ヌ 工人1Aiao【u〕 煩'1族 】Ai"olu)g

mpt.一{人 ・語」の ●m㎡ 司:tlり.～ 語

・ino("}m.

あい の の子】■⇒こん⑪戊つ,〆っし略.

あい の て △の乎Irt入tlらpoucr岨

ioterniet」¢iロ8lru口 ●nt■1稔`"rtlcδ1冶 「・

`溺cL砲 口`te5;白CtOaロP49``c「d稔tr"

pour`eatic口trl● 「,1』口`●.

あ いの り`}n釆 リ】 一で1自 動]Pl:】`allcr.
、'●oerd鑓o`1`mtm■vetlurc;{o転

びC]胆rＬmtm稔bicycle`1`;撰1二 】

馳rkmEmecbevaL

あいば 【愛 」唱】`mootcr5ur⊃ ω"cbes'd頃.

アイバ ン クbaiRU●'desycur.

あい び き 【itti引tlreadet・v。u`抗d'・ ・

mour6".・ す る"vo`rsccretcmcaし

～ の星所{liev《s,ロdu)rc・dCt・v。"S.

～ の約束 ε'6d"OCt《fi:er)ua【 稔・Ule:・

vous▲9A.

あい ぷ1公 出)c晶re"稔 ∫・ 一す る ロr■5冥r

`uo●ntant,"釦o稔d¢gnハPtOＬiぱuer
4己8口 「■"稔鵬9恥

あい ふ く ム 《肋 田 】'⇔高いざ・

あい ふ だ い組t割 符 〕taiUe'【 荷 物

の1b・tt・tium(debeg・ges(Jec。 ・・

`"G}).

あい ぼ う{組 鯵】comp畠goon('comp● ・

9・c)tim■rtdemt;topsin(t`。PIUt};

【EVの 】e。mpli"領 ∫ 【u技 の]P・r・
"o・lr.凋 ∫.

あい ま ム剛int●mll● 質.1～ ～cl鳩r
i`・ler▼・lltS.d・`砲 ρ8●n`e叫 包{tve
～u_`・ るut"isec・`8monK・lsd・

0;$`rPOUt◆ ∫珂∫●

あ いま い{Ntk】 ・な1不 明 確1

`;dit',`em"回Pt)・mpr6引 】の'

``蜘e8.吻 。・`・∫ハvague;{どtJら1:LM

nL】
vo(lv・)1回m的 】`吻 。1・.e⊃tv"sif(ve)・

・さobSCUtitt∫.・m合

bigu`tξ ノ.iqui▼oqv■'・

phlb・1。Xte∫ ・ ～k返 事'ttる

1～CIE法 ●m・
r61過odra

.v"iVtmtot《 口t●rロ"ロmbigu`1・ ～な

搬`取 る 芦●ndr¢uo●ol`i`od¢4qui▼o'
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辞書分類 対訳辞典

分 類 仏和

辞

書
名

ス タンダー ド

仏和辞典

出版社 大修館書店 真数及び冊数 1756ペ ージ

創刊年 1957年 出版年 1974年 版次 第3版

著編者名 ] 鈴木信太郎

編集方針

ぬnslonのHarrap'sStandardFrenchandEngllshDictionary,Petit

Larousse・DlctlomaireQullletdelalanguefranCalseの 見 出 し語 を 収 め

る こ と を一 応 の 標 準 と し.現 代 に 役 立 つ こと の 少 な い古 語,あ ま りに も特 殊 な

専 門 用語 を整 理 した.そ の 他最 新 の 辞 書 を参 照 して,新 語 ・新 義 語 を で き る だ

け 豊 富 に 収 録.

…構;:∵
・成'・=:…

見 出 し語,基 本語彙,発 音,語 義 の区分 ・配 列,訳 語,用 例,専 門用語,記

号,語 源 と外来 語の国籍,文 法的説 明な ど.

見

出

し

,、収 録 語 数
P,

7万6000語

表.記 立体太字

,…,亨.

語

特 に頻 繁に使われ る基本語 を印に よって指示

一=齢
.

,

語

義 .

特 ・:・ 徴 ・

必 要に応 じて語源 を掲げ,そ れぞれの語 につ いて まず意 義用法 を大 き く

分かち.更 に これ を細別す る ことに よって,語 義の多角 的な展開 の姿 を う

かがわせ るよ う工夫.1,2.3で 見出 し語の 品詞あ るいは 他動詞 ・自動 詞な

どを区別 し,① ②③ で意味 を大 別 し,更 に 各種数字を用 いて細分.ま た,

語義 を明確にす るため に動 詞の 目的補語,形 容詞の被 修 飾語,名 詞の補 語

などを示す必要の ある場合 には,O内 に いれて訳語 の前 に表示.

訳

語
特 徴 　

語は原義 か ら出発 して.歴 史的 また論理的 ・心理的 に,さ まざ まな意 義

を分岐派生 してい くもの との 考えか ら,意 義の関連 を有 機 的に捉 え るため

簡単な解説 を加えてか ら訳語 を表示.そ れに伴 う用例 を添 えて,フ ラン ス

語の文脈に あつた用法 を的確 に把 握 でき るよ う配慮.

用

例

'引用方針 語 句の生 きた用法 を伝え ること を目標と して,訳 語に適 切 な例 とな る よ

う配 慮.

づ旨 ヴ 行 跡 現 代 フランス語の標準 の発音 を国際音 標記号で表示.

大学生 ・一般 を対象 と して いる.
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〈対 訳 辞 典 〉

ス タ ン ダ ー ド仏 和 辞 典 鈴木 信 太 郎

大 修館書 店 1957年

aeccptablcmcnt 14

でさう{亨Kt).etd"uIr如 ～#京Cltっ こうな

[蛤 窃.ゆhllitt.●49tg・.■ 当と具 なen6.
acceptabtcmcnt{ik"pc●til■mOl"・

満 足t3ら{!tこ,な う);うC.
●cc稔PUnt(`ハ1・k岬`o.4=tlr・`.① 受

ret5.⑦(庄1受 理{zaLlt6.Φ1法 】㊨

産2儂ta1う.2ほ.～ 人.
・aCCcp`zt;onl・ 」 が。`」51起∫.①`・}受

納.NI法 】要尺.承 認.《司 【tilc手形n)引

受{∫.⑦ 生 活.承 竃.
'為cceplc目 邑k$tptt|t ・。・《・① 《・)(nthな

ど!)う…取 ら.受 納7ろ.cu(力 …】受 用巳(承二三)T

るコc)(西 】(手 形t)St受1,ら 、② 倒 ユ要求 ・

快 戦など)にXI6.き 受入{lc.受 諾{承 認)T6.
～hb畠teillt応ktら.'一 叩comme

(peurl竃 ●r㎡r●人tthに1る ことを・"Z・Tう.'
～ ▲diner晩 餐(飯,の 例時 に廷 丁る.《t})×

目に見う.1c}～de(C古 〕i)+iai.一.1ら こ

とさ『斥2ξrる.～qL嬬 †'鯵b∫....ことき月kコξ▽

る.仙(人 を,雇 う.2.・'～,.Pt.① 受 払{店)

どnら.⑦ 口触9功 う.目 らt受,,入n5.①

。三ξ5認銑 、岬⊇:㌘ 露 な}
aeecptionl・`scp・j31・.'.① えこひい」.

特別 扱い.鎚ml∫ai司 ～d●Ptrsonne〔 ・1

スニUいこなしに.②{:… の⊃2味.立 ～艮.～ ♪r●・

pr●(ficurk)工CE}兎.
'aece零1・kscll・CCedtr|亀 .貝.① 近づく《入

る)二と.●voir～4gc何 に近づく.ノ ●▼oir

(trouv●r,～ ■UPti●deqn人C返 りく《近

づくここ5て」る}◆'di贔`ilsd,一;d,駆ndit.
ficiTe－ 返 づ」1:く`、.'α㎜r～ ▲qc月

に近づく{入6)こ と±許t.'ouv「irド ～ ▲qc

伺 にM!Mく.②uい り路.入 口.①t息}(同 気
0)尭f冨(㌣}.～d.Aiワr● 尭tNtb)(Staの)

伍{M)発.-q的 な心 の助ξ、～dceelitt

烈 火め9り.'P己r～ 発作的 に.とさどき思い

出し£ように.

●cce5`ib;!it61●k"sibilit¢1亀.ノ.Φ 《邑}

過つ」?Te.個 人仔ξの下ること.② ～ ▲tous
lc8tmp:o"あ らりる口に舷ε得る寵利.

・accc$6ibIel●k"《 ψibll● .① 《●1近づξ

?τい.N解 り?■`1.(司(物8り 手に入n?† い.

手に届く.U}:A行(現)し?τ い.tc)洞 用tさe.
《n人}}3の †6.③{dt)rzlt勧b}ea?T

い.感 じ?fい.●`pri● ～``●COfi▼ktionT

ぐR口 し£8i6人.
acc● ・鵬ienl・ksc・ 」51烏.'.①`aへ め函

迫.～ ●u竃r6"e即 位.⑦ い)(AC)加nる こ

と.mu(法 】{工窃 取日.o(条 ■・教 寛なξ、
の)MA.加 盟.
■ccet●`q`kt6;tllう1`Pt.～{tll叱 員.

《学 校?コ ン,'wどt⑰ 》褒目)芙.褒 状.
・眈c"eoircl・kぬ"こrl1 .■.Φ 付《貸,

鎮的セ.付 帯 的な.{足{論}⑦.`・r"`i8～

1商】頴藍 ヨ.'戸 田●ruor61● ～ 嬬{匂)殴き

勤のC.⑦ 第二 義的lt、2.●.風,(D付"杉 γ

《品).7,t▼ り..oH"t、u.」;"tt,k
●6"t'～ 《k●～ ・)絡かい点き無視1る.⑤

〆・《●)(桧の)促"的 な三分.o』}1劃 】'ト迫 貝L.
`h●`d"～'《d.～')ス ⑦冊P』7`●u;一 ■;
togrni"●"rd'～.小 道 貝方、`c)～ ・d稔《
pour)1``oilc"●IsN){ヒ 民用二 瓢.ゆ ～ ・
d・ ●・`d●手m金.
acccs■o`tcmcntI●ktt●v●rmot㎡ .

①{恨 僚 属 ・柄}・.rg二n)的 に.Otat
《寸冠 して.輻Eって.

●cce"e;tis`el・`""●ri`q●.剛 ・(剖.

険】小泊貝 万、

taccidcntt畠k・taaln.同.①(日 田 打枝.

⑦ 付 随的な憾果.9}迦 ㊧d書一 付 随的 なt餌

帆.③ 倒 偶 然の土栗甲.～.del● ▼巳 人

生 め槙泡、'P"～ 偶 然に 仙 不 幸4t£ ご

と.事 故.焚 口{篭F,.●nc▲ ●d夢～ 甲故 の傑

U.'凹m～!'事tt.つ つ獅なく.③ い)～18}
det"r●in土 地⑦」己伏.0凶 《控の)光 の幼 身!

⊂一 ～オd¢lumii",.《c)(te口,断 層.口

口 ルフ!Aイ ーr.口 書地 域.{c){人 造 口n・

訟良工 り表面の}浮彫 槻u.{n【 速】thtS2

号.《幻[法 】思いthハC症状.旬 じζ捷 】変化.
:CcideotE(z)1`k●idO`●11.直,(D較 白 の

多い.②(±Rd)起 伏の多い.①(叉ttぴ,0

3C∫ヒに】=人だ.;ご つ二つしt.④ 〔俗〕η¶故01貝

柱となっt.2.賃.事 故のIKttお:〆.死 侃 者.
●ccid6nte1{ξ',1・Us;tsett:11.4.① 【田

居 有性の.② 民£スの.」1いが`,0.①{→sicnt
～ 【類】o臨 哨2己号.3田 £ 号.個1匡1偶

発柱♂.(c)〔ヌ 庄}付 随的 な.2.鹿.頂 ・偶 然

.讐三i臆念酷芸と意い『:認獣li}
;ccidcntcrl●k.;dOttlt・Ctidentil1.

防'.① 【土竜に,起 伏きつ`,る.(ヌ)《文体 などに)

変化を与スう.Φ{c)tPtaき ばさeる.坊3《 る.

2.り・`.①e伏 びつく.⑦4attietる.口 者

5てさる.
●cc・P"re●lsk"pitrl■ 白 ・〆・口宣 頚.

accisclst・i:x1・.'.① 《イ口 入・N"一 の,

;1ロ12②droi`d'～ 入百 足
●cctamatcurl■tih〔o}ロ ●亀ta:rl烏 ・民・

鴫采 宕.
acclamit;Ap`)1`kl㎡o)m・t;t.・i:▼|`・

喝采!伴 う{t曇oen6).▼o"一 食 声技 祭.
ieclamationl●Nt8tolmo.」51●.∫.喝

采.歓 呼砺=.P邸 ～ 尭声 技 景によL通 名 一

敗て.
・tcclzmcrl畠tl●(e)mel1 .■.'.Φ い)喝

9ミ†る.OUし 人t,歓 呼 して迎 ス6.② は写 して

遣5.一.gntmpt雨r駄 弔 して人2s11に

這5.2.v.《.① 喝職 送 る.① 一 ▲vne

prop"i`㎞ ば鑑を蚊呼 して迎".
iccl;matablcl●Elimi《e,t■bli`・ 新里

土c墳 化 てξb《en?了 い)。
acclimatationl●tilm● 《o}`o・j31■・ノ・

し人」コこ的な,皇 土偵 ∫ヒ.」畠edind'～"↓ ヒ〔X

〔」●rdin【Zooleq;qtreld'.1--Uパ リのフー
0一 二.的口にある動窃損〕.

;cc1三rn●`cmc☆ttakli昂 畠《o}`恒01貝4既.

《自法的ω 岨土 墳化 鳳 応 性.
tcciimttcrt●Llims`o)tellcl;mttlL

蓼,t.① 出 超 撒 播 旭 土u"{r♪)fヒe!6.

Φ(芸 婿亀ど念⊃仔 泌■6.2.●'～ 杭,'・ Φ 商
風土cza化 ▼る.ゆ 《人 柄 新 しい土地に住 みつ

く.Φ(風 習αどω 顧たC田 念156t.移 胡ξn

.き。。言。℃。。1.k.,.,1..^・tU1「 ㌫}

accointanccl亀tv£teコ1●.'・ 〔一 般に

pr..多 く卑しぬt】4じ み.双 又
accointと 《t》t●kvttet1。`.P・{舟UtCと)4

じみにな,た.2.良 。衿開.Olls."日.
8ccointcr(● ◆,1"kワ ～`e1●.阿.〔 卑し力

てコい騨`,山 と}なCうになる.役 しくtlら.

8ccoi■erncntl●kwazm.11禽.胴.〔 吉〕

■!9.
tccolid稔1●E;』d1●.'.(D【 「†に「巳」つ"
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辞書分類 対訳辞典

分 類 仏英 英仏

辞

名

The

ConclseO入ford

FrenchDlctlonary

出版社 ClarendonPress 頁数及び冊数 1冊(約1500頁)

創刊年 1934年 出版年 1957年 版次 増補改訂版

漕縮 名1 AbelChevalleyHargueriteChevalley

編集 7

方針

仏英 と英仏辞典の コンパ ク ト版.方 針 として,語 を説 明す るとい うことでは

な く,語 を訳す ことを基本方 針 と して編集.

.捲_ 成.:

(Frence-Engllsh)見 出 し語,発 音,品 詞,語 源,専 門 語 指 示,語 義,性,用

例 な ど.

(Engllsh-Frence)見 出 し語,品 詞,訳 語,用 例 な ど.

出'

し ・

語

見 、}収 録 語数 」 (Frence-Engllsh)3万7200語(Engllsh-Frence)左 記 と ほ ぼ 同 数

表9.,記.. (Frence-English)フ ラ ン ス 語(Engllsh-Frence)英 語

.特

.職::i

(Frence-Engllsh)

語 数 は カ レ ッ ノ辞 典(学 生 用)と ほ と ん ど 同 じで,ABC順 で 配 列.

(Engllsh-Frence)

語 数 は カ レ ッ ノ辞 典(学 生 用)と ほ と ん ど同 じで,ABC順 で配 列.

語1

義 、開

、:豊苧::ぱ

(Frence-Engllsh)

訳 語 に 対 して,専 門 語 や 分 類 方 法 を記 号 で指 示 した り して い る.ま た,

異 な る意 味 を 含 む場 合 に は,123… で 分 類.

(Engllsh-Frence)

記 号 に よ っ て,同 意 語 な ど の 関 連 語 な ど を指 示 して い る.

　

語.

訳:∵
特

螢:

(Frence-Enghsh)

簡 単 で は あ るが き ち ん と 分 類 して お り,訳 し足 りな い場 合 に は,用 例 を

多 く使 用 して い る.

(Engllsh-Frence)

簡 単 な語 で 示 し,不 十 分 な もの に は 同 意 語 や用 例 を使 って 補 って い る.

用..

例

引用方鉦 一

　

(Frence-English)は,文 型 に そ った もの を 多 く掲 載.

(Engllsh-Frence)は,主 要 語 の み に 簡 単 な もの を 掲 載.

・溌 音 ・アグジ ド (Frence-Enghsh)に は,発 音 ・ア ク セ ン ト を 記 載.

補足

　

一167一



〈対 訳 辞 典 〉

TheConciseOxford AbelChevallyetc.

French Dictionary ClarendonPress 1934年

FllENCII-ENGLISII ENaLISH-YRENCIl

●cc●P"bUlt`

●cc俗P`●blul4《 ●k"pt●b""零 ハ.■.`.▲"国P・

`●1,kee"・ ●eecpt●b'`1`7・

●ccep`亀b`● 《●kuptih`L●dl.IL●tttPta・

●∫'↓■∫ ▲ 【C●`.`■b`㊨.wcleeme.冒0パh匂t`O冨

●c⊂el"●"1.・ ●`●t"r口,・,.●dL▲ ●6零P"信 ぱ ・

●.oい`・ βeecPte「,

●CCCPI●``oo"kば ト"'● ハ31.●.∫.A"●P⑪ ■"e宮;

(oL●.`●ocept皐tloo.'◆ 」■ じo●list-now・

●d●r●``.■ ●oed・ ■口`"●tlOn・n■tn町 ● ●

Ta虜"cub■ ■6●30Pt▼6ハ`o`we■do「

P``■●鰺 一 『民neh■ 侃`〆4"貝.

●ccep`● 「1●」"pld.▼.●.11■eecq㎡n',1.o

●eec蓼.L◆`Oteectl'■:⑳0●dn.IL`● ●9tc⑲`":

`● ●●」●nttt鈴.`■1定 ■r;●.～,▼.,■.し01鴫2

●eCtP`cd.10be●Ct=P`●`,`O傷

●cc●pteur4●t●cptzeri.■.●LA㏄eeplo7.

●CC■P`io"{畠t"`.tJ)`.● ・`・1し ロeCtρ6ie

▲恒pt`"oo:「t:ard.雨 風P「6`CtVPLrc:

●古烏」'O`rz～ ㎡`ρ ⊂r● 島民ζ●.1▼tUbo"`●C・

㏄,`●06●0'作r60n●.V"、""し ■bO、 、1●9

作 「●0●息1,.官ttc「 唱口口;"`tbovtl6kl■ ぱ

pet●OO●'ll`oeo"●`q`cr■tＬOO;¢ 「0内●'O●1'`

「～ ㎡ 旬 炉Ol.lol1嶋'匂 口"eecs,t●"onl匂 「

起 四`o∫t1`● 》'o■d.

●cc`● 《●t``1.■.1".1しeeCt■ 「"●1`辱 』cecs■,

●rぽo●eh.畠.ln、"t●o■o.e"'● ●"tre.pa"StC.

cb●nncl:㎡.～"κ`IC・cr烏,01● ㎜'2令A`・

●醐.ovtUvr``・ ●t`●ck・bou`:㎡`

〆'"も ●u●cヒ 臼rlcs'宇r・ ●eec● ■ ●r』 ㊨"tol

● ●ccemrnod●nt

`VMeu■.

`ec▼b``nCtS;,栢'～.1.r"t● ●n"■4●r"・

●c'e,,`bitit`《 ●t臼lbl9"c}◆ ●.1.

●`」n"r・

●cc● ●●{bl⑦"、 冨8"而.か,1.

●lw"oコd㊨'.`電 ・● 「×olo`""■ ●o「t●.

●CCt● 傷lo"4●k●`● 膓〕,.●.1.``.1.

▲CCt臼`blt.

百に`r四i■s

`.▲CCttsion;～"●tre肩'.`t=wlon`04」e

lhM8:3.`CCCtS`oo・ ■d■■"tnn.ul`oc

●d4'N;3● 駅ot.●dllcSton.

●cc稔 ■511《 ●t■dtハ.●.「n.ILwdlIlooou「 ・

●bハe`"cgtlon.●c㏄85lL

●CCt,`ol「 曾 《●ヒ鮎`、、'`r,.●dl.lLL●c``8・

」07`"θ1▲ort● 掬 「y・●d.`It'・●`.鴨1.匂nCUL・otlal

●d了cou"`ハ`⑨.`u`玲'``lo■t●.～ ◆●.■o.』ecc● ・

●,「T;～ ● 《PLハfil`lftC●:《u× ●1●.}●1● ● ・

'・「"1¢7t,.r「ol唱tr;OtOfイ ■～ ●.``ro`嶋7`y.

●'■o.

●ccぐ5$olr●m㎏A`《 ●k四方"'ar■06)・idr.ム ●・

一"`r.

●`cldぐ"1《 ●t■1d4).●.【 口.lLedパ ¢●●1

▲CtSid稔"LclL口`jec.㏄cu■ 民 ㎎`nc`dCtlt:

鹸1●h●P.ntltlo■`VtiC.o冨u●`し 「;u"c▼c"・

勘凶.`● 「etvl● 「`t'1● ●t「"``■`'c・ ▼ ■「led

●●`ヰct.uodu`●1`▽n;`"led.》 匂oc■pcctcd

●ガ"".`OO.●ua.`雪0● ●IP1㎏``OO:`"`U■.

怜`oし,●cにldoo`s`=`9■tU.ハ`cddcoce;JVIr

b,●ecldc●L● ㏄1``col●n7:～ θ`∫`

``力r"《A.`OCAU●``uo■ut9▼o口 ⑯●d.b「 ●Lt口

■「titt●J・

●ccld稔n`●"●C「 《●k●14d1亀11居 ハ.▼ 」」 「ro

●喝t● ■Ld、`亡nta`.

●ピ⊂14tol●li`4`●k●ldeUllt●}・ ●.`.▲ ㏄`.

dc`・4●1"「 σ●◎c`J●nl●1脳

●cclden`4・'ε1亀b●`d616入 ●dl・u"■ 喝u●`.

鯵"ettO.b「o、 ●":1,`11r;plct巳`… 伺ll●r●Ttfit■

1"1.d.oguet6d;``噂8、.)d●ln瓜`cdtt.θ""91`

●"● ㏄`dcet;`ぜ 丙"`A〔.brokcnt■ou"・`膓

●」`■噌.c`旧9Utrcdlllo.o■ ●●`1.●■1'1輪

●cc`d㊧n`■5.・`G{■k●ld己ltn.●')▲.A◎cl.

d稔n`●`.oe=■ 鍾Ol鳴1.■`nt稔 ■ 稔■"●`;"● 帽 竃.

pccLea=《lnlt●.ハ ●c``駕`o``t●1;■r●.「o見 竃●`、.

●c亡 ↓d■ntenemtn``●k●td6ttt`oo)・ ●`1▼・

』 頃.1cn⊂ ●`1「.brcSI■xo.

●c¢ldcntt「 《ak●ld61c).▼ ・●㌔To▼ 白'■中to.

to口 、●k舎,Ictu■orqu●.

●cc`● ● 《●k●18).● 」.F.冨ct60.

●cc‖ ●n、■".f-▼ 稔1■kl●m●uo.●djACtb.

口`●to■y.G`.ec【`,`官.

●cclum・lbn{・kb■n●,・ £s,.・.1.`1.◎ ピ「1●・

■1.``iolA㏄`●nl●`1`.n.chc:r・ 砥`ロ`.".

●`'o`lt.●PP1●u遺o:"メ'por～goo「 「iCdbr

口㏄1●ttlo`la".

ecclomt「 《・kla6×}.▼.』tL㊨ ♂ 十do嗣"rCl

To●ec:e`m.IOb●1`,to腿9u丘:`ocUttε.

●CC:i`"● ↓●b`㊧{● ヒllniAtA}けO.● 、日.「r」 ●t

".町b● ●eclt"te`1まod:●"nm畠"8●`.鳳

●cc日m●`a{loot●kl`●nalo.5);,.疏1.AecSt.

zaollt臼``on:∫"Ni烏 ■t'～●'lhO《cnSloq.).

ecctlm●tcr`邑 ヒ1ll"● しo).▼ ぷ.11.`1輌 酬 のnTo

●ecntvmUt●;8・ ～.▼.Pt◆`oVceome

●cctl●o●"ted・ ●「 ●d■PIcd.

●cclln● 臼leur{●kli,``阜ta【).● ㊨m.▲ecu・

■■`"`18cr.

●ccoingon(oUwt」 昌).●.m.`ぐfirp,)r"㎡"`;

1・|CCOOltlmbe■U開.110「000`曙.

●ccoinl■ ■C● ⊂●ヒ,T`直 ●).●.`.《 民'.ハ ムC・

qt櫓`o`AI.㏄.∫"mnbr"';呑=.●at"`し ・

`●1`cc;con"e8`oo.

《5')accoln¶e「`⇔k":1●).▼,P「.1`.T■OC⑭ 烏●・

●etrt)``定5.}Tottco"埼`8`"o鳩t6●"d

l"■.,lu吟 「`qXt.b「 ⑪u,)

■ccottd■`akolo4tl.● 」.1「.1L● の【Ntnth1

,.El日b■ ●e@.●eeo`飢'6.ht:9:由 のn自Pξ.～4

Iod"b●knlcllt:r"r`即`'1'～`obo●`o.1◆

●ku`cht;2.し 「●c6・b`tckct.`"●"・)

●ecntaae・

●ccol●dc「`●L・ol3dc)舎 ▼.亀.To,O|O`.r●

br巳 ㏄.しob● ●c零`OC'tUrc●;畠 ・〔.▼sl・r・lo

hUt口01`ettrdr.

●ccolae稔 《●kpln;).●,θn.`●#rlq,T}'`r曙 ・vp

《b怜 「rc`"ヂ&輪 ・ ●江 ●1鴫=「ロ`』ool▼ ↓tse・

""1"cl.

●ぐCO1繧"tcn`1■tol「06)・ ●.tTLJ●1●`α#.

臼ccolt「 《●kok),▼ 」」11.LOtt十ca'ロ 栖1

T● 』uc.`ot口 、1"eee:teIo`口;《 ■`■c・

【'O"・`"c)te1↓ ●op{1,● ●frcllCS.`bOO"1;∫`

■'"`梱`脚8奪o《'… ●朋 ■ ●crvtt㊨"●iCT,

``09◎`UI㊨zar● ●ln●`oboeovI.k』

""hh`●.

倫CCO「nbun電.・C《 ●k51●Gl● 亀d,."⇒ しハ

Aecuu`be"」h・`ogoo●DoL㎞tξ 恒rtlo1

1・1●■●1礼

●CPOIn●nod●ble《 ●1【;tesdnbTL●d1.「rb``

"鳴,1崎 ●r棺 ●繧cdor● ◎ ●"一 ●しcd・

●cce■ ■●mod■Ct`⑨ ⑱31.,剥 ●3)書 ●・"ト 《N'◎ヒ.

'"㊧.d～`㎏lolloo.)).

●CCO●nl"O`1●"1..■`s㌔3m)a邑 》.,.■411・

Ao●o`"■ 噺凶 ●``09.●bl`じ1n総.Cvtnpll●``L

`⑳ ¢n●1.8屯"●;●,1鴫 ‡ ●.否'● ●㎏ ●.`㊤:輪Pt"■.聞4●;己 ▼`●.■`烏=●.ト 曾ぞ術 』 ず:t・'"● ●●・

曲;」.▲6re●;`.6`●lr.1.wv貫 ● ▼↓胆 ●.L已``● 「‡L"倉 宇;,.otvAo臼:● ・ 戸"■A吻 ●●;

●bsurd t

●b,Utd.●b■urd●;⇔1,.``嬬 凹td`"`● ●L

■bund畠ncl.ti".● ●"θ ・,■bood●OC●.ノ

●しu"dhttl.● しoぬ4● 円し:`■ ～ ・●b⇔ud";⇔ly

●㎞ ・J,1."● ピoL

■b匂5t.■.`↓ 凹 巴tO`亀3Ut● ■.t」5㎡ 頃1`"■`

●bu●.病.

●bu、6●.■.``庖'㎡otaju8`●r;《 領'■ ●」罐)`b"●'

d●.

● しo●1、'8.loハ"rI宇"1ピ.一 ●■・ ◆NOI● しu`1「

」`1`烏 一 ・`'`"● ↓w.・ ・`""`'"'"知""pt

《」1γ,d'"o●6叫 ■●'"「●lo」"r`"u"・

●bu40n,`b◎"`lr`;一`↓ 膚■ ●A.`〔t創1●tt``・

ol,"lsntn`・{"κ ▲.ハco白trピ1∨ σt.問 ・;`し'】 「L昭}

c■`ハ♂●.'㊨

●b》層"1は1.1∫ ρ丙0ヴ■内``)crevt■.⇔ ●■・

●1'》$■.'.●Ll`"●.険 ・

●c3cia.■.`t司 イ.ハ■c●ck.臼.

●cユdピn`;c●`,`c■JCω'qu●:`"■`呵 ●`《v)

ti匂i`c`・`1・`ro・

●`●UCIIIiCia".■.■"4■ 口'elce.夙.

●(3`Stt"tγ.■.●c●4■`n●.∫`領"∂1ζ ●ad

■刈 川`00`C8■ ●`ol8●.靹.;《Utoot)Pピ`遠IOO・

o●Cm.

●"n日lv●.tbot.● ●ぜ ●'cム.,■c息o`b■.ノ ・

●CCtdピ`0・ ●OtStCP`1'息.

●c⊂ttcr白`1e.●cε 己1こttr;～lon・ ●cctl`● ●・

``98■.'.

●`c㊤L宇t畠lor.●.⊂ 一 留.八 白c⑮t`6m`c匂 「.領.

●℃c稔"4.●.■"ピ ね`.".:⇔u亀`㊧ ・ 亀㏄cMtu● ■;

⇔u遠`io"・ ●荏 ¢●ほu●tloo.∫.

●cξ 叩 ら 邑eCtlrttr;細 胸 回`… 蛎."」

●e■CL.「:■ ●blt.●ccgpt■ しk:↓4"ぽ ガ

"・ ・'Pt"bt■.o■P"tt「 ■d● 「c`已■.

●CCtptヨ"c●,tec`.A辺.自 幽 ■噂.)● ⇔c●pt鵬tlon.

'・;19,,■tow`)●PP「otNt`oo.'.

●cc4Pta`io●1.◆40'o》 鱒'」1}】"〆 ●㏄ ◆pt`・

`'o●.4■``口,``o●.ノ ●㏄ ■1``●Uoo-

"`Of●eCtPt`鼻 ● 賀,'■ 白4翼 匂pav・

●cc■`8.● ◎c■●.珂.:ご ↓♂`図 ↓`.●e■v'1-.

4.●zat●di口`c`1●1"↓`◆;《qPPtoocら}4σol`4■

■'`肘 ・ξocム"dG.●.;-ib1G.■cc宇 」∫lbb.

●c⊂c■6ie".`舗4」"め 烏,■cc¢"'oo.ノ ・;lti4■o烏`)

●vi"t■ ■iC"`・ 口.

●WCC■sorr.■."L● 民4】1.■OC鍋dr● ・

●cci`k.日.■.=」dco`.● ●▼;``良iUteAzd

●1●`●`■8・隅 ㊨

``ci""1al.■u'.■e創 ・6t●1・`●:"〆`・ 翼 隔・

`4口t)●CCt"o`r●;⇔`y.入cc`d`o`¢`)● 凹iCBL

●ccl泌il`1・ ●ecLu`¢e・

●ccl2-1`●`↓00・ ●ccb■m台1`O●.'・

●ccliハ ●●`i`1㊧ ・ 娯u鍋`■r;^■`loo.● 剖 ・

"`01'`lon.'.

●`cli、``y.㎜ot4●.'・

occemmud畠"●.●.● ・`●"■ ●9晴,●ccor口 ・

鮎ioUct:`凶 ∫iθ`1●bSig8「:`'dり4,i"cc●:～

o白`εd∫`o.●'● 脚 蛤 泌 ●d``d●;～ 」OLt,■ しu・

■9●匂 し

●ccommod``10"・`官 】㊨rψ ■●)IOCGmcot.",:

`o't.1"o`剣.●o●r■ ●aCtwcuL".:～b"`,

`co領 民.`blt:cし4■ εoロ レb』s"白 ・

●CCOIn`●anin`●o`.馳.● 】 細 細●.)●ccoロ.

芦6"s"口 回t.● 魯

●ccv"ivぬnl8`・ ■・`"● ■.)じetomp`=o●q●ur・

～ 工白:●.嬬.'・

●CCO`"t,●07.伽 ■M・ ●貝4●U■ 」 ●⑮CO"■.

●`」`「ld●L

●ccon.P`k● ・ ●●mp81a●.願 」
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④ 特殊辞典の調査結果

NO 分野 書 名 創刊年 著編者 出版社

1 人名 名乗辞典 1956年 荒木良造 東京堂

2 地名 角川日本地名大辞典 1978年 よ り 同編纂委員会 角川書店

3 商品 商品大辞典 新版 1976年 石井頼三 他 東洋経済新報社

4 新語 現代用語の基礎知識 1948年 よ り年 刊 現代用語の

基礎知識編集部
自由国民社

5 略語 ピジねマンのための

欧文略語情報辞典

1985年 竹野万雪 日刊工業新聞社

6 学術略語 科学技術略語辞典 1987年 山崎艇 丸善

7 故事 ・諺 故事 ことわざの辞典 1986年 尚学図書 小学館

8 類語 表現類語辞典 1985年 藤原与一 他 東京堂

9 反意語 反対語大辞典 1965年 中村一男 東京堂

10 用例 外国人のための

基本語用例辞典

1975年 文化庁 大蔵省印刷局

11 用例 国語基本用例辞典 1986年 林史典 他 教育社

12 古語 岩波古語辞典 1974年 大野晋 他 岩波書店

13 方言 全国方言辞典 1951年 東条操 東京堂

14 隠語 隠語辞典 1956年 楳垣実 東京堂

15 外来語 角川外来語辞典 1977年 荒川惣兵衛 角川書店

16 用語 基礎 日本語 1977年 森田良行 角川書店

17 学術用語 学術用語集(化 学編) 1974年 日本化学会 南江堂

18 自然科学 科学大辞典 1985年 国際科学振興財団 丸善

19 自然科学 岩波理化学辞典 1971年 玉虫文一 他 岩波書店
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分類 地 名

書

名"

角川 日本地名大辞典
,Pち.F.層,層P,

創刊年.発 行年
■.■■■層.■■■■層

1978年 よ り 倉lj干{」

頁数 冊数47冊 及 び索 引

著 編者名層 同編纂委員会

　

::出 版 社 角川書店

、構……・

・・: .成 層

都 道 府 県 ご と に1巻 を 当 て る.各 巻 は 総 説,地 名 編,地 誌 編,資 料

編 か ら な る.

1蓉::::'
主体は地名編 であり.古 代か ら近 代にかけての地 名を網羅 的に集め

て五十音順に収載 して解説 を加えている.ま た地誌編 では現 況,立 地
.沿 革.史 跡 ・文化財 ・文化施設,現 行行政地名 をあげ てい る.

=:;;

抽

頓..=且:
:=:=

見 出 し(地 名),概 説,各 時 代 の 地 名 の 解 説.

巻 末 に 各 々 の 県 の 「編 纂 を 終 え て 」 が あ る.補.::::i足i

………類 日 本 地 名 大 事 典(朝 倉 書 店,1967-687冊),

大 日 本 地 名 辞 典(冨 山 房,1969-71,8冊)な ど.
・言

書.,..
・「

.,実

なか し一なか†'

灘灘灘li難灘 『
顯 難;1溜㌫ 罐㌫11蒜;,薯篇;麗 樵;青綴 ㍑:蒜 認監禁㌫こ・

馨纒欝欝雛蕪鍮難

雛1雛藩1難鍵i繋
2‡ぽ'てない'当地は保1鰍獅 ノう㍊ ㌫ 量る㌫ 瓢 摺 濃 ㌫;㌶

'i=…例::i
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分類 商品

書'

名

商品大辞典 新版
創刊年 発行年 1976年 創 刊

頁数,冊 数 目 次25ペ ージ1608ヘ ージ

著 編者名 石井 頼三 他 咄 版社 東洋経済新報社

横 一.成

……内 容'…

・一 ・・;… ・目

……補 足

約4万 種の商品 を6段 階(大 分類 ・中分類 など)に 細分類.

現 代 の 商 品 を あ ら ゆ る 種 類 に わ た つ て 体 系 的 に 分 類 整 理 して 解 説 し

た 辞 典.大 分 類,中 分 類 ご と に 沿 革,現 況,分 類,統 計,展 望 な ど に

つ い て 系 統 的 に 概 説 す る.個 別 の 商 品 に つ い て は 概 要,原 料,製 法,

構 造.性 能,用 途 、 種 類,生 産,取 引,包 装 荷 造,製 造 ・取 扱 会 社 を

写 真,図 解 を 加 え て 解 説 し て い る.

商 品 名,概 要,原 料,製 法,構 造,

包 装 荷 造 、 製 造 ・取 扱 会 社 な ど.

性 能,用 途.種 類,
`

生 産,取 引

巻 末に和文 ・欧文索引があ る.付 録 と して,物 資年度,特 殊単位,

商品 関係団体,商 品検査 機関,内 外主要商品取引所,内 外主要規格.

品質表示 マー クの一覧を収録.

小 辞 典 と して 商 品 辞 典(日 本 経 済 新 聞 社,1972)が あ る.

実i_例:;…

人類は古 くか ら,ま き(薪)や 木炭などを

熱源に,ま た人力をは じめ百方 田丸 水

力などを動力源に利用 してきた.

石炭が使 われだ したのはロ世紀 ころか ら

であるとい われ,蒸 気機関の発明以後は ま

.きや石炭によって発生 させた蒸気力 を動力

源 に して.培 械 を動か した り.船 舶や車両

を推進 きせた りするに い たった.こ の ほ

か,水 ヵや蒸気ヵを発電抱に導入 してつ く

った電力が,電 力のなかったそれ以前の時

代に比べて,人 前の生i舌に どれほどの貢献 は)

を'したかは,…i三哲に尽 く しが た い.石 油

は,1859年 に ドレー クが新 しい井戸掘 りの技術 を完成 し

てか ら採取が盛 んになったもので$内 燃機関の発明 とあ

い まって×いに利用 されるようになった.原 子力は,

!938年 にハー ンとシュ
r-一ーーホか原子力2

.1%

曇1日 本 の1次 エ ネ ル ギ ー 供 給 克(扶 育単 位 ハO.・kcal)

一 …1 1960 19651 1970 19735

石 炭 ・三 戻'

石 油一

水 力
原 子 力

天 然 プ スー'

囁 民

39.500(42.1》

35.369(37.7y

14.3a(15.3)

-

927`Lo}

3.625〔3.9)

45,474(27.5)

96.704〔58.4)

】8.π2(11.31

9(0.0)

2.008(L2)

2.697(L6}

".383(20.7)

2ハ9.761(70.8,

19.6⑳ 〔6.3)

1.ユ22(o.4}

3.974(1.3}

〕.608(O.5)

S9.127(1S.5)

2%,987(η.6,

17.548(4.6)

2.378(.o.6)

5.965(L6}

571(O、1)

計 93.749{100.0) 165.614〔100.0) コ)O.468〔 ハ00.0, 1鵠2.576(100.。)

口】巌ニネルギー

蟷入エネルギー

52.265{5S.7)

41.484(4.`.3)

56.037(33.8}

109.577(66.2)

50.973口6.4)

コ59.495(83.6)

領.489{ハo.1)

3`4.OS7{89.9)

fiL:ニ ネル ギーげ 「定 会ニネル ギー抗:f」 に よる.

LPG.…`二 はLYCを 含 む.

トラスマ ンが発見 した

ウランー235の核分裂に

頑 を発 し,原 子熔弘 と

して現実化 されたが、

現在 では発電などの平

和 目的に使用 されてい

る.

・に 已心 入 コー クス.⇔ には

日本は1次 エネルギーの大部分 を海外に依存 し,し か

も依守度は年々上昇 して,現 在では90%に 達 している

(表1).し たがって 日本経i斉は.1973年 の石油危機に よ

る混乱にみ られるように,海 外の動向 を敏感に反映す る

ようになって きてい る.ま た近年.石 油、石炭な どの化

石燃料およびその他の資源の有限性 が強 く認識 され・経

済活動への制約条件 と して浮かび上がって きた.こ れら

に対処す るためニネルギー源の多様化をはか り、産粟を

省 ニネルギ一型にすべ くさまざ まな摸索が始められてい

る.

本組では、石炭,石 油,天 然 ガスな どの化石燃料,電
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新語分類

年刊1948年 よ り 創 刊発行1年創刊年

1280ペ ージ(1987年 度 版)冊数真数

現代 用語の基礎知識

 

書

…

名

・

自由国民吐出販社現 代用語の基礎知識編 集部著編者名

ス ポ ー ツ な ど に 用国 際 問 題,現 代 の 科 学,現 代 の 生 活

さ ら に そ れ ぞ れ を120以 上 に 細 分.

時事問題

語 を大 別.L

 

.構

.成

廉価で豊富な内容の故に ひろ く利用 されている実 用的 な時事 用語 解

説 集.分 野別に執筆者を分担 し,体 系的に編成 している.ま た,年 度

ごとに トピカルな特集記事 と関連 用語 集 を付け る.

 

容

層
.
.内

,
F

補足 など解説用語

 

目項

巻 頭 に 全 用 語 の 五 十 音 順 の 索 引 が あ り,巻 末 に 「マ ス コ ミ に 出 る 外

来 語 ・略 語 総 解 説 」(約1万2000語)を 収 録.

 

補
・
足

1986).(集 英社〔 イ ミ ダ ス 〕

 

Sda

 

m書

例

円
高

差

益

円
相
場
の
上
昇

に
よ

っ
て
得

ら
れ
る
利
益
を

い
う
。
ド

ル
建

て
の
輸
入

の
場
合
、
外
国
為
替
相
場
で
円

の
価
値

が
上
昇
す
る
と
支
払

い
に
必
要

な
円
資
金

が
少
な
く

て
す
む
。

一
方

、
輸
入
品

の
国
内
販
売
価
格
を
円

相
場
上
昇
以
前

に
据
え
お
け
ば
、
円
高

に
な

っ
た
分
が
利
益
と
な
る
。

円
高
差
益

を
受
け

る
代
表
的
な
業
種

と
し
て
は
、
石
油
、
そ
し

て
石
油

を
大
獄
に
使
用
す

る
電
力
、
ガ
ス
な
ど

で
あ
る
。
急
激
な
円
高
状
況
二

九
八
五
年
秋

・
二
四
〇
円
台
、
八

六
年
五
月

・
一
六
〇
円
台
)
の
も

と

で
、
八
六
年
五
月
よ
り
電
力

・
ガ

ス
業
界
は
円
高
差
益
還
元
の
た
め
の

料
金
値
下
げ

を
行

っ
た
。

に
引
き
寄
せ
ら
れ

て
ア
メ
リ
カ
に
投

資
す
る
と
い
う
海
外
投
資
が
盛

ん
で

あ

っ
た
た
め

で
、
基
礎
収
支
で
は

一

五
三
位
ド̀
の
赤
字
と
な

っ
て

い
る
。

短
資

流

入

規
制

円
高
抑
制

の
た
め
短
期
資
金

の
流
入
を
規
制
す

る
も

の
。
円
高
抑
制

の
緊
急
避
難
策

と
し

て
と
ら
れ
る
も

の
で
、
非
居
住

者
(外
人
)
の
自
由
円
預
金

の
準
備
率

を
高
め
た
り
、
非
居
住
者

の
債
券
買

い
を
規
制
し
た
り
す
る
方
法
で
行

わ

れ
る
。

対
外

短

期

ポ
ジ

シ

ョ
ン

外
貨
準
備
高
と
、
外
国
為
替
銀
行

の

資
産
と
負
債

の
バ
ラ

ン
ス
す
な
わ
ち

純
資
産
を
合
計
し
た
も

の
を

い
う
。

一
国

の
総
合
的
な
支
払

い
65
力
を
表

す
も

の
と
し

て
重
視
さ
れ
る
。

外

貨

準

備

(在

外

正
貨

)高

⌒「o
「⇔一㌢

2
「「§
蔓

苫
湾
「く
2
)

通
貨
当
局
が
海
外
支
払

い
用

と
し
て

利
用
で
き
る
流
動
的
資
産
を

い
う
。

こ
れ

に
対
し
て
、
政
府
や
日
銀

な
ど

公
的
部
門

の
保
有
す
る
外
貨
と
、
為

替
銀
行
や
商
社
な
ど
が
保
有
す
る
外

貨
を
合
計
し
た
も

の
を
外
貨
保
有
高

と

い
う
〇
八

四
年
末

で
二
七
二
埠
ピ
カ

で
あ
る
。

外
貨

預

金

⌒{。
「・
一駕

2

「「3

∩×

分
℃
o
ば一二

円
を

い
つ
で
も
外
貨

に
換

え

て
預

金

で
き

る
制
度

で
あ

る
。

一
九

七
二
年
五
月
、
外
貨
奥
中

制
度
の
廃
止

と
居
住
者
外
貨
預
金
制

度

の
創
設

に
よ

っ
て
、
外
貨
預
金
が

河
口Oめ
ら
11
る
こ
と
に
な

っ
た
。
当
初

は
、
海
外
旅
行

で
残

っ
た
ド
ル
を
次

の
旅
行
時
ま
で
預
け
る
制
度
の
も

の

に
限
定
さ
れ
て

い
た
が
、
現
在
は
自

由
と
な
り
ア
メ
リ
カ

・
ド

ル
を
は
し

め
世
界

の
主
要
通
貨

に
つ
い
て
普
通

預
金
も
定
期
預
金
も
可
65
で
あ
る
。

た
だ
し
銀
行

に
よ

っ
て
事
務
取
扱

い

上
最
低
金
額

の
制
限
を
設
け
て
い
る

と

こ
ろ
が
あ
る
O

商
品

借

款

発
展
途

上
国

に

対
す
ろ
経
済
援
助

の

一
つ
で
あ
る
円

借
款
H
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
援
助
と
商

品
援
助

の
形

で
行
わ
れ
る
。
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
援
助

は
発
展
途
上
国
の
各
種

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
実
施

の
た
め
に
供
与

さ
れ
る
。
商
品
借
款
は
、
国
際
収
支

が
悪
く
、
国
民
生
活

に
必
要

な
物
資

の
輸
入
も
困
難
な
発
展
途
上
国
に
、

食
糧
、
繊
維

、
肥
料
な
ど

の
商
品
を

輸
入
す

る
際

の
資
金
を
貸
付
け
る
商

品
援
助
で
あ
る
。
相
手
国
政
府
は
そ

の
物
資
を
国
内

で
売
り
さ
ば

い
て
資

金
を
19
、
使
途
自
由
な
金
が
乎
に
入

る
の
で
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
援
助
に
比

べ
て
即
効
性

が
あ

る
が
、

つ
か
み
金
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分類 略語

書 創 刊 年i'.発 行 年1985年 創 刊
■■

名

ビジネスマ ンのための

欧文略語情報辞典 真数 …冊数
,

470ペ ージ 巻 末21へ'一 ジ

著編者名 竹野 万雪 出…版 社 日刊工 業新聞社

構i 第一部 欧 文略語,第 二部 ギ リシア字略語,第 三部 特殊記号,
:;::==;

.成 で 構 成 され て い る.
●77■■,',P

最 近2,3年 の 間 に 各 方 面 の ビ ジ ネ ス マ ン が 目 に す る よ う な 新 聞 ・

内i 雑誌に現れた欧文略語 を中心 に集め,そ れの非省略形 と 日本語の意味
「-9

1容
を つ け た もの で あ る.特 に 各 分 野 で 活 躍 す る ビ ジ ネ ス マ ン を 対 象 と し

.深 奥な学問や特殊分野 の ものは割愛 した.

項" 見出 し語(略 語),非 省略形.略 語の読み方.日 本語 の意 味,解 説

目 な ど.

補' 巻 末 に,略 語 に 関 す る 十 二 章(あ と が き に 代 え て),参 考 文 献,編

i足 集 ・総 括 ・取 材 ・執 筆 協 力 者 な ど を あ げ た.、

…書i
,・,.,■ ・,.,,,F,,

実 例 A.

「.

"

双させ るSfけ没.見 を 聴 町史† る.1949年 設 置.

2centralretimlartery網 膜llI心 動 脈.2CRAYResearch,hc.ク レ イ ・リサー チ

⇒CVS社i(米)ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ専 門 の ノー カ

CRAFCivilReserve∧irFleet,民 間 予 備 一.水 仕 ミネ ソ タ州Mendotalleights.1972、

航空輸送部隊:〔 米〕民間1空航会社と契 約 し,年 設立.

右η`の際に軍の`1{↓ド檎;8浮 州にて逼 るよ うに3CSKRcsearchhstitute㈱CSK巳

した制度.ま たその 輸送 機群.台 研究所:水 吐斯{a区.1983年10月 設立.

CRAMcardrandomaccessmβmoryカCRJEconversationalremotelobentry
一 ドランダムアクセスノモIl-:NCR社 の磁 会話式遠隔 ジョブ入力:遠 隔 摺木装置により,

気カー ド記述装孟.会 話 式の1呈作でジ ョブの入力が で さるよ うに

CRBCentralRcscrvcml`1k{s)中 央 酋、{有 した プoグ ラム.

銀行:(米 〕 ニ ュー ヨー ク,シ カ ゴ.セ ン}ルCIU、CityRcseard1Ud.シ テ ィ ・1,サ ー チ

イスの3市 にある国 立銀行.社 二〔英〕調査会社.

CRCCen{uryRcsc《1rchCenlerCorpnra・CRMcrossreaclingmaterial交 差 反 応 物

tionセ ンチ ュ リ リサ ー イ'セ ン タ仰:イ こ社IP質.

央区.1958`ド11月 東 膓;{電・1三剖'1)1サー ビ ス{1‡)CRNLChalk-RivcrNuclearLaboratory

として設 立.1971年10jl現 名 に改 称.チ ョー ク リバ ー 原 子 力 研 究 所:〔 カナ ダ〕

2ComputerResearcllq,1コ ン ピ ュ ー タcroccrocodileワ ニ.

リサー チlm:イ こ{1:臓力…`|i.CRpC`,mnliUect《,ReelectlhePresi・

3cyclicreduntla`1cychcck(Chara(=tcr)dtＬnt昌 二CREEP

速回冗 長 検査:巡 回 険Ai文o▲::受1忌 ・送 信 の2C'reacitiveproteinC反 応 性0{白.

両 〃で行 わ れ る エ ラー 検 出 川 の 文字.CRΩcerebralrespiratoryquotient脳 呼
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分類 学術略語

;i葺
科学技術略語辞典

:1:…;;,創刊酷liii発行埜;i…li: 1987年 創 刊

;i;名i;i 霧真数;:iii綿;数;;i妻 793ペ ージ

「「∴=.り

1難妻i裾綿 藝 山崎 興
iii:i趣厳iiiii; 丸善

…ll…………;i糞灘i嚢
科学に関す る略語約3万 語をABC順 に配列.

,,…、………、轟 ……}・亘i}ii!i…;…、;

iiiiiii≒

;1……ll…iiiiii蔚毒;i;蓉;…;;i∵………1
コ ン ピ ュ ー タ や ワー プ ロ,化 学 や 薬 学 な ど の 科 学 技 術 に 関 す る 略 語

と 非 省 略 形
.(正 式 な 表 現)が 対 に な っ て 並 ん で 記 載.

…ilii…}ii;iii;・::ll;iii;;1・ …・

……iiii項i;iii!ii自藝ii 見 出 し語(略 語),語 句,名 称 な ど.
.二::iiiii=;=;;;

三・;i;iii議難 も と に な っ た 資 料 は 『科 学 大 辞 典 』 ,(丸 善,1985年)の 見 出 し 語 選

定 の 折 り の 資 料 で あ る.

.,:ii;i瀬iii;iiii葺lli懸,。
':ii… ・・::"・=…=;・:・ …:,・i・ ・・… ∵:∵ ・:∵ ・

新 技 術 略 語 辞 典(・ 工 業 調 査 会)な ど.

難i;;ii;ii…、…藤

AA人ARr吉uhur●1Adみ 団m㎝tAdmin}円tr81ioo(US∧)

∧AAA耐 ・治 ・A・・。・川パA駅i・ti。 ・

ハA人A賊 忙mふlh・ 叩 。b細1ん 治㏄i。t㎞

AAA∧mc・kmA"1"m},aeA⑰ ぐint袖n

人∧A舶liqi町 ・r1・疏 ワ 対 空 兵2署

AAAAA眠 ・賛・・!㎞1・ti㎝ ・rAd・ ㎝ ふRA8m,已
.1戻.

人AAC㎡b1・minu…n。y酬e
、

AAA1A耐 忙mん 駅i・t㎞ 向・∧市丘1・1h。niR駅e

^八^!1,
,∧nb^u・1旬r{・yofARr輪u1・urallnΨe司mcn・8ndD5clopr㎜t

A人A1'Amぐrkan㎞ri田imo「ArP「kdLiハRui鋪 ヒ.

AAAMAmcr託3nん 魚 ×i31靭x、.「 仙cra「tM3nu伍etur6rs

AAAsA耐 ・輪・・Ac・+・w・fA巾 ・㎡&㎞c。 。

AAASAme庁 加 』dati㎝1。rt}鷺Ad.mぐ ぐm㎝ ⑳。rSe輪 照

AAI〕 ∧弐匂×ia`i"ndcsArch…vモ"es"on、 覧oIトcc・…re3(【ン・IRium)

A川8ircmf‖.eぐ 鋪enlbo8rd航 空 機W故 酒 「モ委n会

AAnAtA名 簿×ia1㎞o「ArnerモcanB川`{!ryManu「acturcrs

AAnNfTAdv8r、cedA計bomeComrnar貿lPo瓢

AAnl`●pti1凹dでR榔mcolb818eryprn没 了禽m

AAC.Asoぐiati《mofArner丘 ・oConぐRぐ3

.AAccAr1・ ・巾"』i・1富 川`。,翻t.mふ 創㎞c。 。t,d

人AcC'∧ 川・r輪・nA"×i8Iin。 。rCe,⇔1(㌔m勧

AACC'Amぐr缶 罰nAu`om烏tic(為nlrolCo心 配a

^人c宮Am・ 斥・・』i創 ㍍m。!c。 ・・E・ふ.

AACOMAmlyAre●Commun輪3`・ 栖n3
「

人A(:OMS、AmyAre8Communk副 ㎞S卿 ㎝
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諺
◆

事故

年8619珊㈲

ヴペ7712

館学小

い

・

て

ざて項しわれ事類とか順分こわ音に・と十14事編五く散文きに

,

本

引

大

順と索は音編ざで十引わ覧五索と一はこ類で

・

録

別

分

編収項項文を事事.本oo,・・50とるる万覧いいー一てて約類けげを分わあざ項にを
・

わ

事

引

ざ

るとは索わいこ編ドとて・引一こし事索ワ・列故・一事配てキ故を

万

に

.

にーざるう約わいよざとてるわこけげと・付あご事をを・故ど文事のな例故来釈用た伝注のき国のぞて中葉りれ●言ぎらる.かえいしる伝て記きいげ明で言あを・てに籍はじ順漢の通音のもを十典る史五出あ歴・りがいしぎ例長銀か献
◆

の

収

な

文

る本を能・い日00可たて50はまし

どな句類語英典出例実現説いざわとに事㎝し出見

喀覧
一

典出覧
一

献文本

・日るはあ容で内代.時る・い朝て王げのあ国を中覧・一ー斜線資名に入来・巻線名

どな釣京僚典辞ざわとこ事故

31一〇

;

社
にF-層.版 ………出

年行
発

降月愈
.

数冊数.頁…

所究研語言書図学尚

二う

ば
う

ふ
で

あ
や

ま

弘

法

に

も

蓋

の

誤

り

、弘法大師のような書道の名人でも、時
に

は

書
き損じをすることがある.どんなにその道の名人上三'でも、時には失敗することがあるものだということ.(寵包三具も時とし〔s葛垣を覆す.狽願‥…にも蹟白,きあり.「烈子大に打笑ひて、いそぎ覆える箔をとりのけ給え、弘ごにも筆のあやまりなんどいいければ」〔滑・笑註烈子-二一

瓦
慰
の
和
も
喜ぶ

島
宇

(
「
合

抱」
は
、

両
三'

を
広

げ

て

か
か

え
る

ほ

と
の

大

きさ.「毫末」は、毛の先.きわめて小さいもの》ひとかかえもある大木も、初めは毛の先ほとの小さい芽生えから大きくなったものである.とんなに強大なものも、はじめは弱く小さいということ.↓九層宕⑬の台は黒土より起こる.9卿}「合抱Z木、生二於毫末一、九層之台、起3於黒

土甲、

千

里
Z

行
、

始
=
於

足

下

こ
(
訓
惇眺
∨

ー、

九
月
の

台

も
黒

土
よ

り

起

こ

り、

千

里
の

行
も

足

下
に

始
ま

る
.

〔

老子-六四章〕こう曜うふで又ら

弘

法

筆

を

選

ば

ず↓能書蚕を選ばずこうぱ(かんおも

濠

減

間

の

想

い山東省を流れる

川、

濃

水
》

荘

子
が

濠

水
に

架
し

た橋の上から魚の遊ぶのを見て楽しみ、また濃水で魚つりをして楚三に招かれても応じなかったという故事から、世俗を躍れ、自然の中で自白で心静かな生活をすること.臼8「簡文人工蚕林園一、題詞二左右一日、会心処不工必在。遠.磐然林木、硬目有=濠濃間思'也、不レ覚鳥獣金魚自来観・

典辞のざわとこ事故

(「

濠
一
は

中
口、

安
徽

省

を

流
れ

る

川、

浸

水
.

「

濃
」
は
・

類分

目
…　項

,

名.者編著

補 ,

成..

.
=

容…内

足

書..類
…

.,…

構…………

例.実

書

名
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語類

D伸ぽ年8519

イW旧

堂京東

一
ルグ語義類の

.種列32配12に.順て普し十と五心を中れをそ語.常緑日収るをれ語ら61い83用.にげ通上音りも取最をプ

話

し

の

と義出語を類見類例のをた文れのまらぞも・かれるる種それい98わて2

・

典

思

げ

品辞とあ作たるて学しれし文にさ括代か用一現ら使を近明に語.け的義にだ般頼める一にたきもとるで最あすを・のにけちそか分う・らいのげ明使プあを
・

の

一

て

け

る語ルし分い類グといての諸候つ

どな例文読解語義類語し出見、

在あが引索に末巻

どな名書川埆典辞新語類川角

恋

情ド

{
名)

異

性
に

ひ

か

れ、

－

U

で

会

釈

ばく

{
名
・

ス
ル

勤
サ

変〕

川

手
に

対
す

r

も
会
わ
ず
に
は
い

ら
11

な
い

気

持

㌔

を

汀

る
あ
い

さ
っ

と
し
て、

軽
く

頭
を
下げ

る
こう。「彼は北住由起の住まう大阪の郊と。(挨拶>11、人と会ったときや別れ外の家から、66蔑と嘲笑と嫌悪と心理るときにゃりとりする、社交的なこと的対抗とまた逆に傾度の恋情と哀慕とばの方に頂点があるが、(会釈〉は、動韻嘆を交えた深い絶望の心を抱き、田作について旨う。「岡mは窓の女に会て来た。」(野間宏・晰い13)釈をするようになってから余程久しくなっても、その女の身の上を探って見

あ
い

さ

つ

よ
う
と

も
し
な
か
っ

た
。

」

蒜
m
外
・
雁)

‖《
・
会
釈"やく・
お
辞

撃

挨ぽ

は↑

嚢
和
四塞

き

鶴

敬

礼

況
.

最

敬

礼

糠

6

は
軽
く
頭
を
下
げ
る
こ

と
だ
が
・

(
お

辞儀

〉挨拶埜{名・スル動サ変〕人と会ったは、頭を下げるだけではなく、上45身ときや別れるときにやりとりする社交を前にかがめて挨拶することを言う。的な言葉や動作。また、開会や閉会のしたがって、(会釈〉は、表情も含まことば、あるいは儀礼として祝意や謝れるが、(7539促〉は、特に表情は問題意を表わしたりすることば。「おかみにしない。「そ21から親方にお辞儀をさんが、十五六の娘を相手に、糸巻きへしてそこを出た。親方は組合艮と火鉢糸を巻きつけていた。二人は大きな金を囲んで、海松(㍊)で作った手製のシ魚鉢の横から、「どうも15邪魔をしまガレット・ホールダアを自慢し合ってした」と挨拶した。」(夏日猷石,こころ)いる。」⌒三島山紀夫・潮騒)「私が窓から首を出して挨拶をする時、敬礼櫟茗・スル動サ変〕敬意を表わ河川は動出して、父の眼をしょぼつかすために、お辞儀や挙手などの、きちせた顔がチラリとして直ぐ後になる、んとした礼をすること。軍隊などで行見えなくなる。」⌒二葉亭四迷・平凡)う礼について言うことが普通である。
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分類 反意語

書
・

名

反対語大辞典

創,刊 年 .発 行 年 1965年 創 刊

頁 数 冊 数 『 552ペ ージ

、著編 者名 中村 一男 出版社 東京堂

構

成:;;:

1頁 を 上,下2段 組 と し,各 段 を さ ら に 上,下2欄 に わ け.上 欄 に

見 出 し語.下 欄 に 反 対 語 を 対 照 さ せ て い る.

内

容

著者が独 自の方針 で長年に わた って収集 した反対語,対 照語 を五十

音順 に収録.見 出 し語,反 対語 を対 照 させて簡単な解説 を付す.ま た

語 ・熟語のほか,こ とわ ざ ・成句の類 を含み.外 来語 を も採録 してい

る.

;1:…項 目""
見 出 し語,反 対 語,解 説 な ど.

補=:

i足ii

・

巻頭に採択の方針 を詳述.索 引はな い.

,、、・…類'薯iii 反 対 語 辞 典(日 東 書 院,1976)な ど.

..実ii例

あ くじ～あげし21

あ あ あ あ あ あ あ あ あ あ あ あ あ ア あ あ あ あ あ あ あ あ あ あ あ
く く く く へ く く 上 口 く く く く く ポ く く ク く く く く く く く く く悪 く く

繰謬欝llllllllll
りめ り こ た り ひ ぜ り び ぜ こ こ パ ぜ ぜ つ き せ ゆ1)り ぜ ぜ び ぜ

ll購欝欝1灘ll
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分類 用例

;『書i…・ 外国人 のための ;i.i:『創 荊 幕 、発 行:年ii;、1 1975年 創 刊

基本語用例辞典

;織 第2版 ・、・頁;数:i・iii冊数i;iii 1123ペ ージ 巻 末188ペ ージ

i∴i菱編 者裟iiiii 文化庁 .・i、出:難 £iiii, 大蔵省印刷局

…………;…織…il

、蔵　…

基 本 諾 約2500語 に つ い て 五 十 音 順 に 配 列.

藝 …、羅 、1

日 常 用 語 と し て 必 要 度 の 高 い 基 本 諾 約2500に つ い て,表 記 ・意 味 ・

用 法 ・関 連 語 な ど を 解 説 し,用 例 を あ げ る.外 国 人 留 学 生 の 日本 語 学

習 教 材 と し て 作 成 され た も の で あ る が,日 本 人 の た め の 国 語 辞 典 と し

て も 有 益 で あ る.

・;iiii狽…i…i
、ii'自iiiil 見 出 し語,表 記,意 味.用 法,関 連 語,用 例 な ど.

1

……lii鋪……i、葦 .

...定ii∵

巻末付録に,日 本語の文法 ・語 の構 成法その他の諸編 と索 引を付け
て いる.

iiiiii類i:i

ii驚i蒙扉i

〔たびた一 たべ る〕

O－ 些」(ひとたび).二些(ふ たた び).四度Oけ っこうな品を」継 らよ う だ い し

(よ たび).五1江(い つ たび).て,あ りが と うご ざい ま し た.

たべすぎ一たべ る(587ペ ージ)
た び た び'〔度々〕(副 詞)た べ もの_た べ る(587ぺ_ジ)

何度 も.く ,りかえして./「 ときどき」よ た ・ぺ る 〔食べろ〕(班 司)

り反致が 多い./一 なん ども 〔何度 も〕.

o㌶ 欝 らだがよわいので鍵{崇 蕊 轡 蹄 ろ端 端 「

O用 事 が ない の にむ たず ね て 来 ま 一 くう 〔食 う〕.

す・1か んでのみこむ./rく う」 よりは よ

O女 中はま ちがった ことをす るので1た いこ とば で,ふ つうに使われる.

お くさん に しか られ ま†.一 あ が る.め し あが る.い た7ご く.

O会 社におそ くまでい るの で,ゆ うはんOも う十 二時 ですか ら.い うしょにCは

は史 外で食べ ます.ん で も]込 ませんか.

O」た のほ うもんで.子 どもた ちは 田中Oた くさん埜 査とふ とるので,あ ま り

さん と親 しくなった.】 鰹 な い よう」ζ気 をつけてい ます.

O」丘 のことで†み ませんが.ま た電話O朝 おそ く好きだので何 も埜 ずに来ま

をか してくださいませんか.し た.

一179 一



例用

刊創年8619

ジ
一.へ479

社育教・社版出

を語oo44約窯言
、

○思といよが、つほたいおてえ

◆覚列て配しに通順を音例十の五際で実ん選

解

さ理成を作味に意うのよ葉る言知のをそ法,用にのも葉と言とのるそ知てをじれ通そをて例べ用調のを際方実

い

・使にのめ

を葉たい言るてすれ

どな明鏡例文宅濃し出見証し出見

軌掲を覧
一

語録採に末巻

・
(
板
に
つ
くV
×
学
を
卒
集
し
て
二
か
月、

兄
の
背
広
姿もようやく板についてきた.

い

た
・
い

痛
い
}

●
O・(歯が痛いV虫歯が痛くて、ゆうぺは一晩中眠

れなかつた.・(腹が痛い∨「さつきから横つ腹が痛くてたまら

●
●̀
⑳

■ないんだ。」と、兄は脇腹を押

さ
え
て
う
ん
う
ん

う
な
り出した.・(手足が痛い〉朝からさんざん歩さ回ったので、

▲
しぷ
し手足の節々が

痛
か
っ

た。■
O
$

・
(
傷
が

痛
い
〉

兵士

は

化
損
し
た
傷
が
痛
い

ら
し
く、

苦しそうに頭をゆがめていた.・(目が痛いV小ざい活字の本を読みつづけたせいで、目がちかちかして痛い.くつヒ、■う・(靴が痛い》足に合わない靴が痛くて、途中で一歩も歩けなくなった.,マ・(頭が痛いV風邪気味のせいか、何だか頭がずさずさして痛い。O●●ぷ●

・
(
頭
が

痛
い
〉
娘
三
人
を
嫁
に
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ないと思ウt、親としても頭が痛いですよ.一.(耳が痛い〉わたしも朝起きるのが苦手なほうだ

■
▲

もム

か
ら、
早
起
き
は
三
文
の
徳
と
言
わ
れ
る
と、
耳
が
痛
い
わ.・(増税が痛い〉増税は、家計のやりくりに苦労している主婦にとつ.ては痛い.・(五千円は痛い∨この金のない時に、一人五千円の会費は痛いなあ。・(痛い所をつく〉子供に、「お父ざんはもてるの?」なんて、痛い所をつかれたよ.

.

年行発年…刊…創
∵

数冊　数」頁
　

・
(

痛
い

目
に

あ
つ
∨
お
い
パ

痛
い

目
に
あ
い

た
く
な
か
っ.

,

た
ら、
素
直
に
言う

こ
と
を
聞
け●・(痛くもかゆくもないV初

回
に
一

点
や
二
点
取
られたからって、痛くもかゆくもない.・(痛くもない腹をさぐられるV身に覚えがないから堂々としていればよいとは言っても、痛くもない腹をさぐられるの18ごめんだ.・(心に痛く受け取るVあなたの心からの忠告、わたくし自身心に痛く受け取りました.・(いたく感動†る》生徒たちの級友を思う優しい気持ちに13、教師のわたしもいたく感動しました.一眼明一「歯が痛い」「頭が痛い」のように(体のどこかに痛みを感じる状態をいうのが基本.ただ

、

、

し、
「
こ
の
く
つ
は
痛
く
て
だ
め

だ」
の
よ
う
な
言
い

方
もある.「頭が痛い」に63、実際に頭痛がすることをいう用法と、精神的な苦しみを感じることをいう用法「があるのと同様に、「痛い目にあう」などにも、体に痛み.苦痛を感じるようなできごとにあう,」と・を意味する用法と、精神的な苦しみを感じるようなで●ごとにあうことを意味する用法とがある.「この失敗は痛い」などは、もっぱら精神的な面に

・

・

つ
い
て
い
う
..いだい【偉大】

'は(偉×な業績》彼は医学

の
世
界
に
偉
大
な
業
績
を残した医師として、伝記も出ているくちいだ.・.(偉大な人物Vリ、ンカーン63偉大な人物だった

蕪辞例用本華語国
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語言

刊創年7419

ジペ8814

席書波岩

の

出牢見 .漢を・形し用列連配いに高順の音度十頻五用る使よはにていい使お名に仮目的項史の歴詞を動し.
・出るる見えいの添て余をし万形に4記語表し

語

理
●

な

の

る要そい主.てた.がげれる掲現あをにで例典潔用古簡ず
●

の

は

必

る本説・い日解にてののめれで義たらま語るげ期.すあ半るにく前いかしのてら詳伏し明的時録を較戸収拠比江を典もら語た典か00ま出代30・の時万け例良4助用奈約をの集解そ

`どな例用読解記表証し出見

底蹄
ど紫㌫

日

9説寛解要詞い動使助名本仮基的・史観歴概・のな度が制葉職万官.,図に裏録肉付大末・巻裏内

どな鋤19堂省∈編代上輿辞大語国別代時

六
二

ニ
)

日
」
(

万
三
工
三

東
歌
〉

↑

3、

ζ
三
ひ
三
〇、あやはとリ【演織一《ハトリはハタ'リの約

》

中

国
か
ら

来

た機織女。「呉(《()の献れる…ー・呉織(紙に)…を将(ゐ)て」(紀雄略十四年〉†治》5て治ε「{あやふぐさ[あやふ草一未詳。絶壁など危い場所に生えた一早か。「ーは、岸の額にと一ふらむも、げに頼もしからず」(枕六

六〉
あ

や

ふ
・

し

算
【

危
し一
【

形

乙
《
ア
ヤ
は、

こ
ぽ
れ

落
ち
る

意
の

動詞アニの語根アヤと同じ。物や事が崩れ去りそうで、はらはら'⊂せられる状態であるの意。類義語アプナシは、無考えで他に迷惑をかけそうで気がかりである意。中世以後、ア¶フシ・アプナシは意味が混同された》①(崩れそうで)心にかかる。「道路ー・〈険(餉)し」(大唐西域記ロ・長寛点〉。「〔雨デ〕家(村)の田夫(東一用)の隅のくつれ、いとー・し」(源氏東屋〉②(病気などで)生命が気づかわれる。一〔難産デ〕いとー・〈聞えしをス源'只葵〉③成否が案じられる。「世のうけひくまじき事なりければ、なかなかー・くおぼし掃〔りて」(源長柄登〉あやぶ.み一危ぶ・ごR四段目《アヤフシの動詞形》①物事がこわれ、崩れ去2、うだと懸念する。「宇治橋の長き契りは朽ちせじをー・む方に心騒ぐな」(源長浮舟〉⑦疑う。「ヒトノココロヲアヤプム」(日葡〉。一翼陀の本願乞軽しめ、釈迦のA工昔ロをー・む口任に」〈万法蔵讃砂中-〉あやぶ・め【危ぶ竺(下二】あやうくする。あぶない状態にずる。「社…稜(")をー・めむとす」〈紀窒仁四年〉。{軍(蓼《)を起し国家をー・め奉らんと謀りけるが」(盛衰記三二〉あやほかど[危ほかど}【連語】《アヤフケドの上代東国方言》あぶないけれど。「あず(崩…レタ崖)の上に駒をつなぎてー人妻児ろを息にわがアる」(万三五三ハ東歌〉†ξ,召ぎ・(言

年….行…発…尾
月…●…

.

社版.出

.

数冊鮒'頁

他晋野大

蕪辞語古波岩
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名9 .…者.….魑編…9『著…
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言方

刊創年5119

ザペ……

堂京東

項1はのもるす来由に源語じ同い表き

.書列に配式に音順表音を十彙五語・のめ万と4ま約に目

に

代

要語時必万戸・4江た約はま言拠方典いたのなし語い録・て採書し接辞注直たはびし外よ示以おをの査域も調地る献用よ

◆文使にるのと献あど義文てな語島げ誌れ南あ方そのが地れ治例・そ明用集とて

,

言

て

献

じ方い文応つのに

例用城地用使義認証表託し出見

役の引索

.とる遺あ補がの)こ54た19ま(.』る典あ辞が言図方地類考分参引に語頭単巻標・『説に概編言妹方姉にす来た巻果を

どな劇書川頃②①典辞言方国全

香
,

… ,

蕪…

-….

版 .…}　出9

…

無
≡.行≡発……蕪

.

刊… .一剣∵ .

三

教…・冊.…

.日
-,

四
「
F

－

頁……,

お
‡

ゆー

お
め
かおまんじゅばな彼岸

花。

曼珠

沙
莚。

お

み
ご
く

↓
ご

く

神
仏
に

供
え
た
某
子
な川県雌雄島。ど。群馬県佐波郡.新潟。おまんしりふり餌残せきれい。奈良おみこしぱなげんのしょうこ常山」県北葛城郡。おみさま↓おみ囮おすえ。新潟県お‡んばか蟷螂。かま含り。埼玉県人中魚沼郡。問郡。おみそ.(績麻の意)麻をうんだ物。熊おまんはたおりばった。はたおりばっ末県球筋郡.鹿児島。

た・

千
葉
県
印旛

聾

お
み
そ

ふ

↓
み
そ
ず

雑
炊。

山
形
興
米

お

ま
ん
び
く
し
ゃ

く

董
。

す
み
11
。

埼
玉
県

沢。入間郡。おみ
た
て

①銭

別⑳

岩
手
県

釜
石
。

②
嫁
入おみ母。女の敬称。三頂県志摩郡。の時に嫁方の近親等が花嫁に藁子などおみ①沖。香川県手Ω。②漁扮。隠岐。ダ}贈る都。香川県三豊郡。おみ囮おすえおなた。仙台(方言おみゃーす阿談。おべっか。佐賀.熊考)・伊豆三宅島伊谷・新潟・岐阜県木木。巣郡●滋賀県神崎郡。おみゃーすとる回↓おめーすとるおみ1雑炊ゆ大阪・兵庫・岡山県邑久へつらう。熊本県惰凹。郡.徳島県板野郡・大分県北海部郡・おみ↑ζΦ嚢子。熊本県相関。②かわ福岡県博多。おみ三爪県阿山郡・豪いい子供。熊木県天京島。良。おみゃつを漁夫が船中に抑え%飯びおみ含あげ①祈願のために神酒を捧げつ。静岡県賀茂郡。又は会欲するポ。青森県上北郡。②酒おみよ間口。せきれい。神奈川県三崎。陥り。宮65県延64。おみょーぎぱな紫雲英。れんげ。山梨。おみをすず↓すずΦ瓶子。おみきどおみょーにち(明日の意)渡人と別れくり。茨城県北川鳩郡・飛師・愛知県る挨拶の詞。おやすみなさい。仙台。知多…郡・別冊…山・淡路島・鳥一収集気高おみる煩↓うみる飯をたく時のむ郡・愛媛県松山・大分。②鶴蜆の飽和。れること。鹿児島。奈良。おみる回収酒に●う。「今11は×層

;
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語隠

刊創年56,19

ジ〆60

堂京東

語

外俗(にならがさ・り・ひ語は隠項る各い.て録い収用にて順し音
・

と

十

す語五示常をを日語語で00しだ70出い万見あーでの約ー間てナ伸せカのわ多種あカるもよ{あど語な来

特

にどとなも生の学語、し界出能見芸.・る界す柳と花象に対・りをさ葉・言著る罪す犯用の通棒に混け・だ師織
.

欺

細

説詐や解・団をリ集団スの項定各

照参典出例用早事考参統語司二6
・品ど,な記代衰年字三漢別、類語のし会出社見用便

社の,彙語録収
●

題解職文究研

心語る隠あ・が覧引一索牒語符義の同数別・類説分概と語引隠索に別末団巻集会

どなω川底書蔵武会究研語鳴蕪辞語隠代理

事

件

か
ら

の

流

行

語
〕
(

俗
)

08おいらん〔花魁〕Φ姉分の.女
郎
。〔

ー

妹分の女郎・W造・か15ちなどが「おいら(1己等)の姉さん」と呼んだのの転

と
い
う
〕

匂

女
郎
。

(
花
柳
)

岡
卿

富
。

〔

t
「

む
す

め
」

の
い

い

甘

え
〕

④・
二

階

座敷。〔ー「・は《ヒ』畜1」のいいOえ〕・⑥大豆。(↑吠)閃おいhソ〔お人り〕M鴨川。おから。〔ーから(7一)を忌んで反対に「入る」と表01した〕(払)帥おいれ.けだもの。(盗)醐　おいろ〔御包O紅。べに。(女房)回おいん〔お淫〕多淫女。浮気女〔ー淫乱の人41化〕」おらん。(↓)囲おうま〔お罵〕月経。「お川に乗る」(俗・香具)㎝ 、カうめ〔25仰〕ψ脆した女児。〔|お埋め)1うめこ。.(南18ー俗)切おうらやまぶ音〔御那、山吹〕伯刷語幹うらやましい。(な.学・婦人)回おえだ短刀。(〉〕)因おえる田身分・職菜・氏名をいつわる。(哉t')60おえん〔お猟〕月"。〔ー猿の尻は赤い〕(W具・盗)10おお̀〔大〕采のUの大きなもの。〔-

大
11
〕

(

賭

博
)

60おお2〔王〕三。(

字

訂
系

n

K》

〔

ー

玉無中の下略〕」おおむ㌔9う。(学生)回おおあじ〔大味〕川場に、"ばがあって面白味の多いこと。▲こおじ。(川場)⑩おお+のな〔大{八〕(鏡川・競輪などで)大きな番狂わせの19n。へ日金・払戻、金が11額にのぼる∨↓あな。(只川)囚おおあみ〔大間〕非常外戚。(↑")m囚おおいっこ〔大一個〕千円。(香具・など)咀おおいんきょ〔大隠居〕長持。(盗)回ナオ・エス〔O切・〕伯……醐流行おくれの。野暮な。古くさい.〔ーオールド・スタイル(O}α切吟く一⇔)の頭字〕(硲)回おおかぜ〔大抵〕π円。(盗)㊤

お
お
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み
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1

お

お

か

み
・

に
・

こ

ろ

も

回おおかみ2〔狼〕錠。(臓)働おおかみ・に・ころも〔狼に衣〕
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、

分類 外来語

書 創 刊 年 、.発『行 年 1977年 創 刊
■,,■ ■'.■ ・....

角川外来語辞典

名 第2版 頁 ・数.,冊 数 1643ペ ー/

著編者名 荒川 惣兵衛

s

.『'出 版 社
、

角川書店

P,,,

,.構 大衆 化 もし くは通俗化 した外来語約2万7000語 を五十音順 に収録.
▼' .成

●■ ・..,.・.層.,

大衆化 もし くは通俗化 した外来語 を収録.明 らかに中国語 とわか る
,㊨ ■・

内 . もの や 特 殊 な 専 門 用 語 は 除 い て い る.語 の 解 説 は.原 籍 ・国 籍,言 語

:容 ・ 学 的 説 明 ・語 源,分 類(語 の 所 属 す る 分 野),語 義.参 照 語.出 典 ・
^■.

, 用 例 な ど か ら な る.

・ ・ 見 出 し語.原 語 ・国 籍,言 語 学 的 説 明 ・語 源.学 術 用 語 ・専 門 用 語

項 目" などの分類.語 義の解釈.説 明.参 照語(変 花形,同 義語 ・反義語な

ど),出 典,用 例 な ど.

補 旧 版(1967創 刊)の 末 尾 に 約100頁 を 増 補 と し て 追 加 し た もの が 第
;:...「:'足::

2版 で あ る.
,「

..;;...;;.

_:二 類"
'書:::

.:' 図 解 外 来 語 辞 典(吉 沢 典 男 他,角 川 書 店.1979).

実…例
=:

八一ソナ一八ーテイ926

パ ー ソナル1伊 〉 改〉)頁pcr汐onal11餌 人の.一 ア.フ ル ス コア.●`オ ーケ ス トラの話」/m辺 肖

身⊥ の.人 格的.人 称 の.一 パー ソナ リテ ィ・ 雄『西「了'1τ老婚,-921/小 泉冶「「ヤ亭辞典』1948

Pペ ル ソオル.¶ 「人 格 的要素(パ ー ソナル エ レ パ ーチ メン トK"〉 ㍗〉 孤〉)頁P3rchn、en日(小

メソ ト)」坪 内沮 逼 「鳩W人 甘 ¶1902/「 銘 々の 警7ジ ア 北内 部 に あ っ た 古 代円 塚 ミンアMy川

即 らパー ソナ ル グー ド」1!ll直改 「∬即の 追」}三』/の ね`巾 ベル カモ ン1,crgomu川 で.初 めてギK

「人 柄的(パ ー ソナ ル)な 教 養」ゲー テ芳,絆 久り」{氏 が 作 られた ので.そ のfフか ら 出た)判 長駆 内

訳.ウ イル ヘル ム マ イス ターV,3q/「 人 称的 π'で,dl国 か ら紙 の 射り1が口…」)らない 古代から

(パ ー ソナル)」石 黒 飛 平`現 代文 章 と臣 準語`lll世 にか{▲ てlllい られ た猷 皮 製の 別 ゲ}川 ・め

パ ー ソナ ル コ ミ ェ ニ ヶ ー シ ・ン 【貝pcrsomlん よ う.イ ひつ じ.や きな との「艮αを 乾飯させ・

commun`ca`lon169人 口nの コ ミュニケ ー ン ・ 脂肪 を取 りヨ、り.01石 な どで 表面 をみ がいて元

ン.帆 ぺ伝 達.一 マ ス コ ミ▲ ニケー!■ ソ・1「爪 沢 をつ け た もの で.小 うし皮 製の ものが殿」r{

人 と して の送 りTに よる パー ソナル コ ミェ ニ で,ペ ラムvcllumと 呼ば れ た・い っ たいに.

ケー ンgン 」日i樽.体 系11'会心 理学 詞957/「 現 代'tピ ル スp:`py川5よ りも"畝1二 つ き.製 〃;も

社 会では,'一 ソナ ル コ ミ・ ニケー ン 冤ン よ むrか しか った が..捌 久 力の点 では・ は るか1二

り も,マ ス コ ミェ ニケー ンoン に よ るΨ 合の ま さってい た.1211t紀Ul焦 製紙止 力t伝わり・

フ」が 多 くプよって くる」 「パ ー ソヲ'ル コ ミュニケ 使 川 され な くな っ7こ・一パ ピノレス・1「寸止妖`パ
一 ン ・ ン は

,コ ミュ ニケー!ロ ン の 堤 史 とと 一チ ノソ ト)」丸 善 「百11全1勺 」108{/「 古の 正則

もに,古 くか ら あ るが.マ ス コ ミ^ニ ケー ン ∬孟 多(パ'`カ メ ン ト}(古 代紙に 当 る皮)の ♪1

●ノは,Wみ ⊥笈 社 会に な って 初め てあ らわれ あ り」(銘1剛k川11e川 よ り}i.`地{t宗`9!庖 μ砧

た」出 閤■社 会心 理竿 入ll・1`19580.弓1826/「 証文 川紙(パ ーチ ノン`)」 ン ェ一 夕・
パ ー ソナ ル フ7ウ ル1貫pcr⑮onal∫oul}(バ スヶ ス ピ7苫.ハf内;口 占ボ「ハ ムレ7卜V・181909

7θ ボーん)続U名 が{II予 方の`皇肢 者にぶ つか っ パ ーチ メン トし{紙)1貫P訂chmentρ σ♪ω')(';

た り,ふ れ 合 った りす る身 件的 接触 の反 則.一 一 チ メ!ト に 似 た敏 なので い う)パ ーチ メン ト

テ クニ カル フ7ウ ル.、 「プレ イヤー の した7ベ ーパ ー.6ミ 吊 低 と もい う.砿 借に 少獄の グリ

ア ウルで,相rPチ ームの プレ イヤー との身 ∫トの セ リ!を 加 えた 故に 紙をひ た し.渋 面に,ア 《

ふ れ 合い を含 む フ7ウ ルで,イ ン プレ イの と ロ イ ドの眼 ㌢(、・る と.透 明1にかわ 状.通 気性

きの 動作,ま たは デ7ド か ら イン プ レイとな の ない 強 じんな 紙 とな る・ 耐 水貢hlll性が強、・の

る ときに お こされ た動 「乍に よ ってな された フ7で 、 パ ター,チ ー ス・1川 【tM・ ビスケ7ト 肌

ウル をい うJrス メ{一ツ川留』1955薬 品 の宥 田な どの 防湿 包装川 抵 として広 く1川1
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分類 用語

:;書 …・ ・『窟∫刊 年;;;lii発 行 年 ・・……1…i 1977年 創 刊

基礎 日本語
'

:1名 ・ 一 意 味 と 使 い 方 一
.真 数,∫'冊 数 ……1=….. 巻 頭10ペ ージ507ペ ージ

・……1;馨'編者 名;…il 森田 良行 拙 版:社iii,1 角川書店

:・・ii・構;・;; 動 詞,副 詞,形 容 詞 を 中 心 と し て 基 本 的 な 単 語 約250語 を 収 録 し,

:.i・…i成li……難 五十音 順に配 列.

単 に意 味を示すだけでな く.実 用的観点から用法,用 例 を詳 しく分

・i:・『i、内;;i;:i 析 す る.さ ら に,そ れ ぞ れ 関 連 語 を2、3語 収 録 し,意 味 や 発 想 の 共

・…;……溶:i
、iii…・1 通点.相 違点 などを解説す る.ま た見出 し語は和語 を原則と して選ん

で い る.

器 項 灘;暮iii;, 見 出 し語,表 記,品 詞,語 義,用 法,用 例 な ど.

見 出 し語 と関連 語 を五十音順に配列 した索引があ る.ま たこの続編

..…補:}1i・ 定;i,… と し て.基 礎 日 本 語2(1980年,用 言 ・副 詞 中 心),基 礎 日 本 語'3(

1984年.派 生 義 の 多 い もの や 類 義 関 係 に 注 意 す る語 中 心)が あ る.

・…ii
..類lii;i:i書ii…iii

A

il漢iii妻…i…例1}
.='・

あう

…場醗`あ

㌻鞠 ε:)纏i
あわない あう まだあわない にA物 持 れ 、い

限 が1つ た 一 二 乞
らB事Aと 方 者

888れ に 一 ・ 認 が が 易8「1川 講li

AAAAは の の 人 。て を
(4)(3)(2)(1)、 鵬ハ 場1な 「3

あう 地 力 有 人 ん つ
理 圏 が/ら 狸
的 内 あ 人 か 度
距 に る1の に
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分類 学術用語

書 創刊年.発 行年 (化 学 編)1974年 創 刊

学術用語 集

名 真数,冊 数 22冊(化 学 編)633へ'一 ジ

著編者名 (化学 編)日 本化学 会 出版社(化 学編)南 江堂

各 分 野 ご と に1冊(1編)ず つ 出 版 さ れ て お り,各 編 と も第1部 は

和 英,第2部 は 英 和 の2部 か ら な り,和 英 の 部 は 術 語(日 本 語)の ロ

構 成 一 マ 字 綴 り のABC順 配 列 で ,正 書 法 と 対 応 す る 英 語 が 示 し て あ る.

英 和の部は英語 を見出 し語と し,そ れに対応す る日本語 を示 してい る
'

ま た,編 に よ っ て は 英 語 以 外 の 欧 語 も加 え て い る.

戦後,文 部省が各分野の学 会 ・団体 などの協力 を得て用語の統一 と

内 容 平明化 を目的 と して制定 を続けている用語集.各 綱 と も和英 ・英和の

対 訳 語 彙 集 の 形 式 を 採 っ て お り,定 義,解 説 な ど は な い.

項 目 (第1部 ・和 英)見 出 し語,対 応 す る英 語 な ど.

(第2部 ・英 和)見 出 し語,対 応 す る 日本 語 な ど.

こ の 学 術 用 語 集 は22種 類(編 集 者,出 版 社 も 各 々違 う)あ り,遺

伝 学,化 学,機 械 工 学,気 象 学,キ リ ス ト教 学,計 測 工 学,建 築 学,

補 足 ∵ 航空工学,採 鉱冶金学,歯 学,地 震学,植 物学,数 学,船 舶工学,電

気工学,天 文学,動 物学,図 書館学,土 木工学,物 理学.分 光学.論

理学編が ある.

類 ・・書 ・一

実 例

57081n

s言ntcringzone力 吃」謬～肴rSy63dt自1

51plloncuPづ イ ホ ン カ ツプsa`h"n-kn叩U

8'rα ∫f川 εy"白 絞 油s・ ・asim・}"

slr叩 一・syr叩

・}刊pin9粘 液注 入 【か ん8口t6cki－ りOn》0

81rupy...一 ・synW_

61snlシ サ ル 麻5isn川'ボn

訂⊂ostc【01シ トス テ ロ ー ル8itosutcr6ru

6{ze(|)サ イ ズ 【釈 】s回i八t

(2)挑 度 【口x】scnd。

廓{zedislribudonオ 立度 分.巾ryOdo-bunPu

8tzln9(り 分 粒bunr)∩

(2)の り付 け 【償 】n研ituke

dΣi・9・9cnt;81zin9の り剤 【割 口 ・i・・i

malcria1

●kelndyein9か せ 染 め 【鞭 】k"sczome

訣cwb「iekせ リ受{ハ れ ん が8eriukc・rcn即

.kcwf。rmス キ ュ ー 形6uk)o・g蜘
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分類 自然科学

藩 …;

科学大辞典

…・1'創1刊 年.…'発 行i年 、…'・il985年(創 刊)

:i劣ii .酒瓶 冊 難 1680ペ ージ

i;ii藷編1書劣iiil 国際科学振興財団 網 版 社=i,:;i 丸善

…　機1減

……;……、

実際に 役立つ科学技術 基本用語 と最新用語 を,小 項 目方式に より約

3万2000項 目を五十音順 に配列.

ili酒 …i:ii…;蓉…i∵i

研 究 ・技 術 開 発 ・ ビ ジ ネ ス ・学 習 ・生 活 に 実 際 に 役 立 つ 科 学 技 術 の

基 術 用 語 と最 新 用 語 を 精 選 し,解 説 して い る.解 説 は 原 則 と し て,大

学生 および一般社会人 に理解 できる程度 となつている.

…}ii舞i…i泪iii;ii 見 出 し語,表 記,訳 語,説 明.図 説 な ど.

;ii鷺 …=:=…足 ・;;……;

巻末に.元 素の周期表,基 礎物理定 数、 国際単位系,単 位 の換算,

基本的数学公式一覧,生 物の生存年代表 ・進化の表,科 学史年表,

全天星 図がある.

ii難類ii…i;:…;書liiii

……i雲霧i例i

アッペの ふへん りょう 一 の 不変量 【Abbe'sinvari・

ant】 一 つの球 面 に よ る光 の属 折 におい て不 変 に 保 たれ る

量.球 面の 曲率 半径 を ち 両 側の屈折 率 を 夙 ガ,球 面 の頂 点

か ら共役 な物点 お よび像点 までの巨経 を 仏4'と す る と,,1(1!7
一1/σ)=,ピ(1/7-1/σo)≡ 〆1を し、う

.

ア ッペ の プリズ ム{AbbeprismlE .Abbeが 考案 した

プ リズムピ 図の よ うに分 散用 ,偏 光用.正 立用 などの種 類が あ

るが.通 常 に皇運 伐 などで,像 を正立 させ,か つ薄 物 レンズ と

接眼 レ ンズ との光 軸にず れ を生 じない よ うに特殊 な形に考 案 さ

れた正エ 用 のプ リズム(図(切 をい うこ とが 多い.

、`

,,二

/〈』"≡…ミ
方曙ξ ,'≒ノ

`・,分 取用(={江 向,(b)憤 充用{c}正 立用

あ つ ま くか い ろ 屠 腹 回 路 【thickfnmcircuitlガ ラ

スあるいは セ ラ ミックスな どの絶縁 基板上に印 刷注に よ る厚 膜

に よ り抵抗や コンデ ン寸 一 な どの回路ス 子 とその相互接 続 を形

成 した もの を吐 孜組 み合 わせ て一定の機能 をもつ よ うに され た

回路.瞑 厚は20μm程 度 で ある.
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分類 自然 科学

書 創'刊 年, 発行年 1971年 創 刊
一

層.,7

岩波理化学辞典

名 第3版 増補版 真 数'…:冊 数 ・… 1897ペ ージ

馳

……著'編i者 名ii'
層.

玉虫 文一 他 出版社 岩波書店
.

物理学及 び化学 を中心に小項目方式で,五 十音順に配 列 している.

iii;構 成ii.… また進歩 の著 しい分野に関す る新項 目は,本 文に続 く約60頁 分に 別掲
-・. ・P,P.

さ れ て い る.

.,7. 自然科学の進歩と変動に対応すべ く,物 理学及 び化学 を中心に,関
…内 連 項 目を解説 している小項 目主義の辞典.記 述は専門的であ り,ま た

'";容

特 に進歩 の著 しい諸分野につ いては,新 項 目を増補 して いる.第3版
.,.「.」

-「 「,層

項 目 名 に は 英 仏 独 の ほ か 新 た に ロ シ ア 語 を 付 記 して い る.で は.

.、、ii項iii目 見 出 し語,訳 語,説 明 な ど.

補:' 巻 末 に 英 仏 独 語 索 引,ロ シ ア 語 索 引 が あ り,付 録 に は,諸 表 ・記 号

足-
・定 数 な ど23種 が 収 め ら れ て い る.

,

.■層,■,,.,.・ ・.

類 i書 ・… 世 界 科 学 大 事 典(講 談 社.1977)な ど・

実 一;例

. .層,77

アエンエチ4
噺

状 の亜鉛末(zincdust)が 得 られ,ブ ルーパウダーともい と沈殿として得られ.M12ZnO2.MIHZnO2な どの 組成

う.こ れには酸化亜鉛が混 ざっている.重 鉛地金の純度 をもつ.水 中ては 〔Zn{OH},〕 一.〔Zn(0}{}4P-(〔Zn〔O}04

は蒸留法 で得 たものは約98%,最 純のものて99.99%以 (H20)2〕2つ などの錯イオ ンをっ くり.こ れはさらにM・2

上.蒸 留.電 解1ζよって精製 される.青 みをおびた銀白色. [Zn(OH)`}型 の塩をっ くる.い ずれ も水 によく溶け.

金属光沢 の ある結晶.融 点419.47・C,沸 点930.C.比 酸を加えると水酸化亜鉛を沈殿する.

重 ♂ ω=7.140.結 晶 構造は六方最密悠子.格 子定紋 σ= 亜塩素箪 【英chlorousacid仏acidechloreux

2.6649.`=4.9468A(25●c).原 子 半径L33,L48A.イ 陰chlorigesaure言x.角 《)PHCτa洞K"に 」oτ3]HCIO2

オ ン半径Zn2◆0.71A{4配 位}.0.74A(6配 位}.線 膨張 水溶液としてだけ知られている.二 酸化塩素を水に苗か

率5.90x10-6`0～20●C),比 熱0.0925ca卜deg-lg-1(20・ すと塩菜鮫ととも1ζ生ず る.ま た亜塩葉飯 バリウムを希

C).然 伝 導 度0269caトcm'ls←1deg●1`20.C},駐 解熱 長飯て処理すれ ば黒色の遊経蔵の水溶液を得 る.15●C

27.03ca1/g.硬 『さ2.5.富 迄 て は 結 晶 の異方 性 強 く.や で1分 後に分解し始 め.二 酸 化塩素を生 じて黄色となる.

や もろ く加工 しに くいが,100、115●Cて 延性,展 性が 4HCIO2-3CIO2+1/2Cl2+2H20.酸 性は炭酸 や次亜

い ち じるしく増大 して,葺 板に圧延 した り,線 にひ く 塩泉酸より強 く塩 菜骸よ り弱い.酸 化力はその逆である.・

ζ とカ《て きるよ うに なる.200㊨C以 上ではまたもろく 亜 塩素迫塩 〔英 仏chlorite独Ch|orit宮uo・

なり,6}末 にするζとがて きる.比 ξ抗5.9×10→ Ωcm PHT】MICIO2二 酸化塩素の溶液に金属の過酸化物を

(20●C).超 化 率 一1」57×10-`.湿 った 空 気 の 中 で は 加え るとその金属の亜塩 菜酸塩が生 じ(2CIO2+MI203

塩基性段段亜鉛の被膜 を生 じ,内 部そ保護する.・蟹累ま 一2M℃103+02).ま た アルカ リを加えれば塩泉酸塩と

たは空気中て高温に熱すると帯縁白色の光を放ち酸化物 の混合物が得 られる.1族.n族 の大部分,Pb..Co・.Ni.

となる.赤 熱状態ては水を分解 して水最を発生する.か NH4の 塩が知 られ,ど れも黄色 また は赤色て,加 熱4P打

わいたハ ロゲンとは常 温て反 応 しないが,水 分があれば 撃により退 発し,ま た徐 々に熱す ると塩化物と塩菜酸塩

容 易κ侵 され る.イ オウと健腕末伏撃て直接熱すると反 との混合物 となる.Ag.Pb・.Hgの 塩 のほかは可溶性.

応ずるが.炭 素.本 業.窒 素とは高温でも直接反応 しない. アルカリ金属.ア ル カリ土金民の塩 は漂白性があ る.亜

酸化力のない酸には水素を発生 して熔け,塩 となる.ま 塩素酸アンモニウムては[C102]≡ イオンは塩素を頂点 と

た浪アルカリ水溶液を熟すると同じく水素を発生して落 する二等辺三角形型構造.
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⑤ 各種便覧類の調査結果

NO 分野 書 名 創刊年 著編者 出版社

1 団体 全国各種団体名鑑 1965年 よ り年 刊 シバ シ ノマ

2 企業 会社年鑑 1949年 よ り年 刊 日本経済新聞社 日本経済新聞社

3 類語 分類語彙表 1964年 国立国語研究所 秀英出版

4 詳細記述 語彙研究文献語別目録 1983年 佐藤喜代治 明治書院

5 基本語

語

日本語教育のための

基本語彙調査

1984年 志部昭平 他 秀英出版

6 用語 現代雑誌九十種の

用語用字

1963年 林 大 他 国立国語研究所

一189一



」

分類 団体

書"' 創刊年 発行年 1965年 よ り,創刊 年 刊

全国各種団体名鑑

名 真数 冊数 2冊C84年 度 版)

・・=……著 編 者 名 シ バ 出版社 シ バ

団 体 を 国 際,行 政 ・司 法,産 業 ・経 済(1一 皿),社 会 ・厚 生,教

構 育 ・文 化,'学 術 研 究,協 同 組 合,学 校 法 人 ・宗 教 法 人,官 公 庁 ・公 共

成' 機 関の部門か らな り,部 門内の配 列は順 不同だが,同 種の団体 をまと

め よ う と し て い る.

各界 ・各分野 にわたる公益事業を行 う任意 団体 を対象 と し.全 国的

内i, 容 … 規 模の団体である ことを基準 として1万3000余 の各種団体 を選択,収

録 し た もの.

団 体 名,略 称,所 在 地,電 話 番 号,設 立 年 月 日.目 的,事 業,刊 行
"項'目

物,年 予 算,会 員,支 部,下 部 団 体,付 属 機 関,関 連 団 体 な ど を 直 接

の調査に基づいて記載.

補 足., 巻末に収録団体 の索 引がある.

類 書;1;; 国 際 学 術 団 体 総 覧(大 蔵 省 印 刷 局.1979)な ど.

実 liiii例、

中国石 油噛入協議会会長)萩 原足司.▽ 理

ξξ;量㌍藻霊野蒜灘 鷲 豊世界貿易センター
次朗。 中田慶隻。平井博二.TheWorldTradeCenter

【事 務局 ⊃ ▽事務局長一石田舜規。▽職員
一47名 。ofJapanInc.(WTC)

〒105港 区浜松町2-4-1

世 界貿易七ンターピル37階

435-5651(代)

籔大阪国際経済振興
【股立】 昭39.2〈 通 産省〉セ ン タ ー

【自閉 国際的親睦および理 解を長め、各

(イ ン デ ッ ク ス 大 阪)齪 互の貿易の{螺 を図 り.も ってわヵ個
貿易お よび経済の発展に資す るとともに、

OsakaIntemationalBusl・ 世界経済の緊束 に寄与する.

nessPromotlonCenter【 竃【冥 】 国 際 団 体 ・世 界 貿 易 七 ンタ ー連 合

(INTEXOSAKA)の 一環 として・各国世界貿易七 ンター と田力 して
,貿 易伸展 のため必要な人的 ・物的

〒559大 阪市 住 之江 区南 港北1の 各種サービスを提供す る・《全世 界 ・全国》
-1-12

06_612_8800【 刊 行 物 】 「WTCN・wsL・tt…(B5'
40頁 ・3.000部)「WorldTraderS」(B5・

【股 立)昭59..12〈 通 産 省)60頁 ・20.000部)

【目的】 国際見Z市 会培 「インデ ックス大 【取 引緩行 】 富士 ・太陽神戸(各 浜松町)・

阪」 を退 官 し,海 外 との取引の乞大.産 具 東京(新 橋)三 井(丸 の 内}

投力の促 進及び国際間 の相互理解の 向上 に 【年子算 】3億510万 円

賞す る事 実 を行い.関 西 の国際化 を促 しわ 【会員】 賛助 会員 一30社.苔 通 会員 一28
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分類 企業

1書

,■.
創:刊年 発行年 1949年 よ り 創 刊 年 刊

△社年鑑 層,層,・層■■.

.., 工

名 上場会社版 頁数,冊 数 3072ペ ージ(1986年 度 版)

"著編 者名
日本経済新聞社 出;版社 日本経 済新聞 社

上 場 企 業 の ほ か,金 融 ・政 府 関 係 機 関 な ど を 東 証1部,東 証2部 ・

,.,

構 ………成
7,'層

外 国部.そ の他の市場に3大 別 し,そ れ ぞれ上場 コー ド番号順に配列
し て い る.

.....,■ ■ ■■

全国8証 券取引所に上場 されている全会社を網 羅 した会社録.記 載
内""

…'"溶 …
:

項 目 は 決 算 内 容 を 中 心 に30項 目近 くに の ぼ る が,1977年 度 版 か ら 中 間

配 当 金 な ど3項 目 を 加 え,時 系 列 デ ー タ を 増 した ほ か ,関 連 会 社 と の

資本 関係の把握 を可能にす るなど一 層詳 しく掲載 している.

項i…
,9層,・9F 会 社 名.本 社,支 社 ・工 場,資 本 金,役 員,'沿 革,事 業,貸 借 対 照

目9" 表,損 益計算書,財 務比 率,最 近 の業績,営 業状 況な どを記載.
,

補, 巻頭に五十音順 の会社 名索引と業種別 目次が あ る.

;:i足,=.. 姉妹編に 『会社総覧 一未上場会社版』がある.

..

・.,層■●,
::i'""類iil:=1:1書::::::::::: 会 社 事 業 所 名 鑑(日 本 統 計 協 会,1981)な ど.

.、、実i…'""例,
,,.,9

〈固定負債>234,949247 ,168
8土{i戊・転…換‡土債94、30896.558 トヨタ自動車 欝
長期借入金118.082126.674

追随給与引当金7.4626、911
ToyotaM。t。rCorp、

その他固定負債15、09717.025 設 立 昭和12年8月28日
〔負債合計〕603,5396(U、895 決算期6月(中 間配12月31日)

資 本 金38、03638、036

(う ち額面超過分)`2727 【本 社 】e471愛 知県豊田f!∫トヨタ町
資本準備金8、5358,535 1や0565(28)2121
利益準備金 .6、2325.852 【事業 内容】 菅通型 トラック ・バス,小 型
その 他の剰余金23.28345.189 トラッ ク ・バス、乗用耶,産 業懐 械器具,

任意 績立金40,35132、968 補給部分品、店舗用住宅,KDセ ッ ト、産
当期未処分利益金 ▲17.06812、221 業車両,原 油

〔資本合計〕76、08697,612 【沿 革】 昭和12年8月 資本 金L200万 円
合2†679,625702、507 で㈹豊田自動霞楓製作所から分離独立.15

【損益計算書】(百 万円) 年3月 豊田製倒報(力浅 知製鋼腿).】6年5

(59」0)(58.10) 月豊田工機閥、20年8月 トヨタ車体工業閥

売 上 高769.071684.624 (現 トヨタ車体胸)、21年4月 関東電気 自動
輸出売上高378、855281、705 庫製造(現 関東自動 車曜)、23年7月 日進通

売 上 原 価688.395618、232 産(現 豊田通商 ㈱),24年6月 愛知 工 藁髄
〈売上te利 益>80,67666,392 (現 アイシ ン情 懐鵯),24年12月 目本電 装
販売費一般管理費73,86862、882 ㈱.25年4月 トヨタ自動車販売 ㈱.同 年5
〈営泉申∫益>6、8083、510 月長良紡績㈱(現 豊田妨鑓傾),28年8月 東
甘栗外収 益20、663,27、600 和不動産㈱,35年11月 ㈹豊田中央研 究所設
受 取利息1PIヨ1科12,76213.038 立.41年10月 日野 自動車工業㈱ 、42年11月
受取配当金L5381,867 ダイハツエ業㈱ と業務提携.49年10月 トヨ
皆産処分益・lf価萱3,2038、092 タ財団設立.57年7月 トヨタ自動 車販売姪

その他営業外収益3」604.603を 合併 して現商 号に変更.
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分類 類語

書 創 刊 年,発 行 年, 1964年 創 刊

分類語彙表

名 頁数,冊 数 362ペ ーゾ

著編者名 国立国語研究所 出版社 秀英出版

現在 使用され ている日本語の名詞 ・動詞 ・形 容詞 ・その他 の単語約

構 成 3万2600語 を,意 味 の 類 似 性 に よ っ て798項 目 に 分 類 し て い る.

約3万2600語 を 意 味 の 類 似 性 に よ っ て 分 類,収 録.一 種 の 類 語 集 で

内 地 域,集 団に よる表現の相違.史 的変遷,基 本語彙の研 究な どに役立

容 つ よ う 工 夫 さ れ て い る.

項 目 分 類 見 出 し,語 な ど.

補

足

巻頭に分類 項 目一覧,巻 末 に索引があ る.

∴類 書, 類 語 辞 典(東 京 堂,1955)な ど.
.,シ ■■■.●

実 ご例

造 出 博識lrll識 一 面顕 勺}別 わ さまえ 口添 如 ・了'れ 梱n了 ノF
`1エ ハ↓{1自 画 ・∫3↓ ハ↓《`,ん}父 ハ↓;t見 」,カ、り4勿 」)カ⑨り%1」,カ ・り}tllり

・;{見 ・勘 了 ・鋭 θ山 ⊂、・・}一 詞'剛 首相 り心 イr'㌧ 」i'舗 独 胎

心lll違 い4こ 心i,1点 の み込 み1`tの み込 み 肥WlllU

火 見'1跳.w矢 川 紺 ↓ 靱 捌 賃jw判 ・訓ZllllM

螢 政見 ㌔r」日 陰見 α欄'A7映 湖 棚 朋 不詳

目見 見識 不随'不 拶1
1.3063」 しゼ2.区,河 ・逆【沢.が3ハ辻Ul'】 り 人1';姐1';τ 提 ～ユA!

比 べ'… ξ了1(3箔.,'比t2幻1ヒ タ1円 円
1.306`鯉!1:・ 坐 呈11・1」い 分 つ きあbせ 引 さ 但 ・

・思い ・∫∫じ ご 召 し 穴f`一 舟 川 仔'分 知 ∫1多}け 組分 け 色分 け 人 別 ∫」i

},ゆ!∫ 仲 立別 脚 ・く 別 増 」`じ

思潮 ㌧u想 見ロ念 区分 ・1≧別 μ分6r」 ↓さかいnlき 多}け
●ロ:長 杉 人 ご と,巴 再 思Ji・ 思 案 ・,h刑 し き リ ヒ 切 り け じめ 差 別

一 考1・1考 …:曳ち 勘 ち 眺 糺d}(1・ 、.・ 判 別 チr別 湖1江 別

!s弓 隅 棚!呪 ・`U蹴8《H↓,1ソ4
・思 い つ さ ∫◇意 着 ご:ξ}氾!・7イ デ アll44さ}竺 ンヒ1竺 ・An!」

・発∪い 独,茜'ぷuは りど り 託母・㊨`品 品

・鯉 ・,憾"山 際 紘c・ 念 別 選 棚 よ励 さ 偲 梱 ・」こ選

念 碇U1!・ 」』t!.二偲 加 里雌`ぷ 訓'酬 眠 くじ川

顎 膝 欄 允li⑭ai;ll」,llロ 姻 ぱ11Kぱ 公選 ●ぴ'当
・くふ う 三,1塁

,r∫ ε エKl£ 、三lICリ ミ ‖竃り1一 聯r∫IXリ1`r

恕}と 」;もんば か リ ・硝 燃 儒 心Ul}取{k鋤,ば!1:《 勘,

iw担 史 曲1慮 苫品 川冗 局口ξ
・砿`∫{£n目`↓ 誤t、 長n三tn`1'台 場'捌 が'刷 脳 ・
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分類 詳細記述

語彙研究文献語別目録
創刊年.発 行年

.・.令■シP■.,7F

1983年 創 刊

頁数 冊数 418ペ ージ

'　著 編 者 名 …
佐藤 喜代治 出 版社 明治書院

."構::
'""=::… ……成

個 々の語 を五十音順に並べ,そ れ ぞれ どの ような研究文献 があ るを

記 載.'

…"丙 個 々 の 語 に つ い て.そ れ ぞ れ ど の よ う な 研 究 文 献 が あ る か を 語 別 に

検 索 す る た め の 目録 で あ る.文 献 採 録 に あ た っ て は,原 則 と し て 明 治

以 降 昭 和57年 ま で に 刊 行 さ れ た 単 行 本 ・雑 誌 ・講 座 ・全 集 ・論 文 集 の

類 か ら該 当 す る も の を 選 ん だ.

,..9.,・.

'容

・「,.・屠場.'...r,.,.■77■ ■77prP■,

見 出 し語 表 記.著 者 ・編 者 名.書 名 ・論 文 名,発 行 年 月.発 行 所

名 な ど.

項 折

目i}"
,.,.

こ の 目 録 は,『 講 座 日本 語 の 語 彙 』 の 別 巻 で あ る.
・...

・・補 ……

1'・…………足

書liii1類
....

あ あ あ

§書 舗 ㌍ 咄 錺12謬 謡 ㌍ 竺6{11詰恕9線5毛
}治 ・ば 召ス盟 難 聴 些δ撫21㍉5撰 蹴 鞠 ピ

1灘1鱗1欝lll擁
あ あ あ あ あ あ あ あ あ あ

蒜 ξ2鎚 艶難 語 雲 ‖1設駕当 考畿1奇禁 書 縫 量る

ll灘1難ll繋1
3あ い さ～あお や

;::実

;;;;i例i
.P.・
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分類 基本語

書 創刊年 発行年 1984年 創 刊

日本語教育のための

名 ・=… 基本語彙調査 ・・頁数 冊 数i 275ペ ージ

;;;;;著編 者 …名:: 志部 昭平 他 、:出i版 社 。 国立国語研究所
「,.,

解説 と語彙 表にわかれ,語 彙表は五十音順語彙表 と.意 味 分類体語
.・:・:・・構i

_成 …・ 彙 表 に わ か れ て い る.ま た 意 味 分 類 体 語 彙 表 は,体 の 類,用 の 類,相
.=.::

の 類,そ め 他 に 分 類 さ れ る.

「 「 言語教育にお いて学 習の目的にかな つた基本語彙の設定.収 録語彙
::==;=,聾.

・・==内

は 専 門 家 に よ っ て 「基 本 語6000語 」 と,そ の6000語 か ら さ ら に 「基 本

i''''''"層 容iii 語2000語 」 を選 定 して い る.ま た,見 出 し語 に 語 種(和 語 ・漢 語 ・外

来 語)な ど 各 種 コ ー ド を 付 け て い る.

,……項 、目' 見 出 し語,漢 字 表 記.各 種 コー ドな ど.
-.「.7

==""'9『 補-9
…'

付録に意味 分類項 目一覧 がある.

'■■■ ..9,・ ・.・
:足.

iiiiii,、:

…………類 書 .::::=

=「'

実 ………
.='

■

ア ジア 1259 4 7 あつ い(厚) 31921 12345 7

あしあと 促 跡} 11720 7 3368
● ●

あしおと 促 音) 1503 7 あつい(暑) 3515 12345
●b
あ した(明 日)

●
1164・ 12345

●
あつ い(烈) 鮎15 12356 7

あしもと 促 元) 1171 5 7 あ っか(悪 化) 11502 ?
■

あじわう(味) 2301 7 あつか う(扱) 23852 156 7

23093 あつかましい 促) 3341

23394 あつ さ(厚) 11Ω 7

あす(羽 口)cf.あ した n643 2 7 あつ さ(2) 15150

あずかる(研) 痴78 13456 7 あ うさり 3505 5 7

あずける(碩) …378 1345 7 あうち一 あ ちら

あせ(汗) 15η 1235 7 あ っぱ く(圧 迫) n562 7

あせる(魚) 230! 7 あつ まり(集) 1198` 7

あせるOヨ) 25σ2 13510
●b ■ ●

あそこ U7〈』, 12345 7 あ つまる(興) 21555 123456 7
●

あそび(遊) 13373 7 あつめ る(集) 21555 12345 7
● ●

あそぷ(遊) 233? 12345 7 あつらえる 2376 5

あたい(随) 1373 6 あ つりょ く(圧 力) 11401 6 7
●

あた える(与) 2377 12356 7 あて(宛) 1173` 7

あ たたか いな(暖) 痴15 12345 7 あ てな(宛 名) 13102 3
●

あたたまる(暖) 2517 4 あ てる(当) 21563 125 7

あ たため る(暖) お17 34・56
●b
あ と(後)

●

11670 123456 7

●b
あた ま(頭) ;5〒1 12345 7 あ と(跡)

●
U720 125 7

・b ●

あた ら しい(新) 31661 123456 7 あ とまわ し(後 回) 1166 5

L国 際 之加搭a玉 村4.Neu55文 化6吉 ・樟7混 党8.年 少b.志 駆

一194一



分類 用語

書
1

創刊年
P,,

発行年 1963年 創 刊

現代雑誌九十種の用語用字

名 第2分 冊漢字表編 頁 数 冊:数 256ペ ージ

.,、=著編 者 名,,= 林 大 他 出 版 社 、::, 国立国語研究所噺P■.,L■

構 第2分 冊は解説 と漢字表か らな り,漢 字表は使用率順漢字表,用 法

成 別 漢 字 表.'五 十 音 順 漢 字 表(索 引)か ら な っ て い る.
.,,.

諸種 の現 代の雑誌九十種の使用語 を抽 出,整 理.27万 語の標本に用
、

:: 内 いられ た漢字28万 字 を精密な計量的作業に よつて整理.集 計 し,使 用

.容 ii 率 の 高 い 約2000字 に つ い て そ の 使 用 率 と,そ の 字 を 用 い て 書 か れ た す
..,

層,7.
..,・..9

べ て の 語 を 示 して い る.

,

,、、……ii項";=鍵iii .・' 整 理 番 号,・ 見 出 し語,読 み,使 用 率,使 用 され た 語 な ど.

この資料は大がか りな調査 の一つと して長 い年 月の労 力 と費用 をか
:=補

==足 … けた結果の産物 である.全 体は3分 冊で,第1分 冊は 「総記お よび語

,,・.PP 彙 集編」,第3分 冊は 「語の使用頻度編」 である.
・.',,.P

..rP

類i:::層"
..:::==

i漢 1…例 二

53地 絡801 家長 艦長 姐長
,局長 区長 原長〔県庁〕 校長

ジ 【240'57】 地㎝ ～ハ・地合bα)地 糸17地 色 服 座長 市長 次長 社長52酋 長 消長 職長

地金 地獄12池 貝(一や巴翻O地 呈 地蔵 地代 所長11署 長 助長 身長 伸長〔伸張〕 深長纏籔～)

地団駄 地づ ら 地 どり 地経g地 主 地肌 地盤 成長(生長5)24伍 長(_鍵働 船長 総長 曹長 増

地響(地 ひびき)地 べた 地味 地面 地元 地力 長 村長 隊長 台長(気象台館～)団 長 町長 天長

厚地]酸 気地(一な⑱O〔意気〕 意地 ウール地 縛地 特長10〔特徴16〕 徒長 日長(W冨朝岡の一)年 長 班長

裏地 表地 片意地.生 地29金 地 グリーン地 グ 婦長 部長17副 長 兵長 薫長

レー地 黒地 紺地 積地 白地 冠鞄(心 地)砂 地 ながい 口79/24】 長(～民田.'一の■ピい)〔永〕 長⑱'

素地 タオル地 タ7サ ー地 縫地 素地 ツイー ド121〔 永い8.回9〕 長編10長 雨 長生 き 長唄
唱 ●

地 築地 共地 斜地 布地23忌 地 パイル地 胆 長澄 長靴 長袖 長ったらしい 長続 き(長つづき)
'

地 プ リン ト地 無地9路 地(露 地5)9長 面 長 々 〔団〕 長葱.長 年〔永年〕 長引 く 長持

チ 【533〃8】 地(京冷～)72地 位12地 域18地 下(長 保ち)〔永持ち〕 長屋 面 長 気長 切れ長 与三長

ユ4地 階 地球14地 銀 地区膓9地 形 地検 地裁.但 ～貫)細 長い 横長

地貫 地田(▲蛤の■的 地上12地 図10地 租 地帯 囚 圏 チ ・ウ 【34】 囚24ハ1(長 長江〔庄田一)

20地 中 地点 地表 地方81地 理 地力 空地 長三郎 長十邸 長煩 長二郎 長造 長平 勘

跡地(白眉一)荒 地 居心地 』 位地 〔位置56〕 忌地 次郎長 弁長)囲10∫4(長 州 長春 長府〔～台●〕

(員貫用ぼ)奥 地 外地 各地16屋 地 閑地 基地28吉 長 口 鉾と長●D
.

危地 現地 極地 クボ池 見地 原地 現地10耕 園 国 おさ 【1】 囚(長 光)
;こ 、'

地 高地 心地 故地 産地 山地 敷地 湿地 囚回 なが 【74コ囚38∫35(長 井 長江 長尾 長

失地 実地 借地 陣地 戦地 草地 大地 代地 雄 長岡 長倉 長坂 長沢 長嶋 長田 長門 長

題地 天地 転地 田地 当地 同地 動地 土地35門 守 長友 長沼 長浜 長治 長政 長根 長屋

内地 貴地 泊地 番地 僻地 高地 盆地 要地 長山 長与 重長 宜長 道長 光長 森長 頭長)

余地10陸 地 鋤 胞 領地 囲36∫8(長 日邑 長岡 鑓 長崎16長 崎町 長田

四 目 ジ 【7〕 囚4μ(地 蔵〔籠 ～コ 地頭 伊知'長 野9長 良〔_♪o)
`'8'●;

地 宮地)臼S'2(今 津築地 築地)広 聴 はせ 【16】囚16∫2(長 谷川15長 谷部)

匹田 チ 【21〕 囚14'6(蒲 地 菊地 仲地 野

辺地 福地 満地)団712(地 中← 面 上高地)56代 任7鱒
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資料編2.日 本電子化辞書研 究所におけ る電子化辞書

2.1電 子 化辞 書 の構 成

電 子 化 辞書 は、 日本 語 や英 語 と い った言 葉 に依 存 す る語 彙辞 書(言 語 に

関 す る辞 書)、 そ の 言葉 に隠 れ た 常識 を知 識 ベー スの 形 で 表 した概 念 辞書

か ら構成 さ れ る(図 一 資 一2-1)。

人 間 は言葉 を理 解 す る際、 単 に言葉 に関 す る情 報 だ け で理 解 して い るわ

けで はな く、言 葉 が表 して い る もの とか 、事 柄 に関 す る知 識(常 識)を 用

いて 理 解 して い る と考 え られ る。 概 念辞 書 は 、 こ う した知 識 を計 算 機 が利

用 で き るよ うな形 式 で保 持 す る辞 書 で あ り、 意 味理 解 の た め に必 須 の情報

で あ る。

図 一 資一2-2は 、 電 子 化辞 書 の構 成 にっ いて 語 彙辞 書 と概 念 辞 書 の 関

係 を 示 す もの で あ る。 語彙 辞書 、 っ ま り基本 語 や専 門用 語辞 書 で は 、語 が

もつ語義 を細 分化 し、 細分 化 され た 語義 を概 念 の構 成 単 位 で あ る概 念 素 に

対応 させ る。 概 念 辞書 の 中 で、 概 念体 系 は語 彙 辞 書で 設 定 され た概 念 素 間

を上 位下位 関係 に した が って 構 造 化 す る。 この上 位 下位 関係 は、 概 念 の持

つ 属 性 の継 承 関係 を保 証 す る もので あ り、概 念 記 述 の抽 象 化 の ため に用 い

られ る。 ま た 、概 念記 述 は、各 概 念 に ついて 、常 識 と して 成 り立 つ事 実 を、

記 述 す る もの で あ り、概 念 素 間 に成 り立 つ 関係 を与 え る こ とで概 念 が 記述

さ れ る。

図一 資 一2-3に 将 来 イ メー ジ も含 め 、EDR電 子 化辞 書 の 位置付 けを

示 す。

2.2語 彙辞 書(単 語 辞 書)

語 彙辞 書 は、一 般 に使 用 され る語 を 対象 に した 基本 語辞 書 と専 門用 語 辞

書 に分 け られ る。 従 来 、 語 彙辞 書 は、 言 語 や専 門 分野 に依 存 す るた め、 そ

れ ぞ れ独 立 の 形 式 で 作成 さ れ る傾 向 に あ った が、 本 プ ロジ ェク トで は、 日

本 語 と英語 、 専 門分 野 に 関 らず 、 同一 の形 式 を持 つ よ うに設 計 されて い る。

す な わ ち、 開発 中 の 辞書 の仕 様 は、 フラ ンス語 や ドイ ツ語 とい った他 の言

語 や 、化 学 や 自動 車 、 機械 とい っ た他 の分 野へ の拡 張 が可 能 と な って お り
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あ らゆ る言 語 辞 書 の マ ス タ辞 書 と して 位置 付 け られ る よ う考 慮 され て い る。

語彙 辞書 の 目的 は、 語彙(単 語)と 概 念 を 対応付 け る こ と に あ り、 この

た め、 語 彙辞 書 で は、 各 語 に っい て 、 詳細 に区 別 された 語 義(概 念 素)に

対 応 して表 層 情報 が 付 与 さ れ る。 この表 層情報 には、 使 用 分 野、 使 わ れ方

に 関す る情報(用 法)、 及 び表 層 格 に関 す る情報 な どが含 まれ て い る。

図一 資 一2-4に 、 基本 語 辞書 で あ る、 日本 語、 英語 辞 書 の構 成 及 び内

容 につ い て示 す。

図一 資 一2-5は 、 対訳 辞書 を含 む 基本 語 辞書 全体 の構 成 を示 す。 日本

語 辞 書 と英 語 辞書 は、 同 じ概 念 を持 つ 語義 を結 び付 け る こ とに よ って リン

ク され、 それ ぞ れ の語 義 に対 す る対訳 が、 概 念上 の同義 、 上 位 下位 関 係 を

指 定 して 付 与 され る。

2.3概 念 辞 書

概 念 辞 書 に 関 して は、 そ の必 要 性 が 指摘 されて い た に も関 わ らず 、従来

きわめ て 小規 模 な ものが 試作 され た こ とが あ るの み で、 現実 の 自然 言語 処

理 に適 用 され た例 は ほ とん どな い。 そ れだ け に まだ解決 され て いな い課 題

が 多い テー マ で あ り、 基礎 的な 研 究 を必 要 とす る。

概 念辞 書 で は、 言 語 を計 算 機 が理 解 す るた め に必要 な、 いわ ゆ る常 識 に

関 す る情 報 が形 式化 され記 述 され る。 す な わ ち、 入 が知 っ て い る森羅 万 象

を計 算 機 が利 用 で き る形 に しよ う とい う試 み で もあ る。 こ う した常 識 を 用

いて きわ めて精 密 な 意 味解 析 を可 能 に しよ うとい うわ け で あ る。 と ころが

この概 念 記述 には、 常識 自体 がオ ー プ ンエ ン ド(果 て しが な い)で あ り

また、 量 的、 質 的 な 問題 が あ る。

これ らの問題 を解 決 す るた め、 次の項 目につ いて研 究 開 発 を進 めて い る。

・概 念 記 述 を す る た めの 洗練 され た 関係 子 の セ ッ トの 設 定

・概 念 体 系 の構 築 方 法 とそ の理 論 的裏 付 け

・概 念 自体 の構 造 に関 す る研 究

・概 念 の 自動 学 習 、 自己 組織 化 の方 式 に関 す る基 礎 研究

・自然 言語 処 理 へ の 適用 に よ る概 念辞書 の評 価
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1)概 念体 系

概 念 体 系 は概 念 の上 位 下 位 関係 を 保持 し、概 念間 の属性 の継 承 関係 を保

証 す る。 した が って 、 概 念体 系 は、 そ れ泊 体 が意 味 の構 造 化で あ る と共 に

概 念記 述(知 識 ベー ス)を 抽 象 化 す るた め に用 い られ る。 この 概念 体 系 の

構 築 の困 難 さは、 概 念 に対す る観点 の違 い や、 自然言 語処 理 の 戦略 に よっ

て、 多様 な体 系が 考 え られ る 点 にあ る。

電 子 化 辞 書 で は こう した 多様 さを 吸収 す るた め に、 まず、 多様 な観 点 か

ら概 念 を分類 す るた め の分類 項 目を設 定 し、 この分 類 項 目 に したが って概

念 の整 理 を行 っ て い る。 分類 項 目に した が って 整 理 され た概 念 セ ッ トは、

そ れ 自身概 念 の 構 造 に関 す る研 究材 が 用 い られ る と共 に、 多様 な概 念 体 系

の 開発 に用 い られ る。

2)概 念記 述

概 念辞 書 は、 語彙 辞 書 で設 定 さ れ た概 念 素 につ いて 、 そ の意 味 を記 述 す

る もので あ る。 つ ま り概 念 素 が 代表 す る事物 や 事 象 につ いて 成 り立 つ 事 実

(常 識)を 記 述 す る もの で あ る。一例 え ば、 「行 く 」とい う概 念 の一 つ は、

〔主体 〕が 「入 間 」で、 〔終 点 〕が 「場 所 」で、 〔手 段 〕が 「輸送 手 段 」、

とい う よ うな表 現で表 わ され る。 こ こで 「 」は概 念 素 を、 〔 〕は関係 子 を

表 す 。 つ ま り、 あ る概 念 は、 関係 す る概 念 との 間 の関 係 に よっ て その意 味

が表 され る。

概 念 を記 述 す る上 で、 関係 子 の セ ッ トが きわ め て 重要 で あ る。 現在 の 電

子 化 辞 書 の仕 様 で は、 約40種 の関係 子 が設 定 され て お り、 そ れ らは次 の

3つ の ク ラス に分 類 さ れ る。

a)意 味 関係 子:概 念 の 上位 下位 、 全体 部分 な どの 関係

b)格 関 係 子:格(case)文 法 に もとつ く関係。

c)文 脈 関係 子:因 果 関係 や事 象 の時 間的 関係 な ど。

上 記 の関 係子 の うち、 概 念 の上 位 下 位 関係 に よ って 関係 付 け られ た構 造

を概 念体 系 と呼 ん で い る。 現 在、 この関 係子 を用 いて、 概 念記 述 の実験 試

作 を進 め て い る。
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2.4研 究 開 発の 手 順

電 子 化辞書 研 究 開 発 の手 順 を 図一 資一2-6に 示す 。 単語 辞 書、 概 念 体

系、 概 念 記述 、 そ して 実 証評 価 シス テ ム に よ る統 合 的 な評 価 に いた る手順

を踏 みな が ら、 大 規 模 な言語 デー タベー ス で あ るEDR電 子 化 辞 書 が開 発

され る。

この 手順 を 時 間 軸 に展 開 した のが 、 図一 資 一2-7の 研究 開 発 ス ケ ジ ュ

ー ル で あ る。 この ス ケ ジュー ル は、 研 究 開発 の作 業内 容 か らの もの であ り、

通 常 の計 画 線表 とは異 な った もの と なって い る。

概 念辞 書 を含 む 電 子 化 辞書 の研 究 開発 は 、本 プ ・ジ ェク トにおい て 世 界

で 初 めて なさ れ る もの で あ り、 欧米 を始 め、 世 界 中か らそ の成果 が 期待 さ

れ て い る。 ま た,通 産 省 プ ロジ ェク トで あ る近 隣 諸国 間 機械 翻 訳 システ ム

プ ロジ ェク トに お い て、ASEAN諸 国 の辞 書 は本 辞 書 を ベー ス に開 発が行

われ るべ く検 討 が 進 め られて い る。本 プ ロ ジェ ク トによ り開 発 して い る電

子 化 辞 書 が世 界 の マス タ辞 書 と して位 置 づ け られ るよ う に、各 国 との研 究

協 力 を積 極 に進 め る。
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資料編3.辞 書 の語釈 文か らの知識表現 の抽出法

3.1は じめ に

自然言 語処 理 シ ス テ ムで意 味 や知識 を 扱 うこ と は常 に 問題 と な るが、 意

味 と一 口 にい って も、 そ こ には さ まざ まな 定義 が あ る。 計 算 機 科 学 や人工

知能 の 側 面 か らの 意 味 の 定義 もその一 つ で あ る し、哲 学 的 、 言 語 学 的 に意

味 を定 義 す る場 合 も あ る。 そ して そ の場 合 で も、 提唱者 の立 場 を反 映 して 、

そ れ ぞれ が違 った 定 義 を行 っ て い る。 ここ では、 意 味 や知 識 の表 現 に、 国

語辞 典 の語 釈文 を用 い るとい う立 場 か ら、意 味 とい う もの を 次 の よ う に

(や や 限定 して)定 義 す る。

意 味 の定義

1・ 国 語 辞典 の 語 釈文(例 文 を除 く)か ら抽 出 され る上 位 一下 位 、 全体

一 部分
、 同値 関係 を、 そ の語 の意 味 とす る。 また 、 前記 の 関 係以 外 で も、

語 釈文 か ら得 られ る語 と語の 闘係 を、 そ の語 の 意味 とす る。 これを 「静 的

な意 味 関係 」 と呼 ぶ。

2国 語 辞 典 の 語 釈文 中 に含 まれ る例文 は 、1に 比べ る と、動 的 な関係

とい え るが、 い わ ば 固 定 した 決 ま った 関係 とい え るの で 、 これ を 「半 動 的

な意 味 関係 」 と呼 ぶ 。

3.実 際 の文 を構 文 解 析 して い る際 にそ の場 の状況 か ら得 られ る情 報 を

「動 的 な意 味関 係 」 と呼 ぶ 。 これ は、 語 用論 的 な意 味 を取 り出す こと に相

当す る。

こ こで は、 静 的 な意 味 関係 を扱 う。 そ れ は、上 の定 義 に よ って この意 味

関 係 が 国語 辞典 の語 釈文 か ら直 接 導 け るか らで あ る。 国 語 辞 典 の 語 釈文 をマ

文 章 の 末尾 で そ ろ え る と、上 位 一下 位 な どの関係 を比 較 的 反 映 して、類 似

の意 味 を持 った 語 が まと ま る こ とは、 新明 解 国 語辞典 の上 で行 っ た予 備 的

な実 験 で も示 され て い る。 また、 国語辞 典 の 語 釈文 が一 定 の表 現 パ ター ン

を もって い る こ とを 利 用 して、 その表 現 に対 して パ ター ン マ ッチ ングを 適

用 し、 抽 出さ れ た情 報 に基 づ いて意 味関係 を 定 め よ う とい う試 み もあ る。

い ず れの試 み も、語 彙 を 分類 して これ まで入 手 で作 られ て きた シ ソー ラス

を 自動 的 に作 る ことを 目指 して い るが、 国語 辞 典 の語 釈 文 を扱 う場 合 で も、
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この程 度 の機械 処 理 で は不 十 分 であ る。 こ こで は、 自然 言語 処 理 用 に、 従

来 よ り も深 い意 味 記 述 を有 す る辞 書 を作 成 す る ことを 目指 して 次 の よ うな

手順 で国 語 辞典 の 語 釈 文 か らの意 味 の抽 出を行 う。

① 国 語辞 典 の語 釈 文 を見 出 し語 とと もに抽 出 し、 語 釈 文 に述 べ られ て い

る内容 を反 映 す る関 係 を取 り出す。 こ この 部 分 も当 然 自動 化 す べ きで あ る

が、 現在 は人 手 に よ り、 格 文 法 に則 っ た語 と語 の関 係 を抽 出 す る。

② この 関係 を、 オ ブ ジェク ト指 向型 言 語 の上 に のせ て 概念 ネ ッ ト ワー ク

を形 成 し、 そ の上 で の柔軟 な推 論 が行 え る よ うに す る。

この二 項 目を も う少 し敷桁 して 示 した手 順 を 図 一 資 一3-1に 示 す 。語

釈文 か ら語 と語 の 意 味 関係 を抽 出す るに は、 上 に述 べ た① の み で よい が、

それを動 か す に は知 識 や 意味 を う ま く扱 え るシ ス テ ム上 に移 植 す る手続 き

が 必要 にな る。 こ こ で② に示 した よ うに、 オ ブ ジ ェク ト指 向型 言 語上 の シ

ス テ ムを 採用 した の は、 これ が知識 や 意 味 を表 現 す るの にふ さ わ しい言 語

であ るか らで あ る。 オ ブ・ジェク ト指 向型 言 語 に は、Smalltalkな ど い くっ

か の言 語 が知 られ て い るが、 ここで は 図 に示 す よ う に、CTALKと い う西

独 シ ュ トゥ ッ トガル ト大 学 で開 発 され た オ ブ ジェ ク ト指 向型言 語 を用 い る。

CTALKの 利 点 に つ いて は3.2で 述 べ る。

見 出 し語 と表 現抽出

意 味関係抽出

概 念 ネ ッ トワー ク形成

(外)国語辞典

図 一 資 一3-1概 念 ネ ッ ト ワ ー ク の 作 成 手 順
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さて 、動 物 な どの具 象 物 に対 して は、 あ る程度 は内 省 に よ って ネ ッ トワ

ー クの 形成 がで き るが
、 国 語辞 典 の語 釈 文 を 援用 す る こと によ って、 よ り

厳 密 な構 造 を作 る こ とが で きる。 そ の際 に は、 抽 象概 念 の 場 合 と同 じや り

方 もで きるが、 簡 単 に は、 語 釈 文 中 の キー ワー ドを た ど る こ と に よって 、

語 と語 の関係 を つ け る こ とが で き る。 そ して 、 この関係 を オ ブ ジ ェク ト指

向 型言 語CTALKの 上 に のせ る と、継 承(inheritance)やVIEWED-

ASoperatorに よ って 、 生物 の階 層表 現 が柔 軟 に表 現 で き るよ うにな る

(こ れ らのoperatorに つ いて は2で 少 し触 れ る)。 知 識 表 現 につ いて は、

た とえ ばPrologを 使 っ た試 み が あ るが 、 ここで 述べ る知 識表 現 は、 オ ブ

ジ ェク ト指 向型 言 語 が もと も とこの よ うな知 識表 現を す るた め に作 成 さ れ

た言 語 であ るだ けに 、Prologな どよ り は るか に容 易で あ る。

3.3で は、抽 象 概 念 の表 現法 につ いて述べ る。 抽 象概 念 は、 生 物 の階 層表

現 の よ うに、意 味 階層 とい う形 で表 現す るの は難 しい。 そ れ は 、抽象 概 念

に は、 生物 に見 られ るよ うな明確 な上 位 、 下位 関係 が規 定 しに くいか らで

あ る。 こ こでは 、 概念 間 の関係 を表 わ す最 も使 い易 い 目印 と して 、 国語 辞

典 の 語 釈文 の部 分 を意 味 解 析 して 、概 念 を表 わす 語の 間 の 関係 を 意味 ネ ソ

トワー ク と して表 す 。 そ して 、そ れをCTALKのSYNTAX上 にのせ る。

この結果 、 抽 象概 念 を表 わ す語 の 間 の 関係 が語 と語 の間 の 意味 ネ ッ トワー

ク と して表 現 さ れ る。 な お、 この よ うな 意 味 ネ ッ トワー ク を外 国 語辞 典 に

つ いて も同 じよ うに作成 す るこ と がで き る6こ の よ うに して 作成 した外 国

語 辞典 用 意 味 ネ ッ トワー ク と、 対 応 す る別 の国 語 とを結 び 付 け るこ と に よ

り、従 来 のニ カ国 語 辞典 に は見 られな い、概 念 の関係 を よ り精 密 に表 わ し

た電 子辞 典 が作 成 で きる。 これ らは 自然言 語 処 理 や機械 翻 訳 に役立 っ ば か

りで はな く、 従来 の辞 典 に対す るア ク セス よ り もより深 い ア ク セ スを 可 能

に し、 普 通 の辞典 よ り も意 味 に関 して深 い知 識 が得 られ る よ うに な る。 こ

れ につ いて は3.4に 簡 単 に述 べ る。

3.2オ ブ ジ ェ ク ト指 向型 言 語CTALK

CTALKは 、 そ の 名前 の 示 す通 り、Cで 書 か れたオ ブ ジ ェ ク ト指 向型言

語 で 、UNIXな ど、Cの 動 く環境 下 で動 作・し、本体 は コ ン パ ク ト(た とえ
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ばSUNワ ー クス テー シ ョン上 での 最 新版 の 実行 プ ロセス の 大 きさ は約250

Kbytesで あ る)だ が 、 次の よ うな 種 々の特 徴 を もって い る。 こ の うちの

い くつか は他 の オ ブ ジ ェク ト指 向型 言 語 に も備 わ って い るが 、 他 の言 語 に

な い特 徴が 多 い。

1.sourceがCで 書 か れて い るの で メ ッセ ー ジ送 信(messagepassing)

や ス ロ ソ トの内容 の 出力 が高速 で あ る。 また 移植 性 も高 い。

2.オ ブ ジェ ク ト指 向型 言語 では、 実 際 に呼 び 出 して操 作 を行 わせ るオ

ブ ジ ェ ク トを 、通 常 ク ラス とイ ンス タ ンス に分 けて い る。 ク ラス はオ ブ ジ

ェク トの性 質 を決 め る もの で 、 インス タ ンス は実 際の動 作 を行 うもの で あ

る。CTALKで は、 陽 に この ク ラス とオ ブ ジ ェク トを 区別 して い ない(次

項 参 照)。

3.CTAI、Kで は、 オ ブ ジ ェク トの集合 と してworldと い う もの を定義

す る。 このworldは 、 い くつ か のオ ブ ジ ェク トを ま とめて 扱 う概 念である

と と もに、 親 オ ブ ジ ェク トの 概 念 を 承 け継 ぐ継承(inheritance)や 、 オブ

ジ ェク トへ の命 令 で あ る メ ッセー ジの範 囲 を 定 め る単位 と もな って い る。

4.物 理 的 には い くつ かのworldを ま とめて一 次記憶 の上 にお き、 一 次

記 憶が い っぱ い にな る と、最 も使 わ れ て い な い もの(1eastrecentworld)

か ら自動 的 に二 次 記憶 の 方 へ待 避 され る。 との 動 作 は ユ ー ザが意 識 す る こ

とな く行 わ れ る。 これに よって 大 規 模 な デ ー タを 柔軟 に扱 う ことが可 能 に

な る。 また 、 この動 作 を人 間の 記 憶 の一 種 の シ ミュ レー シ ョン と見 る こと

もで き る。

5.各 オ ブ ジ ェク ト間 の 関係 を 表 わ す ビ ッ トテー ブ ル の使 用 に よ り、す

べて の 親 、 子 を起 動 す る プ ロセス を 高速 に行 うこ とがで き る。

6.バ ック トラ ックの 範 囲を 指 定 す るcutoperator、 そ の方 向を指定す

るVIEWD-ASoperatorの 使用 に よ り、 柔軟 な 制御 が行 え る。

図 一 資一3-2にCTALKの オ ブ ジ ェク トとworldに 対 する概 念 図を 示

す。 小 さい○ 印 で 示 すの が オ ブ ジ ェク トで あ り、枠 で 囲 ん だ平 面 がworld

で あ る。 枠 内 の下 線 をつ けた 名 前 はworld名 を示 す 。ま た 、各 オ ブ ジ ェク

トの横 に書 いて あ るs1、s2、 … とい うの は 、CTALKの 用 語 でSLOTS

を表 わす。 これ は どち らか とい え ば静 的 な 関係 を 記 述す るの に用 い られ 、

一210一



CT▲LX

6TALX一
匡● x,

s1 ●

x3
⑳ ● ●3

/
、〆 Ae 91

、, ● `1`2 ●1

▼,一
▲3

■9

83

●, 9t

,?一
84

図 一資 一3-2CTALKの 模式 図

最 上 位 の オ ブ ジ ェ ク トで は ス ロ ッ ト名 と 定 義(slotdefinition)を 入 れ る。

こ の 定 義 が 、 子 オ ブ ジ ェ ク ト に お け る デ フ ォ ー ル ト値 に な る 。 子 オ ブ ジ ェ

ク ト で 定 義 の か わ り に 値(slotvalue)を 入 れ る と
、 こ の オ ブ ジ ェ ク トよ

り 下 で は 、 こ れ が ス ロ ッ トの 値 に な る 。 ス ロ ッ ト 名 を 定 義 す る と き に 、 ス

・ ッ ト値 の 性 質(た と え ば あ る 数 値 よ り 小 さ い)を 規 定 し て
、 子 オ ブ ジ ェ

ク トに 入 る べ き 値 を 制 限 す る こ と も で き る 。

オ ブ ジ ェ ク ト名 の 横 に 書 か れ たm1 、m2、 … はMETHODSを 表 わ す 。

こ れ は 、 オ ブ ジ ェ ク トに メ ッ セ ー ジ を 送 っ た と き に 行 わ れ る 動 作 を 記 述 す

る 。 こ れ を 起 動 す る 時 に 、 現 在 注 目 して い るworld(こ れ をactiveworld

と 呼 ぶ 。activeworldは 当 然 一 次 記 憶 上 に お か れ る が 、 一 次 記 憶 上 の 容

量 の 許 す 限 り 、activeで な いworldも 一 次 記 憶 上 に と ど め ら れ る)上 の オ

ブ ジ ェ ク トを 取 り 扱 う 場 合 に は 、world名 を 指 定 す る 必 要 は な い が 、 そ れ

以 外 の オ ブ ジ ェ ク ト に メ ッ セ ー ジ を 送 る な ど の 操 作 を す る 場 合 に は 、 指 定

が 必 要 で あ る 。 た と え ばworldW2に あ るB3と い う オ ブ ジ ェ ク トのmet-

hod:m1を 起 動 す る に は 、

(B3/W2mlab…)(1)

と す る 。 こ こ でa、b、 … はmethodの 引 数 で あ る 。 図 で 分 か る よ う に
、 各

オ ブ ジ ェ ク ト は 、worldに 関 係 な く 、 複 数 の 親 、 子 を 持 つ こ と が で き 、 そ

れ ら 複 数 の 親 の 性 質 を 継 承 で き る 。SLOTS、METHODSと も に デ フ ォ
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一・一ル トで はworld内
、 指 定 す れ ば 種 々 の 範 囲 ま で バ ッ ク ト デ ッ ク を 拡 張 で

き る 。 ま た 、 継 承 の 方 向 もSLOTS、METHODと も 指 定 が 可 能 で あ る 。

上 のmethod・ と 同 じ も の を バ ッ ク トラ ッ ク お よ び 、 方 向 つ き で 起 動 す る に

は 次 の よ う に す る 。 … 、

(B3/W2VAS〈obj.ect名 〉<cut-spec>mlab…)(2)

こ こ でVASはVIEWED-ASoperatorを 示 す 。 そ の 後 の オ ブ ジ ェ ク ト 名

を 指 定 す る こ と}と よ り 、.B3/W2に 所 望 のmethodが な い 場 合 、 ま た は

meth(xiが 失 敗 し てNILが 返 さ れ た 場 合 に 、 次 の"cu't-spec"で 示 さ れ る

範 囲 に バ ッ ク ト ラ ック す る が 、 そ の バ ッ ク ト ラ ッ ク の 方 向 を 示 す 。 た と え

ば 図2に お い て(2)のVASの 次 の オ ブ ジ ェ ク ト名 の と こ ろ にB1/W2と 書

い て お く と 、B3/W2のmethodが 失 敗 し た 場 合 に は 、B1/W2の 方 向 に 、

同 じ 名 前 のmethodを 起 動 し に 行 く。 ま た 、 一¶tcut-spec"の 部 分 に は 、 バ

ック トラ ック の 範 囲(た とえ ばworld内 と か 、 全 オ ブ ジ ェ ク トな ど)を 書 く 。

33国 語 辞典 の 語 釈 文 とCTALKを 用 いた 抽 象 概念 のネ ッ トワ ー ク

1で 述 べ たよ う に 、生 物 な どの具 象 物 に っ いて は、 国語 辞 典 の語 釈文 の

キー ワー ドを た ど る こと に よ って 、直 接上 位/下 位 概 念 を作 り、 しか もそ

れ らを 自然な 形 でCTALKオ ブ ジェク トの上 位/下 位 関係 に写 像 す る こ と

が で き る。 それ に 対 して 、抽 象概 念 を表 わ す よ うな言 葉 の場 合 に は 、語 釈

文 の キー ワー ドを た どる とい うや り力 も可能 で あ るが 、そ の場 合 、上位/

下位 関係 とい う概 念 そ の もの が 明確 で な いの で 、意 味 階層 とい う方 法 で は

表 しに くい。 そ こで 、 こ こで は国 語辞 典 の語 釈文 を 手掛 か り と して 抽 象 概

念 を表 わ す単 語 間 の 関係 を構 築 す る こと を考 え る。 手 順 と して は ほ ぼ図 一

資 一3-1の 通 りで あ るが 、.も っ と詳 しく述 べ ると次 の よ うに な る。

① 抽 象概 念 を表 わ す見 出 し語 に対 して 対 応 す るw・rldを 新 た に 作 る。

② そのworld内 の 最上位 の オ ブ ジェク トと してTOPと い う名 前 を作 る。

これ はそ のworld内 の すべ て の オ ブジ ェク トの 親 で あ り、 人 間 との イ ン

タ フ ェー ス部 分 に な る。

③ このTOPの 子 オ ブ ジ ェク トと して見 出 し語 の 名 前 を持 つ オ ブ ジェク ト

を作 る。
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④ 見 出 し語 の語 釈文 を意 味解 析 して 、語 釈文 に対 す る意 味 ネ ッ トワー ク

を 作 る。 この中に見 出 し語 に対す る上位 概念 が ある場 合 には、そのオブジ ェ

ク トを見 出 し語 オブジェク トの上位 オブジ ェク トとしてworld内 に作 成 す る。

⑤ 語 釈 文 の 意味 ネ ッ トワー ク に 現 われ た 語 に 対 して 、 そ れ ぞれ オ ブ ジ ェ

ク トをつ くる。 このオ ブジ ェク トは④ で作 成 した もの も含 めて 、そ の各 々

が上 位オ ブジ ェク トとして 同 じworld内 のTOPと 、別 のworldに あ るそ

の語 に対 応 した名 前 の オ ブジ ェク トを持 つ。

⑥ 意 味 ネ ッ トワー クを つ な ぐアー ク の部 分 は 各オ ブ ジ ェク トのslotna-

meと して 表現 され る。

以 下、 この手 順 に沿 って どの よ うに意 味 ネ ソ トワー ク を作 成 して い くか

を具 体 的 に述 べ る。 例 と して は 、 「目的 」 とい う語 を取 り上 げ る。

「目的 」 と い う語 に 対 す る国 語辞 典 の語釈 文 は次の よ うに な って い る。

「行 動 す る 目標 と して 考 え られ た そ う した い何 事 か 、 そ うな りた い何

者 か。 」

これ か ら意味 ネ ッ トワー ク を作成 す る。 現在意 味 ネ ッ トワー ク を 自動 的

に抽 出す るプ ログ ラムが完 成 して い な い ので 、 こ こで は視 察 に よって 意 味

ネ ッ トワー ク を抽 出 す る。 ここで は語釈 文 か ら格 関係 を取 り 出 して 、 これ

を アー クの 名 前 と し、各 ノー ドには 、 そ の関係 を形成 す る単 語 が入 るよ う

にす る。 格 関係 の 名前 と して は、対 象(OBJ)、 目標(GOAL)、 動 作 主

(AGENT)な ど、格 関係 と して 認 め られ て い る もの を 採用 す る。 上 記

「目的」 の語 釈 文 か ら これ らの格 関係 の 名 前 を用 いて意 味 ネ ッ トワー ク を

作成 したの が 図一 資 一3-3で あ る。一 般 に国 語 辞典 で は 、具 象概 念 に対

して は 「もの」、 抽象 概 念 に対 して は 「こ と」 を最上 位 範 疇 に お く ことが

多 い 。 しか しな が ら 「もの」 の 方 は、 上 記 に も見 られ る よ うに、 抽 象 概 念

に対 して も用 い る こ とが あ る。意 味 ネ ソ トワー クの 中で この 「こ と」 と

「もの」 は明 らか に 「目的 」 に 対す る上 位概 念 と見 なす こ と が で きる。

次 に、 図 一 資 一3-3に 示 した よ う な意味 ネ ッ トワー ク に基 づ いて オ ブ

ジ ェク トを作 る。 まず""mokuteki"と い うworld内 にTOPと い うオブジェ

ク トを作 成 す る が、 これ に はslotname"mean"に 前 節で 述 べ た 語釈 文 が

(・ 一 マ字 で)は い って い る。 こ こに書 かれ た 内容 を 出力 す る に は次 の よ
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GOAL

図 一 資 一3-3「 目 的 」 の 意 味 ネ ッ ト ワ ー ク

う なmethodを 起 動 す れ ば よ い 。

(mean?x=〉(*do:(?xchw:)

(TOPgv:mean)))

こ こ で 最 初 のmeanはmethodの 名 前 、?xは 引 数 で 、 こ こ に 入 力 さ れ た 値

が 次 のxの 値 と な る 。*do:はLISPのPROGNと 同 じ よ う な 組 み 込 み 関

数 で あ る 。chw:はactiveworldを 変 更 す る 関 数 、gv:は ス ロ ッ ト値 を

出 す 関 数 で あ る 。

次 に 、 図 の 四 角 の 中 に 書 か れ た 語 に 対 し て そ れ ぞ れ オ ブ ジ ェ ク トを 作 る 。

四 角 か ら 出 て い る ア ー ク に 対 し て は 各 オ ブ ジ ェ ク トの ス ・ ッ ト に 、 → を 順

方 向 に た ど る 場 合 に は そ の ア ー ク の 名 前 を 持 っ た ス ロ ッ ト 名 を 作 り 、 値 と

して は 、 ア ー ・ク の 道 端 に あ る オ ブ ジ ェ ク トの 名 前 を 入 れ て お く。 → を 逆 方

向 に た ど る 場 合 に は 、 ア ー ク の 名 前 を 逆 に す る 。 た と え ばOBJと い う アー

ク を 逆 方 向 に た ど る 場 合 に は 、JBOと い う ス ロ ッ ト名 に し て お く 。 ス ロ

ッ ト値 と し て は ア ー ク の 始 点 側 の オ ブ ジ ェ ク ト 名 を 入 れ て お く 。 た と え ば

"isi/m
okuteki"は 親 オ ブ ジ ェ ク ト と して 、"Top/mokuteki"とttisi

/isi"(す な わ ちworldは"isi"と い う 別 のworldに な る)の2つ を 持
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ち 、 子 オ ブ ジ ェ ク ト 、METHODSは 持 た な い 。 ま た 、 図 一 資 一3-3に 従

っ て 、ttOBJ"、"JBO"と い う ス ロ ッ ト を 持 ち 、 そ の 各 々 にt'koto"、

ttk
angae"と い う 値 が 入 っ て い る 。

i/isi

図 一 資 一3-4"mokuteki"に か か わ る 意 味 ネ ッ ト ワ ー ク の 一 部

こ の よ う に し て 、(こ こ に 示 す 例 で は)world"mokuteki"内 の オ ブ ジ

ェ ク ト(図 一 資 一3-3の 四 角 に 示 す 語 か ら 作 ら れ る)が 、 そ れ ぞ れt'T

OP/mokuteki"と 自 分 の 名 前 を 持 つworldに あ る オ ブ ジ ェク トと を'(一 部

は そ の ほ か に も)親 と し て 持 ち 、 ス ロ ッ トを 通 じて 同 じworld内 の他 の オ

ブ ジ ェ ク ト と も 関 係 付 け が な さ れ た 形 で ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 す る 。 図 一 資

一3-4に そ の 様 子 を 概 念 的 に(一 部 省 略 し て)示 す
。 こ れ が 抽 象 概 念 の

ネ ッ ト ワ ー ク で あ る 。 抽 象 概 念 は 、 上 位/下 位 関 係 で は な く、 抽 象 概 念 間

の 関 係 と し て 表 わ し た 方 が 、 後 の 取 り 扱 い や 、 ネ ッ トワ ー ク の 拡 張 に 対 し

て 柔 軟 に 対 処 で き る 。 図 で 、 こ のworldの 中 心 概 念 で あ る"mokuteki/mo-

kuteki"は 、"TOP"、t'mono" 、"koto"を 親 と し て 持 つ 。 逆 に 、 図 に

も 示 す よ う に 、 子 に 対 す る リ ン ク も 伸 び て い る が 、 こ れ は 他 の 語(た と え

ば 「目 標 」 、 「目 当 て 」)の 語 釈 文 に あ ら わ れ た"tmokuteki/…"と い う オ

ブ ジ ェ ク ト か ら の つ な が り で あ る 。

こ の よ う に し て 、 上 下 関 係 で 表 わ し に く い 抽 象 概 念 を 、 語 と 語 の 関 係 と

し て 表 わ す こ と が で き た 。 具 象 物 に 対 し で も 類 似 の 手 法 の 適 用 が 可 能 で あ
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る。 これ と前節 で述 べ た階 層 とを 組 み合 わせ れ ば 、 強力 な知 識表 現が で き

る よ うにな ると考 え られ る。 ま た、 ここで 述 べ た方 法 を外 国 語 に適用 して

類 似 の ネ ッ トワー クを作 り、 日本語 と結 び付 け れ ば、概 念 の広 が りは さ ら

に大 き くな る。 これ につ いて は次 節 で述 べ る。

3.4抽 象 概 念 レキ シ コン の外 国語、 ニ カ国 語辞 典 へ の 応 用

抽 象概 念 の表 現 は 、具 象 物 に比 べ て そ の言 語 を と りま く環 境 を よ り明 確

に反映 して い る と考 え られ る。 した が って外 国 語 の抽 象 概 念 の表 現を 調 べ

て 日本 語 と比較 す る こと に よ り、 従来 の一 対一 対 応 よ り も柔 軟 な概 念 間 の

対 応 が得 られ る こと にな る。 また、 ネ ッ トワー ク レベ ルで の類 似 性 が は っ

き りす れ ば、概 念 間 の類 似性 も判 定 で き る。 この よ うな 目的 で 、 ここで は

外 国語 辞 典 を 対象 と して 前節 と同様 の抽 象 概 念 の ネ ッ トワー ク を作 り、 さ

らにニ カ国 語辞 典 に よ って異 な る言 語 の概 念 の 間 の橋 渡 しを す る。 外 国 語

と して は、 ここ で は差 し当 た り英 語 と ドイ ツ語 を 対 象 と し、英 語 につ いて

はLDOCEを 、 ドイ ソ語 につ いて はWahrigの 小 辞 典 を 用 い る。 また英 語

と ドイ ソ語 とのニ カ国 語辞 典 と して は 小 さ い辞 典 なが らLangenscheit

を用 い た。 ま た、 英 和 、 和英 、 独 和 、 和独 な どもそ れ ぞれ 中規 模 と思 わ れ

る辞 典 を採用 した。 この よ うな研 究 には、 辞典 の規 模 をそ ろえ て お い た方

が都 合 の よい ことが 多 いが 、そ の功 罪 に つ いて は 「ま と め」 で論 じる。

こ こで は、 ドイ ツ語 の 例 の み示 す。 対象 と して は、"Ziel"と い う語 を

取 り上 げ る。 これ は、 日本 語 の 「目的」 と類 似 した 語 で あ って 、 次の よ う

な語 釈文 を持 って い る。

Ziel:etwas,dasmanerreichenwill,woraufdasmenschliche

Handelngerichtetistundworanessichorientiert.

この(ド イ ツ語)文 か ら、 前節 に述 べ た の と同 じ方法 で意 味 ネ ッ トワー ク

を 作 る。 そ れ に は次 の よ うに す る。

まず 、t'Zie1"と い うworldを 作 る。 そ して このworld内 にTOPと い

うオ ブ ジ ェクbを 作 って 、 上 の語 釈 文 を入 れて お く。 このTOP/Zielと い

うオ ブ ジ 三ク トは もち ろんTOP/Germanと い うオ ブ ジ ェク トの子 オ ブ ジ

ェク トと して定 義 さ れ る。 そ の"mean"と い うス ロ ッ トに 語釈 文 を入 れ る
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図 一 資 一3-5"Ziel"の ネ ッ ト ワ ー ク の 一 部

(← → は ス ロ ッ ト関 係)

の も 日 本 語 の 場 合 と 全 く 同 じ で あ る 。 こ の よ う に す る と 、(入 間 の 側 か ら)

意 味 を 知 り た い と き に 、 前 節 で 示 し た"mean"と い うmethodを 全 く同 じ

目 的 で 用 い る こ と が で き る 。 次 に 、 上 記 の 語 釈 文 を(意 味)解 析 して 、 前

節 と 同 じ よ う な ネ ッ ト ワ ー ク を 作 る 。 こ れ に 基 づ い てworldttZie1"の 中

に オ ブ ジ ェ ク トを 作 っ て 行 く 。 こ こ の 手 順 も す で に 述 べ た 方 法 に 準 拠 し て

い る 。 そ の 結 果world"Ziel"に は 、最 終 的 に 図 一 資 一3-5に 示 す よ う

な オ ブ ジ ェ ク トの ネ ッ ト ワ ー ク が 形 成 さ れ る 。

こ の よ う に し て 、 あ る 言 語 に 対 す る ネ ッ ト ワー ク が 形 成 さ れ た 後 に 、 今

度 は ニ カ 国 語 辞 典 を 使 っ て 各 々 の 言 語 の 下 に あ る概 念 動 詞 の 結 合 を 試 み る 。

そ れ に は 対 象 と な る 語 に"tEnglish"、'"Japanese"、"'German"な ど と い

っ た ス ロ ッ ト 名 を 設 け て お い て 、 対 応 す る 語 が 来 た ら そ れ を 満 た す こ と に

す る 。ttZiei/Ziel"の ス ロ ッ ト値 で 、 英 語 の 部 分 は 、 最 初 は 独 笑 部 分 を

引 い てt'aim"の み が 書 か れ て い る が 、 こ の よ う な 辞 書 に し ば し ば み ら れ

る よ う に 記 述 が 「非 対 称 」 で 、 逆 に 英 独 部 分 を 引 い て み る と 、'"goal"、

t"
object"な ど に もt'Zie1"が 出 て く る 。 そ こ で 、 逆 か ら ス ロ ッ トを 埋 め

て 、 な る べ く 対 称 な 辞 書 を 作 る よ う に す る 。

こ の よ う に 、 外 国 語 に 対 し て も 同 じ ア ブ ・ロ ー チ を して 、 し か も類 似 の 概
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念 動 詞 を結 び付 けて や る こ とに よ り、抽 象 概 念 間 の対 応 が 、一 対一 で な く、

ネ ッ トワー ク 間 の対 応 と して表 わ され るよ うに な る。 これ は、 い わば新 し

い 形 の(対 称 な)ニ カ国語 辞 典 を 作 っ た こ とに相 当 し、 機械 翻 訳 の補 助手

段 、 ま た、 人 間 の翻 訳 の補 助 と もな り う る。

3.5ま とめ

国 語辞 典 の 語 釈文 か らキー ワー ドを抽 出 した り、 語 釈文 そ の もの を解析

した りす るこ と に よって、 語 と語 の 間 の意 味 関係 や意 味 階 層 を 定 め る こ と

が で き る。 この方 法 は、上 位/下 位 関係 の 定 ま って い る具 象 概 念 に適 用 で

き るだ け でな く、 そ の よ うな 関係 を定 義 しに くい抽 象 概 念 を表 現 す る語 の

間 の 関係 を構 築 す るた め に用 い る ことが で き る。 これ らの 関係 を 手掛 か り

と して 、語 と語 の 間に意 味 ネ ッ トワー クを 形成 す る ことが で きるが、 これ

を計 算 機 の上 で実 現 す るた めに、 オ ブ ジ ェク ト指 向型言 語CTALKを 用 い

た。CTALKの 組 み込 み 関数 に よ り、 バ ック トラ ックの範 囲 、 方 向 を 指定

した 柔軟 な表 現 が可能 にな る。 また、 一 般 に静 的 な関係 を表 わ すSLOTS

に も、 この バ ック トラ ック の方 向を 指 定 した メ カニ ズ ムを 組 み込 む ことが

で き る。 さ らに、 ス ロ ッ ト名 を新 た に 定義 す る場 合 に は、 そ の ス ロ ッ トに

はい るべ き値 の 範 囲 や性 質 を あ らか じめ制 限 して お く ことが で き る。SL-

OTSの この よ うな機能 に よ って、組 み込 み関 数を 使用 す るだ けで もかな り

強 力 な知 識 表 現 が で きるよ うに な った 。一 方 、 動 的 な 関係 を表 わ すMET-

HODSは 、messagepassingに よ って 柔軟 な操 作 が保 障 され て い る。 ここ

に はか な り複 雑 な 機能 を盛 り込 む こ と もで き る。 また、 すで に述 べ た よ う

に、 同 じ名 前だ が異 な る動 作 を す るmethodを 複 数 の親 に持 た せ て おいて、

状 況 に よって 同 じ名 前のmethodに さ ま ざ まな振 る舞 い をさせ ることが で き

る。 ここ に述 べた シス テ ムで これ らの特 徴を十 分 に生 か しきって い る とは

い え な いが、 語 釈 文 か らこの よ うな形 で知 識 を引 き出す と、 拡 張 が容 易 に

で き るの で、 そ の 中で これ らの機 能 を 生 か して行 く予 定で あ る。

さて、 意 味 ネ ッ トワー ク を この よ うに形 成 す る こ と によ って、 知 識 表 現

の 大 きな 問題 点 の一 部 は解 決 さ れ た が、 この シス テ ムだ け で な く、 知 識 表

現一 般 の 問題 点 は まだ残 って い る。 た と え ば、矛 盾 す る知 識 を入 れ た場 合
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に ど う対処 す る か と い う問 題 が あ る。 この シス テ ムでは、 た とえ ばSLOT-

Sの 制 限の よ う に、 あ ま り深 い レベル に 至 らな い矛 盾 は 自動 的 に解 消 され

るよ うにな って い るが、 相 反 す るmethodが 同 時 に別 の場 所 に存 在 した場

合 の チ ェ ック 機 能 は万 全 で は な い。 ま た、 ルー プを生 じた場 合 に は、 自分

の 親 に また 自分 が い るか とい う ことを、 親 子関 係 を判 定す る組み 込 み関 数

で 調 べ れ ば よ い が、 たと えばmethodで 新 しいオ ブジェク トを 自動 的 に生 成

す る場 合 に は注 意 が 必要 で あ る。

以上 は知 識 表 現 全般 に関す る問 題 点 で あ った。 次 に、 こ こで述 べ た シス

テ ムに関 す る問題 点 を 述 べ る。 まず第 一 に、 現 在 の シ入 テ ムで は、 意 味解

析 を行 うル ー チ ンが つ いて い ない の で、 そ の 部 分を入 手 で行 って い る。 こ

の 自動 化 が 今 後 の 課 題 で あ る。 そのた め に は、 オ ブジ ェク ト指向 型 言語 で、

前章 に述 べ た よ うな構文 ・意 味 解析 を行 うプ ログ ラムを 書 く必 要 が あ る。

次 に、 現在 の とこ ろ、CTALKの 動 く環 境 下 で は 、 よ い漢 字 ル ー チ ンがサ

ポー トされ て い な い。 したが って 、 こ こで述 べ た内容 は 、 い くつ か の図 で

示 した よ うに、 すべ て ・一 マ字 で行 わ れて い る。 これ を、 前 章 ま で に述 べ

て きた 電子 化 され た 国語辞 典の 部 分 と結 び付 け るのが 目下 の 課題 で あ る。

しか しな が ら、 漢字 が サ ポー トされ たUNIX環 境 下 で は、 結 合は さほ ど困

難 で はな い と考 えて い る。

外 国 語辞 典 との 結 合 も今 後 進 め てい くべ き課 題 で あ る。 今 後 の 扱 いを ス

ムー ズ に す るた め に、 た と えば英 語 で は、 す で に電 子化 され て い るLDOC-

Eを 選 ん で あ る し、 英 和 、 和英 辞典 も不 十 分 なが ら電 子 化 され た もので あ

る。 前に も少 し触 れ た よ うに、 この よ うにい くつ かの辞 典 を用 い る場 合 に

は、 各 々の 辞典 の記述(す な わ ち語釈 文)の 「バ ランス」 も重 要 であ る。

た とえ ば 国 語 辞典 で は、単 な る言 い換 え で 済 ませ て い る語 の類 似語 が、 あ

る外 国 語 で は詳 細 に説 明 され て い るよ うな場 合 に は、 ネ ッ トワー ク 間の 対

応 を とる こ とが 難 し くな る。 また、 規模 の 大 きな辞 典 は、 用 例 や 語源 につ

いて の解 説 は=豊富 で あるが 、語 義 に対す る突 っ込 みが 必ず しも十 分 とは い

え な い面 が あ る。 「バ ランス」 とい う側 面 は、ニ カ国語 辞 典 の場 合 には よ

り一 層顕 著 にな る。 特 に、 この種 の辞 典 に よ くみ られ る 「非対 称 性 」、 す

な わ ち、A語 か らB語 へ は語義 が豊 富 な の に、 逆 は一 語 で 片 付 け るな どは、
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この シス テ ム に よっ て か な り解 消 さ れ る。 た だ し、 もっ と 自動 化 が 必 要 で

あ る。 また 、ニ カ国語 辞 典 の対 応 は、 現在 の とこ ろ、 単 に ス ロ ッ ト値 を入

れ るだ けの静 的 な操 作 しか行 って いな い が、 ここを もっ とダ ィ ナ ミソク に

す る必要 が ある。

本稿 では 、 例文 を除 く語 釈 文 か ら得 られ る 「静 的な意 味 関係 」 に つ いて

のみ 述 べ た。 辞 書 とい う面 に即 して い え ば、 す で に触 れ た よ うに 、.例 文 や

注 釈 、慣 用表 現 か ら得 られ る 「半 動 的 な意 味 関 係」 を適 切 に捉 え る こと も

必要 で あ る。 しか しなが ら、 語釈 文 以 外 の部 分 は 、種 々雑 多 な 多様 な表 現

が混 在 して お り、一律 の 機械 的 な取 り扱 い は難 しい。 た と えば 、 「筒 抜 け」

の例 文 「い くら忠 告 して も右 か ら左 へ 筒抜 け だ」 は、語 釈文 に示 され た情

報 を超 え た慣 用的 な 表 現を含 ん で い る。 語 釈文 の情 報 を そ の ま ま援用 で き

る場 合 に は、 「静 的 な意 味 関 係」 を 「半動 的 な意 味 関係 」 、 「動 的 な意 味

関係 」 に拡 張 して い く ことが で き るが 、慣用 表 現 に対 して は 、 現在 の段 階

で は人 間 の支 援 が必 要 で あ る。外 国 語 、ニ カ国 語 辞 典 に つ い て も問題点 は

同様 であ る。
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資料編4.制 限 日 本 語

言 語 は さ ま ざ まな役 割 を持 っ て い る が、 そ の 中の重 要 な 役割 と して 、 情報'

を 伝 達 す る道 具 で あ る ことが挙 げ られ る。情 報 が正確 に、 曖 昧 性 が な く相 手

に 伝 わ る ことが望 ま れ る。特 に科 学 技 術文 書 な どでは この こ とが 重 要 で あ る。

また 、機械 翻訳 に代表 され る計 算 機 に よ る 自然言 語処理 で は 、原文 が 正 確 で

な い と処 理 が で きなか っ た り、 誤 った 処理 結果 を生 む場 合 が あ る。 この よ う

な背 景 か ら言 語 の規格 化 が 提案 されて い る。 これ は言語 の 語 彙 と文法 とを 制

限 す る もの だ が、 その眼 目は曖 昧性 の排 除(深 い構文処 理/意 味 処理 を行 わ

ず に解 析 で きる よ う、曖 昧 性 の な い文 だ け を許 す こと)に あ る。 た だ し、 こ

れ らの規 格 化 の 提案 は科 学記 述文 書 な どの よ う に正 確 さを第 一 に考 え る よ う

な場 合 だ けを 対象 と して お り、 け っ して言 語 の情 緒面 を 制 限 す るよ うな もの

で は な い。

以 下 に 制限 言 語 の例 を い くつ か示 す 。 まず 、海 外(米 国)の 制 限言 語 と し

て か な りの効果 を上 げて い る例 と して コ ン トロー ル ド ・イ ン グ リ ッシ ュ(Co-

ntrolledEnglish)に つ いて述 べ る。次 に、 日本 で 提案 さ れ て い る制 限言 語

の 試み と して 、 京 大の 長尾教 授 が 提 案 して い るMAL(MachineAcceptable

Language)文 法 と九工 大 の 吉 田教 授 が 提 案 して い る制 限 日本 語(特 に 名 前は

ま だ な い よ うなの で こ こで は吉 田方 式 と呼 ばせ て いた だ く)に つ いて 説 明 す

る。

4.1コ ン トロール ド・イ ング リッ シュ(ControlledEnglish)

米 国 の キ ャタ ピラ社 は海 外へ の 製 品輸 出に 伴 う技 術情 報 の 伝 達 に当 た り、

各 国 の代理 店 ス タ ッフと技術 屋 と の コ ミュ ニケー シ ョン、 英語 の読 み 書 き

が十 分 で きな い海 外 の 技 術者 の 指導 とい う問 題 に直面 した 。

2万 件 もの文 献 を50カ 国 語 に翻 訳 す る とい うこ とは 経 済 的 に現 実 性を

はる か に越 えて い る。 さ らに翻訳 者 を 確保 す ること も困 難 で あ る。 翻 訳 が

で きた と して も、 最 新 情報 に基 づ く改 定 や 、発刊 時期 の ず れ 、誤 訳 な ど問

題 が 山積 み にさ れ る。

そ こで 、翻 訳 を 不 要 にす る シス テ ムを開 発 した。 こ の シス テ ム で は、 英
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語 を記 号 と して 考 え 、記 号 にた だ一 つ だけ の意 味 を もたせ る。 また、 使 用

す る記 号 の 数 を最 小 限 に、 か つ、 統 制 の とれ た もの に す る とい う条 件 を満

たす もの と考 えた。

キ ャタ ピラ社 の 開 発 した コ ン トロー ル ド・イン グ リ ッシ ュは語 彙 及 び文

法 を 制 限 す る もの で あ り、 そ の詳 細 は以 下 に示 す とお りで あ る。

・一 般 的 な単 語 は約800語 。

専 門用語(図 解 で き る もの;工 具 や部 品 な ど)は この 限 りでは

な い。

・従 属節 はた か だか1つ 。

時 、場 所 、方 法 、結果 、理 由 、 目的を表 す 節の 使 用 は 許 す。

譲歩 節(although、whereasな ど)は な るべ く使 わ な い。

・時制 は過 去 、 現在 、 未来 の 単純 時 制 の み。

・助動 詞 はdo 、can(可 能)、must、will(未 来)の み。

・動 詞 は能 動 態 の みを 用 い る。

この システ ムを 採 用 した こ とに よ り、 最 終的 な文 章 に は以 下 に示 す よ う

な変 化 が み られた 。

・文 はす べ て 明 確 で ハ ッキ リ して い る。

・一 般 的 な説 明 は よ り詳 細 で 段階 的 で あ る。

・1文 が短 い 。 暗示 が な い。

・過 去 形 や未来 形 の代 わ り に、文 の 順序 で時 制 を 示す 。

4.2MAL(MachineAcceptableLanguage)文 法

MAL文 法 は、 京 都 大学 の 長尾教 授 が 提案 して い る制 限 日本 語 で あ り、

計 算機 を用 いて 日本 語 を 解析 す る際 に生 じる曖 昧 さ を除 くた め に設 計 され

て い る。 計 算機 に よ る自然言 語 処 理 を 大変 意 識 して い る点 が コ ン トロー ル

ド ・イ ング リッシ ュ と大 き く異 な る点 で あ る。MAL文 法 で は、 コ ンマ(,)

及 び読 点(、)を使 い 分 け る こ とに よ って文 構造 を一 意 に決 定 す る こ とが で き

る。

以 下 にMAL文 法 の規 則 を 示 す。

① 連 用修 飾 句 は最 も近 い述 語句 に係 る。
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②連 体 修 飾句 は最 も近 い体 言 に係 る。

③ 連 用 修 飾句(連 体 修 飾 句)が 最 も近 い 述 語(体 言)に 係 らず 、 次 に

近 い述 語 句(体 言)に 係 る場 合 には 、連 用 修 飾句(連 体 修 飾句)の 直

後 に コ ンマ 「,」を い れ る。

ex.美 しい 日本の 私

美 しい、 日本 の私

遠 く高い山

遠い高い山

遠 く、 高 い山 を見 た=

この本 の主 張

この 、 彼の主 張

=(美 しい 日本 の)私

二 美 しい(日 本 の私)

日本 の美 しい私

=(遠 く高 い)山

=遠 い(高 い 山)

遠 く((高 い山)を 見 た)

遠 くに高 い 山を見 た

=(こ の本)の 主張

=こ の(彼 の 主張)

彼 の この主 張

④ 連 用 修 飾句(連 体 修飾 句)が ③ の場 合 よ りもさ らに一 つ右 の述 語句

(体 言)に 係 る場 合 に は、連 用 修飾 句(連 体修 飾句)の 直 後 に読 点

「、」 を入 れ る。

ex.美 し く着 飾 った 、 お祭 りの 日の お稚児 さん

=お 祭 りの 日の美 しく着 飾 っ たお稚 児 さん

美 し く着 飾 って 、 お祭 り に浮 か れ 出 た狸を か らか って い る女

の子

=お 祭 りに浮 かれ 出た 狸 を美 し く着 飾 って か らか っ て い る女 の

子

⑤ 文 中 の 引用 文 は カギ括 弧 で くくる

ex.「 彼 は東 京 へ 出張 だ」 と聞 い た

⑥ 修 飾 語 句 のつ か な い 名詞 の並 列 は 「・」 また は 「,」 で 区切 る。

ex.こ こで は、 動 詞 、 形容 詞 、 形容 動 詞な どを述 語 句 と呼 ぼ う。

計 算 機 に よ る、文 の 解 析 ・合成 の研 究 を進 め て い る。

⑦ 「と」 や 「こ と」 な どを作 られ る複 雑 な並 列句 の場 合 は、 「… と」 、

「… こ と、」 な どの 、呼 応 の 語 句 を並 列 の すべて の 語 句 につ け る こと
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に よって 唯一 の 解析 を行 え る よ うにす る。 但 し、 並 列 の 最後 の句 の後

の 「と」 、 「こと」 に は 「,」 は付 け ない 。

ex.属 性 リス トをn組 に拡 張 す れ ば、 複 数 個 の キー を 持 つ表 の検

索 を 高速化 で き る こと、 大域 的 に定義 され る属 性 リス トを局 所 的

に 定 義で き る こ と、使 用 済 み の属 性 リス トの 回収 を行 う屑 あ つめ

が実 現で き る こ とを報 告 した。

⑧ 話題 提示 の 「… は」 につ い て は 次の よ うに扱 う。

D① 、③ の 約束 が 成立 す る。

lD④ の約束 の 代 わ りに、 次 の よ うな解釈 を と る。 す な わち 、 「…

は、」は そ の文 の文 末 の述語 に係 る もの と約 束 す る。 た だ し、文 末 の

述 語 に つい て は⑬ に述 べ る。

⑨ 文頭 の接 続 詞 は文 末 の 述 語 に係 る(す な わ ち文 全体 に係 る)と 解 釈

す る。 文頭 の接続 詞 の次 に コン マが あ って もな くて も解 釈 は 同 じ とす

る。

ex.し か しそ れ は矛 盾 を 含 ん で い る。

しか し、 そ れ は矛 盾 を 含 ん で いな い こ とが あ る。

⑩修 飾 関係 は非 交 差 条件 を満 た す もの とす る。

ex.× 研 究 成果 を得 て 、 彼 は、満 足 した 気分 を味 わ った よ うに見

え た。

→ 彼 は、 研 究 成果 を得 て 、満 足 した気 分 を味 わ った よ うに見

えた。

⑪ コ ンマや読 点 を打 つ ことに よ って 、 文末 か らさ らに右 に係 る よ うに

解 釈 され る場 合 には、 す べ て文 末 の 述 語 に係 る もの とす る。

ex.彼 が 、本 当 の発見 者 だ っ た。=彼 が 本 当 の 発 見 者 だ っ た。

⑫ 付 属語 を持 た な い 名詞(数 詞 、代 名詞 を含 む)は ⑥ の場 合 を除 いて

連 用 修飾 句 と見 なす 。

ex.計 算 機 を 使 う場 合 、 次 の こ とに注 意 す る。

彼 は体 重50Kg、 身 長160αn、 す ば ら しい男 だ。

⑬ 次の よ うな文 末 の述 語 部 は一 種 の付 属語 と見 な す。 そ して 「文 末 の

述 語」 はそ の 手 前 に くる述 語 を指 す もの とす る。
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…(動 詞)も の とす る
。

・・(動 詞)の が よ い
。

・・(動 詞)す る ことが あ る
。

…(動 詞)こ とが多 い
。

…(動 詞)こ とが で きる
。

⑭一 つ の 語 が二 つ の 品 詞(あ る いは解 釈)を 持 つ と き、最 も近 い係 り

受 け関 係 が成 り立 つ ぼ うの品 詞(あ るい は解釈)を 採 る。 付 属 語 に よ

って 語 幹 の品 詞 が決 ま る場 合 もあ る。

ex.昨 日山へ 行 った。(副 詞)

昨 日は よい天 気 だっ た 。(名 詞)

4.3〈 吉 田方 式 〉の 制 限 日本 語

九 州工 業 大 学 の吉 田教 授 も制 限言語 を 提案 して い る(こ こで は 〈吉 田方

式 〉 と呼 ばせ て い た だ く)。 吉 田方式 で は科 学 技術 文書 を 対 象 と した 日本

語 の規 格 化 を 考 えて い る。 正 確 さを要 求 され る科 学技 術文 書 を 誰 が読 ん で

も意 味 が一 意的 に と れ る よ うに記 述す る ことを 目指 して い るが 、計 算機 処

理 とい う こ と も非 常 に意識 して い る。

吉 田 方 式の特 徴 は、 そ の制 限が 、 語彙 、文 法 の 両面 に渡 って い る ことで

あ り、語 彙 に関 して は付属 語 的表 現 に関 す る規 則 、文 法 につ いて は係 り受

け に関す る規 則 に ま とめ られ て い る。特 に付 属 語 的表 現 に 関 して は計 算 機

マ ニ ュア ルや論 文 な どを実 施 に調 査 した結果 に基 づ き
、 か な り細 か くま と

め られて い る。 更 に、 「文 書 作成 の 指針(ガ イ ドブ ック)」 的 な もの も準

備 さ れて 、 た ん に文 法 的 な 制 限だ けで な く、 文体 な どの 面 か らも分 か りや

す い文 書 を作 成 で きる よ うな システ ムを考 えて い る。

以 下 に、付 属語 的 表 現 に 関す る規 則 と、係 り受 け に関す る規 則 を説 明す

る。

(付 属語的表 現に関す る規則)

付 属語的表 現を助詞に相当す る表現(関 係表現)と 助動 詞 に相当する表

現(助 述表現)に 分け、 これ ら付 属語的表 現の意味を一意 的に決 定 してい
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る。一 意 的 に決 ま らな い場 合 で も少数 の意 味 に 限定 して お く ことは有 効 で

あ ろ う。 付属 語 的表 現の 意 味 を 限 定 す る こ とに よ り、文 を読 む場 合 に も、

機械 処理 を行 う場 合 に も都 合 が よい。

例え ば 、格 助 詞 「で」 の場 合 に は以 下 の よ うに な る。

(例)格 助 詞 「で」

アメ リカで 採 用 さ れた(場 所)→(こ の ま ま)

第1章 で 述 べ た(抽 象 的場)→ 第1章 におい て 述べ た

図 で表 す(道 具 ・方 法)→ 図 を使 って表 す。

(係 り受 け に関 す る規則)

一 般 的 な係 り受 け 規則 は以 下 の5つ で あ る。

(1)連 体 修 飾 語 は後 方 の体 言 の うち もっ と も近 い体 言 に係 る。

(2)連 用 修 飾 語 は後 方 の 用 言 の うち もっ と も近 い 用 言 に係 る。

(3)「 連 体 修 飾 語+読 点」 は名詞 句の 最 後 の体 言 に係 る。

(4)「 連 用修 飾 語+読 点」 は文 の最 後 の用言 に係 る。

(5)「 は」 は 「RPP+読 点 」 、 「述語(連 用形)十 読 点」 、 「述 語

(終 止形)+句 点」 の うち の もっ と も近 い もの に係 る。(Rppは 、 述

語か ら述 語へ の関係 表 現 であ る。)

以 上 の他 に、連 体 修 飾 語 間 の係 り受 け に 関 す る規 則、 連 用 修 飾 語 間の 係

り受 け に関 す る規 則、 並 列句 に関 す る規 則 が細 か く規 定 さ れて い る。

4.4制 限 言語 の課 題

制 限言 語 の規 格 な ど技術 的 な課 題 は参 考 文献 等 に譲 る と して 、 ここで は

利 用 ・普 及 上 の 課 題 につい て 考 え て み る。

制 限言 語 に よ り 日本 語 の規 格化 が で きた と して も、 そ れ が 普及 し得 るの

か とい う問題 が あ る。 これ を克 服 す るた め には 、 ユー ザ に制 限言 語 の 必要

性、 有用 性 を認 識 させ る必 要 が あ る。 そ の た め には、 開 発 側 で は、制 限言

語 が いか に 効率 的、 経済 的 で あ るか とい う こ とを立 証 しな けれ ばな らな い。

実 際 に制 限言 語 の規格 にあ う文 章 を人 間 が い きな り書 くと い うの は か な

りの負担 とな る。 そ こで 制 限言 語 を 用 いて文 書 を作成 す るた めの 支 援 シ ス
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テ ム が不 可 欠 とな る。 この こ とは制 限言 語 の 提 案 者 も認 識 して お り、 文 書

作 成 支援 シス テ ム も開 発 されて い る。 この シス テ ムが使 い に くい もの で あ

れ ば、 制 限 言 語 の普 及 に妨 げ とな る で あろ う。
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資料編5.統 計 におけ る商品分類体系(HS)

5.1HSと は

HSは 、 関税 協 力理 事 会 品 目表(CCCN)に 代 わ る新 た な商 品 分類 表 と

して 作 成 され、 我 が 国 で は国 際 貿 易 の分 野 での真 に統一 的 な商 品分 類 が

63年1月 か ら採 用 され る こと とな る。 このHSに よ り国 際貿 易 の 輸 出入

統 計 の比 較 が容 易 とな り、貿 易 交 渉 の共 通 基盤が 整 い、 国 際 貿易 の一 層 の

発展 が 期待 さ れ る。

52HSコ ー ド体 系

HSは 、 国 際 貿易 で取 引 さ れ る物 品 を 系統 的 な 形式 で配 列 し、 これ らの

物 品 を部 、類 及 び節 に区 分 して い る。 な お、部 、類 及 び節 の表 題 は、単 に

参 照 上 の便 宜 の た め に設 けた もの で あ る。 次 ペ ー ジ以 降 に、17の 商 品に

つ い て 且Sコ ー ド体 系 を 例 示 す る。

(1)HSコ ー ドの意 味

HSコ ー ドは、 部、 類 、 節(以 上 、 国 際 的 に統一)及 び統 計 細 分(各 国

別 に 設 定)か ら構 成 され、 部 、類 、 節 は各2桁(合 計6桁)で 、我 が国 の

統計 細 分 は3桁 で表 示 さ れ る。

(2)分 類 の基 本 ア ト リビュー ト抽 出

① 種類(原 材 料 、加 工 半製 品 、 最 終製 品 の種類 を主 とす る)

② 用 途

③ 機 能(機 能 、性 能)

④ 品質(品 質 、材 質、 濃度 、 比重 、 含有 量 、添 加物)

⑤ 容 量(容 量 、容 積 、 重 量)

・⑥ 形 状

⑦ 形 態(形 態 、 方法 、 方 式)

⑧ 性

⑨ そ の 他(課 税 価格 な ど)

一228一
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《小 麦 》 基 本 ア トリビ ュー ト=【 種類 】 ・ 【用 途 】

卿 工 論 小麦(㌫101
。:。,_)一[

窃 賭遡】

《ワイン》

① 【無類】

基 本 ア トリ ビュ ー ト=【 種 類 】

fi可非〕1用(1001.90-091)
一[

そ の 他(1001.90-099)

・ 【容 量 】 ・ 【品質 一濃 度 】

スパ ー ク リング ワ イン(2204.10-000)

讐 璽惹}i:　　1∵…))
その他ぶどう搾汁

し ょ 糖10%以 下(2204.30-111)

そ の 他(2204.30-119)

その他 一[霊 》㌫1

,i214'30'191)

その 他(2204.30・200)

ベ ル モ ッ トそ の 他の ぶ ど う酒

(芳香性物質により香味を付けたもの)
⑤ ㈱ 七 二;;ト ル以下(2205'10"OOO)

④ 腋 】一[=㍑ 蕊2205'90'100)
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《石 油 》 基 本 ア トリ ビ ュー ト=【 種 類 】 ・ 【品 質 一含 有 量 ・比 重 】 ・ 【用途 】

①馴鴨;購 撒ご
重合度㈱ アルキレン七:二 蕊;蕊o;oぴlll)

鱗 塁雛 §魏 塁習羅 との温腱 、度以内(271。.。。.12。)

㍗:巴工

汕 …(省 略)

一 軽 油 …(省 略)

潤 滑 油 ・・(省 略)

の 他(2710.00・199)

聯 買】一[グ リー ス(2710.OO・210

そ の他 …(省 略))

温 度15度 に おけ る

比 重0.8017以 下(2710.00-131)

その 他(2710.00・132)

石 油 化学 製 品 製造 用(2710.OO-133)
　

ア ン モ ニ ア製 造 用(2710.00-134)

そ の他(ガ ス製造 用)(2710,00-135)

誉1用 く政 令 で定 め る もの)(2710.OO'136)『

の他]=1罐 霊llぽ137)



N
ω
一

《プラスチック》 基本アトリビュー ト=【 種類】 ・【品質一比重】 ・ 【形状】 ・

① 【種類】 一次製品 エチ レンの重合体 ポリエチレン

【用途】

　 τ:ご:慧
;=ご ～こ 鵠

⑥㈱ τ ㌶1㍍ ㍍ のtUl'これ瓢 蹴
)

塊 、粉 、 粒 、 フ レー ク そ の 他 こ れ らに類 す る形状(3901.90-010)

そ の他(3901.90-090)

プ ロ ピ レン そ の 他の オ レフ ィン の重 合 休 ・◆ ・(省 略)

スチ レン の重 合体 ・ ◆ ・(省 略)

一 塩 化 ビニ ル そ の 他の ハ ロ ゲ ン 化 オ レ フ ィン の重 合 体 …(省 略)

…(省 略)

くず、半製品及び製品

エチレンー酢酸ビニル共重合休
⑥ ㈱ 一[㌶=蒜1め 他こ2×6`t;「tする形状(3901'30`OIO)

留1》状】一[

瞳 購iiiiiiili;i)
一 ◆ ◆.(省 画ff)

㎜下鱗 ㍍ 濫1:『ご)
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《ハンドバッグ》

④ 【筒賀】

基 本 ア トリ ビュ ー ト=【 品 質 一材 質 】 ・ 【そ の 他 一言架税 価 格 】

巷麟 響 櫻 議量‡認

④【欄 一[

革 製 又 はパ テ ン トレザ ー 製(4202.21・UO)

そ の 他(4202.21・i20)

その 他 革 製 又
は バ デ ン トレザ ー製(4202.21・210)

その 他(4202.21-220)

灘 笹 鷲 鞠=§ を超えるもの(一)

プ ラ ス チ ック シー ト製(4202.22・210)④㈱ 】一[

そ の他(4202.22・290)

そ の 他(4202.29・000)

《バルサ》 基本ア トリビュー ト=【 種類】

① 【拘類】 熱帯産木材 バポン、マホガニー、インプイア及びバルサ

《ワイシャツ》 基本ア トリビュー ト=【 性】 ・【品質一材質]

(省略)

《綿》 基本アトリビュー ト=【 種類】 ・ 【形状】 ・【rr1途】

(省略)

《グラス》 基本ア トリビュー ト=【 品質一材質】

④【澗 一閲 蕊
,蒜:;00)

《ス デ ン レ ス》 基 本 ア トリ ビ ュー ト=【 種 類 】 ・ 【用 途 〕 ・ 【品質 一材 質 】 ・ 【形 態 一方 法 】

(省 略)
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《のこぎり》

① 【熊 灯】

基 本 ア トリビ ュー ト=【 種 類 】 ・ 【品 質 一材 質 】 ・ 【形 態 一方 式 】

手 の こ ぎ り(8202.10・000)

亨の こ ぎ りの ブ レー ド〈8202.20-000)

サーキュラーソーのブレー ド
④ 【tHiva】一[:麗 麗:

。8`29'2'31'OOO)

一 チ ェー ン ソ ーの ブ レー ド(8202 .40・OOO)

そ の 他 の の こ ぎ りの ブ レー ド ス トレー トソー⑦㎜モ;㌧ii瀞
)

留彩期 4幾イ戎云℃(8202.99-OlO)
一[

そ の 他(8202.99・090)
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《電子計算機》

① 【榊 買】

基 本 ア トリ ビ ュー ト=【1111rt】 ・ 【形 態 一方 式 】 ・ 【機 能 】

ぜ撒
も頭{繍讐 ㌶ ま㌶:;一 ・一)

ゴ ィジ タル式 処 理 装 置(8471.91・000)

一 日1垣1‖装 置(847i.92-100)

示 装 砥(8471.92-200)

そ の 他人 出 力 装 置(8471.92・900)　喋i懲 ㌔
ご)

そ の 他(8471.99・000)

《VTR》 基木ア トリビュー ト=【 形態一方式】

⑦【形態】一[轍:㌶;lllOOO)
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《テレビ受信機》 基本ア トリビュー ト=【 種類】

① 【櫛類】 カラー② 【期溺

・ 【用 途 】 ・ 【品 質 一方 式 】 ・[形 態 】

放送用④㎜τ難

liき:箒㍗)
の 他(8528.10-900)

白黒その他のモノクローム②㎜ 醗編

τ難 欝1よ罐ご)
そ の 他(・8528.20-900)
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《半導体》

① 醜 類】

基 本 ア トリビ ュ ー ト=【 種類 】 ・ 【形 態 】 ・ 【機 能 】 ・ 【品質 】

　 ⑦㈱ 七三 当ii臨

ll:蕊 ㍑1::91:;
　 　 一 　 ⑦㈱て1;il耀;熱

)
　 ㈱七…㌘ ㌶ 整数

:欝 一 ・)
光房量騨 蘇 李ズラ元::∫響 も)
サ イ リス タ、 ダ イア ック及 び トラ イア ック …(省 略)

L 集積回路
7

モノリシック集積回路
⑦ 【形鮒】 　 エこ ㌔㌔

の 他(8542.11・990)

その他一[瓢;;:篇1;542謝00)

一 八 イフ'リッ ド集 π{回路(8542 .20・000)

薪i》31}}iε§;Ili{:琴8:888il

記憶 素 子(8542.11'911)

マ イ クロ コ ン ピ ュー タ

及 び マ イク ロプ ロセ ッサ

並 び に周 辺集 積 回路(8542.lr・912)

その 他(8542.il・919)
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《自動 車》 基 本 ア トリビ ュー ト=【 種 類 】 ・ 【形 態 】 ・ 【用 途 】 ・ 【機 能 】 ・ 【容 量 】

①㎜ ト　 　 τ講1髄ii獄i壁 巖

_)
Tそ(z)tUl()⌒-Eli馴 淵 撒}・ ・1・9・・12・8701.90-900))公共　 　 　 七1;罐;1㌶1㌫ 子端 畠山 ㌍)

乗 用 自動 車 そ の 他 の 自 動lil〔② 【舟遼 】 雪 上 走 行 用車 両 及 び ゴ ル フ カ ー そ の他 これ に類 す る車 両(8703.10-000)

⑤蹴fス トン式火花点火内燃 関)

その他(ピ ス トン式圧縮点火内燃機関)
⑤[容 測

9ン{馴r議 既(87・3・21・1・・)

⑤ 【容斑】一『一[…iii8{…{三夏ili§T81:i{{:9S83

ioooを 超 え1500以 下

⑦ ㈱ 一[4あ 畠ぎ鑑
、;T89621'100)

巷Ol綴 半2畠 そダウン(9・・3・23-1・・)

⑤ 【容超】τ=妾88⑪量迩{;T8§:iii二;▲89

901灘]τ 辮 嘉島!
、ITI96・1-i・G)

謬ン1馴 普2継5(87・3・31-1・ ・)

⑤ ぱ量】-1==}8⑪82鑛!§}81:li:9▲S3

1500を超え2500以 下
⑦ 【蹴 】一「=`6危 ダウン(8703・?・2`100)

⑤ 【緬 「=;888鍵lll8i:塁=謝

901綴 】「=雛 編!
,1了1;6・rl・・)
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一 貨物自動車 ② 【間遠】

Lの 他(87_)

名爾 」芒 》議 畠!ll了81611・1・・)

嵩艦 ト羅 讐 敵llilこ

ご)
=樫1欝 欝 懇

1留携1ご)
車両 総重 世20ト ン超 過

⑦ 虚 憩 】一一[一 ノッ クダ ウ ン(8704.23・100
一 そ の 他(8704 .23-900))

=鷹1難1羅 灘

翼1::::::::
購 　 E難i灘 難::9

,].。・・)

《ピアノ》 基本ア トリビュー ト=【 種類】

①撒 】エ2議 ㌔1き8!6}『loo)
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